


表紙写真

タバコ属 (Nicotiana)植物は66種が記載され、多くはアメリカ大陸とオーストラリアに生育している。栽

培種のタバコ N.tabacumは異質 4倍体で48本の染色体を持ち、祖先型の N.SyJvetris (2n=24)と N.

tomentosiformis (2n=24)が合体して生じたとされる。タバコは商業作物であることから古くから、遺伝的、

系統的、生理的特性が解析され、近年には細胞生物学や細胞操作のモデル植物として広く使われるように

なった。さらに、アグロバクテリアによる形質転換法が確立され、宿主植物として最もよく用いられてい

る。また、葉緑体の遺伝子破壊法や invitro発現系なども開発されており、植物生理学研究のモデル植物と

して大きな地位を占めている。タバコを用いて、 BY-2細胞株の確立など、世界に誇る成果が我が固から発

信されている。表紙の写真は数少ない観賞用タバコの「星の姫jである(日本たばこ産業株式会社、葉た

ばこ研究所提供)。

日本植物生理学会2000年度年会

および

第40回シンポジウム

講演要旨集

会期:2000年 3月27日(月)-29日(水)

会場:椙山女学園大学生活科学部

日本植物生理学会



トJ

名古屋地下鉄路線図
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懇親会会場の名古屋国際ホテルには地下鉄東山線・

栄駅下車、 8番出口より、名古屋方面へ徒歩5分

年会会場の椙山女学園大学生活科学部へは JR名古屋駅より

地下鉄東山線(桜通線と間違わないよう)藤が丘行で星ケ丘

下車 (17分) 6番出口から徒歩5分

椙山女学園大学(大会会場)



星ケ丘周辺および椙山女学園大学構内
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口交通のご案内

1)会場へのアクセス

年会会場の椙山女学園大学生活科学部は， J R名古屋駅から地下鉄東山線藤が丘行きに乗車し，約17分で「星

ケ丘」で下車 6番出口より徒歩 5分です(名古屋地下鉄路線図および星ケ丘周辺案内図を参照して下さい)。

名古屋空港からは名古屋駅行きの空港パスを利用して JR名古屋駅に行き，地下鉄を利用して下さい。学内に

は，学外者用の駐車場はありません。車での入構は御遠慮下さい。

2)懇親会会場(名古屋国際ホテル)へのアクセス

地下鉄東山線・栄駅下車 8番出口を出て(そこが錦通り)名古屋駅方向に徒歩 5分。錦通り沿いにあります

(名古屋地下鉄路線図参照)。

口参加登録受け付け

1) 27日(月)午前 8:30より，椙山女学園大学生活社会科学科棟 l階にて参加登録の受け付けを始めます。例

年，初日の午前 9: 30前後は受け付けが非常に込み合いますので，初日の早い時間の発表者の方は早めに受け

付けを済ませて下さい。

2)予め参加申し込みをされている方は「予約参加受け付け」で講演要旨と名札を受け取って下さい。名札は講

演会場用と懇親会用の 2種類があります。

3)参加申し込みを済ませていない方(参加費を納入されていない方)は， [""当日参加受け付け」で参加手続きを

して下さい。

4)講演会場内では常時，講演会場用の名札をご着用下さい。また，懇親会場では懇親会用の名札をご着用下さ

し、。

ロクローク

生活社会科学科棟 l階105号演習室がクローグです。クローグの受け付け時間は下の通りです。夜間は管理で

きませんので，必ずその日のうちに荷物を引き取るようにして下さい。

3月27日 8: 30--.....18 : 30 3月28日 8: 30--.....18 : 30 3月29日 8: 30--.....17 : 00 

口一般講演発表をされる方へ

会則第4条2項により，年会の研究発表の講演者は本学会員に限ることと定められています。したがって，講

演者が本会に未加入の場合は，発表に先立つて学会本部にて入会手続きをとって下さい。

1)一般講演の発表はすべて OHPにより行われます。 35mmスライドは使用できません。シンポジウムの発表

は OHP，35 mmスライドともに使用することができます。

OHP発表については，①A4サイズを使用して下さい。画面は縦横いずれでも使用できます。 ②OHPの操

作・進行は講演者または共同研究者のサポートによりお願いします。③講演時の指示棒は全会場に用意します。

④OHPランプは講演を終了しても消さないで下さい。

2)一つ前の講演の時には， [""次演者席」に着席して下さい。

3)一般講演は講演時間12分，討論3分です。講演開始10分後に第 1鈴， 12分後に第 2鈴の順に時間経過を知ら

せます。座長の指示に従い，必ず時間を厳守して下さい。

口会期中(3 月 27 日 ~29日)の年会本部への連絡方法

会期中(3月27日--.....29日)の年会本部へのご連絡やお問い合わせは下記の電話または Fax(植物生理学会あて

と明記のこと)をお使い下さい。この電話回線はこの会期期間のみ使用可能で，これ以外の期間は利用できませ

ん。

Te1 052-78ト1186 内線 611 Fax 052-782-7265 
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口年会及びシンポジウムについてのお問い合わせ

会期以前(3月26固まで)の年会およびシンポジウムのお問い合わせは，できる限り E-mailまたは Faxにて

お願いします。

干464-8602名古屋市千種区不老町

名古屋大学大学院理学研究科，生命理学専攻

日本植物生理学会2000年度年会準備委員会近藤孝男

Tel 052-789-2498 Fax 052-789-2963 
E-mail: jsppnagoya@bio.nagoya・u.ac.jp

口年会参加者への連絡方法

年会参加者等への伝言は受付付近の「伝言板」に掲示します。会場内での呼び出し等は行いません。

また. ["伝言板」は年会参加者相互の連絡にも自由に利用して下さい。

口関連会議

学会賞選考委員会

編集実行委員会

編集委員会

常 任評議員会

評議員会

3月26日(日)14: 30~ 15 : 30 名古屋大学理学部F館406号室

3月26日(日)16: OO~ 1 7 : 00 名古屋大学理学部F館406号室

3月26日(日)17: 30~20 : 00 名古屋大学理学部F館406号室

3月27日(月)12: 30~ 13 : 30 椙山女学園大学生活科学部本棟101会議室

3月27日(月)18: 00~21 : 00 椙山女学園大学大学会館3階大会議室

(椙山女学園大学構内図を参照)

総 会 3月28日(火) 12:30~13:00 A会場

口ミキサ一

日時:3月27日(月)18: 00から

場所 :椙山女学園大学，大学会館 l階食堂 (椙山女学園大学構内図を参照)

軽食とビーノレを用意しています(無料)。みなさんふるって参加して下さい。

口懇親会

日時:3月28日 (火)18: 30~ 
場所:名古屋国際ホテル

名古屋市中区錦3-23-3
Tel 052-961-3111 
地下鉄東山線・栄駅下車 8番出口を出て(そこが錦通り)名古屋駅方向に徒歩 5分。

錦通り沿い(地下鉄路線図，参照)。

懇親会会場では懇親会用の名札を着用して下さい。
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ロサテライトシンポジウム

日時:2000年 3 月 30~31 日

「植物生体膜とシグナル伝達」
(第 5回植物生体膜シンポジウム)

会場:名古屋大学シンポジオン(名古屋大学東山キャンパス，豊田講堂裏)

地下鉄東山線本山駅から徒歩15分，または市パス(島田住宅または平針住宅行き)で 5分，

名古屋大学前下車，徒歩3分

プログラム

3月30日(木)

9: 00 受付

9 : 30 開会

9: 40 植物組織の傷害・異物応答における局所的および全身的オキシダティブパースト

道家紀志(名古屋大学院・生命農学)

10 : 20 オリゴ糖エリシター受容体を介した細胞応答の調節機構 渋谷直人(農水省・生資研)

11 : 00 休憩

11 : 15 一般講演(4演題)

12 : 15 昼食

13 : 30 巨大化徴生物細胞:新しいイオ ン輸送体アッセイ系の開発

矢部 勇(東京大・分生研) ・黒田照夫(岡山大・遺伝子)

14 : 10 酵母の伸展活性化 Ca2+チャネルの発見一植物科学へのシグナル

飯田秀利(東京学芸大・教育)

14 : 50 休憩

15 : 20 青色光による気孔開孔制御 島崎研一郎(九州大・理)

16 : 00 特別講演:The proton-pumping A TPase and malate transporters at tonoplast: Chimeric house-

keeping enzymes or versati1e “eco・enzymes"in environmental responses? 

17: 00 終了

17: 30 懇親会(於:ユニバーサルクラブ)

3月31日

9: 00 一般講演 (8演題)

11 : 00 休憩

11 : 20 イネ三量体Gタンパク質の構造と機能解析

12 : 00 植物の窒素検知とその情報伝達

12 : 40 閉会

U. Luttge (Darmstadt Univ. of Technology) 

岩崎行玄(福井県大・生物資源)

杉山達夫・榊原 均(名古屋大・生命農学)

植物生体膜談話会主催による上記の第 5回植物生体膜シンポジウムを日本植物生理学会2000年度年会のサテラ

イトシンポジウムとして開催します。参加費は1，000円，懇親会費は6，000円です。当日会場で徴収させていただ

きます。シンポジウムおよび懇親会参加希望者は 3月10日(金)までに下記の連絡先までお知らせ下さい。

一般講演(12分講演+3分討論)を募集しています。希望者は 2月10日までに演者名，所属と演題を下記の連

絡先までお知らせ下さい。なお，講演は植物生体膜談話会会員に限らせていただきますが，当日までに入会され

る方は会員とした扱わせていただきます。年会費は1，000円です。
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第 5回植物生体膜シンポジウム実行委員会

飯野盛利，大隅良典，岡崎芳次，加藤潔，武藤尚志(委員長)

連絡先:武藤尚志名古屋大学生物分子応答研究センター

Tel 052-789-5205 Fax 052-789-5206 
E-mail: h44787a@nucc.cc.nagoya・u.ac.jp

「植物オルガネラ研究における新展開」
(第 2回植物オルガネラワークショップ)

日時 3月26日 (日)10: 30"-' 17 : 00 
会場:ホテル・ルブラ王山 Bl弥生の間

名古屋駅から地下鉄(東山線)で15分， I池下駅」下車， 2番出口より徒歩3分

セッション 1Iオルガネラ形成への遺伝学的アプローチJ(10: 35"-' 11 : 50) 
1. I葉緑体の形態形成に関わる遺伝子の解析」

島田裕士，太田啓之，増田建，高宮建一郎(東工大・生命理工)

2. Iオルヵーネラ機能を制御する遺伝子の単離と解析ー遺伝学的アプローチー」

3. Iフィトクロムによる光形態形成反応」

特別講演「植物オルガネラの機能転換を支える分子機構」

セッション 2Iオルガネラ機能の新側面J(14: 00"-' 15 : 25) 

坂本亘(岡山大・資源生物科学研)

長谷あきら(京都大・院・理)

西村幹夫(基生研) (13: 00"-'13 : 50) 

4. I嫌気条件下でのイネミトコンドリア型アルテeヒド脱水素酵素 (ALDH)の役割」

5. I光呼吸と植物の生産性」

6. I葉緑体光合成色素の合成と調節」

中園幹生(東京大，農学部)

津山孝人，小林善親(九州大・院・生物資源環境科学)

田中歩(北海道大，低温研)

セッション 3Iオルガネラゲノムを探るJ(15: 35"-'16 : 50) 
7. Iテンサイから見た植物ミトコンドリアゲノム遺伝子構成の多様性」

久保友彦，三上哲夫(北海道大，農学部)

8. Iコムギにおける核とミトコンドリアのクロストークによる雌雄性分化」

荻原保成(横浜市大・木原生研)

9. I葉緑体の RNAエデ‘ィティング」 杉浦昌弘(名古屋大，遺伝子)

ミキサー:ホテル・ルプラ王山 2F千成の間 17 : 30"-' 19 : 30 
世話人:射場厚(九州大・院・理) ・小保方潤ー(名古屋大・遺伝子) ・河野重行 (東京大・新領域)

連絡先:〒464-8602名古屋市千種区不老町 名古屋大学遺伝子実験施設 小保方潤ー

TeljFax 052-789-3081 
E-mail: h44979a@nucc.cc.nagoya・u.ac.jp

上記のワークショップを日本植物生理学会2000年度年会のサテライトとして開催します。ワークショッフ。への

参加は無料です。ミキサー参加者は，一般4，000円，学生2，000円を当日会場で徴収する予定です。ワークショッ

プおよびミキサーへの参加希望者は，氏名，所属，連絡先(メールアドレス)を 3月10日(金)までに上の連絡

先までお知らせ下さL、。当日参加も歓迎いたします。
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口授賞式・受賞講演

2日目 3月28日(火)16 : OO~ 17 : 20 A会場

〔授賞式〕

16 : 00 授賞経過報告

賞状授与

〔受賞講演〕

日本植物生理学会奨励賞

16 : 20 太田 にじ(埼玉大学理学部分子生物学科)

オルガネラの起源・進化と遺伝子発現に関する研究

16 : 40 佐藤浩之(東邦大学理学部生物分子科学科)

アブラナ科植物より得られる水溶性クロロフィルタンパク質

に関する分子生物学的研究

日本植物生理学会論文賞

17 : 00 宮下 英明(海洋バイオテクノロジー研究所・釜石研究所)

クロロフィル dを主要光合成色素として有する新規酸素発生型

光合成原核生物の色素組成

一受賞論文一

Hideaki Miyashita， Kyoko Adachi， Norihide Kurano， Hisato Ikemoto， 

Mitsuo Chihara and Shigetoh Miyachi: 

Pigment composition of a novel oxygenic photosynthetic prokaryote 

containing chlorophyll d as the major chlorophyll. 

Plant Cell Physiol. 38 (3): 274-281 (1997) 
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日 程 表

第 1日目 (27日) 第 2日目 (28日)

午前 午後 午前

開場

8 : 30 9: 30 12 : 30 13: 30 18 : 00 9 : 00 12 : 30 13: 00 

参加 ミキ

登録 サー

シンポジウム l
「成長調節の諸切片」A 

シンポジウム 3
「花の色:アェト γアニンの生合成」

シンポジウム 4
「代目量生理学の
ノレヰッサンスJ 国

B 生体膜 ・イオン輸送 生体膜・イオン愉送・吸収 ・転流 ・蒸散 細胞内輸送・分泌

C 温度 温度 温度と光

D 情報伝達系 情報伝達系 情報伝達系

E 環境応答・他 微生物 ・ウィノレス 無機栄養

F クロロフィノレ代謝 生殖・遺伝 ・他 光合成細菌

環境による 生物
制御一光質 時計G 生物

加令・老化・細胞死
時計

栄養生長・生殖生長

光合成と環境・
呼吸・他H 

シンポジウム 2

光合成と環境 「植物生理学のエアポ
ケット 樹木の生理」

シンポジウム 5
「遺伝子工学はどこまで

農業をかえられるか ?J

水ストレス・
塩ストレスI 水ストレス・ 2甚ストレス FDD 

基礎代謝
(遺伝子)

基礎代自由
(タソパタ質・酵素)J 基礎代謝

(タンパタ質 ・酵素・脂質)

ケ'ノム・
光化学系 1. 
光化学系E

K 細胞壁 細胞壁 植物ホノレモン

L 形態形成 形態形成 形態形成
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第 2日目 (28日)

午後

13 : 15 16 : 00 18 : 00 18: 30 

日

A 
シγボジウム 7 授賞式
「植物プログラム細胞死研究
の最前線」 受賞講演

水ストレス ・塩ストレス

フィトクロム

らん藻

無機栄養

光合成細菌

座発生・

種子形成 ・休眠・ 発芽

シソポジウム 6
「植物利用による環境修復
の生理学的基礎J

基礎代謝(遺伝子)

光化学系E

植物ホノレモ γ

形態形成・オノレガネラ分化

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

L 

!困

程 表

第 3日目 (29日)

午前

9・00

午後

12 : 15 13: 00 16 : 30 

シンポジウム 9
「概日時計と光周性計時機構」

基礎代謝(糖質)
二次代謝

光 ・遺伝子およびタ γパ F質

イオ Y環境

傷害応答・重力

炭酸同化と光呼吸

細胞周期・細胞分裂

シンポジウム 8
「形質転換らん藻のゲノム

情報から何か見えるか ?J

窒素代自信

光化学系E

植物ホノレモン

オノレガネラ分化

11 

シγポジウム10
「ゲノム機能解析から植物の

生理機能解明に迫る」

二次代謝

炭酸同化と光呼吸

細胞骨格

シソポジウム11
「液胞機能研究の新展開」

窒素代謝

電子伝達

繍物ホノレモン

オノレガネラ分化



シンポジウム 1 第 1日 3月27日(月) 9 : 30'" 12 : 30 A会場

「成長調節の諸切片」

オーガナイザー 加藤潔(名古屋大・情報文化・院・人間情報)

飯野盛利(大阪市立大・院・付属植物園)

9: 30 はじめに 加藤潔(名古屋大・情報文化・院・人間情報)

座長 近藤矩朗(東京大・院・理系)

9 : 35 SI-1 自然、光紫外線 (nearUV)に対する植物の応答反応

手塚修文，塩崎紀子，五僚里保，橋本亜矢子

(名古屋大・院・人間情報)

10 : 00 SI-2 ウリ科植物の重力形態形成機構:重力によるネガテイプコントロールとオーキシン

高橋秀幸(東北大・遺伝生態研究セ ンター)

座長 谷本英一(名古屋市立大・自然科学研究教育セ ンター)

10 : 25 SI-3 ジベレリンによる草丈制御の分子機構一生理研究と分子遺伝学的研究の接点一

池田 亮，松倉千昭，山口淳二

(名古屋大・生物分子応答)

10 : 50 SI-4 サクラにおける茎の成長方向制御に関わる重力と植物ホルモンの作用

中村輝子(日本女子大・理・院)

座長 山本興太郎(北海道大・院・地球環境)

11 : 15 SI-5 オーキシン反応は単一のオーキシン受容体で説明できるか?

下村正二 (農業生物資源研究所)

11 : 40 SI-6 幼茎の伸長成長における細胞壁伸展駆動力の調節

12 : 05 SI-7 成長調節の経時的諸切片

一電気生理学的解析から分子遺伝学的解析まで一

加藤潔，高橋宏二，北村さやか，岡本朱根l

(名古屋大・情報文化・院・人間情報昭和薬科大・生物)

飯野盛利(大阪市立大・院・付属植物園)

12 



15 : 00 

シンポジウム 2 第 1日 3月27日(月) 15: 00"'18 : 05 H会場

「植物生理学のエアポケット一樹木の生理」

はじめに

オーガナイザ一 手塚修文(名古屋大・院・人間情報)

宝月岱造(東京大・アジア生物研究センター)

手塚修文(名古屋大・院・人間情報)

座長篠原健司(農水省・森林総研)

15 : 05 S2-1 酸性化ストレスに対する樹木の生理応答 竹中千里l，小川匡之l，手塚修文2

(1名古屋大・院・生命農学名古屋大・院・人間情報)

15 : 35 S2-2 森林樹木と菌類の共生系:外生菌根

宝月岱造(東京大・アジア生物研究センター)

座長 手塚修文(名古屋大・院・人間情報)

16 : 05 S2-3 熱帯樹木で見つかった新しい光応答現象ーガジュマルの生葉貰金化一

山崎秀雄(琉球大・理)

16 : 35 S2-4 ニホンナシの自家不和合反応の生理・生化学的解析

平塚伸(三重大・生物資源)

座長 山本直樹(お茶の水大・理)

17: 05 S2-5 マングロープ植物の耐塩性と代謝。 芦原坦(お茶の水大・理)

17: 35 S2-6 樹木生理学から分子生物学へースギ花粉症対策への応用一

篠原健司，福井充枝，二村典宏，伊ヶ崎知弘，毛利 武，

丸山エミリオ，佐藤亨，長尾精文，向井譲1

(農水省・森林総研静岡大・農)

13 



シンポジウム 3 第 1日 3月27日(月)13: 30~ 16 : 30 A会場

「花の色:アン卜シアニンの生合成」

13 : 30 S3-1 花の色とアントシアニンの化学

13 : 55 S3-2 液胞内の生理と花色発現

14 : 20 S3-3 アサガオの花色に関わる自然突然変異

14 : 45 S3-4 カーネーショ ンにおける花色発現

オーガナイザー 飯田 滋(基礎生物学研究所)

座長 小関良宏(東京農工大・工)

斎藤規夫(明治学院大・ 一般教育)

吉田久美，近藤忠雄1

(椙山女学園大・生活科学名大・化測機セ)

飯田滋，星野敦，森田裕将，稲垣善茂，

田中(深田)幸子(基礎生物学研究所)

座長飯田滋(基礎生物学研究所)

小関良宏(東京農工大・工)

15 : 10 S3-5 アントシアニン色素生合成における後期段階の生化学と分子生物学:

アントシアニジン合成酵素と新規配糖化酵素について

斉藤和季(千葉大・薬)

15 : 35 S3-6 青い花を作るための酵素の分子生物学・生化学・応用

田中良和 (サントリー基礎研究所)

16 : 00 S3-7 遺伝子組換えによるトレニ アの花色の改変 柴田道夫(野菜・茶業試・花き)

14 



9 : 00 

シンポジウム 4 第 2日 3月28日(火)9: OO~ 12 : 05 A会場

「代謝生理学のルネッサンスーバイオテクノロジーによる新たな展開」

はじめに

オーガナイザ一 徳富(宮尾)光恵(農水省・生物研)

松岡 信 (名古屋大・生物分子応答)

徳富(宮尾)光恵(農水省・生物研)

座長杉山達夫(名古屋大・院・生命農)

9 : 10 S4-1 Metabolic Regulation of Nitrate and Sucrose Metabolism 

Huber， S.C.， Athwal， G. S.， Winter， H.l， and Toroser， D. 

(USDA， NC State Univ.， lUniv. Osnabruek) 

9 : 50 S4-2 イネにおけるアンモニウム同化と転流窒素利用の分子機構:アンチセンス NADH

依存性グルタミン酸合成酵素 cDNAを導入したイネの解析

早川俊彦，山谷知行(東北大・院・応用生命科学)

座長牧野周(東北大・院・応用生命科学)

10 : 20 S4-3 光合成効率の改良によるソース器官の炭素代謝制御ーラ ン藻 FBPjSBPaseの緑体への導入

宮川佳子，田茂井政宏，重岡 成 (近畿大・農)

10 : 50 S4-4 代謝生理学のコベルニクス的転回一イネで C4光合成田路は機能するのか?

深山浩，松岡信l，徳富 (宮尾)光恵

(農水省・生物研名古屋大・生物分子応答)

11 : 20 S4-5 Phosphoenolpyruvate carboxylase (PEPC)形質転換体イネでの PEPCによる炭素フロー

の制御と低 pH土壌ストレス耐性強化

11 : 50 総合討論

大崎満，宮尾光恵l，松岡信2

(北海道大・院・農農水省・生物研名古屋大・生物分子応答)

15 



シンポジウム 5 第2日 3月28日(火)9: 00---12 : 00 H会場

「遺伝子工学はどこまで農業をかえられるか ?J

オーガナイザー 射場厚 (九州大・院・理)

古津巌 (京都大・院・農)

9: 00 はじめに 駒嶺穆(進化生物研)

座長射場厚(九州大・院・理)

9 : 05 S5-1 大麦の塩ストレスに応答する遺伝子のカタログを作る

中村敏英， Jagendorf， A. Tl.，施衛明，上田晃弘，高倍鉄子

(名古屋大・院・生命農， lSec. P1ant Biol. Cornell Univ.) 

9 : 30 S5-2 越冬性植物の寒冷環境ストレス応答における機能性タンパク質の多様性

9 : 55 S5-3 トリエ ン脂肪酸と植物の温度適応

10 : 20 S5-4 病原菌認識と応答は植物細胞壁で起こる

竹津大輔，荒川圭太，吉田静夫，藤川清三

(北海道大・低温研)

射場厚(九州大・院・理)

座長古津巌(京都大・院・農)

木場章範l，豊田和弘， 一瀬勇規，山田哲治，

白石友紀(岡山大・農岩手生工研)

10 : 45 S5-5 植物 RNAウイルスの増殖をサポートする宿主因子の検索

石川雅之，山中拓哉，佐藤玲奈，内藤哲

(北海道大・院・農)

11 : 10 S5-6 植物のオキシダティブバースト と感染防御ネ ットワークの誘導

道家紀志，朴海準，吉岡博文，川北一人

(名古屋大・院・生命農)

座長 佐藤文彦(京都大・院・生命科学)

11 : 35 S5-7 Expression and Regulation of Antimicrobial Defense reactions 

in Chickpea. Wolfgang Barz， lYuki Ichinose 

(Munster Univ. lOkayama Univ.) 

16 



13 : 30 

シンポジウム 6 第 2日 3月28日(火)13: 30---15 : 30 H会場

Plant Physiological Basis for Phytoremediation 

「植物利用による環境修復の生理学的基礎」

Organizers: H. Morikawa (Hiroshima Univ.) 

Introduction H. Morikawa (Hiroshima Univ.) 

Chairperson H. Sano (Nara Institute of Science and Techno1ogy) 

13 : 40 S6-1 Enviromenta1 Mercury Detoxi宣cationand Remova1 by Transgenic P1ants Expressing Bac-

teria1 mer Genes 

C. L. Rugh.1， S. P. Bizi1y2， N. -J. Wang2， 

A， C. P. Heaton2， S. A. Merk1e2 and R. B. Meagher2 

(1Michigan State Univ. and 2Univ. of Georgia) 

14 : 10 S6-2 Nove1 P1ant Peroxidase for Remediation of Ha100rganics 

L. Marton (Univ. of South Caro1ina) 

Chairperson L. Marton (Univ. of South Carolina) 

14 : 40 S6-3 Transgenic P1ants That Are Enriched with Cysteine Synthase Genes 

H. Sano (Nara Institute of Science and Techno1ogy) 

15 : 10 S6-4 Metabolism of the Nitrogen of Nitrogen Dioxide in P1ants 

H. Morikawa and M. Takahashi (Hiroshima Univ.) 

17 



シンポジウム 7 第 2日 3月28日(火)13: 30""" 15 : 30 A会場

「植物プロゲラム細胞死研究の最前線」

オーガナイザー 福田裕穂(東京大・院・理・生物科学)

座長福田裕穂(東京大・院・理・生物科学)

13 : 30 S7-1 ウイルス感染による過敏感細胞死と獲得抵抗性

大橋祐子l，2，瀬尾茂美2，光原一朗l，2，喬景波l，三浦正幸3

(1農水省・農業生物資源研， 2CREST / JST， 3大阪大・医)

14 : 00 S7-2 低分子 Gタンパク Racによる細胞死と耐病性のシグナリング

島本功，小埜栄一郎，逸見健司， Wong Hann Lin， 

坂本剛，)11崎努(奈良先端大・バイオサイエンス)

座長島本功(奈良先端大・バイオサイエンス)

14 : 30 S7-3 lnvolvement and Detection of Caspase-Like Proteases during Cel1 Death lnduction by Plant 

Pathogens 

Eric Lam， Dominique Pontier， and O1ga del Pozo 

(Biotech Center， Cook Col1ege， Rutgers， State Univ. of New Jersey) 

15 : 00 S7-4 植物細胞分化に伴うプログラム細胞死

福田裕穂，井藤純，田代玄，表賢珍，岡村好倫，

小原圭介，遠藤暁詩，山本亮，栗山英夫，出村拓

(東京大・院・理・生物科学)
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シンポジウム 8 第3日 3月29日(水)9: 00，.....12 : 10 H会場

Functional Genomics: The Power of Completed 

Genome Sequences of Transformable Cyanobacteria 

「形質転換らん藻のゲノム情報から何がみえるか ?J

Organizers: Teruo Ogawa (Nagoya Univ.) 

Masahiko Ikeuchi (Tokyo Univ.) 

Chairperson: Teruo Ogawa (Nagoya Univ.) 

9 : 00 S8-1 The Physi010gical Relevance of Cyanobacterial Respiration 

Guenter Peschek (Univ. Vienna) 

9 : 30 S8-2 A Membrane-Bound Rubredoxin is Required for Biogenesis of Photosystem I 

Donald A. Bryant (Pennsy1vania State Univ.) 

10 : 00 S8-3 Genes That Regu1ate Functions of Photosystems in the Cyanobacterium Synechoり'stissp. 

PCC 6803. 

Himadri Pakrasi， Elena Zak， Natalia Ivleva and Itzhak Ohad1 

(Washington Univ. and lHebrew Univ.) 

10 : 30 S8-4 Genetic and Biochemical Analysis of Mesophilic and Thermophillic Cyanobacteria 

Masahiko Ikeuchi (Tokyo Univ.) 

Chairperson: Masahiko Ikeuchi (Tokyo Univ.) 

10 : 50 S8-5 Chlorophyll Synthesis and Binding in Cyanobacteria 

Xu， D. Vavilin， Q. He， C. Funk， and W. Vermaas 

(Arizona State Univ.) 

11 : 20 S8-6 The Signi:ficance of Three Di宜erentCytochrome c Oxidases in the Cyanobacterium 

Anabaena sp. ATCC29413 

G. Schmetterer， A. Valladares1， S. Steinbach， M. Pacher， 

Muro-Pastor1， D. Pi1s， E. Flores1 and A. Herrero1 

(Univ. Vienna and lUniv. Sevilla) 

11 : 50 S8-7 Genome Analysis of a Fi1amentous Cyanobacterium， Anabaena sp. PCC7120 
Takakazu Kanek0， Yasukazu Nakamura， Shigemi Sasamoto， C. Peter Wolk1 and Satoshi 

Tabata 

(Kazusa DNA Res. Inst. and lMichigan State Univ.) 
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シンポジウム 9 第3日 3月29日(水)9: 00-12 : 00 A会場

「概日時計と光周性計時機構」

オーガナイザー 近藤孝男(名古屋大・院・理)

座長近藤孝男(名古屋大・院・理)

9: 00 S9-1 時計細胞における MAPキナーゼの日周変動と光入力系

深田吉孝(東京大・院・理・生化 CREST)

9 : 25 S9-2 シアノバクテリアの概日時計蛋白質 KaiABC，SasAの機能解析

岩崎秀雄，石浦正寛l，近藤孝男

(名古屋大・院・理名古屋大・遺伝子)

9 : 50 S9-3 A Gene Discovery Program for Circadian Funcitons in Arabidopsis 

S. A. Kay CScrips Institute， USA) 

座長荒木崇(京都大・院・理)

10 : 40 S9-4 短日植物イネの光周性反応一光受容体と概日時計一

井津毅，及川鉄男，早間良輔，杉山展子，島本功

(奈良先端大・バイオサイエンス)

11 : 05 S9-5 光周性花成誘導に関連する時計制御遺伝子の解析

小野道之，小野公代l，小口太一l，相田徳子l，

上田健治，鎌田博l，井上正保

(秋田県立大・生工研筑波大・生物)

11 : 30 S9-6 シロイヌナズナの花芽分化の光周性誘導における GIGANTEA遺伝子と CONSTANS遺伝

子の役割

星主自塑， Paula Suarez-Lopez， Karen Lee， Sarah Flowler1， 

J 0 Putteri1P， and George Coupland 
(John Innes Centre UK， lAuckland Univ.， New Zealand) 

20 



シンポジウム10 第3日 3月29日(水) 13: 3 0~16 : 30 A会場

「ゲノム機能解析から植物の生理機能解明に迫る」

オーガナイザー 篠崎一雄 (理研 ・ゲノム科学総合研)

小保方潤ー(名古屋大・遺伝子)

13 : 30 はじめに 篠崎一雄 (理研・ゲノム科学総合研)

座長篠崎一雄(理研・ゲノム科学総合研)

13 : 35 S10-1 ポストゲノムの15年 杉浦昌弘，杉田護l，若杉達也2，広瀬哲郎

(名古屋大・遺伝子人間情報富山大・理)

14 : 05 S10-2 ポジショナルグローニング法によるイネ感光性関連 QTLの単離

矢野目裕，高橋裕治l，片寄裕一，門奈理佐l，

芦刈基行，林鴻宣，布施拓市，小島晶子，

山内歌子lJ，佐々木卓治

(農水省生物研農林水産先端研富山大・理)

14 : 35 休憩

座長 小保方潤ー(名古屋大・遺伝子実験施設)

14 : 45 S10-3 シロイヌナズナゲノム解析に向けたリソースの整備

田畑哲之(かずさDNA研)

15 : 15 S10-4 植物細胞の分化決定に関わる遺伝子機能の解析

岡田清孝(京都大・院・理・植物)

15 : 45 Sl0-5 ゲノム科学的手法を用いたシロイヌナズナの遺伝子機能解析

篠崎一雄(理研・ゲノム科学総合研)

16 : 15 総合討論

21 



シンポジウム11 第 3日 3月29日(水)13: 30--16 : 30 H会場

「液胞機能研究の新展開」

13 : 30 はじめに

オーガナイザ一 大隅良典(基礎生物学研究所，総研大)

三村徹郎(一橋大 ・商)

大隅良典(基礎生物学研究所，総研大)

座長大隅良典(基礎生物学研究所，総研大)

13 : 40 Sl1-1 分裂酵母における液胞タンパク質輸送及び液胞形成機構

竹川薫(香川大・農)

13 : 55 Sl1-2 The Tonoplast as an Osci11ator in Bio1ogica1 Timing: Vacuo1ar Functions in the Non-Linear 

Dynamics of Endogenous Rhythmicity of Crassu1acean Acid Metabolism (CAM) 

Ur1ich. Luettge (ダルムシュタット工科大)

14 : 35 Sl1-3 種子貯蔵タンパク質の液胞への輸送のための 2つの経路

14 : 55 Sl1-4 液胞におけるタンパク質分解一酵母からの展開

15 : 15 Sl1-5 タバコ培養細胞の自食作用

15 : 30 Sl1-6 単細胞緑藻カサノリの液胞膜輸送系と細胞機能

嶋田知生，西村幹夫，西村いくこl

(基生研・細胞生物京都大 ・院理・植物)

座長三村徹郎(一橋大・商)

野田健司(基礎生物学研究所)

森安裕二(静岡県立大・食品栄養科学)

池田己喜子(岡山県立大・保福部・栄養)

15 : 45 Sl1-7 Na+ /H+ antiporter遺伝子とアサガオ花弁の青色化

稲垣善茂l，田中(深田)幸子l，山口利男1ペ飯田滋1.2

(1基礎生物学研究所総合研究大学院)

16 : 05 Sl1-8 シロイヌナズナにおける液胞膜タンパク質のカタログ化ーゲノム研究と液胞機能研究の橋渡

しを目指して一

16 : 20 総合討論
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白武勝裕，気多澄江，前島正義，山木昭平

(名古屋大 ・院・生命農)



一般講演プロゲラム



第 1日 3月27日(月)

時間
A会場 B会場

生体膜・イオン輸送

C会場
温度

D会場
情報伝達系

E会場
環境応答・他

F会場
クロロ フィノレ代謝

9 : 30 Iシンポジウム IlaBOl IlaCOl IlaDOl IlaEOl IlaFOl 
「成長調節の欝切片 I!甚ストレス適応、タバコ培養|安定同位体標識法を併用しlタパコ ERF3はユピキチ |ジャガイモ植物における |クロロフィル b合成はク

細胞から単離した原形質膜|た多次元 NMR分光法に lγ結合酵素と相互作用する 1Sesquiterpene Cyclase遺 |ロロフィル aオキシゲ
と液胞膜の脂肪陵及びステ|よるラ γllA間お側a 企山忽置に岡田 崇1，~t 1伝子の単離 |ナーゼの発現によって調節
ロールの分析 |叩タ由bilisM3の RNA結 |島佐紀人h高木侵入進|旦盆型!I!，山田直史，道家|されているか?
!I1i笠乙，田中忠幸，大熊|合タ yパク質 RbpAlの君事|土秀明王佐藤文彦1，'(1京|紀志，吉岡博文(名大・院|盟主盈ニ，回中 歩(北大
英治，村田芳行，多団幹郎|液構造解析 |大使・農， 'RITE， '工技 |生農・低温研)

(岡山大 ・ 農封よ笠~，蘇回勇人，林 |院・生命工学，‘京大院・
秀則，佐藤直樹1 (費媛大|生命科学)
学院・理工・物質理埼
玉大・理・分子生物)

9 : 45 I IlaB02 IlaC02 IlaD02 IlaE02 IlaF02 
ヤエナロ原形質膜の非対称|低混誘導性遺伝子 rbpAl 1シロイヌナズナ DNA傷害 INASBAを用いた RNAザ1-;'-7ノバクテリアにおける
構造に関する研究 |の転写調節の解析 |応答遺伝子の制御領域の解|プトラタ ・ノ ョ"./:特異的に|クロロフィル aオキシゲ
盆E盗二，笠毛邦弘(岡山|皿山益率進，佐藤直樹(埼|祈 |存在する RNAの解析法 |ナーゼ (CAO)の発現とタ
大・資生研玉大 ・ 理・分子生物盟国笠~，渡壁百合子，高 11:毘盤二，吉田幸二人北|ロロフィル b の蓄積

11尚文，堀田康雄1，平塚|川良親(秋田県立大・生工|隼藍盆二.m，田中亮一，三
和之(奈良先端大・パイオ， 1研果樹蹴リンゴ室守1，池内昌彦h田中
1岐阜国際バイオ研究所) 1 歩(北大・低温研山

口大 ・理東大・教養・
生物)

10 : 00 I IlaB03 IlaC03 IlaD03 IlaE03 IlaF03 
Caco，及び CaHPO.の燕 15:川町加cystおsp.PCC6803 1γロイヌナズナのヒスチジ|植物における二本鎖 RNA1光合成細菌を利用した光非
留水と lOOmMKC1;水溶|における 7砂1及び crh遺 1:/キナーゼ ATHKlの変|結合タ γパク質の同定 |依存性プロトクロロフィリ
液中での，溶解度と pH 1伝子の低温誘導的な発現制 1異遺伝子の解析 |週還広姐， 福原敏行 (東京|ド還元酵素の精製とその性
遺忍整率.m(大阪大院・基|御に関わる低温シFナル伝 IJ!豊島--1盟，刑部祐里子，篠|農工大 ・農・細胞分子) 1質
礎工学・生物工学違系の解析 |崎和子，篠崎一雄1( 国際藍E益二， Carl E. Bauer1 

整監ー玄人三上浩司，鈴 l良林水産業研究センタ - 1 1 (大阪大・蛋白研イン
木石根，村田紀夫(基生研， 11理化学研究所ライフサイ ディアナ大 ・生物)
1総研大 ・生命科学エンス筑波センター)
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10 : 45 I IlaB06 IlaC06 IlaD06 IlaE06 IlaF06 
ソラマメ孔辺細胞において|円石藻の生育温度マーカー 1-;.-"イヌ ナズナにおける |ニチニチソウ培養細胞の |高等催物におけるクロロフ
青色光により H+.ATPase1分子の細胞内分布 1 His.Aspリン厳転移情報伝 IAOXとPALのザリチル |ィル代謝の主要なステップ
に結合する14-3-3蛋白質の|山崎武央1，沢田 健人息|逮横構図子群 ARRsの比|殿での発現誘導の比較 |星立J豊川，山口登喜夫3，
分子種の決定 |岩善博， (1新潟大・理・生， 1較総合解析 |盟主恩誼二.m，矢崎芳明，痕|東 理恵"倉田裕文"高
江且，皇，木下俊則，島崎戸賀夜夫・化学筑波大・|全社..Jt，鈴木友美，上口|野勝啓(農水省・生物研) I橋芳弘1，下川敏之1 (1宮崎
研一郎(九州大・院 理・生|生物智治，水野猛(名古屋大大・農宮崎医科大・生
物科学院・生命農化学東京医科歯科大・

遺伝生化，‘九州農業鼠験
場)
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第 1日 3月27日(月)
G会場 H会場 会場 J会場

理境による制骨骨責・生物時計 l光合成と環境・呼疲・他|水ストレス・塩ストレス |基礎代謝(タンパタ賀 ・酵素)
K会場
細胞壁

L会場
形態形成

時間

laGOl 11aHOl 11aIOl 11aJOl 11aKOl 11aLOl I 9: 30 
RPT2・Y ロイヌナズナ |低温・光ストレスによって|シロイヌナズナの rd29A 1スポラミ γ前駆体の Pro361ウキクサ (Lem叩 spp.) 1セY類ヒメツリガネゴケ
の光屈性シグナノレ伝達因子|阻害された光化学系 I反応|遺伝子プロそーターを導入|への棒銀付加に必要な領犠|のホウ素結合多臓の性質と I(P旬S印刷的l/a仰品開S

重差違.:lI!.，岡田清孝 (京都|中心複合体の修復と分解 |したトランスジェニックイ|伊ヶ崎知弘，長谷川順子， 1精製 1 subsp.州側)のジー γ.
大院・理 ・ 植物 エ整 基鑑 ，閣池公重量 (東大|ネの解析 |中村研三，訟且J皇(名大|塁率賃盛，神山貴信，小林|エンハンサートラップ系統

新領域・先繍生命吉羽洋周1，m虫盟差1.2，院 ・生命農 ・生化 優，間藤徹，鵬谷次郎|の解析
津村まゆみ1，関口文彦" 1 (京都大院・農・応用生命|旦遼益孟1，2，梅田昌江1..4，
篠崎和子3，篠崎一雄， (1日科学西山智明日，長谷部光泰
立・中研 ・ライフサイエン 11.'.'(1基生研・種分化 2，
ス日本女子大学 ・理・ l'総研大・生命科学東京
生物国際農研，‘理研・ 大・院 ・理・ 生物科学，
植物分子 I'PRESTO)

laG02 11aH02 11aI02 11aJ02 11aK02 11aL02 I 9: 45 
転写因子 ATHB-2の標的|コムギにおける温度順化 |γ ロイヌナズナにおけるエ|イネ種子由来の αーマンノ |ラムノガラクツロナO/ll-1レーザーマイクロダイセク
遺伝子の探索 |光化学系I. II間の電子伝|クステ :/'./γ遺伝子 1 y ?，ーゼの精製と特性につ|ホウ素復合体に結合してい|ショ Yによるイネ)ll;乳組織
本屋鹿島，岡 穆宏，青山|違反応 |匂illxt2) の単離とその |いて 1;る金属イオンの結合サイト|分化期の特定細胞分離およ
卓史(京大 ・化研山監孟 畳1，山根由裕，小 |ファミリーの解析 |崖丞.Jf，中野恵康，渡部|亙差」怠，松永俊朗人小|ぴ発現遺伝子の確認

池弘幸，佐藤和彦(姫工大|吉羽洋周1，萱丞忽盆壬¥.2，真由美，堀秀隆，三ツ井|野裕嗣， (森林総研九農|夏J!!!Ii1去，森隆治，森田
・理・生命科学東邦大・|井内 聖"楠斌時彦九関|敏明(新潟大 ・院・自然科|試食総研重人，増村威宏，田中園介
理・生物 原明"関口文彦"篠崎|学 1(京都府大・農)

和子‘，篠崎一雄，(1目立・
中研・ライフサイェ yス，
2日本女子大 ・理・生物，
3理研・植物分子国際農
研)

附 3 11aH03 凶 3 刷|酬3 11aLo3 110 : 00 
トラ ンスポゾンタギγ グを|低温・高照度環境下で成育|プロリ ン処理したイネの耐|サツマイモ培養細胞のポリ|半数体プラ ンバギニフォ ー|シロイヌナズナの ALEl
用いた光形態形成突然変異|したイネ棄の光合成特性 |極性と Na+底収量の関係|フェノールオキシダーゼプ!リアの細胞接着ミュータン|遺伝子は匪乳の発生と表皮
。ゅ 1の抑制変異練の単離|本盤盈王，牧野周，前 |五十嵐由美子1，音羽洋周'， 1ロセッシング酵素の諸性質|ト(即/ac)ではベグチγ |細胞分化に関与する
および解析 |忠彦(東北大院・農・応生|真田幸香"和田敏四郎3，と犠能 |側鎖のアラピナYが欠損し1m虫盤塑J尾之内均，渡辺
主彊--.1!!!:1.丸 山本重量浩1，科篠崎和子h篠崎一雄5(1日|査里丘t!.，金沢孝治，橋本|てし、た |大輔，塚谷裕一1，町田千
島田浩章人松井南1(1理立・ライフサイエYス推進|英之，田中一平，塩入秀成， 1盆差宏監，石井忠1，佐|代子，町田泰員u(名大院・
研・ GSC・植物ゲノム・ 事業部目立・中央研， 1小島峯雄，野末雅之(信州|藤忍(筑波大・生物， 1理 ・生命理基生研・ 生
植物変異探索研究チーム， 1 13金沢大・理・生物農水|大・繊維・応生 11蘇林総研命環境科学)
2東京理科大・基礎工学・ 国際農研理研・植物分
生 物工学 子 )

laG04 11aH04 11aI04 IlaJ04 IlaK04 IlaL04 110 : 15 
核タ ンパタ質 CIP4は光形|葉の老化速度の決定要因 lyロイヌナズナにおける各|ア Y トシアェ γ生産性サツ|キュウリ匪軸の切断面にお|表皮分化に関わるトウモロ
態形成の正の制御因子であ l重血査墨，寺島一郎(大阪|種ポリア ミンの水ストレス|マイモ培養細胞の 24-kDa1ける組織癒合過程の形態学|コ γ CRlNKLY4のシロ
る |大 ・理・ 生物処理による変動と組織特異|液胞タ γパク質 (VP24) 1的解析 |イヌナズナにおけるホモロ
山杢益治， Xing-Wang 的分布 |の一次構造と機能解析 |遡品牽益率，岩井宏暁，佐 1tf A冗仰の単離と発現
Deng1，松井南(理研 浦野薫1.3，吉羽洋周1， 盆よ猛守屋慶， ~巨人|藤忍 (筑波大・生物) 1様式の解析
GSC，IYale大 MCOB) 五十嵐由美
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第 1日 3月27日(月)

時間 A会場 B会場
生体膜・イオ y輸送

C会場
温度

D会場
情報伝達系

E会場
環境応答・他

F会場
クロ ロアィノレ代謝

11 : 00 Iシンポジウム IlaB07 IlaC07 IlaD07 IlaE07 IlaF07 
「成長調節の諸切片ショ槍による原形質膜プロ lクラミドそナスの光合成の|シロイヌナズナにおける |シロイヌナズナの低γアノ|ゥ γシュウミカ γ果実にお

トンポンプ活性の制御 |高温適応:按と葉緑体ゲノ IHis-AspリY酸リレー情報|アラニ y合成酵素変異体 |けるクロロフィル代謝
墓亘金延，葛西完治，鶴田|ムの相互作用 |伝達.疑似レギュレーター|山旦...!l..中村達夫，佐野|傘恩盆X.東 理恵'.高
幸雄，津田信一(弘前大・ 1m史益三，西山佳孝，村田|因子群の犠能解析 | 浩(奈良先端大・遺伝子|橋芳弘'.山元洋幸'.下川
農学生命・生物後能紀夫(基生研，総研大・生1M盈:t!1..今村綾，木羽|教育研究セ Yター徴之'.足立 勝， (九州農

命科学隆敏，谷口光隆，上口智治.1 業鉱験場宮崎医科大・
杉山達夫，水野猛(名古生化学宮崎大・農)
屋大院・生命農)

11 : 15 1 IlaB08 IlaC08 IlaD08 IlaE08 IlaF08 
酵母細胞におけるイネ原形|ラ Y藻 Synec初回町制 sp_ 1蜜繁栄養に応答したサイト|低線量放射線照射によるイ|プロッコリー花膏 (B，酎;-
質膜 H+-ATPaseイソ醇 IPCC7002の高温感受性変|カイニンの蓄積・愉送機構|ネ初期生育の促進 |ωo抑制 L.)におけるク
素 (OSA1.0SA2) の発 |異株における変異遺伝子の|の解析 IU亙三(農水省 ・生物研)1ロロフィル代紺
現 |解析 |孟差益率M.相草原 均，谷 l íBi重差~.古田宗宜，山元
霊屋三皐z.丑丸敬史'.丞盆霊王，森田勇人，林 |口光隆，杉山達夫(名古屋洋幸，倉闘争告文'.東 理
笠毛邦iJI.(岡山大・資生研.1秀 則(愛媛大院・理工・環|大院・生命農学理12，下川敬之，足立勝2

1静 岡 大 ・ 理 ・ 生 物 境 科 学 1(宮崎大 ..!l. '九州農業
鉱験場宮崎医科大・生
化学)

11 : 30 I IlaB09 IlaC09 IlaD09 IlaE09 酬 9
ェ γ ドウ液胞膜 H+- 好冷性藻類および好冷性細|トウモロコ γの二成分情報|アスコルビン酸合成に関与!植物におけるMg-デキレ
ATPaseのE"I-プユユッ |薗からの熱シaックタ Yバ|伝達系因子 ZmRRI遺伝 |する遺伝子 AtGLD1の構|ターゼの部分精製と酵素化
ト7イソフォームと7イソ|ク質遺伝子のクローュ γYI子のシス領繊と発現部位の|造と発現解析 |学的性質
タイプ酵素の存在 |山由遣E1.蘇閏勇人，林 |解析 |茎量産包朴繁弘人中 11....sl.倉田裕文'.高
血血宝~.荒川圭太，前島|秀則，小亀一弘'.奥山英|出盛--.11.榊原 均，奥村|嶋信美，久保明弘，菅野光|繍芳弘正下川敬之'.足立
正幾'.吉田静失(北大・ |登志" (愛媛大院 ・理工 ・ |真也，石田祐ニL山国茂|子，佐治光(国立環境研| 勝(宮崎医科大・生化学，
低温研名大院・生命農)1物質理北大・理・生物|裕人小嶋敏彦九久保友明'.1究所ソウル市立大学) l'九州農業試験場宮崎大

科北 大・地球環境杉山達夫(名古屋大院・生・慶)
命農学.'ORYNOVA 
K.K.) 

11 : 45 I IlaBlO IlaClO IlaDlO IlaElO IlaFlO 
液胞膜に発現する;ンロイヌ|ラ Y ソウ低分子量熱ショッ|トウモロコシにおける |アラピドプγス Rad51フ|組織局在性の異なる 2種類
ナズナ H+-PPase遺伝子 |クタンパタ質の構成的発現 1His-Aspリン陵リレー系情|ァミりータ γパタ質をコー|のキュウリ ・フ昆ロキラ
の花粉特異的発現制御とそ|盤杢」里，鈴木伸章，ロイ|報伝違因子の単離と畿能解|ドする遺伝子群の解析 |ターゼの発現解析
の意重量 |サンジ zット(埼玉大・理|析 |却益盆;1:，.清水武史，市JIII盤左遷隻，増田 建，井口
孟旦昼隆，江波和彦九竹|分子生物畳屋J皇，太田行員U.杉山|裕章，土岐精一(農林水産|八郎'.島田裕士，太田啓
安邦夫人佐藤雅彦， (京大達夫(名古屋大院・生命農|省・農業生物資源、研究所) 1之，高宮建一郎(東工大・
院 ・ 人 間 ・ 環境学京大学生命理工京大・院理・
総合人間京大院・生命 生物物理)
科学)
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12 : 15 I IlaB12 IlaC12 IlaD12 IlaE12 
新規な液胞型ピロホスファ|高等植物の葉緑体局在型低|サイトカイュ γ情報伝達系|瀬戸内海で採取された有毒
ターゼーシロイヌナズナか|分子量熱・ノョックタソパタ|の負の制御因子と考えられ|赤潮プラ yタト γの分子系
らのクローエンFと犠能解l質のラン獲における相問的|る CYTOKJNIN-HYPER-1統学的解析
析 |犠能発現 ISENSITI四 1(CKH1) 1呈王室ヨ，門谷茂，野村
史亘差二，前島正義(名大|天野剛志，蘇田勇人，林 |遺伝子の単離 |美加，一見和彦'. 田島茂
院・生命農秀則(愛媛大院・理工・物I~盆J皇. iU 輝光'.柴 |行(香川大 ・農東北水

質理回大輔'.柿本辰男(阪大|研)
-院理・ 生命科学三井
植物パイォ研)
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第 1日 3月27日(月)
G会場 H会場 会場 J会場

理境による制骨境賞・生物時計|光合成と環境・呼吸・他|水ストレス・塩ストレス |基礎代謝(タンパク質 ・酵素)
K会場
細胞壁

L会場
形態形成

時間

laG07 IlaH07 IlaI07 IlaJ07 IlaK07 IlaL07 111 : 00 
西洋ワ+ピからの PIF3遺|ホウレγソウ葉緑体 de- 1シロイヌナズナの完全長 |キュウリ緑業プロテアーゼ|ポプラエンドー1.4-sーグルカ |γロイヌナズナを用いた不
伝子の単離と解析 1 hydroascorbate reductase 1 cDNAマイ クロアレイ を |の活性調節機構一一内在性|ナーゼの分子細胞生物学的|定芽形成後構の分子遺伝学
盤率逮11，驚藤 力，鎌田|の精製とその梅造活性相関|用いた乾燥，低温ストレス|特異的イソヒピターによる|解析 |的研究

博(筑波大・生物虚血丞盆，三宅親弘，横田|応答性遺伝子および転写因|活性調節一一 |本草塞1&，酒井富久美，林liI益型星，相田光宏，石田
明穂(奈良先端大 ・バイオ)1子 DREB1AのTarget遺|山自盤盤，江尻千徳，田中| 隆久(京大 ・木研哲也九回坂昌生(奈良先

伝子の解析 | 浄(鳥取大・農・植物俊端大 ・パイオ， 'Monash 
盟一塁盟1.2，鳴坂真理"能学大・生物)
安部洋" 篠崎和子主
Piero carn加ci~. 林崎良英
"篠崎一維は('理研・植
物分子生物理研 ・ゲノ
ム科学総研セ・植物ゲノ
ム農水省・国際農研・
生物資源理研 ・ゲノム
科学総研セ・遺伝子構造)

laG08 IlaH08 IlaI08 IlaJ08 IlaK08 11aL08 111 : 15 
春化したオオムギの茎頂分|光化学系E集光装置制御因|アイスプラント PlP-アク |葉緑体に局在する Clpプ |キシログルカン合成酵素の ICUC2遺伝子はカルスに
裂組織で特異的に発現誘導|子 CP26の遺伝子発現 |アポり γ遺伝子 McMipA 1ロテアーゼ調節サプユニッ|可溶化と精製 |おける茎頂分裂組織形成を
される遺伝子の解析 |堂l!LJ盛，中蘇審，小野|プロモーターの組織特異性|トの解析 |企直恩王，三石安"酒|促進する
丞瑳造二皇~，山岸紀子，江|高明(理研 ・ 光生物解析 |虫盆ニ主主，伊藤正樹，渡漫l井富久美，林 隆久 (京大|本目箪忠，石田哲也"相
尻慎一郎(岩大 'JI・寒冷山田茂裕， Hans J. Boh- 昭 (東京大 ・院 ・理系・|木研工銭院 ・生命研) 1田光宏九回坂畠生， ('京大
バイオ Ine抗(オリノバ， Dept.of 1生物科学院・理・植物モナシュ

Biochem， Univ. of Arizo- 1 大・生物奈良先端大-
na) バイ オ)

laG09 IlaH09 IlaI09 IlaJ09 IlaK09 IlaL09 111 : 30 
7カバンカピ時計遺伝子， 1アスコルピγ敵生合成酵素|通性 CAM組物 ・アイス |ゼンマイ胞子葉緑体に存在|セルロース生合成における|シロイヌナズナの NAC
wc.・1の新たな対立遺伝子 IL-ガラグトノナラタト γ |プラ γ トの棄で塩ストレス|する 22-kDa蛋自の性質 |キ tログルカ γエンドトラ lboxを持つ新しい遺伝子
変異株の解析 l脱水素酵素は呼吸の電子伝|により誘導される転写産物|差よ--.3i.，田村英生，帯電池1:/スグルコ γ ラーゼ 1 AtNAc1は茎頂分裂組織
虫盟--II，畳間勝也九角|連系と共役している |の EST解析 |浩之，中山耕造， (富山大 |位且.Jf，酒井富久美，林|の形成や器官の分離に関与

良則，小内 清人中島|査担型車"蔽回行哲"重|孟盤3'，Mary Ann 理・生物園環境信州大| 隆久(京都大・木研) 1している
秀明(岡山大 ・理・生物， 1岡成，.， ('近大震・応生 ICushman，東江 栄 " 医 ・ 解 剖 直 旦..A，'， 槍原健一郎"
1日水製薬基生研 ・発生|命化近大・農・食栄 1Davina Bufford， Monica 石田哲也"悶坂昌生， ('京
生物学 IFre制 ck四n，An組曲a 大院・理・植物奈良先

Ray， Inna Akselrod， Dar- 1 端大 ・パイオ，同ナシュ
cey Landrith， Lana Stout， 1 大・パイオ)
Joao Maroco， John C 
Cushman (オタラホマ州
立大・分子生物埼玉大
理 ・分子生物佐賀大 ・
農・生物生産)

凶o IlaHlO 凶 o 凶 o 刷。|凶o 111 : 45 
形質転換タバコにおける時|ザゼンソウの叩coupling 1野生種と栽培種スイカでの|ホウレンソ ウProtopor.・ |アポガド果実ポリガラク ツ|シロイヌナズナ FASCLι
計制御遺伝子 GLPの綾能 Iproteinの出芽酵母におけ|光化学系E量子収率と活性 1phyrinigen oxidase-1の |ロナーゼの精製とその性質 ITA遺伝子は WUSCHEL
解析 |る発現系の構築と繊能解析|破棄消去酵素活性の乾燥ス|糞縁体への移行と局在部位|蓋盆皇室， Donald J. 遺伝子の発現制御に関わる
企畳盆s，相田徳子，鎌田|空整益二，上村松生(岩手|トレス応答 |の解析 1 Huber' (大阪市大院 ・理 111昼霊a，田岡健一郎人

博，小野道之， (筑渡大|大・農・寒冷バイオ三室温3!"横田明穂 (奈良 1 l1!辺単~，奈 晃植，岩野|生物フロリダ大・園芸)1小林恭士，玉井宏紀，相回
生物秋田県立大・生工先端大 1111，高山誠司，吉田茂男'， 1 光宏九回坂昌生九飯哲
研 磯貝 彰(奈良先端大・パ 夫，岩測雅樹h荒木崇

イオ理化学研究所・植 1 (京都大院 ・理・値物，

laGl1 IlaHl1 
光周性花成誘導に関連する ITh叩ba，目11，山間四11削チト
時計制御遺伝子 (AtC401，1クロム cオキγダーゼ e

PnC401)のプロモーター|構造，機能，進化
解析 |主主E盤歪，高山勝行，谷川
企旦率二，小野公代，相国| 実，庄子和夫，石塚盛
徳子，福井靖隆，小野道 |雄九山中健生 (日大 ・理
之に鎌田博(筑波大 ・ 1工・物質応化中央大 ・
生物秩田県立大・生工 1~里工・応化)
研)

laG12 IlaH12 
イネカタラーゼ遺伝子の発 INO(一酸化窒素)による
現解析:白凶の概日リ ズ|ミトコンドリ ア酸化的リン
ムの制御には5'上流領域|酸化の阻害
以外の領域も必要である |ヱ盤-'童，大成優子，崎浜
盆杢盈盤，肥後ひろみ，肥|嫡子，山崎秀雄(琉球大・
後健一(農水省 ・生物研) 1理・海洋自然)

物機能 l'奈良先端大・ バイオ岡
山生物科学総研)

凶 凶凶 112:00 
シロ イヌナズナに存在する|イネ蔚アラピノガラタタ γ|シロイヌナズナの茎頂分裂
2種類の NADPH-，;..-トク |プロテイン (AGP)とそ |組織の多数形成を引き起こ
P ムP450還元酵素タ γパ|の分解活性の解析 |す./111ft変異株の表現型
クの細胞内局在性の解明 |瓜E盤本皇~，渋谷直人， (農|の解析
担盆--.if，山下直輝水省・北海道良試農水|石井暁" Jyan-Chyun 
Rafael Prietol，水谷正治'，1省・生物研 1Jang'，相田光宏"田坂昌
橋本隆九太田大策(大生， ('奈良先端大・バイオ，
阪府立大・ JI，'奈良先鵠 l'オハイオ州立大)
大・バイオザイェ yス，
2京都大・ 化学研究所)

27 

laK12 IlaL12 112 : 15 
凍結割断レプリカ上のロゼ|イネ穂の分枝パター γに関
ット TCの免疫標識 |する 2つの突然変異体，
丞:fLj量，伊東隆夫 114<およびfrizzypanick 2 
Walairat Laosinchai'， 1 (的'2)の解析
Xiaoji叩 gC凶， Randal 企盆差室，前川雅彦九経
Linder'， R. Malcolrn 塚淳子，島本功 (奈良先
Brown Jr' (京都大・木質|端大・バイオ岡山大 ・
科学研究所テキサス大|資源生物研)
生物科学)



時間 A会場 B会場
生体膜・イオン輸送

第 1日 3月27日(月)

C会場
温度

D会場
情報伝達系

E会場 F会場
微生物・ウィノレス 生殖・遺伝・他

13 : 301 治忘れじアニylifpオ花弁の青色化に関 Ilf~~l ，トコ γ ドリア型 |智弘huるイネ単一|城島原細菌お叫抑制|??りア間目的制受精

13 : 45 

14 : 00 

14 : 15 

14 : 30 

14 : 45 

の生合 成わる Pr(Puゆle)遺伝子は IsHSP遺伝子の生殖器官に|細胞内 Ca2+流入量の制御|ザ向昭，ze各病原型の harpin1系によって明らかにされた
Na+/H+アンチポーター |おける発現様式 I'J、斎裕里.斉藤美佳子， r.¥ 1の構造及び綾能解析 |助細胞の機能
遺伝子をコードしていた |三重二重，鈴木克己， Liu 1岡英明(東京農工大 ・工・ |墨主.1!，田口富美子，木|夏山登.1l!.，矢部志津，黒岩
田中(深田)幸子"稲垣 1Ji四九庄野真理子(国際 |亙奇主学 下さゆり，中国秀叡，一瓢|晴子，黒岩常祥(東大・院
善茂"山口利男h斎藤規|農林水産業研究セ γター沖勇規，豊田和弘，白石友紀， 1理・生物科学)
男"飯田 滋1.2('基生研|縄支所名古屋大・生物山田哲治 (岡山大・農)
遺伝子第 1，'総研大・生|分子応答研究セγター)
命科学明治学院大・ー
般教養)

lpB02 IlpC02 IlpD02 IlpE02 IlpF02 
アサガオゲノムにはh 遺|形質転換タバコを用いたミ lタバコ光化学系I核遺伝子|イネ培養細胞はh剖油開ー 1Characterization of町田

伝子以外にもそのホモログ|トコ γ ドリア型 sHSPの IpsaDbの光応答性転写制御|開sa開制eのフラジェリ lpoll聞 もpe岨 czinc-finger 
が存在していた |機能解析 |機構に与えるカルシウムの |γ分子を特異的に認識する|廿'anscriptionfactors in-
山旦型塁"田中 (深田 ILiuJian'・"三宮ー宰1，3，影智 |ことによって抵抗性反応を 1volved in the pr配 e田 of
幸子九稲垣善茂人飯田 |鈴木克己h丘畳基翠圭虫盤基乙，小保方潤ー(名|誘導する 1 male meiosis in petunia 
滋， ('総研大・生命科学， 1 ('生研機嫌 2名大院・生|大・遺伝子霊L!.盤，中島芳浩，吉田|急呈i立五鐙oor，Hir田 hi
2基生研・遺伝子第1)命農農水省・国際農研 朋美，田中則子，高山誠司， 1 Takatsuji (廃水省・生物

沖縄磁貝彰(奈良先端大・パ|研)
イオ)

lpB03 IlpC03 IlpD03 IlpE03 IlpF03 
輔副物 Shak町型膜電位依存|膜脂質を占めるトリエ y脂 IThe甘ansmemb岡田 llil物病原細菌民側必明四国|アサガオの En/5，抑g系ト
性 K+チャネル (KATJ) 1肪酸含量の温度依存的な制 1mechanism of apop1ast 1 a開制eによって誘導され |ランスポゾγの転移酵素遣
のトポロジー形成後惜の解|御に関わる分子メカニズム lca1mod叫ineffects on由e1るイネ過敏感細胞死の犠構|伝子帥，pDの解析
析 |の解析 1 pollen germination and 解析 |企蓋-2色飯田滋(総研
隼墜腫王"阪ロ雅郎人中|盆旦一隻，射場厚(九大 1tube growth 1 i!!.虫創王，金田隆志，海老|大・生命科学，基生研)
村辰之介主魚住信之1・院・理 ・生物科学 1Daye Sun， Legeng 瀬速雄，高山誠司，奈晃
('名大院・ 生命農九大 1Ma(Hebei Normal Univ.) 1植，磁貝彰(奈良先端大

院・医系・機能高分子， 1 ・バイオ)
3千葉大 ・薬名大 ・生物
分子応答研究セ γター)

lpB04 IlpC04 IlpD04 IlpE04 IlpF04 
イネ CIチャ Yネル遺伝子|イネ cDNAマイクロアレ|イネ細胞におけるイノシ |お抑必問問山即日国eの非 1 Imprinting of白eMEDEA
の細胞内局在性 |イを用いたコムギ低温応答|トール1.4， 5-三リ Y酸受容|親和性菌株によって活性化 1polycomb gene in the 
虫盤整壬，福田鱒徳L酒|遺伝子の発現モニタリング|体織繍タンパタについて |されるCaspase-likepr庁 1 Arabidopsis endosperm 
井慎吾.田中喜之， (筑波 |王星盤.:1;.，半田裕一(農水|岩測論，渡辺仁子"伊 It回目の解析 ITe回uKin田hi担， Ramin 
大 ・生物科学農水省・ |省・北海道農試 1&紀美子"堀秀隆，三|傘盟隆志，田中則子，高山1Yadegari， John J. Harada， 
生物研ッ井敏明(新潟大学大学院|鉱司，奈晃植，磯貝彰IRobe此B.Goldberg， 

・自然科学新潟大学・ 1 (奈良先端大 ・バイオ 1Robert L. Fisch町(u.c 
農 1Berkeley， 'u. c. Davis， 'u. 

c. L. A.) 

lpB05 IlpC05 IlpD05 IlpE05 IlpF05 
業肉細胞プロトプラストへl低温馴化過程でコムギ冠部|シュートの重力屈性と匪発|ハクサイにおけるネコプ病|花粉母細胞で発現する
の光依存性ヒ・ノレピン酸取込|に蓄積するmRNAの解析|生に関与するシロイヌナズ I(P抑制odゆ肋nbn側聞e)ISCARECROW織遺伝子
み |差止五1.2，増田ゆかり"ナ SGR2はphospholipa日|に対する盤抗性反応 |の性状解析
企豊盤墜，大西純一(崎玉|島本重量也"今井亮三， ('.IAlとの相向性を示す |全.i!!i盆il:，平井正志，釘貫|益重監査，高額尚文，堀田
大 ・理・ 分子生物 1*省 ・北海道農試北大 |加藤壮英，回疲昌生， (京 I~青久 ， (野菜・茶試・野菜|康雄"平塚和之(奈良先

lpB06 
らん藻 SynechocystisPCC 
6803において鉄輸送を担
う3つの ORF
加藤大和，Ar出町 R.
Gro田 m叩"小川晃男 (名
大・生物分子応答研究セ.
1カーネギー研)

院・良・応生大院・理・槌物奈良先 |育種・育種法野菜育種 |端大・バイオ岐阜国際
端大・ パイオ 17プラナ科バイオ研究所)

lpC06 IlpD06 IlpE06 IlpF06 
イネ幼苗期耐冷性と水チャ |γロイヌナズナ培養細胞に|トマトモザイクウイ ルス |テッポウユリの雄性配偶体
γネル遺伝子の発現との防|おける浸透圧ストレスに応 1(ToMV)の移行蛋白質に|形成過程において発現する
係 |答したホスホリパーゼ c 1結合する植物側蛋白質遺伝 ILIM18遺伝子の解析
北出直翠，李 楽攻，李 |活性の一過的上昇 |子 Bc2の解析 |堂旦盈H，高瀬尚文，堀田
世訪，陶 艶(秋田県立 I~量盤笠亘1. 2，片桐健"訟王盤産，出口雅一，宮)111 康雄九平塚和之(奈良先
大 ・生 工 研 平 山 隆 志 人 篠 崎 一 雄 1 . ， 織 恵 ， 西口正通"丹生谷|端大・バイオ岐阜国際
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G会場
生物時計・加令・老化・細胞死

H会場
光合成と環境

第 1日 3月27日(月)
I会場 J会場

水ストレス ・極ストレス |基礎代謝(タンパタ責・酵素脂質
K会場
細胞壁

L会場
形態形成

時間

lpGOl IlpHOl IlplOl IIPJOl IlpKOl IlpLOl 113 : 30 
⑨鯵ech岬吋白 sp.PCC6803 1水ストレスによるレタス糞|ホウレ γソウと大腸菌のベ|モノデヒドロアスコルピγ|相燥ストレスや ABAに応|フィトクロムを介したイネ
の時計遺伝子に依存した従|緑体 CuZuスーパーオキ |タインアルデヒドデヒドロ|酸レダタターゼによるフェ|答するイネ1， 3-s-" Jレカ ICOPl遺伝子の発現制御
属栄養条件下での増殖 |シドジスムターゼ失活犠構|ゲナーゼの基質特異性と安|ノキシルラ ジカルの還元 |ナーゼ cDNAのクローニ 1m重量室，柘植知彦九吉
盛差畳二， Kis M出aly，正|の解析 |定性からみた術造比較 |堕益重圭，真野純一人佐 1:/"積毅2.3，河本公威1.4，松
元和盛1，岡本和久人石浦|茎藍重重，縄田栄治，金松|盆E宣盆.孟 玉玲人 日 |野智"浅田浩二" 山崎 |盆止」監，今井亮三，長谷|木吏弓丸 山本直樹久松井
正寛"近藤孝男"和田 |澄雄1，真野純一， (京大院|比野隆"原 彰，船隈 l秀雄(琉濠大 ・海洋自然， 1m信1，山口亮太1，榊 | 南口(農水省 ・生物研，
元(九大院 ・理・生物 1.，1南九州・園芸 京大| 透，高倍昭洋1 (名域大 11京都大・食糧科学研京|剛¥渋谷直人，(農水省北 11理研 ・フロY ティ7，'理
1熊大・教育・生物名大|食糧科学研 1.・農化名域大・総合 |都府大・農福山大・生|海道農試北海道東海大|研 ・ゲノム科学総合研究
院・理・生命理学研名城大・理工・化学)1物工学学生物研セ東京理大・基礎工，

叶t大 ・農電中研お茶
の水大 ・理・ 生物)

lpG02 IlpH02 IlpI02 IlpJ02 IlpK02 IlpL02 113 : 45 
シアノバグテリアの概日 リ|グラミドモナスのグルタチ|マングロ ープのベタイ γ71トウモロコシ亜硫酸還元酵|高脂率 AFLPを利用した|細胞性粘菌の gp64遺伝子
ズム周期への光入力系に関|オ Yベルオキシダーゼ様タ lルデヒドデヒドロゲナーゼ|棄の亜硫殴と亙硝酸に対す|イネのカマイラズ遺伝子 |のプロモータ ー解析
わる突然変異体の解析 1:/パク質の誘導へのセレソ|遺伝子 |る基質特異性の改変 1 (bc-3)のポジショナルタ |直圏直.:!1!;，加藤教之，福沢
辻山孟~， Susan S. Gold-1の関与 IftL主主主，松田信行1 日 |宝山盛R.，長谷俊治(阪大|ローニングの試み |雅志1，斉藤玉緒，落合
enl (東大 ・総合文化・ 生|主主l!L....iIt，重岡 成(近儀|比野隆王国中義人"上原|・蛋白研神原久美子1.2，中村信吾1，1贋(北海道大院 ・理・ 生物，
命環境， IDept. Biol. T田ー |大 ・農・食栄 直子"馬場繁幸人川満芳児玉治人 出盛畳二1(1農P?":/ディ一大・生理解剖)
as A & M Univ.) 信"高倍鉄子久和田敬四 水省 ・生物研茨斌大 ・

郎"石井忠R原 彰1，1 農・資源生物)
高倍昭洋(名斌大・総合研，
1名誠大 ....化名妓
大・理工 ・化学琉球大
農・熱帯，‘名古屋大院・
生命農・生物資源金沢
大・理・生物森林総研
生物機能)

lpG03 IlpH03 IlpI03 IlpJ03 IlpK03 IlpL03 114 : 00 
種々の藍色細菌における |タラミドモナスの vio¥ax- 1ベタイ γ合成の遺伝子工学|ラ γ藻 Synech町 '5伯 sp. 1ベクチγの生合成に関わる|細胞膜タ γパク質 gp64は
kai遺伝子クラスタ ーの相 1anthin変換に関与する遺 1(1) コリ γオキγダーゼ遺IPCC6803の運動と形質転|ガラクツ ロγ酸転移酵素 |枝分かれを抑制する
同遺伝子 |伝子の解明 |伝子を発現する形質転換植|換に関係する Pi1T タ γパ|丞自益~，円谷陽一 (埼玉|舟本 聡，益金-1萱，斉藤
宝塗登章:I!!.，中平洋- 1， 1 1ll!益~， A!ial， Tony H. 1物 1ク質の生化学的解析 |大・理 ・分 子 生 物 玉 緒 (北大院 ・理 ・生物科
井上千晶1，C. P. Wolk'， IH. Chen'，西山佳孝L高市|往J霊.!!!l， A1ial，坂本 | 盟 杢 - - . A . ， 大 森 正 之 ( 東 京 学 )
井上頼直人近藤孝男に石 1J1;一九石崎公庸"福湾秀|教1，村田紀夫1(愛媛大 ・ |大院 ・総合文化・生命)
浦正寛(名大・遺伝子音量町村田紀夫1 (筑波大・|理・物質理基生研)
1名大院・理・生命理学， 1生物科学基生研・計時，
2ミシガy州立大理研) I'Dept. Hortic叫..Oregon

State Univ.， 3日本医科大
生物京都大・生命科学)

lpG04 IlpH04 IlpI04 IlpJ04 IlpK04 IlpL04 114 : 15 
藍色細菌の時計遺伝子群に|クロレラ CO，感受性変異|ベタイン合成の遺伝子工学|ヒメウキクサの GPI7ン|アラピノキシランの合成に|ヒートシ aックタギングに
対するラ:/?"ム突然変異の|体の細胞膜流動性のスピン I(n) 形質転換アラピドプシ|カーホスファタ
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第 1日 3月27日(月)

時間
A会場

生吸体収膜B・・転会イ流場ォ・γ燕輸散送
C会場 D会場 E会場 F会場
温度 情報伝達系 徴生物・ウィ ノレス 生殖・遺伝・他

15: 00 シンポジウム 3 lpB07 
lイpネC及07びコムギ PEPC遺 イlpネD飾07管液中の RNAにつ 葉lp緑E体O7FtsHタγパク質の

lpF07 
「花の色アントシアェ γ ヤエナり Ca2+/H+対向輸 ユリ RecA様組換えタ γ

の生合成」 送体の細胞内分布と発現特 伝子の低温下における発現 いての解析ーイネ筒管液か 減少はタパコモザイクウイ パタ LIM15の特徴付け

性 及び酵素活性への低温の影 らの cDNAlibraryの構築 ルス感染で誘導される過敏 豪高額遊可尚文奈， 平塚和之， 吉岡田

主生亘命蓋農1・2生， 前島正義 (名大 響 感反応を加速させる 良先端大・パイ
化) 佐藤希北農実鼠，2)EE色盟(農水 真野弘範1， 林 浩 昭1，藤

渥省屋・盗農蓋業生，資大編研祐.子 (農水
オ岐阜県国際パイオ研

省・ 原徹1，'(1東大院・農， 究所)
'PRESTO， JST) JST" CREST) 

15 : 15 GlpFBF 08 A lpnCo0v8 el componentof 未lp熟D種08子特異的プロティ ン
lpE08 

光lpピF0Y8セットにより lつのとの融合タ Yパク質 タバコ培養細胞においてエ
系を用いたCa'+/H+対向 MAP kinase cascade is キナーゼ SPKが抑制され リシチンにより誘導される 接合子から解明された片親
輸送体の細胞内局在部位の responsive to cool stress in た形質転換イネの鋼管液の 防御応答経路の解析 業縁体 DNAの能動的分解
検討 nce 成分分析

盆S規O盤，PIn蓋豊e匁n岡k王和am弘竹o，m内白l 香純，
亘山担哲差也盤九人 三角修己1，東

隼中三西率華基代t2，E1， 土屋知寛仁 Wen IiallJl.Qi.大野清春1，
企島亙田毘浩弘章盟(東，林京 浩昭1， ，一瓢勇 横田明穂"黒岩

前島正重量， (1名 今井亮=(農水省・北農宮式， 理科大 ・生 豊和弘， 石友紀， 常祥1(1東大 ・院・理・生
大・農名大院・生命農) 1農水省 ・生物研) 物工東大・農) 山田哲治(岡山大".， 物科学奈良先端大・パ

10hio State Univ.) イオサイェγス)

15 : 30 lpB09 
植tlmp物C(0のU9CUPn)coにupつliいngてP一ro一

SlDFDK 09 lpE09 
rlDpNFA09 非転写領域 (NTS)マングロープ Na+/H+四ー tこよる sucrosesyn- タノコ植物の病害ストレス

HY poFrtとer発C現DN解A析のタローニ 出a開 のリン酸化の解析 誘導性遺伝子群の発現解析 の導入によるシロイヌナズ
アラピドプシスおよびイネ

小村雄飛，理国科枝大典・子生，物島工旦) 盆家杢紀去志査，，西林 誠1，道 ナ相同組み換え能の活性化

旦村虫敦董子之a，1，福田篤徳人 中 UCPの遺伝子構造，発現 浩章(東京 村幹夫" 川北 漉澄塑衛箆1，王岡， 日高真純， 石黒
山田晃世主斉藤 の比較から 一人(名大院 ・生命農学・ 田清孝人堀内

丈夫九小関良宏久三村徹 涯院辺・盟農二学主生， 平井篤志 (東大 資源生物機能東北大院 情(基生研京 大 ・理 ・
郎5 (1生物研筑波大， 命科学) 農・応用生命科学基生 植物)
3農工大院農工大一橋 研・細胞生物)
大)

15 : 45 
耐lp複B性10継物オオムギとオカ 倒10温C環10境におけるコムギ lイpネDに10おける OsCDPK7 T1pMEV10 に応答する WRKY 1ゼpニFIO 

ゴケ性染色体聞におけ
ヒジキに存在する Na+/H 。四2遺伝子の転写解析 を介した低温および塩・乾 転写制御因子の犠能解析 る反復配列の存在状態の差
+アンチポーター遺伝子の 塞省屋・率北E海t道， 半田裕一(農水 燥ストレスのシグナル伝達 企友血延盤，5佐4野，依田 寛，草野 異
解析 農試) 直畑筆盤信企吾 木下奈都子1， 浩(奈良先端 虫大山山室莞盤爾31， 藤下まり子】"，
重村敦E盤子fI，E，佐伯かおる， 中 ，経塚淳子久島 大・遺伝子センター) (1農業生物研.

田中喜之 (農水 本功"泉井桂1(京都 2生研機構京都大院・生
省・生物研筑波大・生 大院".・応用生物科学， 命科学)
物科学) 1京都大院 ・生命科学奈

良先端大・ バイオ)

16 : 00 lダpイB11 劇10節e的11低温馴化でタ ワの イlpネDに11おける Ac/Ds系を GlpEENlEl S CONTROLLING 緑lp藻F11 
コン細胞膜，液胞膜水 タラシドモナスにおけ

チャネノレの細胞特異的蓄積 ERに蓄積する WAP20お 利用した OsCDPK7ノッ CYTOTOXICITY OF PN-るガミ ート ライシン遺伝子

a!i彊しのぶc...l1r島正益(名 よび WAP27の cDNAを グアウト植物の解析 AMPs， PLANT AN- の構造解析， C末端共通
大院 ・生命.) 用いたノーザン解析 丞経王塚室淳箆子王2，， 西俊雄介1， TIFUNGAL PROTEINS 配;1Jを持つ2つのメタロプ

宝圭鑑太箆，Z藤E1， 竹海大輔， 荒川 島本功"泉 FROM SEEDS OF ロテアーゼ遺伝子の並列的
11清三(北海道大 井接(京大院 ・生命科学， MORNING GLORY 存在

低温研) l京大院 ・農 ・応用生物科 DaeJin YUN， Ja Ch∞n 込津盈秀盤哉E2，， 斉藤違昭人福
学奈良先端大・バイオ) KOO， Bo Young LEE， Ji 松田吉弘(神戸

Young LEE， Dong Jin 大院 ・自然科学 岡山理
SHIN， M∞Je CHO (Plant 大 ・理 ・基礎理京都大
Mole叫 arBiology阻 d 院・生命科学)
Biotechnology Research 
Center， Department 01 
Molecular Biology， Gyeon-
Etys) ang National umver32-

16 : 15 
slGpFBF12 雌合タ γパク質の 話12 lpDl2 lpE12 緑lp葎F12 

コムギ ・キチナーゼ遺 ぜ γマイ胞子の発芽初期過 クラミドモナスのレトロト Ch/amydon日nasrein-
BY-2細胞での発現による 伝子のハードニングによる 程におけるカルシウム依存 ランスポゾン様逆転写酵素 hardtiiの新規な AGC系
細胞膜.液胞膜水チャネル 発現誘導と酵素倹能の解析 的なタ Yバタ質のリン酸化 遺伝子の単離と解析 (PKA様)プロテインキ
の局在化機構の解析 i水!L省L・J北直海，吉道良田試み)どり (農

育者池浩之，渡辺一成，井上 蓋杢差益，上申孝志，桐沢 ナーゼの同定

ヰ島昼正忽畿EE(名， 須賀しのぶ， 前 弘(富山大 ・理・環境) 恒一，山田隆，字佐美昭 出吉盤弘-，J東量， 南森隆司， 松図
大院・生命農) ニ(広大院 ・先端研 ・生命 哲司.安田武司

機能) (神戸大院・自然科学)

」 ー
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G会場 H会場
生物時計加令老化・細血亮

第 1日 3月27日(月)
I会場
FDD 

J会場
基礎R甜(タソパタ責・酵量目脂質)

K会場
細胞壁

L会場
形態形成

時間

lpG07 シンポジウ ム IlplO7 IIp]07 IlpK07 IlpL07 115 : 00 
ヒャタニチソウ管状要素分 1r植物生理学のエアポケッ 1Fluorescent di宜erent国ソラマメ孔辺細胞における|ギγドロ培養細胞における|ヒャクニチソウ維管東分化
化における液胞崩捜の俊樹町|トー樹木の生理 Idisplay一色 techni回 1de- 1プロテインホスファターゼ|ベクチンの分解に関与する|関連遺伝子の大量解析
栗山英夫，梅田裕穂(東京 1velopment- 12A触媒サプユニット |直撃索活性の変勘 |単位~置，田代玄，鈴木
天震で璽・生物科学 IKe並巴豆生温呈， Takamichi I cDNAの単離 |益出弘二人下川知子1・慎介，矢崎潤史"中村佳

lpG08 
細胞死抑制タ Yパタ質を過
剰発現させたタバコで観察
される耐塩性等のストレス
耐性

重~'，後藤洋子"光
原一朗1.2，三浦正幸"大
橋祐子¥" ('農水省 ・農業
生物資源研， 'CREST/ 
JST， '大阪大学・医学部)

lpG09 
葉の老化が遅くなる γ ロイ
ヌナズナ変異体の単離と解
析

宣盟墜壬，伊藤正樹，渡辺
昭(東京大・院・理系・

生物科学)

lpGlO 
〆ロイヌナズナ子葉の老化
過程における細胞死と Aι
DAD-l/-2の発現変動
去盆蓋笠，内藤継吾，'/ャ
ミーマ・そ γジュール，鈴
木寛(福井県立大・生物
資源)

lpGll 
酵母の Bax誘導性細胞死
を抑制する植物 Baxin-
hibiter-l (BI-I)遺伝子の
解析
出企基起1.2，潜 玲"内
宮博文，.， ('原研 ・先端研，
2東大・分生研)

lpG12 
酵母の機能的スクリーニン
グによるシロイヌナズナ由
来 Bax遺伝子サプレッ
サーの同定
温---..!ll.'，余~華 JII合
真紀2.1，内宮博文，.，

(t東大 ・分生研原研 ・
先端研)

Murama脂u，Norihito よ竪鐙L 木下俊民g，浅沼 1('農水省・蘇林総研科 |子"岸本直己"菊池尚志"
Kuno， Ma盟副 |三和子，島崎研一郎(九州|学技術振興事業団福田裕穂 (東大院 ・理・生

Furuya (Hitachi Advanced 1大・院理・生物科学物科学， 'STAFF研， '. 
Research Laboratory) 水省・生物研)

lplO8 IIp]08 IlpK08 IlpL08 115 : 15 
Roles of回 rly-phytochro・|好熱性藍藻命制clu脚四s1エY ドウ(胎umsati:山 mlヒャクニチソウ均一化
me-responsive gene encod-I ekmgatus FNRのクローニ IL.)UDPーグルク P"/酸 IcDNAマイクロアレイを
ing a novel myb-related γグとその特性 |デカルポキシラーゼの精製l用いた管状要素分化特異的
pro匝inin Arabidopsis 虫盤正ム，立入愛子，斉藤|と cDNAクロ ーニング |遺伝子の単離
主E豆足並豆盟旦'， Tomoko I康雄，和田敏四郎(金沢大|虫血座主，宮川 功，小林 1m盆~，出村拓，鈴木
Shinomura1， Simon Geir 理 ・生物 優，間藤徹，関谷次郎|慎介，矢崎潤史"中村佳
Moller'， Nam・HaiCh国人 1 (京大院・農 ・応用生命科|子九岸本直己"菊池尚志:2，
Masaki Furuya' (tHi回chiI 学・植物栄養福田裕穂(東大院・理・生
Advanced Research 物科学， '5TAFF研農
Laboratory， 'The R田k- 1 水省・生物研)
efeller U niv. ) 

lpI09 IIp]09 IlpK09 IlpL09 115 : 30 
Fluorescent differential キュウリの基質特異性の異 10.抑'Qsati凶繕養細胞酵素|フローザイトメトりーを用
display as a tool for the なる 2種の脂肪酸ヒドロベ|によるアラピノキ Yロオ 91いたヒャクユチソウ単離業
isolation of early UV-B ノレオキシドリアーゼは異な|ゴ槍へのフ~)レラ殴転移 |肉細胞のソーティングと
light induced genes った制御下にある |王山忽圭1.2，掛)11引一九 |ソート細胞の培養
L泊daL品yall，A1exander I盆差盆三，字治田知可，藤|吉田滋樹"石井忠， ('農|畳屋慶王"一瀬勝紀久吉
Baumann， KeはoUchida'，1本昌平，梶原忠彦， Jack 1水省・蘇林総研科学技 |回茂男"福田裕穂， ('東京
Masaki F町 uya'，!!迎旦皇 I Wilkinson'， Bill Hiatt'， Vic I術蜜興事業団筑波大・ |大院・理・生物科学理
監些旦旦立主(Freiburg I KI国ut'(山口大・農・応 |応用生物化学研究所・植物続能)
Univ， I目 立 基 礎 研 生化， 'Calgene LLC) 

lpl10 
Auxin-<lependent re思止a-
tion of印刷xinresponse 
factor(ARF) from rice 
Fra些笠組主.Masaki 
Furuya'， Peter Nick 
(Freiburg Univ. ， '目立基
礎研)

lpJlO IlpKlO IlpLlO 115 : 45 
クラミドモナスの CDP-<li-Iエンドウ細胞墜におけるキ IP'ルタチオンによるヒャグ
acylglycerol syothase シログルカ y架橋構造の解|ニチソウ管状要素分化の制l
cDNAの単離 |析 |御
隼蓋皇1Ii，都筑幹夫(東京|重tI!孟~，曽根型車昭"三 |逸且盤亘，坪井誠二九岩
薬大・生命科学石 安"伊東隆夫(京大|測雅樹，小JII健一(岡山県

木賞科学研大阪市立大 |生物科学総合研究所岡
生活科学・食物栄養工 |山大・薬)
技院・生命研)

lpl11 IlpJll IlpKll IlpLll 116 : 00 
Isolation and characteriza-1シロイヌナズナにおける 31細胞壁グルカナーゼ活性に|ヒャタエチソウ管状要素分
tion of two pu回tivehelix-1つの MGDG合成酵素遺伝 |対するキチナーゼの影曹 |化過程での細胞外モノリグ
I∞p-helix proteins白atareI子の発現および GFPを用 111且弘主Q，井上雅裕， B. Iノール量の変勘とリグェ y
induced by brassino- し、た局在部位の解析 1 R. Thomas'， D. J. Nevins' 1化への彫'
S怯roids 塞差孟二M，Eric 1 (愛媛大・理・生地細川麻美，鈴木史朗l梅
Danielle Friedrichsen， I Marechal'， M町民 A. l'Univ. Caluomia Davis) 海俊明"盆墜昼 (愛媛
T法却lichiMuramatsu'， 1 Bl田 k'増回 建，島田裕大・理・生物地琢京都
盟主鍾誕E盟辺"Jo組問 |土， Roland Douce'， J ac- 1 大・木研)
Chory(The Salk Institute， 1 qu白 Joyard'，高官建一郎，
I日立基礎研太田啓之(東工大・生命理

工・生命科学， 'CNRS/ 
CEA) 

lpl12 IlpJl2 IlpK12 IlpL12 116 : 15 
Fluorescent differential キュウリ MGDG合成酵素|アスパラガスの匪形成時に|業の極性伸長制御遺伝子群
display as a tool to dissect 1遺伝子の5' 上流域を結合 l 分泌されるベルオキ，;，- ~-I の機能解析
flower development したルγフエラーゼ遺伝子|ゼのクローユン !J' 傘ー...1&墨"塚谷裕一¥"
Charles P. Scutt， Ma回 ki Iの光およびサイトカイユン 1ft盟盗迄九甲村浩之，小 I('岡崎国立共同研究峨嫌
Furuya'，r出足並』担笠こ|に対する応答 |竹般久，中川直樹，桜井直|基生研科銭団「さきが
旦旦(Universityof Leeds，' I金井大繍，山鍾型車己，粟井 II酎(広島大 ・総合科学， Iけ研究21J)
目立基礎研光一郎，増田建，島田裕l'広島県立農業技術セ γ

土，高官建一郎，太田啓之|ター・生工研)
(東工大 ・生命理工・生命

科学)
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時間 A会場 B会場
吸収・転流・蒸散

第 1日 3月27日(月)

C会場
温度

D会場
情報伝達系

E会場 F会場
微生物・ウィノレス 生殖・遺伝・他

16 : 30 Iシンポジウム 3 IlpB13 IlpC13 IlpD13 IlpE13 IlpF13 

16 : 45 

17 : 00 

17 : 15 

17: 30 

17 : 45 

「花の色 アント γアエン|高等植物における αートコ |コムギゆ;6，イ ネosr8，及|ポプラ細胞質型プロテイン|イネの主要ファイトアレキ|御物由来の魔棄物からの有
の生合成 フェロール膜間輸送 |びオオムギ bltl0lのプロ |キナーゼのクローニング |シ:/，サクラネチγの合成|用生理活性物質の探索一一

丞恩一盛，芳賀 聡，小倉|モーター領域の構造とスト lru:u盤，角園敏郎 (農水|酵素 (naringenin7-0- 収穫後のトマト地上部に含
あゆみ(長岡高専・物質工|レス応答性の関係 |省・森林総研 Imethy1transferase)遺伝子 |まれる生長阻害物質
学 土 並盆1包，川上顕，大野の単離とその性質 Ixn隻富田ー横谷香織に

清春"今井亮之 (北 海道山監....![I・" Randeep 鈴木利貞"津布楽洋和"
廃業拭験場農業生物資 IRakw叫1.2，児玉治h川 |小瀬村議治大山村庄亮叱
源 研究所崎信二1(1農水省 ・農業生 l長谷川宏司， (筑波大 ・生

物資源研究所筑波大・ l物資源筑波大・応生化，
農・資源生物科学 l'筑波大・院・農カゴメ

|総研慶癒・理工・化)

lpB14 IlpC14 IlpD14 IlpE14 IlpF14 
タンパク質の細胞間移行に|コムギのフルク タγ代謝関|高等植物シロイヌナズナに|わさび由来の抗菌性タ γパ|シロイヌナズナの根におけ
ついてー-CPCタγパタ |連遺伝子の酵素横能及び |おける新規な SNF1関連 |タ質の精製と遺伝子のタ |る細胞増殖と伸長成長との
質とイネチオレドキシγhl ハードエング中の発現解析 1 プロテイ γキナーぜ遺伝子|ロ -~:/Y 制約関係を表す数理モデル

を用いた実験 |川上顕，査盟主五旦(農|の同定と解析 |率鍾重量2，西原昌宏，大宮|主釜笠.&，杉山宗隆(東京
守智子"越野泰裕"林!水省 ・北海道農試 lim玄王，松岡大介，東 |香織，山村三郎(加)岩手生|大院 ・理・ 植物園)
浩昭L岡田清孝"藤原哲司，南森隆司，安田武司|工研)
徹1.， (1東大院 ・農・応 1(神戸大院 ・自然科学)

生化京大院 ・理・植，
'PRESTO， JST) 

lpB15 IlpC15 
イネ維管東系を介した積転|コムギ低温誘導性遺伝子
流畿構の解析 Iw，僻'14の単離
盤盆王監，贋瀬竜郎1，大|玄亙阜王1，Sergei 
杉立"山口淳二(名大 1Tsve凶 ovl，津田加奈子1，
生物分子応答研究セ， I~t 1宅見薫雄1，森 直樹¥
陸農試農水省生物研) IA同国sA回岡田ov2，中村

千春， ('神戸大・自然科学，
'IGE，ブルガリア)

lpDl5 
クラミドモナス MAPキ
ナーゼ相同遺伝子の単離と
解析
担ru!!二，河本伸，山田

隆，字佐美昭二 (広大院
先繍研・生命綾能)

lpB16 IlpC16 IlpDl6 
PETIS法を用いたオオム|コムギ低温誘導性遺伝子 1>'ロイヌナズナ ABA依存
社内ほおける 52Mn1 Wrabファミリーの単離 |性プロテイ Yキナーゼの糟
の吸収・移行 ・転流解析 |津田加奈子，セルゲイツベ|製と生化学的解析
史亘盛正二"清宮正一郎1，タノフ，大野良子，宅見議|主盟翠二皇IP，市村和也1，
Bughio Naima回1Jah'，渡|雄，森直樹，中村千春(神|溝口 剛"篠崎和子"篠
辺智正石岡典子入長 |戸大 ・自然科学崎一雄1('理研・植物分子，
明彦人内田博"辻淳 l'良水省・国際農研・生物
憲"松橋信平"関根俊明'， 1 資源)
矯本昭司"森 敏1(1東
大院・農学生命科学日
本原子力研究所浜松ホ
トニタス)

lpB17 I1pC17 IlpD17 
PETIS (Positron Emitting 1アプシジγ酸誘導性タウマ |プロ テイ γキナーゼ WPK
Tracer Imaging System) 1チン様タンパタ質の犠能解14と14-3-3タンパク賓との
法を用いたI3NH，+のイネ|析 1結合様式の解析
における吸収・移行・転流|丞屋盤壬，荒川圭太，竹湾li!I!.盟盆2"草野友延，佐野
解析 |大輔，藤川清三(北大・低| 捨(奈良先端大 ・遺伝子
遭宜主二墜に中西啓仁人 |橿i研 教育研究セγタ ) 
内因博"辻iJ憲"原
回典弘正塚田秀夫九松橋
信平"橋本昭司九関根俊
明王蘇 敏1 (1東大院・
農学生命科学浜松ホト
エクス日本原子力研究
所)

lpB18 IlpC18 IlpD18 
トピイロウ γカ口針を用い|小麦由来のパラタマノレ酸に |γロイヌナズナの分裂組織
たイネ植物体の飾管への物|よる氷敏活性細菌の不活性|で発現する受容体型キナー
質注入法 (MUSI法)の |化 |ぜ遺伝子 IMK3の機能解
開発 |去至亙星，星野保.吉田|析
産釜J差，藤原徹，林 |みどり，神繁樹，津田 |盤宜蓋盤，谷英美，武田
浩昭(東京大 ".・応生化)1栄，扇谷信，石崎紘三(農|有史，長谷川雅一，根本恭

水省・北海道農試子，横田明穂，河内孝之(奈
良先端大・パイオサイエン
ス)
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lnF15 
微弱磁場環境下における植
物の成長
貧血ニ鐙釜査盆，山下雅道1，
柳湾政生"箸本春樹"中
村輝子"長谷川宏司， (筑
波大・応生化宇宙研，
2早稲田・理工東大・院
総合文化日女大 ・理
・物生)

lpF16 
ルシフエラーゼ遺伝子を高
発現させた植物における
ジー γサイレ γγγグの解

析
業犀二f!I.2，白濁直美"
中村茂雄九岩井孝尚1.2，
本磁良三人大橋祐子1.2
(1農水省 ・農業生物資源

研究所， 'JST・CREST，' 
宮城県農業セソター)



第 1日 3月27日(月)
G会場 H会場 I会場 J会場

K細会胞壁場 L会場
時間

加令・老化・細胞死 FDD 基礎代謝(タンパタ賀・醇薫・脂質) 形態形成

lpG13 シンポジウム 2
FlpluIo1r3 escent diEbrential 

lpJl3 lpK13 lpL13 16: 30 
タパコ 1hZ遺伝子は老化 「植物生理学のエアポケッ エンドウアセチル CoAヵ セルロース合成阻害に伴う シロイヌナズナのロゼット
のプロセスと花芽で強〈発 ト一樹木の生理」 display(FDD) Indenti自由 ノレポキシラーゼの研究 BY・2細胞の細胞壁多糖 業形成に関わる遺伝子のク
現する bZIP型転写活性化 circadian cl∞k regulated レドックスに応答する組換 類， リFニン及び分泌多槍 ローニ '/!I
因子をコードする genes in Arabidopsis え酵素の発現 類の変化 圃杢究盤，2中L村，鶴考山勝也， 田仲
主benEdU盤，佐. Thomas Ber- Steve A_ Kay. Joel A 率野盤幸監生圭，井，浦口田浩一郎， 永 高橋麻衣井，隼直金樹重(E広It. 中川 定、'.松尾友

野 浩，草野友 Kreps.村松高道'.古谷雅 ひろ，佐々木 直樹，桜 島大・ 明(鹿大量・生物京府
延(奈良先端大・遺伝子教 御 (TheScripps 幸子(名大院・生命農学・ 総合科学) 大 ・人環)
育研究センター， lBo回ru- R田 earchInsti同te，l目立 生物情報制御)
shes Institut. J. w. Goe白e 基礎研)
Univ.) 

lpG14 lpJl4 
光lpにkよ14るアズキ上座軸の伸

lpL14 16: 45 
タバコ培養細胞における過 ェγ ドウアセチルCoAヵ シロイヌナズナの葉脈パ
敏感反応死の過程 ノレポキ Yラーゼの研究レド 長成長およびキ γ ログルカ ターンに異常が見られる変

玄祐藍三盆(己静， 平沢賢一， 塩井 ッグスによる活性調整に関 Y分解活性の調節 具体の解析
岡大・理・生物地 わる γステイン残基の決定 担盛丞一玄郎~森，若林仁和幸， 神阪 止杉丞山鉦宗亘隆i松田和歌奈'.

球) 基木豆幸量子王(名， 木崎暁子， 佐々 定、'.保尊 ，福田裕穂(東
大・生命農学・ 隆享(大阪市大・理・生物， 大院・理・生物科学東

生物情報) l名古屋大院・生命農) 大 ・理・生物東大院・
理・植物園)

lFpィG15 
lカpボJlチ5ャの器官発達過程に l・pDKタ15 lイpネL15 17 : 00 

ズの個体老化を誘導す 3 リノスタットにおけ の葉の形成過程におけ
る内生因子 おけるプラスチド型Fリセ るイネ幼業鞘の自発的形態 る OsPNH遺伝子の発現

訟田畳泰飽則壬北， 喜久田嘉朗， 幸 ロールー3ーリ Y酸7'/1レト 形成と細胞壁並びに微小管 解析
大院・農・植物) ラγスフ zラーゼアイソザ 配列の変化 直大盆・生盟物E査分，子松岡 信(名

イムの役割について 隼飽益盆，若林和幸，保尊 応答)

杉浦雅子大.鐘・亙院盆・王理系， 西国 隆享，神飯盛一郎(大阪市
生郎(東 ・生 大・理・生物)
物科学)

lpG16 lpJl6 
重lp力K刺16激によるシロイヌナ

lpL16 17 : 15 
コムギの穎及び穂軸に含ま シロイヌナズナのスフィ Y γ ロイヌナズナの棄の左右
れる老化促進物質 ゴ脂質長鎖塩合成酵素 ズナ匪輸の伸長成長および 対称的形成に関わる AS2
重盟墾A!I.喜久田嘉郎(北 cDNA のタロ -~'/!I キシログノレカン代謝の調節 遺伝子の分子遺伝学的解析
海道大・院・農・植物) 旦南盆大盤・玄院E・~.今井博之， (甲 藍盗盆事昼，二神，阪若盛林一和幸， 保尊 Endang Semiarti '.岩川秀

自然科学甲 郎(大阪市 和人尾之内均1，塚谷裕一人
南大・理・生物) 大院・理 ・生物) 町田千代子'.町田泰則3

('名大院・理・生命理学，
2基生研)

lpG17 lPJl7 
細lp胞k獲17の臨界降伏張力

lpL17 17: 30 
オートムギ第一葉の老化に シロイヌナズナのスフィ γ シロイヌナズナの棄の形態
伴う細胞蟹多擁類の変化 ゴ脂質長鎖塩基キナーゼ (y)を調節するタンパク質 形成に関わる遺伝子群の発

宜回主友盤和w1上， 宇都宮真木， 勇 cDNAのクローニ '/!I yieldinの性質と組織内局 現様式の解析
国純一(大阪府 直南遁大基・鑑院， 今井博之， (甲 在

よ川畳秀2和2，LE，n北da倉ng左S恵eml子 岩
立大・総合科学・自然環 -自然科学甲 宝皐{園杢~'.高橋
境) 南大・理・生物) 宏二人仙波りつ子"加藤 arti.町田千代子，藤田知

潔2('昭和薬科大 ・生物， 道.町田泰則(名大院・理
2名古屋大 ・情文・人情， 生命)
2愛知県心身障害者コロ

湿lp度K18 
AlpELro1b8 acterium tumefa-

17: 45 
と変ph化による細胞壁粘

弾性の ciens T-DNAの 6h遺伝

釜井杢修去平二1，， 山本良一'.藤 子は楓物細胞の増殖を誘導
稲永忍2(名市 1.-.棄の形態形成に影・を

大・自然・科学セ帝塚 及ぼす
山短大・食品鳥取大・ 北倉左恵子，藤田知道，上
乾地研) 野宜久.~彦宏悦'.町田

泰則(名大院・理・形態統
御秋田県大・生工研)
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第 2日 3月28日(火)

時間 A会場 B会場
細胞内輸送・分泌

C会場
温度と光

D会場
情報伝達系

E会場
無線栄養

F会場
光合成細菌
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9 : 15 2aB02 12aC02 12aD02 12aE02 12aF02 
タンパグ質貯蔵に関与する|温度低下にともなう植物体1"'''イヌナズナの r線照 |外来フェリチ Y遺伝子導入|タロロソームを持たない新
イキ匪乳細胞組面小胞体の|のしおれの発生機構 |射応答における Nucleo-タバコにおけるアスコルピ|規緑色状細菌 HL08株に
働能分化と縮胞内局在 |盆差盤翠，石川淳子，lj{谷1side Diphosphate Kinase 1γ酸ベルオキシダーゼ遺伝|おけるチトクロム光酸化
武中壮祐人皇旦盆盟人牧 1.生，小沢聖(東北長業|シグナノレ伝達犠構の解析 |子の転写活性について |山旦孟，M'，花田 智正永
野英志"蘇回重人1.2.増|紙験場丞E盆玄"等々力節子"吉原利一，後藤文之，増田|島賢治"嶋田段三人松浦
村威宏1，2，田中園介は 林 徹人小松節子主岡|支琢寸竃中研・生物科学) 1克美， ('都立大・生物工

('京府大・生資化・遺伝部健"杜海吉"矢崎技院・生命研)
子工学京府農資セ Yター潤史"中村桂子久岸本直
基礎研究部己主森 昌樹"菊池尚志3。1ST長崎食総研，

3生物研， 'STAFF研)

9: 30 2aB03 12aC03 12aD03 12aE03 12泊F03
シロイヌナズナ録業ベノレオ|作物幼苗の低温感受性の日|イネ，プロトプラストによ|タラミドモナスにおいて低IThem叫 'hromatiumt，ゅι
キソシームに局在する |周変化 |る Nーアセチルキ トオリゴ ICO，条件への順化に必要 Idum由来光合成反応中心
27セDaタγパタ質の細胞|亙組連王，村井麻理，山口|槍エリシターの認識 |な調節遺伝子 CCMlの単|と HiPIPの結晶構造
内輸送 |知哉，北川良績に小池説 1Bl:.......i量二，西村宜之，渋谷|離 |禾晃和1，Insan Fa出回，
.ML且人目黒文晃" JII I夫(農水省・東北島試， I直人(農業生物資源研究所)匡遁盤並，石崎公庸，松枝|小林正幸人野湾庸則"三
上健太郎"真野昌二九西 l'秋田県大・生工研昭治，九町健一，大山莞爾，1木邦夫日('京大・院理・
村幹夫2( t 新 潟 大 ・理・生福湾秀哉(京大院・生命科|化東北大・院工・生物
物基生研・細胞生物) 1 学工理研・揺磨研)

2aB04 12aC04 12aD04 12aE04 12aF04 
カボチャカタラーゼのベノレ|ジャガイモ塊茎の低温貯蔵|エリシタ一応答性遺伝子の|緑藻クラミドモナス炭酸脱|へリオパクテ Hアの光化学
オキシソーム移行、ングナル|における増積機構の解析 |イネ植物体における発現繊|水酵素遺伝子 CAHlの 5'1反応、中心の電子供与体

の解析 |遠藤千絵，川口健太郎，蘇|式 |上流績に存在する CO，応|本圃丞温，岩斌雅代人伊

謀野弘EFEJlJ幸(農水省・北海道農|壊す諸人2JF|許シス配列と DNA結合|まぶ iE25)・理・生

幹夫， (広島大・生物生産， 1 農業生物資源研究所 1M盤二，谷口鶴也，大山
1基生研・細胞生物莞爾， 湾秀哉(京大院・

生命科学)

9: 45 

10 : 00 2aBゆ5 12aC05 12aD05 12aE05 12aFO唱
植物特異的な小胞輸送制御 1AnalySis of白erole of 1イネ培養細胞のキチγエリ|ラ γ藻の炭酸水素イオ Y結|好酸性好気性光合成細菌
犠嶋の解析 | ωE during com. シターによる活性殴素生成|合タ γパタ質 IAdd桝地，mru加畑にお

よE室率"山口雅利回，内 Ipleme泊tarychromatic Iの制御犠織の解析 |前田真一人 G. Dean Price Iける光合成電位伝達系の解
宮博文1中野明彦， ('理研 1adaptation in th岬 |山E丞志，前原有美子，渋1'，Murray R. Badger'，析
生体膜東大・分生研) I cyanobacterium 谷直人(農水省・農業生物|榎本千賀，小俣達男(名古|盛盟主主y 永島賢治，松浦

Fremyella dゆ10s紗加錦 |資源研究所毘大院・生命農学オー |克美.嶋田敬三(都立大・
kazuki Terauchi ストラリ 7国立大・生物科|生物)
Devid M. Kehoe 学研)
(Dept. Bio1.， In. 

d泊n直 Univ.)

10・15 2aB06 12aC06 12aD06 12aE06 12aF06 
植物細抱における小胞輸送IT巾 elix構造を有する新規|アラピドプシス新規転写図|炭素欠乏条件下におけるカ|紅色細菌 R伽 ivii悶
の制御一一植物Sarlの優|遺伝子の性状解析 |子群 AtERFは， GCCポ|ルポキシゾーム関連遺伝子 Ige均白.即 S附の光合成電子
性阻害型変異を用いたアプ|盆旦ー盤，高額尚文，平塚|ックスに特異的な転写活性|の転写制御機構 |伝達における 2つの可溶性
ローチ |和之(奈良先端大・パイオ)1化能あるいは転写抑制能を1M主主己主.小俣達男(名|チトクロム C，と HiPIP
盤固整主，佐藤 健，上回もつ |古屋大院・生命農学の役割
貴志安部弘，中野明彦| 温室___..a，太田賢， Su. 1 永島賢治， Andre 
(理研・生体膜田nY. Fujimoto，進土秀 1Venneglio' (都立大・理

明 (工技院・生命研・植物生物， 'CEA) 
分子生物)
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G会場 H会場
栄養生長・生殖生長

第 2日 3月28日(火)
I会場 J会場 K会場

基礎代謝(遺伝子) 1ゲノム・光化学系I・光化学系nl 植物ホノレモン
L会場
形態形成

時間

2aGOl シンポジウム 5 12aIOl 12aJOl 12aKOl 12aLOl 1 9: 00 
アサガオのフロリゲγ様物 1 r遺伝子工学はどこまで農|トウモロコシ葉緑体局在性|シロイヌナズナゲノムプロ|春化処理したトルコギキョ|単細胞性緑寝・ ミカヅキモ
質の分離.精製とその精製|業をかえられるか?J リンゴ酸輸送体の分化 |ジェタト ゲノム塩基配列|ウにおけるジベレリ γに対 1(C/osterium t-s-I complex) 
物の花芽誘導活性 釜E孟監，杉山達夫(名古|決定と全極基配列再注釈の|する反応性 |における MADSgeneの
箆畳屋塑，平岡和久(京大屋大院 ・生命農学進行状況 l.!ill基翠壬，回坂恭廟，岩測|解析とその進化的考察
院 '.・応用生物主盤盆二，金子貴一，加藤|雅樹，三野真布(岡山県生1m辺腫ニ，長谷部光泰1.

2aG02 
アラピドプ γス TFL1に
相同な配列を有するリ Yゴ
MdTFLの単離と発現解析
宜重恩鍾盟，和田雅人，加
藤秀憲，増田哲男，副島淳
一(農水省・果樹試・リ γ

ゴ支場)

2aG03 
リγゴLFYホモログ
AFL1. AFL2の発現及び
犠能解析
型E盈ム，古藤田信博，副
島淳一，増田哲男(農水省
果樹試・日ンゴ支場)

2aG04 
Y ロイヌナズナのe刑 bη抑

.c舟附r2変異を相補する
イネ遺伝子
盟査室3[..吉田存方(三井
化学・ライフサイエンス研
究所)

2aG05 
1ゾロイヌナズナ EM-
BRYONIC FLOWER 2 
遺伝子の発現及びトラ Yス
ジェユック植物を用いた犠
能解析

意思主左，柳井幸弘，
Lingjing Chenl• Z. Renee 
Sungl • 高橋滋(三井化
学・ライフサイェγス研究
所.IUC Berkeley) 

2aG06 
シロイヌナズナの花芽特異
的ジンタフィンガータ Yパ
ク質をコードする遺伝子
ZIMの機能解析
&丞乞，西井晶子，藤田
秀知，竹村美保，横田明穂，
河内孝之(奈良先端大・パ
イオ)

友彦，佐藤修正，浅水恵理|物科学総合研究所野崎久義人伊藤元己3 (千
香 ， 小 谷 博 一 ， 田 畑 哲 之 ( か 葉 大 院 ・ 自 然 科 学 基 生
ずさ DNA研 究 所 研 ・ 種 分 化 第 二 東 大 院

理学研究科・生物科学，
S千葉大・理 ・生物)

2aI02 12aJ02 12aK02 12aL02 1 9: 15 
光に制御される新規原敏型 1'-'ロイヌナズナ，ミヤコグ|春化処理したトルコギキョ IOsMADSl遺伝子導入ト
低分子量 GTP結合タンパ|サ，タラミドモナス，スサ 1'7のジベレリ γ合成酵素遺|ルコギキョウに見られた形
タ質 OsERA遺伝子の構 |ピノリの EST解析 |伝子の発現消長 |態変化の後代への遺伝につ
造と機能 |塗丞墓亙萱1. 中村保一人 |三塁基1Ii:.岡真理子，田坂|いて
全差盈三，増田ゆかり，米|佐藤修正人福湾秀哉'.中|恭嗣，岩測雅樹(岡山県生IElI鹿屋1;.大宮香織，阿部
山 昌(農水省・北農試・|嶋舞子王国畑哲之1 (1かず|物科学総合研究所善子，山村三郎(何}岩手生
越 冬 ス ト レ スさ DNA研究所京大・ 物工学研究センター)

院・生科東海大・海洋
研)

2aI03 12aJ03 12aK03 12aL03 1 9: 30 
植物特有の Dofドメイソ 1'-'ロイヌナズナ DNA7レ|コムギの深播き耐性におけ|がく片の発生に異常のある
型 DNA結合タンパタ質の|イの作製と遺伝子発現解析|る第一節間の伸長成長のた|突然変異体の原因遺伝子，
結合様式 |盤旦玄g.浅水恵理香，天|めのジベレリ γ応答 1 PRESSED FLO阿 Rの
山杢翠I. 石塚朋子，江坂|谷正行，津金胤昭，桑田主I~量，東谷篤志，小松|単離と解析
宗春(広島大・生物生産) 1税，深見正信，中村保一. 1節子九高橋秀幸(東北大|盆杢丘A.岡田清孝(京都

金子貴一，田畑哲之(かず|遺生研農水省 ・生物研)1大院・理 ・植物)
さDNA研)

2alO4 12aJ04 12aK04 12aL04 1 9: 45 
マメプロテアーゼイ γヒピ IDNAアレイを用いたジャ|コウキクサの根における伸|シロイヌナズナの MADS-
ター遺伝子のプロモーター|スモン酸応答性遺伝子群の|長成長のジベレリン制御 lbox遺伝子 FRUITFULL
に結合する新規ホメオドメ|ゲノム規模での解析 |狙旦主主主~.新免輝男(姫|の機能解析
イY タンパグ質 cDNAの|隼生率益壬，浅水恵理番人|路工大・理・生命隼藍隻.lE.J.2.Cristina 
単離と機能解析 |柴田大綿入中村保-1. 金 IFeπ'andizl.Mar世nF
枝礼子，森永裕香子，嶋|子貴一人粟井光一郎，増 1Yanofskyl (IDept. Biol.. 
村幸一郎，壁盟主二，田中|田 建.島田裕士，高官建 IUCSD.'かずさ DNA研
重雄，武長宏(東京農大|一郎，太閤啓之，田畑哲 究所)
応用生物之1 (東工大 ・生命理工 ・

生命科学かずさ DNA
研究所)

2aI05 12aJ05 12aK05 12aL05 1 10: 00 
赤タマネギからのAl- 1，ンロイヌナズナの Func- 1アズキ上佐軸切片の成長と 1FTと他の花成遅延変異に
liinase遺伝子プロモー 1 tional Genomics-ージー |積代謝に対するジベレリ γ|関する遺伝学的解析
ター領域の単離と複能解析|ユノ・エンハンサートラップ|の作用 I!.Iこ主主益主，賀屋秀隆，荒木
よ買塁王，山口由貴子1. 法による遺伝子発現の網躍|盆盟主fi.井上雅裕(愛媛| 崇(京都大・理・組物)
野村研，大矢武志，北 |的解析 |大・理・生地)
宜裕(神奈川県農総研. 1盤整玄室，佐藤修正，田畑
1神奈川大 ・理哲之(か ず さ DNA研)

2alO6 12aJ06 12aK06 12aL06 1 10 : 15 
ABAを介した乾燥応答性 IE値目ntAgrobacterium- 1アズキ上座軸成長に対する |シロイヌナズナ花序形態形
遺伝子発現に関与する γ ロ1mediated genetic甘 卸sfor-1疑似微小重力と植物ホルモ|成に関与する CRM2遺伝
イヌナズナの bZIP型転写 1mation by sucrose or国It 1ンの影智 |子のポジショナルタローニ
因子 AREBの解析 1 pretrea出回tof cotyledons 1差よ差益，都築敬一郎，保|ング
隆盛~I. 宇野雄一1.'. linPa附♂問問g刷工恥|尊隆享1(愛媛大・理・生|盆左孟1;.高橋卓，米国
安部 洋1. モハマド M. 1開田町白 |地大阪市大・理・生物)1好文(北海道大 ・理 ・生物
パルベーズ1.吉田理一郎'.IYιLC主旦i.T. Ku岨no.1 科学)
篠崎和子1. 篠崎一雄3 (1農|日匂no(Research and 
水省 ・国際農研・生物資 1 Education Center for 
源神戸大・農・植物資 1Genetic Information. Nara 
源理研・植物分子 1Institute of Scienc湾 and

Technology) 
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第 2日 3月28日(火)

時間
A会場 B会場

細胞内輸送・分泌

C会場
温度と光

D会場
情報伝達系

E会場
無機栄養

F会場
光合成細菌
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10 : 45 

11 : 00 

2aB08 12aC08 12aD08 12aE08 12aF08 
積鎖合成阻奮剤ツニカマイ|フタパネゼエゴケ配偶体に|分岐鎖rケト酸脱水素酵 IS:畑町h明暗陥 sp.PCC6803 1 RIu油 bac防砂加ero協 s
シ:/tこ耐性を示すシロイヌ|おけるプロトクロロフィリ|索の臓による発現調節 |における硫黄欠乏に伴う転 1f.sp. denitri.芦田聞の硝酸還
ナズナ |ド還元酵素遺伝子の発現様|藤木友紀，伊藤正樹，渡辺|写産物量の変化 |元酵素遺伝子制!pKEF-
企去...a，伊原(宇治野) 1式 | 昭(東京大・院・理系・|直量血査皐1，!&本文徳人 IDABCオベロ Yの転写制
徳子， Maarten J. 1 iIJ:!霊堂壬，上回玲子，小|生物科学鈴木英治， (1茨斌大・理・|御
Chrispeelsl，佐野浩(奈|野莞爾〉滝尾進 (熊本大 自然日本原子力研究所， 1旦盤整.:!!1.，山本勇，佐藤
良共端大・遺伝子カリ |理 ・生物科学 l'茨城大・理・環境敏生 (広島大・理・生物科
フsルニア大サンディエ ゴ学)
校

2aB09 12aC09 12aD09 12aE09 12aF09 
液胞輸送レセプター PV721苔類フタパネゼユゴケのプ|績センザーとしてのヘキ 1 "Se/35S-Yプルラベル法 !光合成細菌のベリプラズム
と輸送シFナルの相互作用|ロトクロロフィリド還元酵|ソースキナーゼの解析 |による円石藻のセレソ蛋白|に存在する新奇分子 Y ャベ
に関する研究 |繁遺伝子の光による発現制|量生王笠差，森田章義，山口|質の解析 |ロン様タ γパク質
渡辺盤壬1.2，嶋田知生1・" 御 l 淳二(名大・生物分子応答 I~鍾笠31.，岩本浩二，白岩|訟盤整広，山本 勇，佐藤
黒柳美和1，林 潤1，西|益率盤起，松崎雅広，山本|研究セン タ ー 普 博 ( 筑 波 大 ・ 生物敏生 (広島大・ 理・生物科
村いくこ" 西村幹夫1.'(1 1 勇 ，滝尾進人佐藤敏学)
基生研総合研究大学院 |生(広島大 ・理・生物科学，
大京大院・理 1

1熊本大・理 ・生物科学)

11 : 15 

11 : 30 

2aCIO 12aDIO 12aEIO 12aFlO 
アカバンカピにおける |植物体における糖シグナノレ IC3型 PEPC遺伝子のリン|紅色光合成細菌 AI/o-
NDPキナーゼを介した光 |応答性(Ca2+)叩 上昇とそ|殴欠乏による発現誘導 1 chromatium開閉Isumにお
信号伝達系の遺伝的解析 |の犠構ーーエクオリ Y導入|垂直盤志MI，佐藤文彦口|ける光捕集色素タンパタ賀
企盆塵~，吉田雄介，矢部|シロイヌナズナによる解析 1 (1京大院 ・農・応用生命， 1 (LHJ) の遺伝子重複と発
尚登，蓮沼仰嗣(横浜市大|宣車皇J!l.I，加藤潔に蘇 l'京大院・生命・統合現
木原生研 ・総合理学 泉h高橋宏二九武藤丞島監王，嶋田敬三，松浦

尚志リ (1名古屋大・院・ 克美，永島賢治(都立大・
生命島 2名古屋大・情報 理 ・生物)
文化学部名古屋大・生
物分子応答研究センター)

2aBll 12aCll 12aDll 12aEll 12aFll 
ジャガイモ塊茎 20-kDaタ|光依存的に匪軸伸長を抑制|高等植物細胞に対するマス|業縁体の亙碕酸取り込みに|紅色細菌 Ros田te/es
Yパタ質前駆体の N末端|する優位突然変異体の解析|ト パランの影轡 |関与するト ランスポータの 1depot州問a間と Rubrivi:叫 Z

側プロベプチドと C末端|虫重差記，三浦聖子，Jf岡|盆盤盆玄，藤津由紀子，旭|性質と cDNAの単離 Ige/ati:即 S師の光合成器官
部分には異なった液胞輸送|生子，矢部尚登1，1I沼仰 | 正(福井県立大・生物|主主盛蓋'.I!I，橘高隆一，畑山|発現調節に対する酸素濃度
シFナノレが存在する |嗣人松井 甫(理研・櫨|資源裕亮，高橋正昭(大阪府大|栄養条件の影響
小出康得1，松岡 健1，大 1物ゲノム・変位探索積農・応用生物化学阻山重率九重松亨1ベ
藤雅章"中村研三1.2 (1名 |浜市大・木原生研鈴木利彦九常盤豊1，金
古屋大院・生命良学・生 IJII貴博1，永島賢治"花田
化基生研・発生生物) 1 智1(1工技院・生命研，

2熊本大 ・工・物質生命化，
3都立大・理・生物)

2aBlO 
Gmトレポーター法による
AtVAM3pの器官特異的
発現バターンの解析
植村知博，光回展隆1，佐
藤雅彦(京大・総人京
大 ・人環)

11 : 45 
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G会場
栄養生長・生殖生長

H会場

第 2日 3月28日(火)
I会場 J会場 K会場

基礎代謝(遺伝子) 1ゲノム・矧悼系 I・光化学系nl 植物ホノレモン

L会場
形態形成

時間

2aG07 シンポジウム 5 12alO7 12aJ07 12aK07 12aL07 1 10・30
CONSTANS遺伝子の過 1 r遺伝子工学はどこまで農|タパコ cysteinepro岡田 |リポソームに再構成された|イネ GA3s水酸化酵素遺 |花弁とガタに特異的に発達
剰発現による早咲きを抑庄|業をかえられるか?J 遺伝子 (NTCP-23) の発|光化学系 I複合体のサーモ|伝子の単離と解析 |異常を示す sφl突然変異
す る シ ロ イ ヌ ナ ズナ 変 異 体 現 解 析 |ライ νyによる消化 |宣蓋虚血"上口(田中) 1体の解析

の単離と解析 よE皐互，瀬尾茂美，大橋|量二三丞盤，小谷俊之，唐湾|美弥子"北野英巳h小林|丞盆鑑定，田中 淳，馬場
屋孟自室， Alon Samach， 1 祐子，橋本純治(農水省・|智司，和田敬四郎，星名 |正智3，松岡信， ('名古屋|智弘"渡辺宏 (原研高
1sabel 1geno， C¥air 生物研/JST!nCREST) 哲 (金沢大・理 ・生物) 1大・生物応答セ名大 ・ |崎， 'JAふくれん)
Perilleux， Scott E. Gold'， 1 農学部理研・ライフサ
Martin F. Yanofsky'， Ge-1 イエンス)
orge Coupland (J ohn 
1nnes Centre， 'Dept. Biol. 
and Center 01 Mol. Gen 
U凶v.of Califomia at San 
Diego) 

2aG08 
Y ロイヌナズナの纏シグナ
リング変異株 u出 2の解析
林 真 吾1ペ古川靖子"
大藤雅章"中村研三1.'
マT茎亙E耳・発生生物名
古屋大 ・生命農)

2aI08 12aJ08 
ケツノレアズキ芽ばえ子葉で IP700濃縮粒子のアルカ日
のプロテイナーゼ活性発現|処理:P700およびA.
とジベレリ"/ 1 (A)のみを特異的に変性
重山孟遺志，南川隆雄，山|させる方法
根久和， (東京都立大院 ・ |池よJ聖(帝京大・薬)
理・生物科学東京大・
生物工学センター)

2aK08 12aL08 110 : 45 
イネ (α3四四ti四1.)の|花弁形成に異常の見られる
ジベレリ γ 3s水酸化酵素 Irabbit岨月突然変異体の解
遺伝子 OsGA3，目 lの機能 1析
企盤正笠，伊藤博紀人上|武田征士，松本任孝，岡田
口 (田中)美弥子九千徳|漕茅て京都大院・理 ・植物)
直樹"北野美己人松岡
信， (理研・植物分子名
大・生物応答センター，
2名大・生命農学)

2aG09 
オオムギを用いた生殖生長
過程における遺伝子発現の
全体像の解析の試み

夏釜盤志，阪田忠，高橋
秀幸(東北大・遺生研)

2aI09 12aJ09 12aK09 12aL09 111 : 00 
イネプロテアーゼ遺伝子 |植物と細菌のもつ光化学系|イネジベレリ γ 2s水酸化|ベチュユアのc¥assB遺伝
RePlの発現には新規のジ 11型反応中心の電子受容体|酵素遺伝子の単離と機能解|子作用の分子メカユズムの
ベレリ γ応答配列が関与す|クロロフィノレ叫ん) と鉄|析 1解析

る |硫黄セ γターの比較 |返杢忽JIii'.'，田切明美" II!里山笠王，土本 卓，大坪
盆産量E，加藤英樹，南)111笠藍--.S，岩斌雅代，大岡|伊藤博紀3，松岡 信"岩|栄一(東大 ・分生研)
隆雄(東京都立大院・理 ・|宏造"深見佳枝， (基生研， 1堀修一人萱野焼明"田中
生物科学 l'阪大・理 ・生物宥司"小林正智.('筑波大

院 .A，2生物研名大・
生物分子応答理研・ラ
イフサイェ γス)

2aGlO 
酵母 Saccharomyu白
cer，即時拙eの第E番染色体
DNA長多型による接合能
の低下
重差基去，山下泰然，有津
俊史，小西一功，太才由紀
子，久富泰資(福山大 ・工
生物工学)

2al10 12aJ10 12aKlO 12aL10 111 : 15 
イネアスバラギニルエ Y ド|パJレス EPRによる光化学 IbZ1P型転写因子 RSGの |スギ (C:ηゃt師柑巾}a.μ制一

ベプチダーゼ REP-2遺伝|系Eの電子伝達体配置 |標的遺伝子の探索 100)の B遺伝子の発現特
子のクロ一二"/1/ IQAとCytb559 Iff重量率~'，山口五十麿人|性
.ID!蓋蓋盤，須藤慶太，南)IIIM盛盟隼壬人東中資膏"神谷勇治3，高橋陽介， ('東|重差主主主， Simon D. x. 
隆雄(東京都立大院・理・ l黒岩繁樹九赤姻輿造， ('関|大院・理東大・農理 1Chuong'， Nicole Ramesar-
生物科学学大・ 理東大・総合文|研 1Fortner'， Edward C 

化広大・総合科学 IYeung'，笹本浜子，篠原
健司(農水省・森林総研，
'Dept. Biol. Sci.， Univ 
Calgary) 

2al11 12aJ11 凶 12aL11 111 : 30 
アラピドプシス，フルク |ギ霞処理による PSII電子 114-3-3タンパク賀による |タンパク質の細胞問移動に
トースー6ーリ γ酸，2ーキナー|伝達阻害の EPR研究 IbZ1P型転写因子 RSGの |よってアラピドプγス
ぜ/フルクトース 2，6ーピ|盤E延1;;，河盛阿佐子， 1活性制御機構の解析 ITFLIの細胞間相互作用が
スホエファターゼ cDNA 1 Yashar M. Feyziev' (関学|五十嵐大亮，深海祷太郎， 1もたらされる
の単離と解析 |大・理， '7ゼルバイジャ |石田さらみ，直撞盤企(東|本間 隆，合田和史，錐.. 
主杢一強，河津緩，寺本 |γ科学アカデミー大院・理・生物科学弘爾(京都大・化研)
真紀，伊藤正樹，渡遁昭目 目

(東大院・理・生物科学)

2aGll 
テッポウユリの蔚の減数分
裂に同調した温度低下と気
孔形成

3t.島隼盆ム，高瀬尚文"
平塚和之"堀田康雄"富
湾健一，横田明穂
(RITE， '奈良先端第・ バ

イオサイ エYス)

2aG12 
高湿度条件下で稔性を回復
するシロイヌナズナの雄性
不稔突然変異体 VW294の
分子遺伝学的解析
山田美穂，亙墨澄Ji，影山
奈津子，近藤真紀人西村
いくこ，岡田清孝(京大院
理 ・植物基生研・細胞
生物)
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第 2日 3月28日(火)

時間
A会場

細胞内B輸会送場・分泌
C会場 D会場 E会場 F会場
温度と光 情報伝達系 無機栄養

12 : 00 シンポジウム 4 2aB13 2aC13 2aD13 2aE13 
「代謝生理学のルネッサ y タバコ培養細胞がショ緒飢 光と槍により発現が促進き 三量体 Gタンパタ質の α Alによるタバコ培養細胞
スーパイオテグノロジーに 餓に応答して起こす2種類 れる新奇の受容体型キナー サプユニット欠損イネ培養 の細胸内Ca'+と微小管の
よる新たな展開」 の自食作用 ゼ遺伝子 細胞における N-7セチル 変動

直安筆裕圭二広Fi三好泰博1，森 虫月封伸量悦率，長， 図中慎一郎， 望 キトオリゴ鰭エ世シタ一応、 Mayandi Sivaguru，山本
静岡県立大学・ 谷あきら(京大 答性 洋子研，ア松一本一英一明 (岡山大・

生活健康科学研究科食 理・植物) 盤岩旦崎童行益玄21， 藤揮由紀子" 資生
品栄養科学部) ，南栄ーに渋

谷直人1 (1農水省・廃業生
物資源研究所福井県立
大生物資源)

12 : 30 総会
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第 2日 3月28日(火)
G会場 H会場 I会場 J会場 K会場 L会場

時間
栄養成長・生殖成長 基礎代謝(遺伝子) ゲノム・光化学系I・光化学系n

2aG13 シンポジウム 5 2al13 2aJ13 12 : 00 
カワヤナギにおけるベク 「遺伝子工学はどこまで農 カラシナ由‘らのカドミウム シアノパクテリア砂骨
テートリアーゼ遺伝子の発 業をかえられるか ?J 耐性遺伝子のタローニ ング 町知可'sl日 sp.PCC6803の
現特性 主達孟人本(E筑E波， 水野幸一，藤村 光化学系Eザプユユット
二益基;a.篠原健司 (農水 大・良工系) psbK破穣練の強光阻害
省・蘇林総研) 園筑E幹Z夫ZZ(東，京池内昌彦九都

薬科大学・生
命科学部東京大・教養
-生物)

2aJ14 12 : 15 
系E活性の強光悶曹とその
後の回復における PsbT
の役割
玄直盆Z量，高橋裕一郎(岡
山大・理・生物)
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時間
A会場

第 2日 3月28日(火)

B会場 c会場
水ストレス・塩ストレス| フィトクロム

D会場
らん藻

E会場
無機栄養

F会場
光合成細菌

13 : 15 Iシンポジウム 7 12pBOl 12pCOl 12pDOl 12pEOl 12pFOl 

13 : 30 

13 : 45 

14 : 00 

14 : 15 

14 : 30 

「植物プログラム細胞死研 ITil帥 ds白骨即ntha(air オオセキショウモ表皮細胞|ラン藻砂nechocyst白PCC 1 CaMV35Sーニコチアナ ミ INMR分光による R[P，E] 
究の震前線 Ip凶u)の葉部における特 |における細胞質頼粒のアジ 16803のカロテノイド成分 |γ合成勝索遺伝子 (h明 臨1)1 BChlcの B745会合体の構

異な水吸収能 |テイショ YのE型フィトク|欠失株の性質 |を導入した形質転換イネお|造決定
玄室率皇~'，青木亜祐美人 |ロムによる制御と細胞自律|正元和盛，幡野景子，和田|よぴタバコ IL二=盆，溝口 正.小山
貴家康尋"援田洋-'，武|性 | 元， (熊本大・教育・生|鍾旦益王1・"高橋美智子"'， 1 泰(関西学院大 ・理・化
長宏"田中重雄， ('東京1&丞盤査，降雪芳宣"古|物九大院・理・生物) 1川崎信二人中西啓仁"西|学)
慶大・農化同・パイオ)1谷雅樹， (大阪大・院・理湾直子"森 敏1.'('東

生物広島大・理・生物， 1 大院・農学生命科学，
2目立・基礎研究所 I'CREST，3生資研)

2pB02 12pC02 
浸透庄ストレスによる孔辺 1Photomorphogenic signal 
細胞内でのリ γ ゴ厳蓄積促1a1te悶 org卸 sp問自C回ー

進とその生理学的役割 Ipre田ionof lAA3/SHY2 
浅井尚子，中嶋信美"玉 1gene of Arabidopsis 
置雅紀"後藤 潔"鎌田 I~盟且且♀主且玉虫'， M∞n
博，近藤矩朗3 (筑波大 1soo Soh'， Sung Hyun 

生 物 国 立 環 境 研 聖 徳 1Hong'， Masaki Furuya'， 
大東大 ・院・理・生物)1 Hong Gil Nam' ('目立基

礎研， 'POSTECH) 

2pD02 12pE02 12pF02 
ツアノバクテリア Syn- γ ロイヌナズナのニコチア|パタテリオタロロフィ ル
町 hocystωsp，PCC6803に|ナ ミY合成酵素 (AtNAS)1 c(BChI c)会合体の構造転
おける運動と形質転換に関|遺伝子の上流緩解析 |換:Qy吸収帯シフトの計
与する遺伝子の犠能解析 |盤丞=2S;，"'，樋口恭子1.2，算・エネルギー計算からの
査塵量産，秋暁星，岡本|中西啓仁人西海直子"森|アプローチ

忍，由良敏"郷通| 敏1・， ('CREST， '東峰旦一正，原一公.長江
子"大篠正之，池内昌彦|京大院・農学生命科学) 1裕芳"小山泰(関西学
(東京 ・教養名大院 ・ 院大・理神戸市外大)

理)

???ーゼおよびベタイγ|??13グロム Aを介する|錯乱アノバクテリア |究?酸合成酵素過剰概 I~むい叫同協sR
合成遺伝子を導入した淡水 IHIRの素過程にみられる 1 Synechocystis sp， PCC6803 1によるシロイヌナズナ有機 126，1LH2へのカロテノイ
性ラ γ藻の極ストレス応答|光可逆的制御 lにおける新規Ser/Thr型|酸放出能力の強化 |ドの再構成
題丞飽去，日比野隆"石|鍵盆忽王，内田憲孝，古谷|プロテイ γキナーゼ様遺伝|企山霊乙，河村彩子，灘回|宜差盤企，張 建平，稲葉
川浩"高倍鉄子"高倍|雅樹(目立基礎研子 (ゅkA)の解析 |英司，木原智仁，柴田大舗| 微小山泰 (関西学院
昭洋(名波大・総合研， 1 盆差鍍壬，歌暁星，折川 1'，原 徹夫 (岐阜大・農， 1大・理・化学)
l名成大・理工・化学紅美，池内昌彦(東大 ・教 l'かずさ DNA研)
2名古屋大院・生命農・生養・生物)
物資

2pB04 12pC04 12pD04 12pE04 12pF04 
耐塩性ラン藻Apha削 thea1 Photoinduced Intracellu1ar 1 DNAチップを用いた Syn-Iトラ ンスジェニッタ Y ロイ|紅色光合成細菌 R，
加/ophyt聞の分子Y ャベ 1 Redistribution of 1 echocystis sp， PCC6803の|ヌナズナの種子における硫|ゆhaeroid，白 GICのLH2
ロγ 町四Kのフォールデ 1Phytochrome A in吋vo， 1強光誘導遺伝子群の解析 |酸イオントランスポーター 17:/テナ複合体における同
イ:/!1"活性に対する塩およ|込E盟壬，半世匹宏子 lii屋血査壬，亀井綾子，池1AST68の捜能解析 |位元素効果
ぴ温度の効果 IJ町田L.Wel1er'，長谷あ|内昌彦(東大・教養・生物)1茎塗屋孟圭lベ高橋秀樹'， 1鑑茎..J盤，張建平.小山
E品H ，加来伸夫"高|きら" James B， Reid'，高橋(渡部)晶子"林 | 泰(関西学院大・理・化
倍鉄子"吉川博文人高倍|古谷雅樹 (目立・基礎研， 1 浩昭人藤原徹"斉藤和|学)
昭洋， (名域大 ・理工名 I'U即時 間tyof Tasmania， 1 季， ('千業大・薬・薬用資
城大・総合研究所名古 l'京 都大源セYター東京大・農
屋大院・生命農・生物資 応生化)
源東京農大・応用生物
・パイオ)

2pB05 12pC05 12pD05 12pE05 12pF05 
耐塩性ラ Y藻 DnaK遺伝|発色団テトラピロールの 1ヲγ色細菌のヒドロゲナー|シロイヌナズナ高ホウ素要 IMech副 smof問。tenoid・
子導入タバコの高温ストレ IA-D環各側鎖がフィトク|ぜの遺伝子分布とその遺伝|求性変異株の単離と解析 1 to-bacteriochlorophyl1 
ス耐性 |ロム B アポ蛋白質との結|子破穫の水素生産に及ぼす I~丞盗盟，林 浩昭，藤原 1energy transfer via the 2 
企且血益"日比野隆"回|合および光可逆的吸収変化|影・ | 徹(東大院・農・応生化)1 Ag-state in the LH2 com・
中義入札鈴木茂敏"高倍|に及ぼす役割 |塑1!L:二，中村賢介，持丸 Iplexes仕ompurple bacter-
鉄子主高倍昭洋"‘('名波 I~豊丞王，猪股勝彦九木|真里，桜井英博(早大 ・ 教 lia
大・農理工名古屋大|下英樹九垣内貴司"樽本|生物主笠E担g.z単旦g，Yasutaka 
院・生命農・生物資源大介¥太田敦子九中村 IWatanabe， Yasushi 
‘名域大・総合研究所洋"内田憲孝，和田段四 1Koyama (Fac， Sci.， Kw釦ー

郎"古谷雅樹(日立 ・基 1sei Gakuin Univ，) 
礎研金沢大院 ・自然科
学)

2pB06 12pC06 12pD06 12pE06 12pF06 
アラピドプシスにおけるプ|イネ芽ばえの光屈性その|ラ γ藻 SynechocystisPCC 1 '/ロイヌナズナ伽1-1変 1The carotenoid confignra-
ロリ Y量と P5CS，ProDH 1性質と突然変異体の分離 16803における NADPデヒ|異株におけるホウ素の根か ltionin pig盟国lt-protein
遺伝子発現量の昼夜変動 |盆畳盛狙， Ralf Neumann 1ドロ ゲナーゼに依存する電|ら地上部への移行について|∞mpl回目 ofRh油 bium
住之丞，和田敬四郎(金 1(大阪市大院 ・理・ 附属植|子伝達の光誘導 |亙旦茎本盤，高野順平，林|脚内問mas revealed by 
沢大・理・生物物園 1"色J豊塗，問中義人"日 | 浩昭，藤原 徹(東大院 IR制 anspec甘曲copy

40 

比野隆人小川晃男"発倍|農・応生化 Ir旦皇担， Yasushi Koy祖国

昭洋3 (上海植物生理研 1(Fac， Sci" Kwansei 
1名城大・理工名大・生 1Gakuin Univ.) 
物分子応答センター名
披大 ・総合研究所)



第 2日 3月28日(火)
G会場 H会場 会場 J会場 K会場 L会場

匪発生・種子形成・体眠・発芽基礎代謝(遺伝子) 1 光化学系n 植物ホルモン |形態形成・オルガヰラ分化

???γの LEC1ホモ 17ぷ叫んh・114142日哨J鱗系2破棄発生系 23 1祝日ジベレリ ン反|総 imd伽 acteriza-
ローグの単離と不定匪・種1sis for Phytoremediation 1 Cystathionine r-syn加盟 IkD泡タ ンパク質の N末端|応性突然変異体.s帥 Ikr 1 tion of B-function genes 
子匪における発現解析 I(植物利用による環境修復 ImRNAの安定性の自己制|部位の役割 lri田の原因遺伝子旦'LRは|台omlily
公還U.高畑公紀，鎌田|の生理学的基礎)J 御 |空軍盤本盤九佐藤文彦，.， 1 GAI. RGA. Rht-1およびDIA単旦互担旦Q'.Heinz S田ー
博(筑波大・生物圭差血隼王，木嶋文子，石1('京大院 -.・応生イι 18と相阿佐遺伝子である 1 dlOr;"tuenterη凶 器 開

川真理，内藤哲(北大・ l'京大院 ・生命・統合生命)1 並旦~.上口(問中)美|側部ーP凶ck-Institut 倫
院農・応用生命科学弥子，園田裕，北野英己.IZ乱ch同ngsf町sch田辺，1In-

蓬原雄三'.松岡信，山 1sti旬 也 ofGenetic E辺ology.
ロ淳二(名大・生物応答セ 1Tohoku U凶v.)
γター・生命農学名城
大・農)

2pI02 12p]02 12pKω12pLω113  : 30 
7ヲピドプγスほNAM制 |系E複合体の生合成におけ|ジベレリ γ非感受性極緩性|ネナシカズラ幼根のプロ F
(CUA)アγパー・ザプレ 1;るPsbkタγパグの役割 |変異体の解析 |ラム細胞死に関する研究
ッサ一一活性のイントロ γ|主主杢萱1l:.高橋裕一郎 (岡|山塞壬鍾壬，上口 (田中) 1鰻犀基翠蓋，唐原一郎，山
に依存した治大 |山大・理・生物 美弥子， 小林正智九千徳 |回恭司，若杉達也(富山大
盗盟二王二人 Volker J国企er1 直樹，北野英巳，松岡 信|理 ・生物)
九日1db旧rgBeier' ('島恨 1(名大 ・生物分子応答セ γ

大・生物資源科学・生物科ター・生命農学理研)
学.'lnst. fuer Biochemie. 
Wuerzburg Univ.) 

時間

13: 15 

2pG02 
匪発生関連遺伝子の in自国

hybridization法による発
現解析
適盟牟童己，驚藤力，矢海
克美，塩田 .'.鎌田
博(筑波大・生物横浜
市大・理)
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2pI03 12p]03 12pK03 12pL03 1 13 : 45 
葉緑体リポヌタレオプロテ l光化学系E酸化側光阻害に|発銀促進物質 N-(フz ネ |擁濠度依存的に側根形成不
イYのリ γ磁化と RNA結 |おける酸素の関与について|チル)コハグ霞アミドの生|然を起こすシロイヌナズナ
合能 |逸且隆箆，水海直樹'.宮|物学的活性と構造活性相関|てfc3突然変異体の解析と
虫控室1!i'.杉田護1.2，尾光*'.山本泰 (岡山団生主，林善晴'.板|原因遺伝子単離の試み
杉浦昌弘， ('名大 ・遺伝子 !大・理 ・生物腹水省・ |垣美保子，江島孝光'.石|堀口吾朗，児玉浩明，射場
実験施設名大・人間情|生物研井耕，藤田稔夫(雪印種| 厚(九州大 ・院・理・生
報苗側技術研究所旭化成|物科学)

工業側延岡医薬工場，
'E阻 Lプロジェタト)

2pG04 
匪形成異常を示すシロイヌ
ナズナ globuIararrest 1 
変具体の解析
亙且宜主，吉岡泰.町田
千代子，町田泰則(名大院
理・生命理学)

2plO4 12p]04 12pK04 12pL04 114 : 00 
ラン藻命"町h尉抑制 sp. 1光化学系E反応中心蛋白質 IIBAによる発根誘導過程 1Iイズ根から分泌されるオ
における rbcSmRNAの 101とシトクロム b，到 αザ|の初期に出現するイ ンドー lリゴ糖及び多槍類の同定
翻訳メカニズムの解析 |プユエットとの架橋産物の|ルプチロラクト γ I~aul B. Timorim桜井
監毘盆皇'.杉田 護).2，ストロマプロテアーゼによ|横山峰幸，山口祥子，吉田|直樹(広島大・総合科学)
杉浦昌弘， ('名大・遺伝子.1;る分解 |誠一，家本均四(資生堂
2名大 ・人間情報フェノレジ+ユ アリ，安部|基盤研究セγターサカ

紗失星，山本 泰(岡山大|タのタネ・長後試験場)
理・生物)

2pG05 
ゴマ種子チアミン結合タン
パグ質の cONA
遮辺嘉~.高橋英之，光永
俊郎(近畿大院 ・農・応生
化)

2pI05 12p]05 12pK05 12pL05 114 : 15 
h吋甘o分子進化を用いた |チラコイドルーメ ソ中のプ|アラピドプシス動屈性変異|セルロース合成阻害剤に馴
植物翻訳制御因子の解析 |ロテアーゼによる光損傷 01株 a悶 1-7におけるタロモ|化した細胞の性質
是屋二三と'.小保方潤-， 11タγパタ質の分解 |サボエンによる重力屈性の 1!El!.l車盤，鎖井直樹(広島
('北大・地球環境名大|玄却益A!.山本泰(岡山|回復 |大・総合科学)
遺伝子大・理・生物 IA単昼旦亙辿型車旦，鶴見誠

二'.Arifa劫 amed.後藤
伸治人 尼川大作 (神戸大
自然科学神戸大・ RIセ
γター宮教大・生物)

2pG06 
高温で発芽する突然変異体
の還主主と解析
且よ亘ム.Loic Lepiniecl 

(明大 ...'INRA. Ver-
回出白)

2plO6 12p]06 12pK06 12pL06 114 : 30 
タパコ光化学系I遺伝子 1 in vivoでの光化学系n011偏差成長欠損優性突然変異|タバコ培養細胞 BY-2のア
P皿Db の翻訳効率に~響を|蛋白質分解経路の解析 |体問;g2の居地性とオーキ|ミロプラスト誘導系におけ
及ほ.すシス領繊の解析 1*湾直樹口，徳富(宮尾) 1 "':/感受性の欠損には 1;るデγプγ合成に関わる遺
宜杢盆.:lI1..長尾一生九小 |光恵， ('生研機構農水省 IAXR1が必要である |伝子の発現犠構の解析
保方潤ー (名大・遺伝子. 1・ 生 物 研 立 松 圭 ， 山本興太朗 (北|宜翠--.Jl.酒井教'.河
l北 大・地球環境大・地球環境野重行'.黒岩常祥(東大

続 ・理・生物科学奈良
女子大・理・生物東大
院・新領域・先端生命)
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時 間
A会場

第2日 3月28日(火)

B会場 c会場
水ストレス・塩ストレス| フィトクロム

D会場
らん藻

E会場
無機栄養

F会場
光合成細菌

14 : 451シンポジウム 7 12pB07 12pC07 12pD07 2pE07 12pF07 
「植物プログラム細胞死研|ダイズのプロリ γ合成系に|フィトクロム依存の光ー成|ラン藻 S川 eclu均1St白sp. 硫貧欠乏下で蛍光強度が増|カロテノイドの共鳴ラマン

す形質転換体とその利用 1m起プロファイル，カロテ
本鑑重圭，林 浩昭，.原|ノイドの光学禁制なiBu'

究の最前線関する研究 |長反応が欠損したイネ突然 1strain PCC6803における

15 : 00 

15 : 15 

15 : 30 

15 : 45 

16 : 001授賞式

16 : 201日本植物生理学会奨励賞
太田にじ(埼玉大学理学
部分子生物学科)
オルガネラの起源・進化と
遺伝子発現に関する研究

16 : 401日本植物生理学会奨励賞
佐藤浩之(東邦大学理学
部生物分子科学科)
アブラナ科植物より得られ
る水溶性クロロフィルタン
パク質に関する分子生物学
的研究

17 : 00 1日本植物生理学会論文賞
宮下英明(海洋パイオテ
クノロジー研究所・釜石研
究所)
クロロフィル dを主要光
合成色素として有する新規
酸素発生型光合成原桜生物
の色素組成

梅揮泰史，水野幸一.藤村|変異体の分離と解析 |機能の異なる複数の
達人(筑波大・農工系 IKam盆K.Bi塁盟主，Ralf INAD(P)Hデヒドロゲ

Neumann，飯野盛利 (大 |ナーゼ
阪市大院・理・附属植物 |玄週----I量，小川晃男(名大
圏 生物分子応答研究セγ

ター)

徹(東大院 ・農・応生化)1状態の役割について
隼皇盆盆，小山泰 (関西
学院大・理)

2pB08 12pC08 12pD08 12pE08 12pF08 
葉緑体型グノレタ ミγ合成酵|イネ幼葉輔の回旋運動と光 I.Q川eclu町'51日 sp.PCC6803 1オオムギ根からの鉄欠乏務|紫外可視吸収分光， NMR 
紫遺伝子導入イネの高温・|屈性に対するフィトクロム|の未知遺伝子群の突然変異|導性 lipoxygenase遺伝子|分光による光合成カロテノ
高塩耐性 |の作用 |体の作製と機能解析 |の単雌 |イドの基底状態の研究
E宣益ム，星回尚司"林 l宣足JiIt，飯野盛利(大阪|本盤整圭，菓子野康浩，小|山旦盟陰口，中西啓仁"墨監益鑑，溝口 正，稲葉
康行人間中章"日比|市大院 ・利 ・附属植物園)1池裕幸，佐藤和彦(姫工大|西滞直子九森 敏，.， 徹，藤井律子，小山泰

野隆，高倍鉄子円高倍昭理・生命 1 ('東大大学院 ・農学生命 1 (関西学院大・理)
洋.(名波大 ・理 工山口科学，'CREST) 
大・工 ・応化工植物工
学研究所名古屋大院・
生命農 ・生物資源，‘名誠
大・総合研究所)

2pB09 12pC09 12pD09 12pE09 12pF09 
Cloning of回 lt-str白冶 |二量体化領域に変異を導入|ラ γ漢 (A制お側asp.pcqトマト根に局在する ger- 1新規紅色光合成細菌
r白凹nsivegenes from したフィトクロム Aの生 17120) ゲノムの構造解析 Imin様タンパク質 (LeGlp1 Rhodoba伺のカロテノイド
barley by differential dis- 1理活性 |傘壬重=，中村保ー，笹本 11) の性質 |とその生合成経路
p¥ay 企盤盗盆隼，望月{申悦， 1茂美， C. Peter Wolk，回|直量正堕，竹上貴史，藤本|直i宣墓二人 A. D. Milford'， 
Akih廿'0Ueda， Toshihide 1 Seong Hee Booh'， Pill- 畑哲之(かずさ DNA研究| 直(大阪府大・農 ・応用 IM.T.Mad沼田， ('日本医
Nakamura，笠E並並且Shi，1 Soon Song'，長谷あきら |所 I~ -/ガγ州立大生化大・生物'Sou血emll-
Yasunori Muramoto， Yu- 1 (京大 ・理・植物， 'Dept. 1 Ilinois Univ.) 
kio Nari回， Mihoko Taka-1 Chemistry， Univ. Nebras-
hashi， Angelina M. AJ- ほa)
varez-Nakase， Tetsuko 
Takabe (Grad. Scb 
Bioagri. Sci.， Nagoya 
Univ.) 

2pBIO 12pClO 12pDlO 
オオムギの塩ストレス誘導|ホウライシダにおける改変 1，ンアノパクテリア Syn-
型プロリントランスポー |フィトクロム遺伝子の導入 1ec.加cysl白PCC6803の細胞
ター遺伝子の単離 |とその表現型の解析 |外 hemolysin
よ周五3!.，施衛明"中 11可合博子"鐘ケ江健"和|丞屋1lIli量，永井孝志，汝
村敏英"高倍鉄子， (名古|田正三，.， ('都立大 ・院理|少国"加藤彰 (筑波大
屋大・生物分子応答研究セ|生物科学基生研・情報|生物科学背島海洋大学
ソター名古屋大使・生|制御海洋生命)
命農)

2pCll 
イネ ・フィトクロームA突
然変異体の単離と解析
直.LJ底"鐘ケ江弘美人
篠村知子"贋近洋彦"古
谷雅樹" ('農水省 ・生物
研・分子遺伝目立製作
所・基礎研)

42 

2pFIO 
紅色光合成細菌 Rubrivi・臨
時 lati間邸時の phytoene不
飽和化酵素 CrtIの様能解
析
屋E三盟"高市真-'，永
島賢治"松浦克美人三沢
典彦九嶋田敬三， ('都立大
理・生物日本医大 ・生
物キリ γ ビール ・基盤
研)



第2日 3月28日(火)
G会場 H会場 I会場 J会場 K会場 L会場

時間
匪発生・種子形成・休眠・発芽 基礎代謝(遺伝子) 光化学系E 植物ホノレモン 形態形成・オルガネラ分化

2pG07 シンポジウム 6 2plO7 
系2!EJO反7応中心タンパク DI

2pK07 2pL07 14 : 45 
オオムギのプロテインキ rpiant Physiological Ba. トランジェ γ トアッセイシ シロイヌナズナアプVジγ シロイヌナズナの葉緑体形
ナーゼ遺伝子 HvPKABAlsis for Phytoremediation ステムを用いたタバコ の C末領績の酸素発生反 アルデヒド酸化酵素の突然 態変異体 (abc2)の解析
の構造とその発現について (植物利用による環境修復 accD遺伝子の 5'隣接領域 応における機能 変異体(却03)の解析 島柴E田盆大主勝; 白野由美子"
山血玄堕， Rodolfo Zentel. の生理学的基礎)J の解析 笠郁屋，皆玄川錨， 岩崎 (禁固野) 盗ers'屋，孟小箆岩， A.]. M. Peet. ，海野和俊丸太
Ja'， Tuan.hua D. Ho' (都

呈院E理盆・2生E物，射科湯学)厚 (九大 純九小野高明" 井花恵，折谷隆 田啓之，増田 Jt，高宮建
立大 ・院・理 ・生物科学， 高橋裕一郎(岡山大・理・ 之" ]. A. D. Zeevaart， M 一郎(東工大 ・生命理工，
lワシγ トン大・生物) 生物理研 ・フ ォトダイ K∞rnn田 f'，神谷勇治， 'The State University of 

ナミッタス研究セ γター) 小柴共ー(都立大 ・理・ 生 New]ersey， 'かずさ
物科学， 'Wageningen DNA研究所帝京大 ・溝
Agric Univ.， '東北大 ・農 の口病院)

応用生命， 3，M4理ich研ig)on 
State Univ 

2イpネGO・8発芽種子で発現する 2藻p類108ミトコンドリア COXID2pIJタ08γパタ賓のランダム
2pK08 

2シpLロ0イ8ヌナズナにおけるト
15: 00 I 

シロイヌナズナアルデヒド
Dofタγパク質の類別とジ 遺伝子中に見出された転移 なアミノ酸置換により光独 酸化酵素遺伝子の T.DNA ラγスポゾンタッギ'/1/を
ベレリ γ酸応答性遺伝子発 性原grou恵p II in甘on 立栄養性を失つため明e. 挿入ラインの探索 用いた paiegreen及び al.
現への関与 江 1.2，3，渡辺一生1.3，clu町stissp. PCC6803変 査共丞ー盗(萱都立，瀬大尾・光範， 小柴 bino mutantsの解析
盤星盤亘(北海道大・地球 平岩昌子3，大演 武'.3 異繰の解析(t)-ーーラ γダム 理・生物科 杢永量田全典王子1.2，伊藤卓也"
環境科学・環境分子生物 マT夜実院・理・生物科学， な変異の導入とニトロフラ 学) ，吉田茂男3，篠
学) 2神戸大・内海域セ，リT γ トイ Y処理による選別ー 崎和子"篠崎一雄， ('理研

生命誌研究館) 植物分子生物，植物ゲノム

山藤星公盟行E1j41 鎌田知江" 佐 犠能農水省国際農研・
('岡山大院・自 生物資源理研・植物機

然科学岡山大・理・生 能)
物)

2イpネGOの9F1153ホそログ遺 変2p異10導9入した組み換え日ロ 2DpI1タ09ンパタ質のラ '/!ifム 27pプK09 2イpネL低09温感受性葉緑体形成
15 : 15 

シジγ酸応答性遺伝子
伝子の構造と機能について ザ・タロロフィラーゼの解 なアミノ酸置換により光独 発現制御に関わる突然変異 不全突然変異株 virl田町nt

2藤E葱井盆律宏江重，服，部小川東勇一郎， 析 立栄養性を失った Syn- 体の解析 (v"均，V3)の精密マッピ
穂(三重 ヰ裕昆士-，J増1， 太田啓之， 島田 配異加繰ののs解t白析sp(E.トPC一C光68独03立変栄 山杢 L豊田tl壬，井内和 ングおよび表現型の解析

大・遺伝子) 回建，高官建一 美，橘川美業，服部東穂(三 髭杢淳座"盤射，楠見健介，吉村
郎(東工大・生命理工) 養性損失橡の光化学系Eの 重大 ・遺伝子) 場厚(九州大

特性一一 院 ・理・ 生物科学九州

盤藤E公忽行Z11E1， 山里明弘" 佐 大 ・院・ 生資環)
('岡山大院 ・自

然科学岡山大・理・生
物)

15: 30 2pGlO 
2劣p性I1ス0トレプトマイシγ耐 2光p化J1学0系E複合体結晶の性 2色p素L体10から出ている管状構ヒャクニチソウ種子発芽に

おける活性酸素の役割 性変異を利用したヲン藻の 質 造は色素体問ネットワーグ

企雅必樹鍾(二岡， 田中良和， 岩測 遺伝子置換 注:ii調2E磨ι研)神谷信夫(理研 構造を形成する
山県生物科学総合 直正量佳二，f小tj，古閑 恵，松岡 査伸担捨豊(二東大，平院井篤志， 堤

研究所) 11隆平(熊工大・ -農学生命科
応徴工) 学)
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時間
A会場

第 3日 3月29日(水)

B会場 c会場
基礎代甜(踏質) ・二次代謝|光・遺伝子及びタンパタ質

D会場
イオ y環境

E会場
傷応答 ・重カ

F会場
炭酸同化と光呼吸

9: 00 Iシγポジウム 9 13aBOl 13aCOl 13aDOl 3aEO 1 1 3aFO 1 

9 : 15 

9 : 30 

9・45

10: 00 

10 : 15 

「概日時計と光周性計時機|イネ未熟種子で発現する |無毛かつアント γアニ Y高
梅 IOSKプロテイ Yキナーゼ|蓄積アラピドプシス突然変

の精製と標的タンパク質の|異体pig2の単離と遺伝学
探索 |および生理学的解析 2pDIOに変更
墓屋一並は，島田浩章'， 1m.却益重"呉麗筆1ベ
高野誠， ('農水・生物研 |田中淳王国野茂光"
分子遺伝東京理科大・ 1 Jeremy H町'binson4，中村
基礎工・生物工保典" Cathie Martin'，字

垣正志1.6('農水省・生物
研生研機構原研 ・環
境資源利用研究部， "オ
ラ'/!IATO司DLO，，英国
John Innes Centre， 6東大
新領域)

エチレY合成系酵素の大気|樹木業の光合成律速因子に
汚染物質による発現誘導 |ついて
史盤宣蓋"玉置雅紀"裳|主主山室ム，小林善親(九大

公英"朴素弘正佐治|院 ・植物資源科学)
光¥青野光子人久保明

弘"近藤矩朗， (i国立環境
研ソウル市立大学東
京大・院 ・理)

3aB02 13aC02 13aD02 13aE02 13aF02 
トウモロコシ -:/3槍 9'/酸|無毛かつア γ トシアニ γ高|多次元 NMR分光法によ |傷エロシターにより誘導さ 1，ダイズの source-sinkそデ
合成酵素の活性調節部位 |蓄積アラピドプγス突然変|るラ γ藻 伽 帥 蜘 四ssp.1れる Myb様転写調節因子|ル値物を用いた高 CO，濃
(Ser162)への変異導入|異体pig2における gillbra21PCC7942の重金属結合タ ILBMlの発現調節機構お |度の光合成能及び炭素代謝

とイネでの過剰発現 |遺伝子鹿の分子遺伝子学的 |γパク質 SmtAの溶液構 |よび LBMlを過剰発現す|への影響
直盤監圭，小野清美，字垣|解析 |造解析 |る植物体の解析 II皇位茎歪，渡辺晃樹，川村
正志"石丸健，青木直 I~墾1 ， 2，字垣正志1. 3，塗屋呈:l!l.，森田勇人，林 li量杢型産，武田 真，賓近|ひとみ，葛西身延，海田信
大，大杉立<Jl業生物資|田中淳"回野茂光大 |秀則，小佐田高史"山崎|洋彦(農林水産省 ・農業生|ー(弘前大 ・農学生命・生
源研究所 ・生理担豊能部 ICa出ieMartin'，市川裕章， 1俊夫"京極好正， <愛媛大|物資源研物綾能)
1生物工学部 1('農水省・ 生物研生研|院・理工・物質医大 ・

機構東大 ・新領繊原|蛋白研)
研・ 環境資源利用研究部，
'John Innes ce柑 e)

3aB03 13aC03 13aD03 13aE03 13aF03 
枝作り酵素(BeIIb)遺伝 1，ノスエレメ γ トDElを介|点突然変異の導入によるラ IRiプラスミド由来アグロ |ダイコ γのシンク能の発達
子を導入したイネ amylose.1した光応答性遺伝子発現の 1'/藻 S畑町h出師悩 sp.PCC!ピγ合成酵素遺伝子プロ 1 2. !Iイコ γ/ シュート
ext.朗必7変異体の形質転換|制御 17942の転写因子 SmtBの|モーターの傷害誘導性:プ|比の小さな栽培種の場合
体の作製および解析 |彊茎玄ム，永野幸生塩基配列認識機構の構造化|ロモーター解析. 11 且旦差盟， H.Ro叶lier，出
昆虫亘11，字垣正志，川崎 1James B. Reid'，佐々木幸|学的解析 |盈よ盟王，猪口雅彦，近藤|村拓"福田裕穂， (帝京
信二，佐藤光"中村保|子(名大院・生命Jl学・生|三重.J!.，蘇回勇人，小佐|弘清(岡山理大・理・生物|大・医・化学東大院・
典(農水省・生物研九|物情報制御タスマニア |閏高史"山崎俊夫"京極|化学生物)
州大 ・農大・植物科学好正人林秀則(愛媛大

院 ・理工・物質理阪大
蛋白研)

3aB04 13aC04 13aD04 13aE04 13aF04 
イソアミラーゼ遺伝子の発|高等植物に特有の新規 |醇類ネジグチゴケの銅によ|タバコ ERF3遺伝子の傷 |トウモロコシ PEPカルポ
現制御による組み換えイネ IDNA結合タンパク質の解|る二つの葉緑体 SOD，Fe. 1応答発現の転写制御機構の|キ νラーゼ (PEPC)のリ
のアミロベタチ'/.造改変|析 ISODとCuZn.SODの発現|解析 |ン酸化状態の特異的抗体に
盤国車王，久保亜希子1.2，宜重卑皐，永野幸生，稲葉|制御 |直丘三1，進士秀明，鈴木|よる解析・種々のストレス
小沢憲二郎"高岩文雄九 |丈人，佐々木幸子(名大院|盗畳皐11，中国 克，鈴木| 盤(工銭院・生命工学) 1の影管および日周変化
原因久也九中村保典， (秋 |生命農学 ・生物情報制御) 1崇 紀 ， 山 原 俊 昭 ， 滝 尾 進 今 成 英 司 人 上 野 宜 久人榊
田県大・生物資源千葉 1'，佐藤敏生(広島大 ・理原均"杉山達夫"泉井
大 ・園芸生物研生物科学J熊本大・理・ 娃， ('京大院 ・生命名

生物科学大院・理名大院・農)

3aB05 13aC05 13aD05 13aE05 13aF05 
アセチル.coAカノレポキシ IGT.Factorは植物にのみ |アルミユウム耐性タバコ培|傷害により誘導されるタバ |イネ葉内で高発現したトウ
ラーゼとノラポノイド合成|存在する DNA結合タンパ|養細胞を用いた脂質過酸化|コベルオキシダーゼ遺伝子|そロコシ ・ホスホエノール
企亘笠二L中嶋信美人我|タ質かヲ |紡御梅構一一蛋白質の 2次|の発現特性 |ピルビン酸カルポキシラー
彦広悦， ('秋田県立大 ・生|丞竪童生(名大院 ・生命農|元電気泳動法による解析-Ii主主丞玄玄1，4，平賀 動1.4， 1ゼの活性化状態
生工研国立環境研学・生物情報制御 ー |伊藤浩之人山川博幹2.4， 遼 止J量，今成英司人土

強傘血査星，山本洋子，山|光原一朗3.4，松井博和"回博子，泉井 桂"松岡
田秀徳"岡本庄司，松本|本間守"大橋祐子'.4 信"徳富(宮尾)光恵
美明(岡山大 ・資生研 1 ('北大院 ・農・応生科， 1 (農水省・生物研 京大
1岡山大 ・工 ・生物機能 l'筑波大 ・生物農業生物|院・農名大・生物分子

|資源研， 'JST・CREST) 1応答)

3aB06 13aC06 13aD06 13aE06 13aF06 
組物は7プシジy酸を非メ|クロレラのへキソース取り IAlストレス誘導性遺伝子|傷害後のカボチャ中果皮組1Cloning and cbaracteriza. 
パロン言動経路で，糸状薗は|込みの光図書 |による耐性植物の構築 |織におけるジャスモ γ駿の 1tion of phosphoenolpyru. 
メバロン酸日経路で生合成す|盈釜盟亙(帝京大 ・薬・化lih堕玄三， Richard C. 蓄積と，活性酸素群とは独 1vate carboxylase (PEPC) 
る |学 1Gardner'，江崎由香"松本|立したエチレン産生への影 1gene from thermophilic 
呈差盤盟，護団隆治"大英明(岡山大・資生研響 1 cyanobacterium Syn. 
東聾(京大院 ・農 ・応生 l'オークランド大 ・ニ ュー |遼遠盤造，藤田広樹，酒井|町Iw田町制削除n附

科富山県立大・短大) 1 ジーランド慎吾(筑波大・生物 I~色..Jl盤"大宮琢磨"畑
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信吾l久井上頼直"泉
井桂川('京大院・農学.
2京大院・生命科学理研
光合成科学)



第 3日 3月29日(水)
G会場 H会場 会場 J会場 K会場 L会場

細胞周期・細胞分裂 窒素代謝 | 光化学系II 植物ホノレモン | オノレガネラ分化

3aGOl シンポジウム 8 13alOl 13aJOl 13aKOl 13aLOl 
シロイヌナズナ雄性不稔突 1iF、mctionalGenomics: イγゲγ根粒菌によって形|紅藻チアユジウムの酵素発|サイトカイニ Y応答性を示|不連続スクロース密度勾配
然変異体 50Wdanc官 3にお 1The Power of Completed 1成されたミヤコグサ根粒の|生標品に存在する 20kD 1す GDPjGTP交換因子相|遠心性によるタバコゴノレジ
ける染色体の挙動と紡錘体 1Genome Sequences of 性状解析 |の蛋白のグローェ，/yと発|向性遺伝子の構造と機能 |体膜の分画
について 1 Transformable Cyanobac-1墨益基星" A.-B. M. Sid-1現 |丞盆逐塵"'， .紀幸1.3，三よ」盛，堀秀隆，三ツ
室登島監"'， YiHu'，鈴木 1teria 1 dique'，河内 宏"泉井 l 本旦単~，上野匡司，沈 |金子委利子1・"中野雄司"井敏明(新潟大・院 ・自然
秀穂 HongMa' ('神奈 I(形質転換らん藻のゲノム|桂に畑信吾， ('京大院 ・|建仁"加茂政晴久複並 |吉田茂男，('理研・植物繊|科学)
川大・理・応用生物情報から何がみえるか竹JI生命科学農業生物資源 |煎(東理大 ・理・生理|能埼玉大・理工明治
'Dept. of Biol.， Life Sci.研 究所研・矯磨岩手医大・歯|大・農)
Consortium， Penn State ・口腔生化)
Univ.) 

時間

9: 00 

3aG02 3alO2 13aJ02 13aK02 13aL02 1 9: 15 
ゲノムサイズとアグチン遺
伝子の多重化 ・分子系統か
らみた原始縁漢ナノクロリ
ス嵐の分裂様式の起源、
山本真紀，野崎久豊島，盟E
重行， (東京大・院・理系
亙軍事科学東京大・院・
新領峨 ・先端生命)

3aG03 
有糸分裂期におけるべプチ
ド鎖伸長因子 (EFla) の
タバコ培養細胞 (BY-2)
細胞内局在性
笠盟墜弘，小岩弘之"江
尻慎一郎(岩手大・農・寒
冷パイオ岩手生工研)

3aG04 
タパコ馴化細胞2bl3の増
殖の特性
江口健太郎，西国生郎，
H.V副 Onckelen'，蓋盟盤
行(東大・理系・生物科学，
Tラートワープ大)

3aG05 
植物に CDKのリ γ酸化に
よる活性化カスケードは存
在するか?
盤旦孟盟，松林聡子，内宮
惇文(東大 ・分生研)

3aG06 
イネのサイクリン Hは
CDK-活性化キナーゼの活
性化因子である
山E整型1，梅田正明，内宮
博文(東大 ・分生研)

マメ科そデル植物ミヤコグ|地衣酸によるタバコ培養細|サイトカイュ γ生合成阻害|真正粘菌ミトコンドリアゲ
サの形質転換 |胞の光合成電子伝達阻害 |剤の探索 |ノムの構造解析:ミトコ γ

盈塁盗企ゑ， )11口正代司'， 1直登盤m，遠藤 剛，伊福|盟主A己主1.2，木村琢磨1.3，ドリア遺伝子と機能未知の
綾部真一，青木俊夫(日本|健太郎，山本好和"木下|金子委利子1.2，宮外麻周" IORF'について
大 ・生物資源・応用生物， 1情浩h竹下俊治h佐藤文|中野雄司"浅見忠男"内|重量箆蓋.安部隆史"桜
1東京大院 ・総合文化重量(京大院・生命科学， 1藤忠雄h吉田茂男， ('理研|井楽生"河野重行九佐々

1秋田県立大・生物資源， 1植物語島能明治大 ・農， 1木成江"黒岩常祥(熊大
2日本ベイ :/r，3広大・学 l'鳩玉大 ・理工理・生物東大・院・理
校教育生物東大・院・新領域

先端生命お茶大 ・理 ・
生物)

凶 3 刷|刷3 13aL03 I 9: 30 
ェ γ ドウレグヘモグロビン|プロテ7ーゼ処理した 33 1内分泌撹乱物質 Bisphenol1マラリア原虫は藻類か，そ
アイソフ芳一ムの異質性 IkDa蛋白のヲ γ色細菌 IAの+イトカイニン様作 |の分裂増殖犠構からの解析
川島和也，萱量盆.i.，玉置|紅藻，高等植物の系Eへの|用について |黒岩常祥，宮斌島進也，高
雅紀，河内宏， (愛知教|再構成 |虫益亘金王，榎本かおり， 1原学，黒岩晴子，北
育大・生命科学農水省 111到皇室1.2，太田尚孝九 |西成典子"手呂内伸之'(大|潔"小島荘明， (東大・院
・生物研元木章裕久平野畠彦"佐|妻女子大・社会情報・環 |理・生物科学東大・院

藤公行"榎並勲， ('東理|境大妻女子大・教養・ |医東大・医科研)
大 ・理岡大・自然科学， 1生物)
3東レリサーチセγター)

3alO4 13aJ04 13aK04 13aL04 1 9: 45 
ミヤコグ+のグロビン遺伝|紅藻の酸素発生系E標品に|イネ幼植物における B悶 s-1単細胞原始紅藻
子の解析と発現綾構 |存在する表在住 12kDの Isinolideの細胞伸長促進機 1Cyanid:白5h戸側問。。胞に
盤E笠3':.，内海俊樹人阿|蛋自の系Eへの結合能と再|構 |おけるミトコンドりア裂・
部美紀子"鈴木章弘"東|活性化能に及ほ.すプロテ |童塞塵塁，田中重雄，武長|業縁体型 FtsZの解析

四郎， (鹿児島大院 ・理|アーゼ処理の影讐 | 宏(東農大・応用生物) 1 重厚~，宮城島進也，高
工・生命化学鹿児島大|皇盆髭盆，太田尚孝，井上野博嘉九黒岩晴子，黒岩
・理・生命化学康則"榎並 期間(東理大常祥，河野.行， (東大院

理・生物東理大 ・理 工 理・生物科学熊本大・
応用生物理・生物科学東大院・

新領域・先端生命科学)

刷 |刷 13aK05 13aL05 110 : 00 
レγゲソウ恨粒で発現する IPsn敵化側電子移動への|管状要素形態形成に先立ち|色素体分裂装置の超微細構
asparag;ne synthetase遺 IPsbL関与の分子機構 |内生プラシノステロイド量|造と構成蛋白質の同定
伝子の取得と解析 |ヰ盟益支，岩田達也，豊島|は劇的に増加する 11::盆皇進皐，高原学，黒
笠井光治，産主~霊，宇佐|喜則(京大院・人間・環境) l !!l杢~，藤岡昭三九出 |岩靖子，黒岩常祥(東大院
見昭二， 山田隆 ( 広島大村拓，高津戸秀"吉田|理 ・生物科学)
-工・発酵工学 茂男人福田裕穂(東大院

理・生物科学理研 ・植
物機能上越教育大・化
学)

3aI06 13aJ06 13aK06 13aL06 110 : 15 
ダイズ根粒特異的ホスホエ|好熱性γ 7ノパクテリア 1 Levels of brassinosteroids 1タケ業縁体 DNAのhot-
ノールヒ・ルピγ酸カルポキ ISynec仇問問<se伽 ga加の 1are quite different between 1 spot領域と rbcL遺伝子の
シラーゼ遺伝子のプロモー|光化学系2サプユニットタ Ish∞旬 androots 解析
タ 解析 1 :ノパク質 PsbXの犠能解 |横田孝雄九竪盆塁ム"佐|翠杢正弘，東順一(京大
.5:l!l盆己"杉本琢真"畑|析 |藤達郎， ('帝京大 ・バイオ， 1院・農 ・地域環境)

信吾1.2，泉井桂1.2，河 11mLI量，池内昌彦(東大l'東京農工大院 ・生物生産，
内 宏， ('京都大院・農 ・|教養・生物 l'宇都宮大院 ・野生植物)
応用生物京都大院 ・生
命・分子代謝農水省・
生物研)

45 



第 3日 3月29日(水)

時間 A会場 B会場 c会場
基礎代謝(務質)・二次代甜|光・遺伝子及びタ γパタ質

D会場
イオ γ環境

E会場
傷応答・重力

F会場
炭酸同化と光呼吸

10 : 30 Iシンポジウム 9 13aB07 13aC07 13aD07 13aE07 13aF07 
「概日時計と光周性計時峨 12，4-Dによるタパコ細胞の|キュウリ葉における DNA1タパコ矯養細胞を用いたカ|タバコの傷害ストレス初期|異なった CO，分圧下にお
構スコポレチγ取り込みに対|損傷光修復酵素の性質と光|ルシウム溶液におけるアル|応答遺伝子 C7は浸透圧ス|ける Rubiscoアンチセソ

するジャスモ γ酸メチルの|誘導 いニウム毒性機構の解析な|トレスにも応答する |スイネの個体レベルでの成
影響 直一---'!，芸林圭\粟|らびにアルミニウム耐性細I~，原光二郎，屋木|育
田口悟朗人吉沢孝太郎"原邦子九竹内裕一1 (京都|胞株の分離 |美津恵，草野友延，佐野 |並lL1重，原田理代，兼子
林田信明"岡崎光雄1.' 大・エネルギー理工研 IJ!!杢差壬， S. Rama Devi1， 1浩(奈良先端大 ・遺伝子教|健太郎，前忠彦，島田多
(1信州大 ・遺伝子 信州 11北海道東海大 ・工・生物 |山口雪子人松本英明 (岡 |育研究センター喜子九山本直樹，(東北大
大 ・ 繊 維 ・ 応 生 工山大・資生研生研機構， 1 院・良・応生化石川農

l'岡 山 女 子 短 大 短 大 生 物 研 )

3aB08 13aC08 13aD08 13aE08 13aF08 
ジャスモ γ酸，エチレ:/， 1キュウリからの光回復酵素|ソパにおけるアルミユウム IIsolationof a gene， 1 Rubiscoアンチセ γスイネ
及び NIC遺伝子によるニ IcDNAクローンの単離と I'l!!収と輸送形態の同定 1 NtWAFl， encoding a pro-Iにおける光ストレス回避機
コチ yアルカロイド生合成|発現解析 |昼一重量量，平舘俊太郎1(香 Itein出at泊te悶 C恒 明 白 |構について
遺伝子の協調的な発現制御IA鍾基怠，中嶋信美1，玉|川大 ・農農環研 1wound induced protein 1 :1:星亙血王，牧野周，横
庄司翼1，量盗息宣1，中|園t雅紀1，近藤矩朗(東京 1kinase (WIPK)世'om 回 聡 ， 前 忠彦，島田多
村研三人山岡康之1，橋本|大・院・理・生物科学 1tobacco plan白 byyeast 喜子人山本直樹， (東北大

隆1 (1奈良先端大・バイ 11国立環境研 1two hybrid sys胎m 院'.， 1石川島 短大農
オ，人名大院・農 IYu出担ι旦r，水省・生物研)

Tomonobu Kus剖10，
Hiroshi Sano (奈良先端大
遺伝子教育研究セ Yター)

10 : 45 

11 : 00 3aB09 13aC09 13aD09 13aE09 13aF09 
チャのカフェインシγター|イネ (αヲ'zasativa L.)の|高等植物耐塩性犠構におい|傷害誘導性レセプター型キ|単離葉緑体におけるストロ
ゼのクロ-~:/!/と発現解|紫外線 UVB 腸導ーDNA 損|て，液胞が果たす役割の再|ナーゼをコードする |マタ γパク質の分解一一活
折 |傷の光修復能誘導の光調節|検討 IWRKl遺伝子の特性 |性酸素を介した Rubisco
盤整差盈王，水野幸一1，盤釜---11l"山口弘子，成 |堀田万利子，根本節子，三 |伊藤直子，瀬尾茂美，大橋|及び GSの断片化機構の
藤村達人1，芦原 智(お|日慶，日出間純(東北大・|村徹郎(ー循大・生物)ー|夜亨て夏水省・農業生資研|解析一一
茶の水大 ・院・人間文化， 1遺生研一一一ー I/JST. C阻:ST) 亙毘宏圭，安海大崎，国分
2筑波大・農工系お茶の紀元，牧野周，前 J忠彦
水大・理・生物 1(東北大院・農 ・応生科)
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11 : 30 3aBl1 13aCll 13aDll 13aEll 13aFl1 
タマネギ鱗茎の褐変にとも|シロイヌナズナにおける業|マ γグロープの新規耐塩性|疑似徴小重力環境下におけ|アミノ酸置換による，フ
なうケルセチンおよびその |縁体光定位運動の突然変異|強化因子「マソグリンJの|る質化アラスカエンドウの|オールオーパー現象をはじ
配槍体の代謝 |体の単離と解析 !複能領減 |成長方向と植物ホルそ γ |めとするタラミドそナス
高浜有明夫1，広岡幸子 Imw..t重量t1.2，末次憲之主 |山旦墨盆， J首藤丈夫，三村11王翠差2翠1，長尾明子" IRuBisCOの構造関性相関
マ明列育夫九州女子大)1及川和聡'.和田正三， (1科 |徹郎，小関良宏(東京農工|中村輝子1(1日本女子大院|の解析

技団・さきがけ研究21.大・工・生命工学科理筑波大・環境科学) 1準盤堂二日，富湾健一人
2基生研都立大 ・理・生 三宅親弘1，横田明穂1.2
物 1 (1奈良先端大・パイオ，

'RITE・植物分子生理)

11 : 45 3aB12 13aC12 13aD12 
芳香族を基質とするプレニ|シロイヌナズナの葉緑体光1-.:/!/リ γ組み換え酵母，
Jレトランスフエラーゼのク|定位運動における弱光反応|及び植物における耐塩性の
ローェングとその発現解析|欠損突然変異体の解析 |発現
随久美由紀，佐藤文彦， 2;; 1末次憲之1，加川貴俊"'， 111蓋玄去，山田晃世，三村
崎一史(京大院・生命・統|霜百主主日 (1東京都立大|徹郎1，小関良宏(農工大
否 亙 奇 院 ・ 理 ・ 生 物 科学科設|工・生命 一橋大・商・

団・さきがけ21研究基|生物)
生研・情報制御)

3aF12 
クラミドモナスの低光呼吸
突然変異株とその性質的
盤率盤箪(農水省・東北.
試・生理生態研)
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第 3日 3月29日(水)
G会場

細胞周期・細胞分裂

H会場 I会場
窒素代謝

J会場
光化学系E

K会場
植物ホノレモ γ

L会場
オノレヵ・ヰラ分化

時間

3aG07γγポジウム 8 13alO7 13aJ07 13aK07 13aL07 1 10 : 30 
タバコ培養細胞における糸 1iFunctiona1 Genom口ウ リカーゼII(nod叫in-35)1敵素発生マ γガγクラス ICa回.bolismof b四 s- 葉緑体核様体タンパタ質
状菌エリシターによ って務 1The Power of Completed 1遺伝子の根粒非感動細胞特lターにおけるヒスチジン配 1sinosteroids is enl田n田 dinlCND41が Rubisco分解に
導されるザイタリ Y遺伝子 1Genome Sequences of 異的発現に関与する cis- 位子の構造 1 Arabidopsis mutant chibi2 1関わる可能性
の発現抑制 1 Transformable Cyanobac-1 elementの解析 |竪旦...Pi，井上頼直， 崎重達sll'，中村正展"長|起よ裏:!I!.'，茶谷大志"近
銭A...J軍人西内 巧"'， Ite巾 |重量盤二，田島茂行"河 IXi世SongTong'(理研・|谷あきら"積回孝雄， ('字|藤良彦"加藤裕介"中野
進士秀明， ('工技院 ・生命 I(形質転換らん藻のゲノム|内 宏(農業生物資源研・|光合成科学， 'DuPont de 1都宮大院・野生植物京|雄司王佐藤文彦1.2('京大
研・ 2植物分子生物科学|情報から何がみえるか ηJ1窒素固定香川大・農 INemours& Lo) 都大院 ・理・植物帝京|院 ・.・ 応、生科京大院
銭 術短興事業団 大 ・バイオ生命・総合生命理研・

植分後能)

3aG08 
B-typeサイクリ Y遺伝子
のM期特異的発現を制御
する myb様転写因子
畳屋正鑑1.3，荒木智史"
町田泰lIU'，John Doonan'， 
渡辺昭， ('東京大・院・
理系・生物科学名大院
理・生命， 'Dept. Cell 
Biol.， John Innes Cen甘e)
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3aG09 
NPKI MAPKKKはタパ
コ細胞の細胞質分裂に必須
である
直蚤章二，石川雅樹，荒木
智史"町田泰則(名大院
理・生命理石原産業・
中央研)

3alO9 13aJ09 13aK09 13aL09 111 : 00 
オオムギ硝駿還元酵素遺伝ICa2+結合部位への l価カ IBASlはブラシノステロイ|ザイトカイユンによる質化
子の発現制御 1.道管液|チオ γ結合による光合成酸|ドのレベルを制御している|葉緑化の阻害
の硝酸イオンの役割 |素発生系陥1グラスター |盤固盟二三， Micbael M目 |盤毘笠盆，佐藤直樹(埼玉
茎宣---.1l1，川地太兵.大竹|の性質の変化 1 NefI1，野口貴弘，瀬戸秀春， 1大・理・分子生物)
憲邦，大山卓爾 (新潟大・|企監査盟，千葉憲之， An-1高津戸秀"吉田茂男，
農・応生 1nette Rompel. (理研 ・ IJo阻 neChory' (理研・植

PDC光生物物畿能， 'The Sa¥k In-
sti阻tefor Biologica¥ Stu-
dies阻 d白eHowerd 
Hughes Medica¥ Institute， 
2上越教育大・化学)

3aGlO 
タバコ細胞周期の NPKJ
プロテイ γキナーゼ
(MAPKKK)の細胞内局
在とその機能
亙却益盤"西浜竜ーに荒
木智史"町田泰則， ('名大
院・理・生命理石原産
業・中央研)

3al10 13aJlO 13aKIO 
オオムギ硝酸還元酵素遺伝|タラミドモナス DJ変異株 1，ンロイヌナズナ由来 ob-
子の発現制御 :2.アニオ|を用いた光化学系E反応中 1tusifoliol J 4a-de-
ソチャ ネルの役割 |心の解析 1 methy!ase(CYP5J) の
』国本丞，大竹憲邦，末吉 1m..益畠，小野高明，皆川 IcDNAタローニングと機
邦，大山卓爾(新潟大 ・| 純 (理研 PDC・光生物)1能解析

.'応生 I~基金，中野雄司"佐
藤健'.山岸和敏"藤岡
昭三¥中野明彦九海老縁
坐，吉田茂男， (東大院・
薬理研・植物機能理
研・生体膜)

3aIl1 13aJll 13aK 11 13aL 11 111 : 30 
ホウレ γソウ碕厳還元酵素|光合成の初期過程における|ブラシノステロイド 6位殿|非光合成型色素体における
タンパク質大量発現系の構|ホスファチジノレグリセロー|化酵素のクローュ γFと犠|複数の RNAポリメラーゼ
築 1Iレの犠能に関する分子生物|能解析一一光によるプラシ|の役割分担に関する解析
自亙査聖，大野貴博， Wil-I学的解析 |ノステロイド生合成調節 |主二屋盟旦査，酒井 教，黒
bur H. C副npbell'，杉本敏 IE屋差鑑，佐藤典裕"都|盛盟主z，.宮内成真，永田|岩常祥'(奈良女子大・浬・
男，王子善清 (神戸大・農!筑幹夫人正元和盛'.Zol- 1典子，浅見忠男..岡昭三， 1生物東大・院理・生物)
植栄， 1 Dept. Biology. 回nGombos，和田元(九|吉岡茂男(理研・組物機能)
Michigan Tech. Univ.) 大院・理・生物東京薬

科大・生命科学熊本大
教育・生物)

3aLIO 
PENDタソパタ質の葉緑
体輸送シグナルの解析
本率塵ム，佐藤直樹(埼玉
大・ 理・分子生物)

11 : 15 

3aG11 
ドミナ Y トネガティプ型
NPKIプロテインキナー
ゼ (MAPKKK)を発現す
る形質転換タバコでの
NPKIの畿能解析
主丞笠)!!'，西原竜一，石
川雅樹，町田泰則 ('石原
産業・中央研.名大院・理
生命理)

3aG12 
NPKI (MAPKKK)-NQK 
J (MAPKK)-NRKJ 
(MAPK)から成る MAP
キナーゼカ λ ケードは，細
胞周期 M期に活性化され
る

延忽畳主主"西浜竜一"荒
木智史"町田泰則， (1京大
院・理・植物名大院・
理・生命理石原産業・
中央研)

3al12 13aJ12 13aK12 13aL12 111 : 45 
ホウレ γソウの硝酸還元酵|クロロフィル dをもっ酸 |高選択的プラ γノステロイ 1Nicotia制 syl:附拍のフ
素不活性化タ ンパタ質を |察発生型原絞生物 lド生合成阻害剤の開発と阻|ァージタイプ RNAポリメ
コードする遺伝子の単離と IA伺 η帥 制S附門出光 !害剤非感受性変異体の単離|ラーゼ遺伝子の構造と発現
発現解析 |化学系Eの反応中心 1 主主且皐塁，中野雄司，嶋田|企盤塁~'，土器屋祐子1
.IIU!!.整盛t.井出博章，中山|昼盤整会，伊藤繁，岩崎|幸久，永田典子，松山知樹.1杉浦昌弘人杉田護は
真也，佐藤隆英，中川弘被|郁子L沈建仁"井上頼|関亦克彦九米山弘一"竹 1('名大 ・院人間情報名
(千葉大・園芸・生物生 |直h宮下英明王宮地重遠'1内安智"吉田茂男(理研， 1大 ・遺伝子実験施設)

産 1 (基生研秩田県立大 ・ l'字大・野生植物)
生工研理研海洋パイ
オ研)

47 



第 3日 3月29日(水)

時間 A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場
二次代謝 光・遺伝子及びタンパタ質 イオン環境 炭酸同化と光呼吸

12 : 00 3aB13 3aC13 3aD13 3aF13 
燕麦酋条のアミノアノレデヒ 〆ロイヌナズナ芽生えにお マングロープの伸長因子の Purification and Some 
ド脱水素酵素 けるオーキシンを介した遺 eEF-1Aの NaClに対する Properities 01 Phos-
ジ ェ-'/ティ レベッカ 伝子発現の光制御の解析 特異的性質 phoglycolate Phosphatase 
リピγFストン，樽井裕， 旦月虫伸箆悦二，皇長E谷， 中村賢志， 望 佐野えみ子，山田晃世，. from Ch/amy.品""。匁asreJn-

吉田 泉，笠理還・送生Z物E)(大阪 あきら(京都 藤丈夫，三村徹郎"企図 hordtii 
市大・院・ 大・理 ・植物) 良宏(農工大・工・生命， Tarlan G. Mamedov， Ken-I 

T二論大・商・生物) 姐 kuS四時i(腹水省・東
北農賦・生理生態研)
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第3日 3月29日(水)

G会場 H会場
窒I素会代場謝

J会場 K会場 L会場
時間

細胞周期・細胞分裂 光化学系E 植物ホノレモ γ オノレガネラ分化

3aG13 3al13 3aJ13 3aK13 3aL13 12: 00 
発芽過程におけるダイズフ 硝酸還元酵素による活性窒 Chldを主要な光合成色素 ジャスモン酸メチルエステ フラミドモナス葉緑体遺伝

ェリチ yの蓄積と分解 素種の生成 として持つ原核藻嬢 ルによって誘導される 子 (rbcL)の転写機構

盤盟丞.m.後藤文之，吉原 山大監・重理量・海， 崎浜靖子 (琉球 Acaη町h/Q珂sman閣 の 蛍 Crassu/a Iyco，が><1，臼d田溢泌 重藤重量晃本，皇新~. 二宮由佳， 加
利 一 ， 斉木縛 (電中研・ 洋自然) 光特性 物の化学組成 名惇彦 (奈良先
生物科学) 三山重-香f.圭宮，宮下英明人平 よ宮盟真組木二.M宮ari本阻健助，宇都

端大・バイオ)
地重遠1(山口

大・理・自然情報科学， Saniewski' (大阪府立大・
1海洋パイオ研) 総合科学ポーランド国

立果樹学 ・花升学研究所)
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第3日 3月29日(水)

時間 A会場
二B次会代場謝

C会場 D会場 E会場 F会場
炭酸同化と光呼吸

13 : 00 シγポジウ ム10
3ダpBリOアlの花弁における 3海p洋F性01ケイ藻P加即必'cty「ゲノム機能解析から植物

の生理機能解明に迫る」 UDP-G:ァ γ トシアニン 5 lum tric，酔""u加聞 におけ
-O-!J'Iレコシノレトランスフ る，高 CO，環境から低co
エラーゼの部分精製と特性 2環境への順化について

鐙口Z雅篤J2園，，SE本卓也九山
川信修治主吉玉

屋学-院-大~・理，松・田祐介 (関西
化学)

国二郎， (熊本大 ・院 ・自
然科学熊本大 ・理・生
物科学南九大・圃芸・
食工 南九大 ・園芸 ・園
芸)

13 : 15 3pB02 
3海p洋F性02珪司巨額Plule拙 ctyアジサイの花色変異犠構の

解明 lum triCIJrnutumにおける

査水E良ゑ泰蓋2，， 外山友紀" 清 カーポニッタアンヒドラー
藤森英治人近藤 ゼの解析および精製

忠雄.(椙山大・生活・食 主祐盟介塵(隆関西，佐藤 暖，松田
品栄養名大院・人間情 学院大・理 ・化
報群馬・園芸斌名大 学)
-廃棄処理，・名大・化測
機セ)

13 : 30 
3赤pタBOマ3ネギにおける光によ 緑3p藻F0C3h伽'ellaellipsoid，伺
るアントシアニ y合成系酵 CO，不感受性変異体の高
素の発現 CO，潰度への順応

中村貴重量，藤本代忽岳怠雄2lE，L 柳 益金量産，松田佑介(関西
下良美人 北 学院大・ 理・化学)
宜裕， (神奈川大学 ・理学
部神奈川農総研)

13 : 45 3pB04 
3緑p藻FOク4ロレラの CO，反応ハツカダイコンのミ ロシ

ナーゼの cDNAクローニ 性に関連して発現する遺伝
ング 子について
区王塑，藤井陽子.佐々 隼祐藍介ー』(関量西， 贋住吾郎， 松田
回ゆり，久保井徹(静岡大 学院大・理・化
民・人環) 学)

14 : 00 3pB05 
3超p高FO濃5度 CO，条件下でのミヤコグサにおける縮合型

タンニンの蓄積 光合成に及ぼす carbonic

萱大丞・盆生去物， 綾部真一 (日本 anhydra自の影響に関する
資源・応用生物) 超高濃度 CO，耐性及び非

耐性微細藻における比較検
討

隼重裏遼一J(海塑洋， 蔵野憲秀， 宮地
パイォテクノロ

ジー研・釜石)

14 : 15 3pB06 3pF06 
ンソ (Perillafi開 tescens) シアノバクテリアにおける
の limonenesyn出a田遺伝 カーポニッタアンヒドラー
子の情報伝達物質による発 ゼの活性発現に必要な C
現 末端領域の同定
松本隆，落合徹子，鎌宣 盤野丞祥差史益(茨， 海老原夏紀， 安

奨紀大，.f!l農遡・-応一用塁生，唐沢傭英 域大・理・環境)
(信 命科学)

so 



G会場 H会場
細胞骨格

3pGOl シンポジウム 11
Chavacterization of 1 r液飽機能研究の新展開」
Arabidopsis mutants wi出
left.handed spiral 
SiriDO旧宮 Thitamade~. 
K担 ukoTuchihara. 
Takashi Hashimoto(Grad 
Schl. B川.Sci.， NAIST) 

3pG02 
GFP標識微小管を過剰発
現させたシロイヌナズナに
見られるねじれ形質の解析
直ま国王，松山 崇，植田
勝巳，橋本隆(奈良先端
大・バイオ)

3pG03 
GFPを利用して生細胞内
で分裂期の微小管の動態を
観る
鐙釜，主，植田勝巳"馳
滞盛一郎(東京大院・新領
繊・先端生命奈良女子
大・生物科学)

3pG04 
コケ減数分裂の分裂面挿入
予定位置に出現する新奇徴
小管帯
嶋村正樹，出口博則，隆重
芳宣(広大・理 ・生物)

3pG05 
ヒメツリガネゴケにおける
業縁体光定位運動の解析ー
強光反応の運動犠構
隼麓怠E島門田明雄，和田
正三(都立大・理)

3pG06 
2， 3.butanedione 
monoxuneによる原形質
流動の阻害機構
重丞基1M，横田悦雄，園部
誠司，新免輝男(鮫工大・
理・生命)

第 3日 3月29日(水)

I会場 J会場 K会場 L会場
窒素代謝 | 電子伝達 | 植物ホノレモ ン | オノレガネラ分化

3plOl 13p]Ol 13pKOl 13pLOl 
道硝酸還元酵素活性が大幅 ICyt皿 hromebof複合体に|シロイヌナズナの各器官に|動縁体形質転換による
に抑制された形質転換植物|よる Photosystemnでの|含まれるレピジモイドおよ IpsbA.μbDプロモータの
における硝酸/亜硝酸還元|光エネルギー散逸機構制御|びその成長調節作用につい|解析

(.)の解明 |て |亙差--..iil，林敬子"蘇
童鍾差隼，森川弘道(広島|窒塁企旦，竹田恵美人遠|鍋谷浩，鐙重畳益，横谷|川一也，椎名 隆"豊島
大・理・数理分子生命理 |藤剛人橋本隆.鹿内卜富岡香織"長谷川宏司'(宮|喜則(京大院 ・人間 ・環境，
学利治(奈良先端大・バイオ， 1掠教育大 ・生物筑波大 l'北陸農試京都府大・人

1大飯女子大・基理京大|応用生物化学系間・環境)
院 ・生命科学)

時間

13: 00 

3plO2 13p]02 13pK02 13pL02 113: 15 
値物葉内に取り込まれた二|トウモロコ γの C.光合成|メロンの果実肥大における|業縁体psbD光応答プロ
酸化窒繁から生成される新|細胞特異的に発現している IHMG-CoAレダクターゼ |モーターの転写活性化領域
規化合物の解析 IFdイソ蛋白質を導入した|の関与 |に結合する新規蛋白質
週担益皐，張 事事潔，平田|形質転換ラン藻の光化学系|企盆盆3l.，加藤澄恵，江函 ITFPDのクローニングと
敏文，高繍美佐，森川弘道 11循環的電子伝達活性の差| 浩(茨城生工研解析
(広島大 ・理 ・数理分子生|異の検証 I!重量丞壬，中野雄司，山岸
命理学査益準王，藤本寛樹，長谷和敏，吉田茂男(理化学研

俊治，遠藤岡ij'.真 野純究所)
-'，佐藤文彦， (阪大 ・蛋
白研京大院 ・生命科学，
2京大・食研)

3plO3 13p]03 13pK03 13pL03 113 : 30 
高等績物の二酸化窒素ガス|スギナ (E.a1lll1>日e)フェ |キ A ウリの性表現型とエチ|葉緑体"./9'マ因子 SigAの
の吸収に関与する遺伝子の|レドキシンの大揚菌発現ベ|レンレセプタ一様遺伝子発|プロモータ認識領域
探索 |タターの作製 |現のエチレ Y誘導性の関係 1(region4) に結合する新
丞盈虚笠，河村議史，近藤|叢旦L-Q)~，松永茂晃，広|山堕霊童，藤井伸治，松浦|規タ ンパタ質の同定
功明，白野由美子"柴田 |瀬修一，有賀洋子，長谷俊|誠司"高橋秀幸 (東北大|盗且三盆，椎名 隆"豊
大崎"林浩昭叱其木茂|治，手島圭三(阪大 ・蛋白|院・農・遺生研， 'U樹トー |島喜則(京大・院 ・人環，
即 1 ] ' ， 高 橋 美 佐，森川iJl.道|研ホタ l'京都府立大・人環)
(広島大院・理・数理分子

生命理学.lWaksman In-
stitute， Rutgers Univ.， ' 
かずさ DNA研 究 所 東
京大院 ・農生科・応生化，
4麻布大・環境保健・健康
環療科学)

3pI04 13p]04 13pK04 13pL04 113 : 45 
形質転換イネを用いたサイ|トウモロコシの業と叡に器|カキ果実における水分スト|コムギ糞縁体 RNAポリメ
トゾル型グルタミン合成酵|宮特異的に分布する 2種の|レスによって誘導されるエ|ラーゼγ グマ因子の単難の
棄の犠能解析 IFd: NADP+還元酵素の |チレン生合成と軟化 |検討
企盆塵立主主，早川俊彦， 1立体構造と複能特性の解析|中野箆平，ゑ屋重量i，矯磨|盆山並二，椎名 隆"豊
林 浩昭'.山谷知行('東|墓鐙霊園"摘木正巳人恩|真志"稲葉昭次(岡山大|島喜則， (京大 ・RIセン
京大院・農・生化，東北大|田弥生"有賀洋子"長谷|農和歎山果樹試 ター 京都府大 ・人間環
院・農・応用生命科学) 1俊治， (阪大 ・蛋 白 研 生 境 京 大 院 ・ 人 間 ・ 環尊重)

体分子解析研究センター，
2酵素反応部門)

3plO5 13p]05 13pK05 13pL05 114 : 00 
ラy藻 Plec/01開閉abaη'a. 1緑色硫黄細菌 Chlorob叫隅|キュウリの茎頂部における |γロイヌナズナの色素体
ηumの2種類のグルタミ 11，ゅidum反応、中心と |発現が性表現と相関を示す IRNAポリメラーゼ Y グマ
γ酸合成酵素の酵素学的特 INAD(P)光還元系に関す|遺伝子 (ERAFl7) の単 |因子の解析
性と生理繊能の解析 1;る研究 |離・解析 |藍犀--.J臨，永島明知，中里
皇鹿窓盟"木田隆夫"長|量重量鐙ft.，繍元範明，富岡|集藍血夏，安藤杉尋"蒲|恵美，金丸研吾，田中寛，
谷俊治， ('阪大蛋白研味| 厚"加茂政晴人榎並 |池伸一郎"酒井慎吾， (筑|高橋秀夫(東大・分生研)
の索中央研煎"桜井英博(早大 ・教|波大・パイオシステム，

生物キリンビール製造， l'筑波大・生物)
2岩手医科大 ・歯東京理
科大・理)

3plO6 13p]06 13pK06 13pL06 114 : 15 
日本型，インド型，ジャワ|ポリアタリルアミドゲルに|ジベリンによるキュウリの linvitro転写系を利用した
型イネの穎果における |固定化した光合成反応中心|雄花分化誘導時の ACC合|コムギ葉緑体、ノグマ因子
NADH依存性グルタミン|の電子伝達 |成酵素遺伝子 (CS.ACS2，1 SigAの級能解析
酸合成酵素含量及び活性の 1L...lE.之1.'， ]. Goc'， A ICS.ACSIG)の発現解析 |釜盟主主"森)[[-也"角
挙動とそのタンパク質含量 1P¥anner'， D. Frackowiak'， 1 iI辿盤二M.水深秀雄九 |山雄一1.2，椎名 隆1，3，豊
に関する QTL解析 |三宅淳， ('工技院 ・生命|松浦誠司"酒井慎吾(筑|島喜貝IJ'('京大院 ・人・環，
企亙室庄，梶浦 真，佐藤|研工技院 ・融合研ポー|波大・生物. '(1同ト』ホタ)l'京大 ・RIセンター京
雅志"山谷知行(東北大 |ランド・ポズナ z工科大) 1 都府立大 ・人環)
院 ・農・応、生科東北大
遺生研)
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第 3日 3月29日(水)

時間
A会場 B会場 C会場 D会場 E会場 F会場

炭酸同化と光呼lJ1t

14 : 30 シンポジウム10 3pF07 
「ゲノム機能解析から植物 ラン藻 SynechococcusPCC 

の生理機能解明に迫る」 7942のカルポキ・ンソーム

形成に関わる遺伝子の完全
除去とその形質転換体の性

質

亙納旦究盆，童岩滋，井俊上雄則子， 原
，和田野晃

(大阪府大・農 ・応用生物
化学)

14 : 45 3pF08 
ラン藻の光合成炭素還元系

調節犠構ー---CP12の生理
機能一一

盟小蓋林差大盈輔21E.， 山下麻衣子.
和田野晃1，重

岡成(近後大 ".，1阪
府大・応、生化)

15 : 00 
3ラpンFO藻9Fmctose-1.ι18ed仔

heptulo配・1.7・
b転i8換ph植os物phのa光ta8合e導入形質

成炭素還元

系への影響

輩茂出弁隼政王宏2人市原健志1，田
，重岡成1.2

(1近大・院・応生命化，
2近大・農・食栄)
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第 3日 3月29日(水)
G会場 H会場 I会場 J会場 K会場 L会場

時間
細胞骨格 窒素代謝 光 化 学 系E 植物ホノレモン オノレガネラ分化

3pG07 シンポジウム11 3plO7 3pJ07 3pK07 3pL07 14・30
トウそロコシにおけるこ種 「液胞機能研究の新展開」 イネ根の中心柱における ジテルベ yアルコールによ メロンのオーキ γン誘導 7 ロイヌナズナ葉緑体の分
類のキγ ランの分布の違い NADH-. Fd-依存性グルタ る光合成電子伝達阻害 ACC合成酵素遺伝子の発 裂，分化過程における
盆LA.北村進-'.加 ミン酸合成酵素タ ンパク質 丸山明男，屋旦豊丘，浅田 現調節横梅に関する研究 minDとs;gB遺伝子の役
藤陽治'.伊東隆夫(京都 の分布する細胞群の特定 浩二(福山大・工) 亙商且♀浩歪1，，佐倉由里子，江 割

大 ・木研京都府大'.. 亙知山行盈(宜東~ 早川俊彦， 山谷 平林哲夫'.中川 企美2順4亜，葺白野，藤由原 紙金
2弘前大・教育) ヒ大 ・院農・ 応用 弘毅，佐藤隆美(千葉大 ・ 美子'.柴田

生命科学) 間芸茨域生工研日本 大綿'.島田裕士'.田中
層研') 寛，高橋秀夫(東大 ・分生

研三井業際植物パイオ.
2東工大 ・生物科学)

3plO8 
3葉p縁JO体8ATP合成酵素の活

3pK08 14 : 45 
イネにおけるアスパラギy リY酸化による ACC合成
合成酵素の組織内分布 性調節領績を挿入した好熱 酵素の活性制御俊構の解析

史谷霊知盤行丞(盤東~ 早川俊彦. 山 菌 ATP合成酵素 立屋丞大蓋・Z生E命，蘇農 仁志(名古
t大 ・院農・ 応 Dirk Ba1d.野地博行，吉 -生物情報)

用生命科学) 岡賢石'.久堀徹1

(CREST Team 13. '東工
大 ・資源研)

葉3p脈10維9管東において強〈発
15 : 00 

現する シロイヌナズナのリ
ジン感受性アスパラギY酸

キナーゼ遺伝子

主泰E則~名塞大， 樽井俊介， 町田
院・理・生命理)

53 



座長表

laBl-laBl2 木下俊則、榊原祥清、島崎研一郎 2aGl-2aG13 石黒澄街、篠崎英輝、西村いく子

lpBl-lpBIO 魚住信之、三村徹郎 2pGI-2pGIO 町田千代子、山内大輪

lpBll-lpBl8 山口淳二、前島正義 3aGI-3aG13 梅田正明、西浜竜一

2aB1-2aB13 加藤朗、中野明彦、松岡健 3pGl-3pG7 馳i幸盛一閉、峰雪芳宣

2pBl・2pB10 鎌田博、田中義人 laHl-!必-18 園池公毅、山崎秀雄

3aBl-3aB13 小西智一、高野誠、林田信明 laH9-1aH12 重岡成

3pBI-3pB6 青木俊夫、吉田久美 lpHl-lpH6 泉井桂、真野純一

laCl-laCl2 佐藤直樹、鈴木石根、仲本準 laIl-laIlO 是枝晋、坂本教、山田茂裕、

lpCl-lpC9 射場厚、今井亮三 lpIl-lpI6 林秀則、和田敬四郎

lpCIO-lpCl8 荒川圭太、庄野真理子 lpI7-1pIl3 古谷雅樹、 SteveA.Kay 

2aCI-2aC13 蓮沼仰嗣、藤川清二、柳i幸修一 2aIl-2aI13 江坂宗春、谷口光隆、水野幸一

2pCI-2pCIO 高木慎吾、平塚和之 2pIl・2pllO 赤間一仁、内藤哲

3aCI-3aC13 熊谷忠、秦恵、中嶋信美、 3aIl-3aIl3 川口正代司、高橋美佐

laDl-laDl2 柿本辰男、南森隆司 3pIl-3pI9 末吉邦、早川俊彦

lpDl・lpD9 朽i孝和幸、永野幸生 laJl-laJll 桑原朋彦、野末雅之、二ツ井敏明

lpDIO・lpDl8島田浩章、湯浅高志 lpJl・lpJl7
太田啓之、佐藤典裕、長谷俊治、松井

健二

2aDI-2aD13 岩崎行玄、高木優、南栄一 2aJ 1-2aJ14 池内昌彦、池上勇、西山佳孝

2pDI-2pD9 鹿内利治、和田冗 2pJI-2pJIO 小野高明、高橋裕一郎

3aDl-3aD13 小関良宏、高倍昭洋、山本洋子 3aJl-3aJ13 榎並勲、野口巧、山本泰

laEl-laEl2 大藤雅章、坂野勝啓、吉岡博文 3pJl-3pJ8 榊原均、久堀徹

lpEl-lpEl4 宇佐美昭一、 111北一人、察晃植 laKl-laKl2 佐藤忍、林隆久、間藤徹

2aEl-2aE13 鈴木英治、福i事秀哉、和田野晃 lpKl-lpKl8 渋谷直人、保尊隆予、山田恭司

2pEI-2pE9 斎藤和季、高橋正昭 2aKI-2aK12 小林正智、高橋陽介、三野真布

3aEl-3aEll 青野光子、草野友延 2pKI-2pK9 小柴共一、山本興太朗

laFl-laFll 塩井祐三、田中歩、藤田祐一 3aKl-3aK13 浅見忠男、藤岡昭三、宮本健助

lpFl・lpFl6
杉山宗隆、富田(横谷)香織、松田吉

3pKI-3pK8 佐藤隆英、森仁志
ヲム

2aFI-2aF12 伊藤繁、松浦克美 laLl-laLl2 石田さらみ、酒井敦、長谷部光泰

2pFl・2pFlO 嶋田敬二、高市真一 lpLl・lpL9 出村拓、塚谷裕一

3aFI-3aF13 臼田秀明、鈴木健策、牧野周 lpLlO-lpLl8 青山卓史、松井南

3pFI-3pF9 白岩善博、松田祐介 2aLl-2aLl2 荒木崇、後藤弘爾、佐藤修正

laGl-laG8 山本義i台、中堀清 2pLl-2pLlO 河野重行、若杉達也

laG9-1aG12 
井i季毅、小野道之 3aLl・3aLl3 加藤晃、高野博嘉、中野雄司

lpGl-均G4

lpG5-1pGI7 内宮博文、幸田泰則、福田裕穂 3pLl-3pL7 椎名隆、田中寛
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A-Ol 
オルガネラの起源・進化と遺伝子発現に関する研究
本且」斗 (矯玉大・理・分子生物)

植物には、ミトコンドリアと色素体という、独自のi宣伝情
報系を持つオルガネラが存在する。これらは、原核生物が原
真核生物に細胞内共生をした結果成立したものであると考
えられているが、その起源と進化の詳細は明らかではない。
本研究では、 (1)DNA含量が真核生物で最少のものの一つ
(2)細胞分裂の様式が原始的 (3)色素体核が色素体の中心
に分布、などのことから、原始紅藻類に属する
のanidioschyzonmerolaeを最も原始的な植物のーつであると
考え、ミトコンドリアゲノム及び色素体ゲノムの全温基配列
の解析をった。

ミトコンドリアゲノムは、 32kbpの環状 DNAで、動物ミ
トコンドリアと同じく、イントロンは存在せず、遺伝子問領
域も非常に短かった。一方、遺伝子組成は緑色植物のミトコ
ンドリアとイ以ていた。即ち、動物ミトコンドリアには含まれ
ないリボゾームタンパク質遺伝子やスクシニル酸デヒドロ
グナーゼi宣伝子などをコードしていたのである。

色素体ゲノムは 150kbpの環状DNAで、逆位反復配列は
存在しなかったがゲノムサイズは他の植物色素体とほぼ同
じであった。3個の rRNA遺伝子の他に、31個の tRNAと212
個のタンパク質の遺伝子をコードしていた。この遺伝子の数
は、緑色植物の色素体ゲノム遺伝子の約 2倍に相当する。こ
れらの中には、色素体遺伝子として初めて見いだされたもの
が 13個含まれていた。中でも、ペプチドグリカンを構成す
るリポポリサッカライド合成に関与する酵素の遺伝子が存
在することは、色素体が原核生物起源であることの決定的な
証拠であると考えられる。

A-02 
日本植物生理学会奨励賞

アブラナ科植物より得られる水溶性クロロフィル

タンパク質に関する分子生物学的研究

佐藤浩之(東邦大・理・生物分子)

水溶性クロロフィルタンパク質 (悩ter-SolubleChlorophyll 

Protein; WSCp)には、アカザ科やタデ科植物に見られる光変

換性のものと、アブラナ科植物より得られる非光変換性のも
のが知られているが、それらの生還機能については未だ不明
である。我々は前に、カリフラワーより得られる非光変換性
WSCPのcDN、をクローニングし、その配列が既知の乾燥スト
レス関連タンパク質に相向性を示す事、および実際にWSCPの
発現量が乾燥ストレスにより著しく誘導されることを示した.
また、 WSCPの配列中には KUnitzproteinぉeinhibitorの完全な
モチーフ、ならびに集光性クロロフィルタンパク質に見られ
る(F/Y)DPLGL配列と類似のモチーフが存在する事を見い出し

た。さらに、 recombinantWSCPを大腸菌中で発現させたとこ
ろ、興味深い事に、この recombinant WSCPは単量体であっ

たが、水溶液中でチラコイド膜からクロロフィル分子を受容

し、四量体へと変化した。これらの事から、現在、 WSCPが植
物の乾燥ストレス時のクロロフィルの翰送や代謝に何らかの

機能を有する可能性を考えている.
また、 WSCPのゲノム遺伝子の解析の結果、カリフラワーの

WSCP遺伝子には著しい多様性があり、少なくとも 10以上の

isoprotein 遺伝子の存在が確認された。実際に、カリフラワー
抽出液において複数種のWSCp;を検出し、一部については、
cDNAも得ている。アブラナ科植物より得られるWSCPに関し
て、現在までに得られている知見について報告する。
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A-03 
日本植物生理学会論文賞

クロロフィル dを主要光合成色素として有する新規酸素

発生型光合成原核生物の色素組成

(Plant CeJl Physiol. 38: 274-280 

Zヱ韮盟、 1足立恭子、議野憲秀、池本尚人、千原光雄、

宮地重遠(海洋バイオ研・釜石海洋バイオ研・清水)

クロロフィル(Ch!)dを主要な光合成色素とする新規

な酸素発生型光合成原核生物を分離した。この生物の細

胞懸濁液には，酸素発生型の光合成生物に特徴的な

680nm付近の赤色光吸収が見られず， 714-718nm付近

をピークとする吸収が見られた。 HPLC色素分析により，

との生物が CWdを主要色素として有し， Chl a含量は

緩少量であることがわかった。 Chldは各種溶媒中での

吸収スペクトルおよび NMR，FABMS分析により問定さ

れた。細胞には他に Chlc様色素，ゼアキサンチン， αー

カロテン，フィコピリンが含まれていた。細胞中の Chld

含量は乾燥重量当たり 2%程度であるのに対して， Chl a 
は 0.1%以下であった。細胞中の Chl比(a/d)は，培養条

件によって変動し 0.03-0.09程度であった。

光吸収スペクトルの特異性， Chl a含量が極微量で Chl

d含量が多いことなどから，この生物には Chldを利用

する新たな初期光合成機構が存在するものと期待された。





Sl-01 
自然光紫外線(nearUV)Iこ対する纏物の応答反応

圭皇鐘玄・塩崎幸E子・五{保理保・橋本更矢子

(名古屋大院・人間情報 ・環境システム)

現存する生物は地球に到達している太陽光(自然光)を浴ぴ

て生活している。地表面の自然光中の紫外線(290・400nm;

主としてnearUV)は値物の生理現象や生長に対して書作用を

及ぼすと信じられがちである。しかし、自然光中の紫外線は

書作用としてではなく、むしろ必須要因として作用している

ことを我々はこれまで報告している。現在、さらに高等績物

の他にも葉状樋物・緑藻類に対する自然光中の然外線の作用

を生理・生化学的に解析している。

植物体力t受容した自然光〔可視光線 (400-800nm)およ

び紫外線 (290・400nm))は、紫外線無しの可視光線だけ

よりも、光合成系 ・炭素代謝系の活性化、マメ科纏物におけ

る根粒形成・窒素固定能よ昇、非マメ科纏物の蜜繁代謝系の

活性化、 Lermaのフロンド生産(細胞分裂)の促進・ピリジン

ヌクレオチドのレベルやこの合成系の醇索活性のよ界、緑蕩

類の細胞分裂促進・酵素活性のよ界などの作用を示した。

要するに、地様に到達している自然光紫外線の波長域内の

放射エネルギー量程度のnearWIま纏物一般に対して細胞内

での種々の代謝鯛節・生理作用の機能を阻害せず、むしろ活

性イじする。つまり、 nearW は植物の生育制御や鍵康管理を

行っているものと思われるので、これについて言及する。

Sl・02
ウ リ科植物 の重 力形 態 形 成 機 構 :重力によ
るネガテ ィブコントロールとオーキシン
高橋秀幸 (東北大・遺生研)

ウリ科植物のペグは，下旺軸と根の境界
部における皮層細胞の成長極性が変化して
突起状に発達するものである。そのために
重力感受 によるオーキシンの偏差分布に原
因する表 層 微 小 管 の 配向変化が起こると考
えられる。このとき ，重力感受によるオー
キシンの再分布は. 1個のペグ形成を誘発す
るための 闇 値 以 上 の オーキシン濃度を保証
する。一 方 ， 宇宙 実験の結果から，芽ばえ
は対称的に 2個のペグを形成する能力を有
するが，地上では重力感受によって 1個の
ベグ形成が抑制されるものと考えられる 。
オーキシン制御遺伝子(CS-IAAl)の発現解析
の結果は，この重力による形態形成のネガ
ティプコ ン ト ロ ー ル には ， オーキシン濃度
の低下を 必 要 と す る ことを示している 。 ウ
リ科植物 の 芽 ば え は ，重力応答における種
特異性のみならず，重力によるオーキシン
輸送制御と成長極性制御における細胞骨格
の機能を 解 明 す る ためのモデル実験系とし
て有用である。
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Sl-03 
ジベレリンによる草丈制御の分子機構
ー生理研究と分子遺伝学的研究の接点ー

池田亮、松倉千昭、且且達二(名大・生物応答セ)

植物の背丈の決定要因という観点よりジベレリ
ン作用を捉え、生理研究と分子遺伝学的研究の両
面からのアブローチについて報告する。

ジベレリン作用の代表例として、媛性イネ品種
「短銀坊主J第 2葉鞘の伸長現象がある。詳細な

解析によって、この伸長現象が細胞伸長を主とす
ること、また細胞壁物性の変化、浸透溶質の増加、
デンプン頼粒の分解等を伴う現象であることを明
らかにした。 (Planta，205:145・152，1998)

恒常的ジベレリン感受性イネ変異体である
"slender rice"を用いた詳細な解析を行った。この変
異体の形質はあたかもジペレリンを添加したよう
なシュートの著しい伸長を示す。この原因遺伝子
が、 GAl!RGA/RHT1D8と相同であることを明らかに
した。この遺伝子の機能と草丈との関係について
概説する。

Sl網 04
サクラにおける茎の成長方向制御に関わる

重力と植物ホルモンの影響

中村輝子(日本女子大・理・物生)

樹木の枝及び幹の成長方向は、一次伸長成長と

二次肥大成長により制御されている。伸長成長に

ついては、すでに草本植物を用いて詳しい研究が

なされている。一方、樹木の特色である二次肥大

成長については、生理学的な解析が十分にはなさ

れていない。これは樹木が生理学的実験の材料と

しては、ふさわしくないためであろう。しかし、

樹木の二次肥大成長に興味を持ったので、サクラ

を用いて研究を行い、下記の結果を得た。 1.し

だれ性枝におけるジベレリン誘導あて材による、

負の重力屈性の発現、 2.30-クライノスタット

による燦似微少重力環演下の通直性を失った茎に

おける、二次木部発達低下。このような結果によ

り、樹木の茎の成長方向制御に関わる二次木部発

達に、重力と植物ホルモンが大きな影響を及ぼし

ていることが明らかになった。



Sl-05 
オーキシン反応は単一のオーキシン受容体で説明でき

るか?

下村正二(農業生物資源研究所)

オーキシンは細胞分裂や細胞成長そして分化誘導な

どの多岐にわたる調節作用を示す植物ホルモンとして

知られている。しかしながら、このような異なるオー

キシン即芯が同じ受容体を介して行われているのか、

それとも、それぞれの応答反応に特異的な受容体が存

在しているのかについては明らかではない。そこで、

私どもは、部位特異的変異を導入したオーキシン結合

タンパク質 1(ABPl)を発現する遺伝子組換え体を

作成し、オーキシン応答を調べた所、細胞増殖におけ

る見かけのオーキシン感受性は変異によりー桁上昇す

るが、オーキシンで誘導される細胞成長は強く抑制さ

れる結果を得た。この現象は、少なくとも 2種類の互

いに正反対の作用を示すオーキシン受容体が介在し、

細胞のオーキシン応答を制御していることを示唆して

いる。 ABPlはオーキシンで誘導される細胞分裂を抑

制し、細胞成長を誘発する機能を担っていると思われ、

ABPlの組織分布パターンと整合性を示している。

Sl-06 
幼茎の伸長成長における細胞壁伸展駆動力の調節

-電気生理判句解析から分子遺伝判悌析まで}

且謹ー温，高橋宏二、北村さやか、 1岡本朱根

(名古屋大学・人間柄惨禍昭訴ヰ、 l昭和業科大・生物)

幼茎の伸長成長は木部に於ける吸水と表皮細胞壁の伸展とい

う物理的に異質T必齢星により律速される.このうち表皮細胞壁の

定常相対伸展速度vは墜展性φと蟹伸展の駆動力である実効膨圧

細胞内圧P一臨界堕海伏圧η との積で表される.幼茎切片

の生理状態の壁崩笠φと実効膨圧 (p- }うはプレッシャージ

ャンプ2去により経時観測Ijt}句能で、 Pの狽l胞を併用するとφだけ

でなく Yの動向も観測出来る.これらの方法により、オーキシ

ン誘導の成長促進と酸成長を解析したところ、共にφの織大と Y

の減少による実効競圧の増大との相乗効果により壁伸展速度が増

大することが判明した.浸透ストレスに対する成長の適応回復に

至っては、鯛節されるのはもっぱら Yだけである. グリセリ

ン処理をした中空陸軸切片 (GHC)を用いる invi切の系でも凶f

依存のφとyの調節が事現出来、酸性化によりφが治大すると共

に臨界降伏強力yは減少した.分灘精製した二種類のタンパク質

は、熱失活させたGHCのφとyの鯛節能をそれぞれ回復させた.

そのうちyを調節するタンパク質刷出血)についてはcDNAの

クローニングと、 I臨海 噸nant戸時泊の生成に成功し、同町nbinant

yi副首1は失活したGHCのy調節能を回復させることも判明した。

Yil出inはa伊血mと闘耕助に全く異なるので、当然のことな

がら遺伝子も全く違い、 anll~伊血E抗体ともα閣しない。
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Sl-07 
成長調節の経時的諸切片

飯野盛利(大阪市大院・理・付属植物園)

植物の成長は催物ホルモンなど多くの内的要因によって

調節されている。また植物は、光などの環境要因を情報と

して読み取って成長を調節している。内的、外的要因に応

答したシグPナノレ伝達系は複雑なネットワークを形成して、

高次な成長調節を達成していると考えられる。本講演では、

そのような成長調節機構の一端を私たちの研究結果から探

ってみる。まず、植物ホルモン(オーキシン、アブシジン

酸)と光受容体(クリプトクロム、フィトクロム)による

成長調節の初期過程には細胞膜を介したイオン輸送の制御

が共通の機構として関与していること(従って、細胞膜の

イオン輸送系がネッ トワークの重要な拠点になっているこ

と)を、プロトプラストの体積変化を指標にした実験結果

から考察する。次に、オーキシンの作用を例にして、長期

的な成長調節がどのように達成されているかを考える。オ

ーキシン濃度を人為的に変動させても、成長の変動は一過

的にしか起こらない。この現象にはオーキシン代謝制御な

ど、復雑な調節機構が関与していることが分かつた。この

ような解析から、オーキシンは短期的な成長調節(及び屈

性発現)のための内的要因であり、なおかつ長期的には、

成長の恒常刊を維持するための要因であることが明らかに

なってきた。組織特異性は複雑な成長続節機構を理解する

上で重要な視点になる。このことを裏付ける実験結果も併

せて紹介する。

S2-01 
酸性化ストレスに対する樹木の生理応答

笠旦主皇、小川匡之(名古屋大院・生命農学)、

手塚修文(名古屋大院・人間情報)

化石燃料の燃焼によって大気中へ放出された NOx，SOx 

が、酸性降下物という形で、森林をはじめとする陸域環境

を徐々に酸性化していることは周知の事実である。このよ

うな殴性化による森林衰退メカニズムの解明を目的として、

生理生化学的な手法による解析をおこなっている。本研究

では、樹木業への酸性霧暴露、および根圏へのアルミニウ

ムストレスが樹木の根および葉に及ぼす生理的活性の変動

を調べた。ストレス負荷の指標として、活性酸素消去系酵

素の活性、これら酵素の基質・生成物質のレベルおよびエ

チレン生成量を測定した。その結果、ヒノキ業への pH4

程度の硫酸酸性霧暴露では、エチレン生成は認められない

が、活性酸素消去系醇素活性は増大した。酸性霧に含まれ

るギ陵 ・酢酸などの有機酸はさらに活性を増大させること

が明らかとなった。また、根圏へのアルミニウムストレス

が、暴露後 1日という比較的短時間で葉の活性酸素消去系

酵素活性を高めること、アスコルビン酸レベルが変動して

いること、また土壌酸性化のストレス指標とされている

Ca/Al比が樹木業の酵素活性に影響を与えることを確認し

たので、これらについて言及する。



S2-02 
森林樹木と菌類の共生系:外生菌根

宝13.ti'1造(東京大・アジア生物研究センター〉

森林では、犠/マな生物が相B:Iこ作用しながら生浮

している。樹木の根に男られる外生菌根は、樹木と

菌類との相E作用によって形成される共生体であ

る。外生菌根は、森林内の物質フローに重要な生態

的役割を果たしていると想像されているが、十分解

析されてはいない。生態的な現象の背後には、当然

生理学的な現象が隠されている。外生菌根の揚合、

樹木は外生菌根菌に光合成産物を供給レ、それに対

して薗は、離れていたり不溶化していたりレて根が

吸収できないリン酸等の栄聾塩類を吸収して菌根へ

と輸送レ、それらを根に供給すると考えられてい

る。私達は現在、この様な外生菌根をめぐる物質の

流れの詳細を、 RIを用いて解析している。今回は、

RIを用いたトレーサー実験の結果を中山に、外生菌

根の生理学について紹介したい。

S2-03 
熱帯樹木で見つかった新しい光応答現象

ーガジュマルの生葉黄金化ー

山崎秀雄(琉球大・理・海洋自然)

沖縄は小笠原と共に亜熱帯気候に属し、多くの熱

帯性植物の生育北限である。同時に海洋性島町向環境
のため、植物は常に塩、紫外線、高温、貧栄養等の
強度の環境ストレスに曝されている。実際、多くの

温帯起源の外来性縞物は、野外では生育することが

できない。ガジュマル(格樹、 Ficusmicrocarpa)は
奄美大島を生育北限とするクワ科イチジク属の熱帯

性木本で、環境ストレスに対する抵抗性は非常に高
い。オンゴンガジュマル(GoldenLeaves)はガジュマ
ルの栽渚種で、沖縄や台湾では街路樹や生け垣に好

んで用いられている。ガジュマルとは異なり、野外

の強光環境下では生薬が黄金色を呈するのが特徴で

ある。この黄金化現象には、光合成系の強光耐性能
の低下が関与している。ここではオウゴンガジュマ

ルの生薬黄金化現象を例に、生理学研究の対象とし
ての熱帯縞物の有用性と面白さを議論する。
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S2-04 
ニホンナシの自家不和合反応の生理・生化学的解析

平塚伸(三重大・生物資源・薗芸)

ニホンナシの自家不和合性は1遺伝子の複対立遺伝

子系で命l附されており、これまでに7個の複対立遺伝

子力句在認されている。近年、それぞれの遺伝子に対応

するタンパク質 (Sタンパク質)が同定され、いずれ

のタンパク質も RNase)舌性を示すことが明らかとな

った。そこで我々は、これら sタンパク質をイオン

交倹クロマトグラフィーを用いて精製し、花粉管伸長

に及ぼす影響を阻泊主Q.で調査した。

自家花粉管伸長は、培地中のタンパク質濃度の増加

に伴ってより強〈抑制されたo 新水. (遺伝子型 :S
4S5 )から調製した Sタンパク質は、交配不和合性品

種である s幸水・ (Sふ)の{r;粉管を自家花粉と同様

に抑制したが、和合品種の'長十郎・ (S2S3)では抑

制されなかった。一方、 Sタンパク質の RNase)舌性

を失活させると、抑制活性は消失した。これらの結果

は、ニホンナシの sタンパク質が不和合花粉を拒絶

するインヒピターとして働き、抑帝リ活性を示すために

はその RNase)舌性が必用であることを示している。

S2-05 
マングロープ植物の耐塩性と代謝

芦原 坦 (お茶の水大・生物)

熱帯、亘書名帯の海岸沼沢地に生育しているマングローブ権

物が、どのような機構で塩類を排除したり有効に利用してい

るのかを解明する目的で、特に耐塩性が高いと思われるヒ/レ

ギダマシ(Avicenniamarina)とマヤプシキ(Sonneratiaalba) 

を実験材料として研究を行った。これらの催物では、植物体

中(液胞)に窓を高濃度にためこんで、外界との浸透圧調節

に利用している。ヒノレギダマシの業では、グリシンベタイン

が、根ではスタキオースが多量に蓄積され、マヤプシキでは、

7 ンエトーノレが蓄積されていることがわかった。このうち、

ヒノレギダマシ業では、細胞質でグリシンベタインを合成する

ことにより、液胞との浸透圧関節を行っていると考えられる。

マングロープのエネルギ一代謝、炭水化物代衡に関与する酵

素の活性は、塩により強く阻害され酵素自体は耐壊性ではな

い。一方、グリシンベタインは、高濃度で存在しでも酵素活

性を阻害しないが、酵素タンパク質の寝からの保護もしてい

なかった。ヒ/レギダマシ業では、塩ストレスにより、コリン

の分解系が著しく増加し、またグリシンベタインの合成活性

が、増加した。これらの植物のエネルギ一関連代謝(呼吸、

糖代謝、プリン代謝)の特性についても述べる。



S2-06 
樹木生理学から分子生物学へースギ花粉症対策への応用ー
盆星盤皇、福井充枝、二村典宏、伊ヶ崎知弘、毛利 武、

丸山エミリオ、佐藤亨、長尾精文(農水省・森林総研)
向井議(静大 .Al) 

スギ花粉症患者の増加は日本の大きな社会問題の一つであ
る。我々は、スギ花粉症対策として、スギの雄花及びアレル
ゲン生産量の抑制に関する研究を進めている。

スギの花芽分化はジペレリンにより誘導される。一方、ウ
ニコナゾーJレーPはこの花芽分化の誘導を抑制する。花芽分化
は処理するジペレリン謙度にも影響を受け、低濃度で処理す
ると雄花の着生が、高波度では雌花の着生が促進される。ま
た、高温・長日条件では雄花が、低温・短日条件では雌花が
多くなる。スギの主要アレルゲンとしては、ペクテートリア
ーゼ活性を持つCryj1と、ボリメチルガラクツロナ』ゼ活性
を持つCryj2がある。Cryj 1にはタベータム組織由来のもの
と花粉由来のものがある。一方、 Cryj 2は花粉由来である。
そこで、スギの雄花で特異的に発現するMADSbox遺伝子、
花粉で発現するMADSbox遺伝子やアレルゲン遺伝子を単離
し、それらの発現特性を調べた。また、パーティクルガン法

による遺伝子導入法も確立した。さらに、多芽体を経由した
個体再生系を確立した。同時に、遺伝子操作に必須の不定膝
を経由した個体再生技術にも一部成功している。効率の良い
個体再生技術が確立されると、遺伝子操作によるスギの雄花
及びアレルグン生産量の抑制が可能となる。

S3-01 
花の色とアントシアニンの化学

斎藤規夫(明治学院大学一般教育郁)

花の色の主要素として anthocyanin色素が知ら

れており、櫨色から青色までの幅広い花色を作りだし

ている。 この花色の発現は anthocyanidinの OH基

化や配糖体化などの一義的な構造の違いだけで決定

できない。色素の存在する細胞組織の液胞中に共存

するアェノーノレ性化合物や無機イオンなどとが色素

分子と強弱種々の相互作用を生じることにより多彩

な花色を形成すると考えられている。Anth∞:yanin
により作り出されるこのような花色変異の要因につ

いては、 1930年代から遺伝学、生化学、化学の

領域からの研究がつずけられ、今日までに主要なも

のとして 6つの要因が知られてきている 。 1)

anthocyaninの構造、特に B・環の OH基化、 2)液

胞の pH，3)自己会合作用、 4)分子問 copigment
作用、 5)分子内 copigment作用、 6)金属複合体

形成などが知られ、 anthocyaninの高次構造につい

ての違いの研究が進められてきている。ここでは演

者のこれまで関係した話題を中心に取りあげたい。

ω 

S3-02 
液胞内の生理と花色発現

主E込差、近藤忠雄1 (椙山大・生活・食品栄養、
l名大・化測機セ)

花色素アントシアニンは、通常花弁組織において

表層細胞のみの液胞内に均一に溶解している。アン

トシアニンによる花色発現機構は、色素の化学構造

研究により 1980年以降急速に進展し、精密高次構造

解析も実現した。その中で、色素は単分子ではなく、

他の色素やフラボンなどと分子会合し、さらには、

金属イオンと錯形成して超分子として存在し、安定

化と多彩な色調が発現されることが明らかになって

きた1)。しかし、液胞内における色素の動的解明を

行ない、生理機能を明らかにするには、液胞中の存

在形態を正確に明らかにしなければならない。我々

は、細胞内微小pH電極を用いた花弁液胞pHの直接

測定2)、プロトプラスト化した着色細胞を用いた顕

微分光測定、ミクロHPLC分析による成分分析など

の手法により、液胞内で起きている生理現象を明ら

かにして、生きた花弁における花色発現、花色変異

機構の解明を目指している。アサガオとアジサイを
中心に話題提供したい。

1) Kondo et aJ. Angew. Chemi. 1m. Ed. Engl. 30， 17 (1991). Kondo 
et aJ. Nature， 358， 515 (1992). 

2) Yoshida et al. Nature， 373， 291 (1995). 

S3-03 
アサガオの花色に関わる自然突然変異

盤旦J塾、星野教、森田裕将、稲垣善茂、 田中

(深田)幸子 (基生研・遺伝子第1)

東南アジア原産のアサガオは、江戸時代に園芸

化されて多数の花や葉に関する自然突然変異体が

分離され、昭和初期に詳細な古典遺伝学的解析が

行われている.我々はアサガオの花の色や襖機に

閲する自然突然変異として易変性 (mutable)変

異ばかりでなく、安定な自然突然変異についても

検討したところ、江戸時代に分敵された数種の変

異の大部分が、トウモロコシのDNA型トランスポ

ゾンEn/Spm類縁の転移調節因子で、 Tpn7ファミ

リーと名付けられた一群のトランスポゾンが花色

発現に関わる遺伝子中に挿入している変異である

ことを明らかにできた。ここで得られたトランス

ポゾンは全て非自律性因子であって、アサガオゲ

ノム内に存在する自律性因子の作用により転移脱

離でき得るものと思われる。ここでは、これらト

ランスポゾンの帰入による易変性変異の生成やそ

の安定化と、江戸時代に分離された園芸的に重要

な自然突然変異体の作出について論じる.



S3-04 
カーネーションにおける花色発現
企園阜孟l犠工大院・工・生命工，基生研1)

カーネ.ヨンの花片の赤色もしくはピンク色はアントシ

アニンによるものである。これまでの研究から，カーネーショ

ンよりアントシアニン合成系の酵素である CHS，F3H， DFR 

および ANSに対する cDNAを得て，さらにこれらに対す

る遺伝子の promoter領域をクローニングして，その庖基配

列を決定した。その結果， F3H， DFRおよび ANSのプロモ

ーター領域において mybの結合配列が共通して見られた。

これに対し， CHSにはこれらの配列が見い出されなかった。

また，カーネーションは栄養繁殖性花井であり，その花色は

表皮系由来のLl層細胞におけるアントシアニンの蓄積によ

り決定されている。そこで，カーネーションの「枝変わり」に

よって生じた花色の異なる品種について，Ll層および 12層

細胞における塩基配列の変異とメチル化部位の変異について，

各々 の層の細胞を細胞工学的手法によって分離し，層ごとの細

胞からゲノム m仏を抽出し，これに対してメチル化部位検

出型 AFLP法を用いて調べた。その結果，カーネーションゲ

ノム DNA中の約 30%がメチル化されていることが示され，

枝変わり品種の問でゲノム DNA全体の1.3%のメチル化の

変異が見られた。さらに，白色の枝変わり品種についてはこれ

らの変異の割合はさらに大きくなり，変異が加速度的に蓄積し

ていることが見い出された。

S3-05 
アントシア二ン色素生合成における後期段階の生化
学と分子生物学 アントシア二ジン合成酵素と新規
配糖化酵素について
斉藤和季(千葉大・薬・薬用資源センター〉

アントシア二ン生合成を触媒するほとんどの酵素
については、その性質が調べられ酵素反応が解析さ
れている。レかし、いくつかのステッブについては
不明な点が多かった。特に、生合成の後期段階につ
いては反応機構が明らかでなかったり、触媒する酵
素の遺伝子クローンが得られていなし1。演者らは、

シソのアントシア二ン成分変種を用いて新規酵素遺
伝子の単離と機能解析、成分変種特異的な遺伝子発
現の制御について研究レてきた。その結果、発色に
関わる最初の反応を触媒するアントシアニジン合成
酵素(ANS)は 2ーオキソグルタル酸依存的にロイコ
アントシアニジンの 2，3位の脱水素反応を触媒する
酸佑酵素であることを実験的に明らかにレた。また、
この反応には ANSだけで必要十分であり、特異的
な脱水酵素はなくてち反応の進行することが示され
た。また、ディファレンシャルディスプレイによっ
て、赤ジソから新規酵素であるアントシア二ン 5・0・
グルコース転移酵素(5・GT)cDNAを単離レ、いくつ
かの植物種の 5・GTの異なった基質特異性を明らか
にした。
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S3-06 
青い花を作るための酵素の分子生物学・生化学・応用

田中良和(サントリー・基礎研)

膏ないし紫の花の多くは芳香族アシル基で修飾された

労レフィニジン型アントシアニンを含んでいる。現レフィ

ニジンを合成するために必要なフラポノイド3'5'水酸化

酵素は、フラボノイド3';水酸化酵素とともに、 P450スー

パーファミリーに属し、両酵素とも基質特異性が広い。

また、両酵素の遺伝子は顕花植物が種分岐する以前にす

でに分岐していたらしい。フラポノイド3'5'水酸化酵素

遺伝子を導入することにより、天然にはないデルフィニ

ジンを生産する紫色のカーネーションを開発した。アン

トシアニンアシル基転移酵素の遺伝子をクローン化した。

この酵素も基質特異性の広い酵素で、アシル基転移酵素

ファミリーに属する。

コピグメントも膏い花を作る上で重要である。最近フ

ラポン合成酵素11の遺伝子を取得したり。この酵素も

P450ファミリーに属し、フラポノイドの2位の水酸化と

肋k反応剖蝶し、フラパノンからフラボンを生成した。

1) Akashi et al. (1999) PCP 40:1182-1186 

S3-07 
遺伝子組換えによるトレニアの花色の改変

装E道主(野菜茶試・花き部)

演者らは、ゴマノハグサ科に属し、夏の花壇用

花きとして利用されているトレニアのアグロパク

テリウム法による形質転換系を開発した。この系

は花きの遺伝子組換え実験を行う上で、幾つかの

長所を有している。ここでは、 トレニアにカルコ
ン合成酵素 (CH S)あるいはジヒドロフラボノ

ール還元酵素 (DF R)遺伝子を、それぞれセン

スあるいはアンチセンス方向に導入し、花色の改
変を試みた。

アンチセンス方向導入個体では花冠全体の着色

が淡くなったのに対し、センス方向導入個体では
唇形部に比べて筒状部の着色が著しく抑制された

遺伝子の導入方向により花色の改変のパターンが
異なることが明らかになった。さらに、アンチセ

ンス DFR遺伝子導入個体では、アンチセンス C
HS遺伝子導入個体に比べて、花色が青みがかる
現象が認められた。この色調の差は、アンチセン
スDFR遺伝子の導入によりコピタメントと推定

されるフラボンが蓄積し、コピグメンテーション
効果が生じたことが原因であることが明らかにな
った。本手法は、より青い色への花色の改変に利
用できるものと考えられた。



S4-01 
Metabolic Regulation of Nitrate and Sucrose 

Metabolism 

SC Huber， H Winter， 0 Toroser， and GS Athwal， USOA， NC State 
University， Raleigh， NC 27695-7631 (SCH， OT， GSA) and 
University of Osnabrueck， Osnabrueck， 0-49069 Gerrnany但w)
Protein phosphorylation is emerging as an important mechanism 
controlling key enzymes of both primary C-and N-metabolism. 
Sucrose-phosphate synthase (SPS)， which is involved in sucrose 
(Suc) biosynthesis， is phosphorylated on multiple sites that direct¥y 
modulate activity in response to light/dark transitions and osmotic 
stress. SPS is also known to interact with 14・3-3proteins in a 
phosphorylation-dependent manner， and results sugg<釘 tthe potenti叫
for a multienzyme∞mplex with UDPglucose pyrophosphorylase 
with a 14-3・3serving as a scaffold protein. ln ∞ntrast， sucrose 
synthase (SuSy) is phosphorylated on a single m句orsite (SerI5) 
白紙 apparent1yaffects enzyme localization rather than activity. 
Recent results suggest that SuSy is not simply合間 inthe cytosol， 
but may a1so be associated with membranes and with the actin 
cytoskeleton depending on phosphorylation status. The localization 
of SuSy could affect partitioning of carbon among end products in 
sink organs. Lastly， NADH:nitrate問 ductase(NR) is well known 
to be inactivated in darkened leaves by phosphorylation (Ser543) 
followed by divalent cation (Me2+) dependent binding of a 14・3・3
inhibitor protein. The 14・3・3s bind Me2+， which cause a 
conformational change that we postulate opens the peptide ligand 
binding groove. Preliminary mutagenesis results implicate the helix 
8/9 loop as a possible Me2+ binding site. Implications of these 
resu1ts for molecular genetic manipulation of metabolism will be 
discussed 

S4-02 
イネにおけるアンモニウム同化と転流隻来事l用の分子像檎:

アンチセンスNADH依存性グルタミン酸合成静素cONAを導入した

イネの解析
呈出盆童、山谷知行(東北大・大学院虫学研究科・応用生命科学)

日本型イネの穫を構成する蜜棄の約80%は、老化器官から師管を通

じて主にグルタミンやアスパラギンの形態で転流する笠棄に由来す
る.イネの老化葉身では、絵管束に局在するサイトソル型グルタミン
合成書事業1(GSl)が転涜グルタミン合成に主に関与し、また、若い生
長中の業や登熟過程の穎果では、維管東に局在するNADH依存性グル

タミン酸合成酵素的ADH-GOGAT)が転担任グルタミンをグルタミン厳
に変換する反応を主に担うことを検証してきた.一方、イネ幼植物根

では、低調量度のNH:供給後、 NADH-GOGATmRNAとタンパク質及
び活性は急増する.特にNADH-GOGATタンパク貨は、槙の不透水
性のカスパリン層の外側にある表皮と外皮で顕著に蓄積する.この結
果は、イネ穏でのNH:向化において、 NADH-GOGATが重要な織能
を担うことを示唆する.
イネでのNHJ同化と転流窒素利用におけるNADH-GOGATの役割

を直後的に検証するため、CaMV35Sプロモーターの制御下NADH-
GOGATcONAの3・末側856bpをアンチセンス方向に発現させたイネ
形質転換体を作製した.Tl世代の幼植物根では、 NH:供給後の

NADH-GOGAT mRNAとタンパク質の蓄積量が野生型と比較して減
少し、かつ、これらの系統ではNH:供給に伴い顕著な生育阻害が18め
られた.また、Tl世代の未抽出業身や登熟過程の穎果のNADH-
GOGATタンパク質含量も顕著に減少し、特にT2種子の千粒重、種子

当たりの全室乗含量が約30%減少した系統が認められた.現在、これ

らの形質転換体のより詳細な解析を行っている.また、イネサイトソ

ル型GSlのアンチセンス形質転換イネ当代も得られており、これらの
形質転換イネの解析結果をもとに、イネにおけるアンモニウム同化と
転流窒素利用の分子後檎に関して論議する.
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S4-03 
光合成効率の改良によるソース器官の炭素代謝制御

ーラン藻FBP!SBPaseの葉緑体への導入ー

宮川佳子、田茂井政宏、垂直且(近畿大・農)

植物は光合成炭素還元系 (PCRサイクル)により大気中の

CO2を有機化して利用している。 PCRサイクルを権成する酵素

群の中で 、fructose-1，6-bisphosphatase(FBPase)とsedo-

hept叫ose-1，7-bisphosphatase (SBPase)は、光還元カによ

る活性調節を受ける律速酵素の1っと考えられている。最近我々

は、ラン漢のFBP!SBPaseは1)FBPaseおよびSBPase活性を

有し、 2)光還元カによる活性調節を受けず、 3)H202ffii1性を

示し、 4)一次構造が高等植物の酵素とは全く異なる新規の酵

素であることを明らかにした(ABB334， 27， 1996， BBA 1383， 

232， 1998， BBB 62， 374， 1998， PCP 40， 257， 1999)。そこで、高

等植物のPCRサイクルを改変したときの光合成効率、代謝中

間体およびソース/シンク器官の炭素代謝に及ぼす影響を検

討するために、 SynechococcusPCC 7~42の FBP!SBPase を
葉緑体へ導入した形質転換タバコを作成した。形質転換体

TFI-3は野生株と比較して背丈が高く、菜、茎、根のいずれも

著しく発達していた。播種後10週目のTFI-3の光合成活性

(C02固定能)は野生綜のl.24倍に上昇し、サイクルの代謝中間

体RuBP，PGA DHAP， F6PおよびG6Pはいずれも滑加してい

た。 TFI-3の上薬(第3葉)ではへキソースおよひーシュクロース

含量が、下葉および根ではデンプン含量が著しく増加してい

た。とれらの知見より、 FBP!SBPaseの導入によるソース/シ

ンク器官の光合成効率や炭素代謝に及ぼす影響を考察する。

S4-04 
代謝生理学のコペルニクス的転回

ーイネで C4光合成田路は様能するのか?ー

霊山盗，松岡信¥徳.(宮尾)光.

(腹水省・生物研名大・生物分子応答)

C4植物I立大きな葉緑体を多数含む発達した維管東側細

胞を縛っている. C4光合成回路の成立には.C4光合成

静棄の発現のみならず，漂肉絹胞と錐管東車両細胞の繊能

分化が不可欠と考えられている.一方.C3植物であるイ

ネでは維管東側細胞は未発達であり，薫肉細胞のみで光

合成を行っている.維管東側細胞の未発速なイネで C4光

合成田路を駆動することは可能であるうか?

我均lま既に， トウモロコシの C4光合成田路の織成に必

要な3種類の C4光合成酸素，ホスホエノールピルビン酸

カルポキシラーゼ，ピルピン費量リン量産ジキナーゼ.NADP-

リンゴ酸醇集それぞれをイネ内で C4織物並に高発現させ

ることに成功しており，遠からず3種績の醇索を併せ持

つイネが作出できる段階に来ている.また.単独の C4光

合成..の高発現で，イネの代謝が変化することがわか

っている.本館演では，業肉細胞のみで C4光合成を行う

淡水性水生纏物 (SAM)での知見を参考に.C4イネ作出

の可能性を考喫する.本研究の一郎I草生研織構菖礎研究推進事織

の支鑓で行われた.



S4-05 
向losphoeno.tyruvatecarboxylase (円子む)形質転鎮

体イネでの同:PCによる炭素フローの制御と低 pH土

繊ストレス耐性強化

主盤JI・宮尾光恵 1 ・松岡信 2 (北海道大学院・腹・生

物資源生産、 1.業生物資源研究所・光合成研究室、 2

名古屋大学・生物分子応答研究センター)

光条件下で 14C02を同化させるとダイズではイネ

に比べて、有償酸、アミノ殿、タンパク貨に多く分配

され、この代謝過程は sucrosephosphat e synt hase 

(5内)や phosphoeno.tyruvatecarboxylase (円子む)

の活性により制御されていた.αN比はトウモロコシ

の陀陀遺伝子を導入した形質転換体イネで低下し、

これは光合成産物が有機量産やアミノ酸に多く分配され

るためであった.形策転自民体イネは根から有償酸を多

く分泌するので、低 pH培地でのアルミニュウム耐性

があり、低リン土犠でのリン吸収能が高かった.

S5-01 
大麦の塩ストレスに応答する遺伝子のカタログを作

る

中村敏英、AndreT. Jagendorf1、施衛明、上田晃

弘、直盤盤王(名古屋大院・生命農学、 lSec.Plant 

Bio.， Cornell Univ.) 

我々はこれまで、大麦のグリシンベタイン合成経路に関する

研究を行って来た。グリシンペタインはコリンからペタインア
ルデヒドを経て 2段階の反応で合成されるが、アカザ科で働く

コリンモノオキシゲナーゼ (CMO)は、大麦では検出出来な

い。また最終段階を触媒する醇素BADHの局在も葉緑体ではな

い.しかしながら大変のグリシンベタインの合成には、光が必

須である。大麦のグリシンペタインの合成を誘導する因子(
活性酸素等)に関する研究を進めているので報告する。

また我々 はDifferentialDisplay法を用いて境ストレスに応

答する遺伝子群の単厳とその解析を進めている.代表例として
は、古い葉で発現するnuc!ease1がある。本遺伝子の発現は若
い業では、ほとんど起こらない。従って古い業の中にある核酸

を分解して、若い葉の生存維持のために働くものと考えられる。

他にペルオキシゾーム結合型アスコルビン酸ペルオキシダーゼ
等をクローニングした.大麦において塩ストレス下で働く遺伝
子群を概観することが出来る。
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S5-02 
越冬性植物の寒冷環境ストレス応答における機能性

タンパク質の多機性

笠運本盤，荒川圭太，吉田静夫，藤川清三(北海道

大・低温研)

温帯以北に生育する多年生植物の多くは、秋から

冬にかけて低温周11化し、真冬にはもっとも高い耐凍

性を発揮する。凍結傷害は、細胞膜が凍結によって

不可逆的な損傷を受けることが主因でおこると考え

られているが、傷害の発生温度や発生様式は植物の

種や器官、組織によって様々であることがCryo-

SEMなどによる観察結果から明らかになった。越

冬植物の持つ高い耐凍性の発現には、低温馴化過程

において蓄積される様々なタンパク質が関与してお

り、それらの機能により細胞膜が直接あるいは間接

的に保護されているものと思われる。冬期に高い耐

凍性を発現する越冬性植物から、細胞膜、細胞壁、

および小胞体(大部分は細胞膜直下に存在)画分を

分離し、低温眉11化特異的に誘導されてくるタンパク

質を解析した。その結果、低分子量ヒートショック

タンパク質、高親水性タンパク質や、タウマチン様

タンパク質など、多様な機能性タンパク質の存在が

明らかになった。

S5-03 
トリエン脂肪酸と植物の高温適応

射場厚(九大院・理・生物科学)

ジーンサイレンシングにより葉緑体局在型 ω-3脂

肪酸不飽和化酵素の活性を人為的に低下させた形質
転換タバコを用いて、トリエン脂肪酸の含量と植物
の高温適応能力との相関について解析した。このタ
バコの葉緑体膜脂質においてトリエン脂肪酸は極め
て低いレベルに抑えられたが、減少分に相当するジ
エン脂肪酸が増加した。低温から通常の生育温度に
かけて、形質転換タバコと野生株の生育に差は無か
った。一方、野生株は 40"C以上の高温領域で光合
成活性の著しい低下が見られたが、 トリエン脂肪酸

含量の低下した形質転換タバコでは、光合成活性の
低下は顕著に緩和され、 45"Cにおいては、光合成
活性はむしろ増加した。また、このような高温 (4
7 "C)では、野生株において高温による障害(短期
間に生ずるネクローシス)が観察されたが、形質転
換タバコでは、そのような高温による障害は見られ
なかった。比較的高温 (36"C)で長期生育 (60 
日以上)させた場合にも、両者に顕著な差が見られ
た。 Arabidopsisの変異株を用いた解析や、高温処理
の温度領域、処理時間などのファクターを総合的に
検討すると、葉緑体膜脂質のトリエン脂肪酸含量の
低減が種間の生理的特性によらず、普遍的に高温に
対する適応能力を向上させると結論づけられた。



S5-04 
病原菌飽織と応答は植物細胞盤で起こる. 木場.範12、豊田和

弘\一瀬勇規\山田哲治\阜亙友~<'岡山大・農・縞物病理/
遺伝子、 z財団法人宕手生物工学研究センター)

これまで、縞物細胞臓において外界からの異物のHl織が起こ

るものと考えられてきた.しかし、エンドウ褐紋病をモデルに

解析した結果、禍紋病薗エリシター (E)はエンドウ原形質膜

のATPぉeやPI代謝系を活性化し、サプレッサー(S)はそれらを

剣自制するものの特異的応答は惚められなかった.そこで細胞膿

より外側に存在する細胞鐙の織能を解析した結果、ATPase

(NTPase)や活性酸素生成系、さらにこれらとリンクした感染

阻害物質生産系の存在が明かとなり、これらはEで活性化され、

Sで宿主特異的に阻書されることが判明した.この結果l立、細

胞壁のATPぉeや活性酸素生成系の近傍lこE/Sの飽織装置が存在

することを示唆している.そこで、 ATPaseを指療に受容体精

製を践みたところ、分子量約60回司蛋白賀lこE/Sが特異的に

結合することが判明した。 F味アミノ磁配列の解析で得られた

情報からRT-PCRを行い、塩基配列を決定した結果、光応答性

の核NTPaseと高いホモロジーが認められ、内万raseの4保存領

織の配列の存在も明らかになった.しかし、細胞援ATPase及

びc郎JAからの翻釈産物の阻害剤感受性は内方raseや核NTPぉe

とは全く異なる.細胞壁ATPaseの観訳産物にl立、 E/Sが特異的

に結合することも判明した.すなわち、細胞壁は樋物の異物認

織と応答における最前線の小器官と考えることができる.

S5-05 
植物 RNAウイルスの増殖をサポートする宿主因子の同定

型」盤卒、山中拓哉、佐藤玲奈、内藤哲

(北大院・農・応用生命)

シロイヌナズナの劣性変異 10m1はー細胞内でのタバコモザイ

クウイルス (TMV)RNAの増幅を阻害する。従って対応する野

生型遺伝子産物 TOMlはTMVの効率のよい複製に必須であ
ると考えられる。ポジショナルクローニングの結果、 TOMlは

複数回貫通型膜蛋白質であることが判明し、 TMVの複製蛋白

質を膜に繋ぎ止める役割を担う可能性が考えられた。lomlに
は3つの独立なアリルがあり、いずれもが遺伝子産物の活性を

ほぼゼロにするような変異であったにもかかわらず、 TMVの

増殖はゼロにはならない。これは、 TOMlがTMVの増殖に必
須でない、もしくはシロイヌナズナに TOM1と相同の機能を

もっ遺伝子が存在するためと推測された。そこで、 10m1変異

株をさらに変異誘起処理し、 TMVの増殖がほぼゼロになる変
異株を得た。その株は 10m1に加え劣性変異 tom3をもってい

た。10m3をマ ップしたところ、変異が存在しうる領域内に
TOMlと相同な配列が存在することが判明した。変異株ゲノム

の相当領域をシークエンスしたところ、遺伝子発現に重篤な影

響を与えると予想されるナンセンス変異が見つかった。このこ
とから、 TOM3はTOMlのホモログをコードし、 TOMl/TOM3

機能は TMVの増殖に必須であると予想された。以上をふまえ

て、ウイルスの増殖に必須な宿主因子遺伝子の人為的不活化に

よる高度ウイルス耐性植物作出の可能性を論じたい。
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S5-06 
植物のオキシダティプパーストと感染防御ネット

ワークの誘導.

道塞起率、朴 海準、吉岡博文、 }IJ北一人(名大

院・生農)

組物組織・細胞は侵略微生物を認識し、直ちに活

性酸素を生成し(オキシダティプパース卜 OXB)、

その下流で感染防御に関連する各種の生理・生化学的

応答を開始し鳩幅する。ナス科植物を中心として、

OXBとその機能に関連する実験結果を基に、次の項

目にそって概説し、それらを基盤とする植物免疫誘導

技術の開発と遺伝子工学との接点で議論した。1)感

染・異物に対する組織、細胞、プロトプラストおよび

分離原形質膜での OXBの発生様相、 2)OXBの酵素

系とその活性化機構、 3)局部的 OXBが関連する下

流の誘導的防御関連代謝とそれらの制御、 4)局部的

OXBの全身的シグナル発信と全身的 OXBおよび獲得

抵抗性の誘導、 5)局部および全身的 OXB誘導の情

報伝達系の制御による植物の免疫強化

S5-07 
EXPRESSION AND REGULATlON OF 
ANTIMICROBIAL DEFENSE REACfIONS IN 
CHICKPEA 

Wolf~an~ BARj~l and Yuki ICHINOSE2 

1 Plant Biochemistry， Munster Univ.， Germany 

2Grad. School Nat. Sci. Techn.， Okayama Univ. 

In chickpea cells induction of defense reactions 
(phytoalexins， various families of PR-proteins， cell wall 
modification) is preceded by oxidative burst， activation of 
ion fluxes and a protein kinase / phosphatase cycle. 
Transient changes of extemal pH-values and inactivation 

of the plasmamembr組 eH七ATPasehave been observed. 
A comprehensive search for genes affected by 

fungaI infection of plants (by differentiaI cDNA 
hybridization experiments) reveaIed massive 
rearrangement of cellular metabolism. Affected and 
identified genes belong to a ) defense related pa白ways，

b) signal transduction， c) gene expression， d) catabo¥ic 
pathways and d) primary metabolism / photosynthesis. 

Selected examples will be discussed. 

Financial support: Deutsch Forschungsgemeinschaft， 
Japanese Society of the Promotion of Science， Alexander-
von-Humboldt-Stiftung. 



S6・01
ENVIRONMENTAL MERCURY DETOXIFICATION 
AND REMOVAL BY TRANSGENIC PLANTS 
EXPRESSING BACfERIAL MER GENES 
C.L. RUGH¥ S.P. BIZILy2， N.-J. WANG2， A.c.P. 
HEATON<， S.A. MERKL厄3，R.B. MEAGHER2， lD巴pt.
9f Crop and Soil Science.s， Michigan State University， 
2Dept. . of Genetics and 3School of Forest Resources， 
University of Georgia. 

Weemployedamol巴culargenetic approach to transform 
plants with genes from出巴 bacterialmercury resistance 
operon. Engineered plants were shown to effectively 
express the merA and merB genes (encoding mercuric 
reductase and organomercuriallyase， resp.). Transgenic 
plants grew on levels of mercurial compounds that were 
toxic to wildtype control plants. Mer-plants more 
efficiently removed highly toxic mercurials， including 
Hg(II) and MeHg， from growth media by conversion to 
clemental mercury vapor， a reduction in relative toxicity 
of several orders of magnitudc. In preliminary 
experiments on mercury-contaminated soils， mer-plants 
had much high巴rsurvival and growth rates than wildtype 
plants. Additional research is ongoing to create plants 
with root-specific expression of mer genes. Such plants 
could be utilized to sequester the mercury in shoot tissues 
for later harvest and disposal ftom locations where Hg(O) 
release is unacceptable. Th巴s巴 results indicate that 
phytoremediation could be an effective and ecologically 
compatible m巴thodfor mercury cleanup. 

S6ー02
NOVEL PLANT PEROXIDASE FOR REMEDlATION OF 
HALOORGANICS 
Laszlo MARTON， Department of Biological Sciences， 
University of South Carolina 

Through industrial wast巴 disposal，halogenated organics 
are wid巴lyspread in soil， groundwater， and air. Their relative 
stability and toxicity to vert巴brates presents a severe 
environm巴ntalpollution probl巴m.Toxicity incr巴asesby the 
degree ofhalogenation. In their biodegradation d巴halogenation
is the rat巴limitingstep. 
Recentlyan e昭 ym巴withanov巴1function: dehaloperoxidase 

(DHP) was discover巴dfirst in a polychat巴 wormthen in a 
perennial， monoculture forming salt marsh plant: Spartina 
alternif1ora. This novel enzyme dehalogenated a broad rang巴
of halo organic compounds among them the paper pulp 
bleaching derived 2，4，6，trichlorophenol (TCP) and the 
industrial d巴greasertrichloro巴then巴 σCE).Th巴 rangeof 
substrates includes chlorine bromine-， and f1uorine substituted 
compounds with the halogen groups in orto-， meta-， or para-
position. In intact plants the activity was very high in the 
roots， n巴gligibleactivity was found in other plant parts. Callus 
cultures also express very high 1巴velofDHP activity， providing 
an巴xcellentsourc巴ofDHP. A cDNA library has also been 
constructed企omthese cultures. The isolation of the DHP 
gene is in progress using partial N-te口百inalprotein sequ巴nces
bas巴ddegenerate probes. Totipotent tissue culture recipi巴nt
systems for th巴 transferof this v巴rypromising remediator 
gene hav巴alsobeen d巴velopedfrom reed， giant reed， cattail 
and juncus sp巴cies
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S6-03 
TRANSGENIC TOBACCO PLANTS ENRICHED WITH 
CYSTEINESYNTHASE: APPLICATION TO 
REMEDlA TION OF ENVIRONMENTAL POLLUTANTS 
Hiroshi SANO， Nara Institute of Science and Technology 
Nara 630-0101， lapan 

Plants poss巴ss sulfur assimilation pathways， in which 
巴xtracellularsulfat巴 istaken up by sulfate transporters and 
successiv巴lyreduced to cysteine through several enzymatic 
processing. Cysteine is enzymatically converted furth巴rto 
m巴thionine，glutathiones， phytocheratins and other sulfur 
containing compounds， which are essential to maintaining plant 
Iifl巴.The final st巴Pofcyst巴in巴synthesisis catalyzed by cystein巴

synthas巴 (CS)，which is g巴nerallyconsidered to be one of the 
rate limiting factors in th巴sulfurassimilation process. 
In order to strengthen the sulfur assimilation， which may 

mak巴plantstolerant to the toxic lev巴1of sulfur compounds， we 
have constructed transgenic tobacco plants with CS genes. The 
resulting plantswithhigh level ofCS activity showed aresistance 
to sulfide gas. Surprisingly they w巴r巴alsoresistant to the heavy 
metal， cadmium at as high concentration as 0.1 mM， under 
which the wild-type of control plants rapidly d巴c巴as巴d.The 
mol巴cularm巴chanismof such resistance is not clear y巴t，but it 
is conceivable that increas巴dglutathione or its polymeric foロn，
phytocheratin， has bound the metal resulting in d巴toxification
Thes巴findingssuggest a new method for remediation of air 

pollutants as w巴11as toxic heavy metals using the transgenic 
plants with g巴nesinvolv巴din sulfur assimilation pathways. 

S6-04 
METABOLISM OF THE NITROGEN OF NITROGEN 
DIOXlDE IN PLANTS 
H. MORlKAWA， M. TAKAHASHI， Department of 
Math巴maticaland Life Sciences， Graduate School of 
Science， Hiroshirna University 

Higher plants ar巴reportedto assimilat巴nitrogendioxide 
(NOJ into organic compounds such as amino acids. 
We have found that among 217 plant taxa inc1uding 50 
wild herbaceous plants coll巴ctedfrom roadsides， 60 
cultivated herbac巴ousplants and 107 cultivated woody 
plants， the ability to assimila!~ nitrogen dioxide，泊
r巴sponseto fumigation with "N-labeled N02， varies 
more than 600・fold.Ca¥即 (s)for this variation are not 
known yet. We a1so have found that出emetabolism of 
nitrogen dioxide somewhat differs from that of nitrate 
in plant leav巴s.When_ Arabidopsis thaliana seedlings 
wer巴fumigatedwith j'N・labeledNOJ， reduced N was 
about 70・75%of total N while nitrate/nitrite N was 1・2
%oftotal N. and 25-30% oftotalN remainedunidentified 
N. In plants fed 15N-labeled KN03， the amount of total 
N coincided within experimental errors. Similar results 
were obtained with Rhododendron mucronatum . Further， 
th巴 UN bearing compounds inc1uded nitro- and/or 
nitroso-ones. W巴havefoundthat aseptically grown plants 
emit I~N-labeled nitrous oxide in response to fumigation 
with I'N-labeled NO 2 and nitrate. These results indicate 
that more basic plant physiological studies are needed 
to understand the potential of plants that訂'euseful for 
remediation of global environment. 



S7-01 
ウイルス感染による過敏感細胞死と獲得抵抗性

本盛誼王1.2，瀬尾茂美2，光原一朗1.2，喬景波1，

三浦正幸3(1農水省・農業生物資源研、

2CREST/JST， 3大阪大学・医学部)

TMV感染によるNNタバコ (TMV抵抗性遺伝子N

を有する)における病斑形成は一種のプログラム細

胞死と考えられる。我々はこの過敏感細胞死が、動

物の細胞死抑制タンパク質Bcl-xLやCed-9の過剰

発現で抑制されることを、病斑形成に伴う電解質の

漏出、防御タンパク質であるPRタンパク質の誘

導、抗菌性物質スコポレチンの生成の様相などから

見いだした。 Bcl-xLは葉ではタンパク質当りミト

コンドリアに多いが、培養細胞ではあらゆる分画か

ら検出された。これらのタンパク質が多く含まれる

培養細胞は生長が活発で、非形質転換植物由来の細

胞に比べて、 NaClに対する耐性を示した。形質転

換タバコの自殖次世代の種子を寒天培地上に播種し

たり、芽生え植物を使ったりした結果、これらのタ

ンパク質の発現量の多い系統ほど耐塩性を示すこと

が分かつた。

S7-02 
低分子GタンパクRacによる細胞死と耐病性のシグナリング

皇杢一旦、小埜栄一郎、逸見健司、 WongHann Lin、坂本剛、
川崎努、 (奈良先端大・バイオ)

権物の病原体に対する過敏感細胞死を伴う一連の防御応答
は、 NADPHオキシダーゼを介した一過的な活性酸素の生産が
引き金となって誘導されてくる。食細胞の系では低分子量Gタ
ンパクであるRacはNADPHオキシダーゼ活性の調節因子である
ことから植物の抵抗性における活性酸素種の生成においても重
要な役割を果たしていることが推測される。
我4l;tイネからヒトのRacと高い相向性をもっ3種のOsRaci宣

伝子を単離した。これらの遺伝子の機能解析を行うために活性
型とドミナントネガテイプ型(DN)のRac遺伝子を構築し、イネ
培養細胞で過剰発現させた。その結果、活性型Racは恒常的な
活性酸素の生産および細胞死を引き起こし、 DN型Racでその効
果を抑制したことから、 Racは細胞死の調節因子であると考え
られた。そこで、槌物体レベルでの抵抗性獲得におけるOsRac
の機能解析を行うために活性型及びDN型のOsRac形質転換イネ
を作出した。その結果、活性型Rac形質転換体では活性酸素の
生産が葉鞘で見られ、自発的な細胞死である疑似病斑と抵抗性
反応時に見られる自家蛍光物質の蓄積が葉鞘及び業身で確認さ
れた。また、形質転換体の中には親和性の病原菌に対して抵抗
性を獲得した個体が確認された。一方、 DN型OsRacは非親和性
の病原菌に対する過敏感反応を抑制し、細胞死変異体の固有の
疑似病斑形成を抑制した。以上のことから、 OsRacは植物体に

おいて活性酸素生成及び細胞死を誘導するとともに抵抗性への
シグナル伝達に関与していることが示唆された。
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S7-03 
INVOL VEMENT AND DETECTION OF CASP ASE-
LIKE PROTEASES DURlNG CELL DEATH 
INDUCTION BY PLANT PATHOGENS 
Eri♀..L.am， Dominique Pontier and Olga del POZO 
Biotech Center， Foran Hall， Rutgers University， New 
Brunswick， NJ 08903， USA 

Rapid cell death induction at the site of pathogen 
invasion is often observed during the activation of 
disease resistance in higher plants. From genetic and 
biochemical studies， it is cIear that thls hypersensitive 
response to pathogens is a form of programmed cell 
death and requires the active participation of plant 
enzymes. Using peptide inhibitors and transgenic 
expression of the baculovirus p35 gene in plants， we 
showed that caspases may be likely enzymes that are 
required for the induction of cell death in plants. 
Furthermore， the activation of defense genes by 
incompatible pathogens can be uncoupled from cell death 
using caspase-specific inhibitors. Induction of YV AD 
c1eavage activity can be detected in tobacco extracts 
following induction of cell death by Tobacco Mosaic 
Virus. To track the caspase-Iike protease activity in vivα 
we designed and constructed a novel detection system in 
order to monitor the presence of active caspases in 
transgenic plants. This protease detection method may 
provide a versatile tool for the study of protease 
regulation in various biological systems， especially ones 
involving a cascade of multiple proteases. 

S7-04 
値物細胞分化に伴うプログラム細胞死

逼旦益盤、井藤純、国代玄、表賢珍、岡村好倫、

小原圭介、遠藤暁音寺、山本亮、栗山英夫、出村拓(東

京大・院理・生物科学)

道管・仮道管細胞は二次細胞墜を沈着させたのち、自己

分解のプログラムを作動させ、内容物を分解して死ぬ。

この過程は植物の典型的なプログラム細胞死の過程であ

り、私たちはこの機構の解析を通して樋物細胞死機織の

解明を目指している。これまでの電子顕微鏡観察と蛍光

試薬を用いた細胞観察により、;復胞崩i裏が細胞死の鍵と

なっていることが明らかになった。そこで、細胞内容物

分解のための種々の酵素及びその遺伝子の単離・解析を

行った.その結果、 ZCP4(システインプロテアーゼ)

と ZENl (S 1ヌクレアーゼ)の mRNAが細胞死特異

的に発現することが明らかになったo ZEN7をグルココ

ルチコイド誘導系に組み込み、タバコ BY2に導入し、

その活性と局在性を解析した。その結果、 ZENlは液胞

に特異的に蓄積され、;夜胞内で活性を持つことが明らか

になった。細胞死誘導機構に迫るべく、これら ZCP4と

ZEN7の誘導因子の解析を行ったところ、新たに合成さ

れるブラシノステロイドがその候補となることが明らか

になった。これらの結果と細胞死過程の連続観察結果を

もとに、;夜胞崩i裏が keyとなる植物細胞死機構のモデル

を提出する。



S8-01 
THE PHYS10LOG1CAL RELEVANCE OF CYANO-
BACTERIAL RESP1RATION 
Guenter A. PESCHEK 
Molecular Bioene沼津rics Group， 1nsri削除 of Physica1 
Chemis町， University of Vienna， Waehringerstrasse 42 
and Althanstrasse 14， A・1090Wien 

The enrire genomic sequence of Synechocysris sp. 
PCC6803 exhibits the potenria1 of encoding也氏edifferent 
terrninal oxidases (see http://www.kazusa.or.jp/cyano). 
Only one of吐lese，the aa3・typecytochrome-c oxidase， has 
been idenrified and characterized biochemically in 
cytoplasmic and thylakoid membranes from thirty-thr伐
S紅白ns and species of cyanobacteria in the author's 
laboratory since 1979. Conditions for the expression of也e
two other (quinol) oxidases in wild-type cyanobacteria 
have not yet been found. 1n羽 ewof most cyanobacteria 
being obligate or near・obligatephototrophs， nable to thrive 
well in darkness on any carbon source， it is suggested that a 
single functional respiratory oxidase might be enough to 
meet maintenance requirements in these organisms. Details 
of localizarion，鉱山町e，釦dfuncrion of the aa3・type
cytochrome-c oxidase in cyanobacteria， interacrions 
between photosynthesis and respirarion， and the role of 
respirarion for stress defence s住ategies，will be discussed in 
也ispresentation. 

S8ー02
A~伍MBRANE・BOUND RUBREDOXIN 1S REQUIRED 
FOR B10GENES1S OF PHOTOSYSTEM 1 
T)nnald A. BRY ANI， Dept. of Biochemis句， andMolec叫紅

Biology， The Pennsylvania State University， University 
Park， PA， U. S. A. 16802 

Cy加 obacteria，朗唱aryonca抱総組dhi唱hぽ plantshave a 
gene that en∞des a membrane-localized rubredoxin 
(RubA). The rubA gene of the marine unicellular 
cyanobac飽rium Synechococcus sp. PCC 7002 was 
inserrionally inactivated and the phenotype of the resultant 
mu旬ntch紅acterized.The rubA mutant strain was unable to 
grow photoautotrophically， and oxygen evolurion wi也
bicarbona旬 asth直 ele心tronacceptor was not detectable. 
However， the rate of oxygen evolurion with ferricyanide 
and dimethyl benzoquinone as acceptor was only slight1y 
lass than for the wild-type s回 in.Trimeric Photosystem 1 
complexes w官reisolated from the rubA mutant and w官re
characterized biochemically and biophysically. These 
complexes are missing [4Fe-4S] cluster Fx and the three 
stromal accessory proteins PsaC， PsaD， and PsaE 
Phylloquinone ac四 ptorA. is present in the complexes， 
however， and electron住anspo此 to也isacceptor is吋民ually
idenrical to that for wild-type complexes. Complementarion 
studies sho明 thatthe mutant can be complemented with the 
full-Iength RubA protein from Synechocystis sp. PCC 6803 
but that a tru"，泡ted pro倒 n lacking the C-terminal 
memb即時ーlocalizationdomain can not complement the 
defect. The po剖 blefunction of RubA in assembly of th虐
Fx[4Fe-4S] clus総rwill be discussed. 
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S8-03 
GENES THA T REGULA TE FUNCTIONS OF PHOTO-
SYSTEMS町 THECYANOBACTERIUM砂nechocystis
sp. PCC 6803. 
Hima合iPAKRAS1・， ElenaZAKへNatalia1VLEVA*and 
1tzhak OHAび *Dep紅白nentof Biology， Washington 
University， St. Louis， MO 63130， USA日Dep釘 旬lentof 
Biological Chemistry， Hebrew University， Jerusalem， 
91904，1srael. 

Photosystem 1 (PS1) and photosystem II (PSII) are two 
large pigment-protein complexes in the thylakoid 
membranes of 0勾 genic photosyntheric organisms. 
Genetic analysis has revealed也atthe btpA gene regu1ates 
仕lestability ofPS1 in Synechocystis 6803. The btpλgene 
product is an ex仕insic thylakoid membrane protein 
exposed to the cytoplωm. We have recently found也atthe 
BtpA protein is required for the stability of the reaction 
center protein PsaA，組dconsequently the PS1 complex， at 
low tempera旬re. However， BtpA is not a structural 
component of the PS1 apocomplex. We are also 
investigating the functional role of PsbJ， the smallest 
protein component of PSII. A PsbJ-less mutant strain can 
grow photoauto位ophica11y.1nteresringly， in出ismut卸 L
the rate of elec町ontransfer from the acceptor quinone QA 
is significant1y reduced， whereas the rates of decay of也e
S2 and S3 states (donor side)訂eenl1anced. 百lepossible 
白ncrionof仕lePsbJ protein in PSII will be discussed 
[Supported by funding企omN1H， NSF and HFSPj 

S8-04 
GENEfIC AND BIOCHEMICAL ANALYSIS OF 
MESOPHlLIC AND THERMOPHILIC CY ANO-
BACTERIA 
Masahiko lKEUCH1， Dept. Life Sci.， Univ. Tokyo， Tokyo 
153-8902 



S8-05 
Cffi-OROPHYLL SYNTHESIS AND BINDING 別

CYANOBACTERIA 
H. XU， D. VAVILIN， Q. HE， C. FUNK， and W. 
VER話会M;
Plant Biology Dept. I Photo勾唄thesisCenter， Arizona State 
University， Box 871601， Tempe， AZ 85287・1601，USA 

Ch1orophyll (Ch1) synthesis is regulated tightly to 
minimize the accumulation of合eeCh1. In the light， Ch1 
白紙 isnot a司jacentto triplet quenchers (carotenoids) is 
toxic as it may react with oxygen leading to singlet oxygen 
To probe the regulation of Ch1 synthesis and the possible 
existence of proteins that temporarily bind newly 
S卯 thesizedCh1， we have analyzed the genome of 
Synechocyslis sp. PCC 6803 for proteins with similarity to 
known Ch1-binding proteins. There are genes for five 
single-helix proteins出atare sirnilar to the first and third 
helix of LHC II of plants. These proteins were named 
SCPs (small cab-like proteins)，組dLHC II residues 
involved in Ch1 binding are conserved in the SCPs. Two 
of these SCPs affect Ch1 synthesis: In a mutant lacking 
either of these SCPs along with chlL (one of the genes 
needed to make Ch1 in darkness)， the accumulation of Ch1 
precursors in darkness and the rate of Ch1 synthesis upon 
illumination are a1tered. The current working hypothesis is 
that these SCPs sense the amount of available Ch1 and 
regulate ch1orophyll synthesis accordingly. 

S8-06 
THE SIGNIFICANCE OF THREE DIFFERENT 

CYTOCHROME c OXIDASES IN THE 

CYANOBACTERIUM ANABAENA sp目 ATCC29413

G. Schmetterer( 1)， A.Valladares(2)， S.S teinbach( 1)， 

MPachぽ (1)，A. Muro・Pastor(2)，DPils(I)， EF1ores(2)， 

A.Heπero(2)， (1 )InstPhysical Chemis町， UnivVienna， 
Wien， Austria (2)Inst.BioquimVeg. Fotosint.， CSIC 

Univ.Sevilla， Spain 

Anabaena ATCC29413 is one of the few cyanobacteria 

capable of differentiation of heterocysts也atis also able to 

grow heterotrophica1ly in the dark. We are interested in the 

espiration of也is鈎 ain，because the印刷ratorychain(s) 

has(ve) long been s凶 pectedto be of essentia1 importance in 

heterocyst differentiation目Westudied the termina1 oxidases 

of the respiratory chain of this s回 in.We found genes for at 

least面白termina1oxidases of the cytochrome aa3 type， 

one of which is essential for dark growth and strongly 

repressed under growせ1in N2. Another termina1 oxidase is 
s甘onglyinduced when the cells are grown with N2 as the 

nitrogen source. Our aim is the identifcation of the function 

of each of the termina1 oxid蹴 sunder山 differentgrow也

氏glffies
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S8-07 
OENOME ANAL YSIS OF A FILAMENTOUS 
CY ANOBACTERIUM， Anabaena sp. PCC7120 

Takakazu KANEKQ， Yasukazu NAKAMURA， Shigerni 
SASAMOTO， C. Peter WOLK1， and Satoshi TABATA; 
Kazusa DNA Res. Inst.， Kisarazu 292-0812， 1 Michigan 
State Univ. MI 4824-1312 USA 

Anabaena sp. PCC7120 is a filamenωus cyanobacterium 
which has ability もo c紅ry out ni位ogen fixation by 
differentiating specialized cells call凶 heterocystsunder a 
nitrogen-depleted condition. To understand the entire 
genetic system carried by this organism， we began 
sequencing of the entire genome of Ana如~ena sp. 
PCC7120.百legenome size was estimatedもobe 6.4 Mb 
and occurr町四 ofthree胎geplasmids of 410 kb， 190 kb 
and 110 kb were reported. We adopted a whole genome 
shotgun method for the sequencing. The total cellular DNA 
was degraded by sonication or digestion with Sau3AIω 
various extent and fractions of s巴lectedsizes were clo叩led
into either one of M13mpI8， pUCI8 or pRI...838 vectors. 
Sequences of one or both strands of these clones we陀
analyzed. As of December 1 st 1999， a total of 61，000 raw 
sequence files have been accumulated. An overa1l genome 
coverage was 5.25， and 42 physical contigs were forrned 
after assembly. Total length of出econsensus sequences 
was 7，466，981 bp. Finishing is under way and the 
complete sequence will be obtained hopefully in 6 months. 
百ledraft sequences of the contigs will be made available to 
出e∞mmunity through CyanoBase before completion. 

S9ー01
時計細胞におけるMAPキナーゼ活性の日周変動と

光入力系

盗E主主 (東大・院理・生物化学、 C阻 ST)

概日時計は自律的に約24時間の周期を刻むと共に、
畳夜の明暗周期に向調できるという特徴を持つ。ニ

ワトリの場合、松果体に概日時計機能が存在し、外

界の光信号を松果体自身が受容して時計の位相を調
節している。私共が同定したニワトリ松果体の光受
容体ピノプシンはG蛋白質共役型受容体であり、光

信号はG蛋白質を介して時計発振系を制御している

と予想される。ニワトリ松果体には多種類のG蛋白

質が存在するが、その中でOtlαと011αがピノプシ
ンと同一部位に局在し、機能的にも共役している可
能性が高い。この光信号が発振系に伝達される分子
経路を知るため、光位相シフトにチロシンリン酸化

が関与している可能性を検討した。その結果、松果

体のMAPキナーゼが光刺激と共に脱リン酸化される

こと、さらにMAPキナーゼのリン酸化量が恒暗条件
下において日周変動することを見出した。 MAPキナー

ゼキナーゼ (MEK)に対する阻害剤PD98059を主観的

夜に投与すると時計の位相シフトが観察されること

から、 MAPキナーゼカスケードは時刻発振機構に重
要な役割を果たしていると考えられる。



S9-02 
シアノバクテリアの概日時計蛋白質

KaiABC， SasAの機能解析

岩崎秀雄¥石浦正寛人近藤孝男 1

('名大院・理・生命理学名大・遺伝子)

我々は，分子遺伝学的解析の容易なSynechococclIsSp. PCC 7942 
を用いて概日時計の解析に着手し(1， 2)，概臼リズムの発現に必須な
新規時計遺伝子群kaiABCを同定している(3).概日リズムの発生には，
kaH置伝子自身の発現リズム(自励振動)や， Kai蛋白質問土の相互作
用が重要なことが示唆されている (3，4). しかし.安定な概B振動を
実現するための生化学的基盤は殆ど不明である。
今回我々 は， KaiC結合蛋白質としてニ成分情報伝達系のヒスチジ

ン・キナーゼSasAを同定した.KaiCはSasAのセンサー領域と強く相
互作用する.sasA遺伝子破壊株では，kaiBCの発現レベルが著しく低
下し，概日リズムが大きく撹乱された.いっぽう，一過的なsasAの過
剰発現は生物時計の位相変化をもたらし，さらにsasAの構成的過剰発
現株では時計機能が完全に停止した.これらの知見は， KaiCがSasA
の活性を制御するいっぽう.SasAがkaiBCの発現を調節することで安
定な概日娠動を実現していることを強く示唆している.
近年，二成分情報伝達系の存在とその生理機能が.原核生物だけで

なく菌類，高等植物などでも広〈認められるようになってきた.
SasAは繊日時計に関与することが明らになった最初の二成分調節系
因子であり，種を超えた生物時計機織の解明に新たな展開をもたらす
ものと期待される.
また， Kai蛋由貿に関する新しい生化学的知見についても報告する

予定である.

(1) Kondo tt 01. (1993) PNAS 90: 5672・ (3)lshiura etol. (1998) Science 281: 1519. 

(2) Kondo tt 01. (1994) Sci即 日 266・1233.(4) lwasaki ttol. (1999) EMBOJ. 18:1137. 

S9-03 
A GENE DISCOVERY PROGRAM FOR CIRCADIAN 
FUNCITONS IN ARABIDOPSIS 
Steve A. Kav'- Department of Cell Biology， The Scripps 
Research Institute， 10550 North To汀eyPines Road， La 
Jolla， CA 92037; (2) TheDupont Company， P.O. Box 
80402， Wilmington， DE 19880-0402 

Our laboratory is interested in understanding the 
interactions between phototransduction pathways and the 
circadian clock in controlling plant growth and develop-
ment Using cab-Iuciferase transgenic lines as bio-
luminescent markers， we are undertaking several different 
approaches that will be discussed: 1) Identification and 
characterization of novel circadian rhythm mutants by 
screening for aberrant period length (toc) mutants. Two of 
these are currently being characterized in detaiL 2) Genetic 
analysis ofphotoreceptor-clock interactions using a wide 
range of photoreceptor/phototransduction mutant 
backgrounds. 3) Genetic analysis ofthe role ofthe 
circadian clock in the photoperiodic control of flowering 
time， 4) Analysis of DNA-protein interactions mediating 
clock-and phytochrome-controlled gene transcription. 
5) Identification of novel markers for clock regulation at 
different stages of development and in different tissues. 
We will discuss how these approaches have revealed a 
central role for the circadian clock in controlling a wide 
range of plant metabolic and developmental processes. 
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S9-04 
短日植物イネの光周性反応一光受容体と概日時計ー

韮重一皇室、及川鉄男、早間良輔、杉山展子、

島本功 (奈良先端大・バイオサイエンス)

植物は日長(もしくは、夜の長さ)を測定するこ

とで、花芽形成の光周性反応を起こすと考えられて

いる。また、その反応性の違いより、短日植物と長

田植物に大別される。我々は、短日植物であるイネ

をモデルとして、植物の持つ計時機構を分子レベル

で解明したいと考えている。

これまでに、光周性反応を全く失ってしまった突

然変異体 se5を解析し、その原因遺伝子がフィト

クロームの発色団合成酵素の一つである heme

oxygenaseをコードしていることを明らかにした。

さらに、 se5での概日時計による遺伝子発現を

RNase protection assayや cab:lucを用いて解析

し、光周性と概日時計の関連について明らかにした。

また、 FDD解析により SE5遺伝子の影響を受ける

遺伝子を多数同定したので、併せて報告する。

S9-05 
光周性花成誘導に関連する時計制御遺伝子の解析

企壁道三こ，小野公代1，小口太一人相田徳子1上回健治，鎌田

博1井上正保(秋田県立大・生工研筑波大・生物)

PnGLP1(Eharbitis nJl germin-lIke llrote!n 1)とPnC401
は，短日植物アサガオ「品種、紫Jにおいて，光周性花成誘

導暗期中に葉で特異的に発現量が湘加する遺伝子として単離

された時計制御遺伝子(c¥ock-controll巴dgene)である.これ

らの機能は不祥であるが，光周性花成誘導機構への関与を示

唆する発現様式を示し，PnGLPlでは短目性タバコの形質転

換植物で花成促進効果を持つo PnGLPlとPnC401のmIDぜA

は，暗期開始から10時間目と16時間自にそれぞれピークと

なる概日リズムを示す.これらの遺伝子の発現制御機備を分

子レベルで研究する目的で，長日植物シロイヌナズナのホモ

ローグ， AtGLP1(=AtGERl)， AtGLP2(-AtGER3)， AtC401 
を単離して比較解析を行った。その結果，いくつかの点で対

称的な発現様式を示すことが判った.即ち，アサガオの上記

遺伝子が暗期の後半にピークを示し，その概日振動が恒暗条

件で続くととに対して，シロイヌナズナの上記遺伝子は異な

る時刻にピークを示し，機日振動が恒明条件で続く傾向を示

した.これらの時計制御遺伝子の発現制御の遣いは，短日植

物と長日植物における日長反応性の違いに関係している可能

性がある。現在，ルシフエラーゼをレポーター遺伝子とした

プロモーター解析によって，短目性および長日性の発現綴式

に関係した因子の同定を試みている.



S9-06 
シロイヌナズナの花芽分化の光周性誘導における

GIGANTEA遺伝子と CONSTANS遺伝子の役割

星主~!~，Paula Suarez-Lopez， Karenしee，Sarah 

FowlerぺJoPutterilドandGeorge Coupland (John 

Innes Centre，台Schoolof biological Sciences， 

Auckland Univ.) 

多くの植物種は、日長を季節を感知するためのシグナ

ルとして利用し、花芽誘導を制御している。その機備に

概日時計が関与していることが、植物生理学的研究およ

び最近の分子遺伝学的研究によって示されてきた。シロ

イヌナズナの GIGANTEA(GI}遺伝子と CONSTANS

(CO) 遺伝子は、突然変異体と過剰発現体の表現型など

から、日長による花芽誘導制御に関与する遺伝子である

と考えられる。 GI遺伝子は膜貫通ドメインを持つタンパ

ク質を、 CO遺伝子は転写因子禄タンパク質をコードし

ており、両遺伝子ともに概日時計により発現が制御され

ている。突然変異体と過剰発現体を用いた遺伝学的解析

により、 GIはCOの上流で機能することが示された。ま

た、遺伝子発E見解析により、 GIはCO遺伝子の発現制御

に関与することが示された。値物の花芽分化の光周性誘

導のメカニズムにおいて、 GIとcoおよび慨日時計が果

たす役割について、新たな実験結果を交えて考察する。

SlO-01 
ポストゲノムの 15年

髭通量3a，杉田護若杉達也庚瀬哲郎(名大・

遺伝子人間情報富山大・理)

ゲノム・プロジェクトの一例として、タバコ葉

緑体ゲノム (160kbp)の全配列が発表されて 15年

になる。この間、タバコで Maligaによるジーン・

ターゲッティングの開発と我々による invitro発現

系の開発が成功して、ゲノム機能解明に新たな展

開をみた。その結果、 (1)未知 ORF機能の同定

は極めて困難で画一的には行かない、 ( 2 )転写

物蓄積量が遺伝子発現を反映しない、 ( 3)一転

写単位に複数のプロモーターが存在する、 (4 ) 

複数の RNAポリメラーゼ種が存在する、 ( 5 ) 

RNAエディティングにより DNA情報が変換する、

および(6 )複数の翻訳制御機 があり遺伝子発

現に重要な比重をしめる、ことなどが明らかになっ

た。
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S10-02 
ポジショナルクローニング法によるイネ感光性関連

QTLの単離

矢野昌裕，片寄裕一， 高橋裕治門奈理佐芦苅

基行，林鴻宣，布施拓市，小島晶子山内歌子 lぺ
佐々木卓治 (農水省生物研農林水産先端研富

山大理)

イネの出穂期に関与する遺伝子座を QTL解析法に

基づき検出し、 13種類の関与遺伝子座をマッピン

グした。さらに戻し交雑を繰り返して、関与遺伝子

座周辺の染色体のみ置換した系統(準同質遺伝子系

統)を作出した。これらの系統を利用して、 5種類

の遺伝子座が感光性に関与することを明らかにした。

準同質遺伝子系統聞の相互交配により関与遺伝子の

集積系統を作出することによって、感光性遺伝子聞

の相互作用の存在を証明した。現在、遺伝学的解析

により明らかにされた関与遺伝子をポジショナルク

ローニング法により単離・同定を進めており、これ

までに 2種類の感光性遺伝子の候補を同定した。ゲ

ノム解析研究の進展にともない、特定の形質に関与

する遺伝子の全体像、すなわち遺伝子の数や染色体

上での位置をまずとらえた後に、個々の遺伝子の解

析に取り組む新しい研究手法が実行可能となった。

SlO心3
シロイヌナズナゲノム解析に向けたリソースの整備

田畑哲之(かずさDNA研究所)

シロイヌナズナの全ゲノム構造情報に基づく大規

模な遺伝子機能、発現調節機構の解析に向け、さま

ざまなリソースの整備が進められている。これらの

リソースは、幅広い目的に有効に利用されることが

望まししこれらについての情報交換や研究者聞の

協力体制をつくることは、緊急の課題であると考え

られる。我々は、ゲノム構造情報の蓄積と提供を行

うとともに、大規模遺伝子機能解析に向けたリ ソー

スを整備してきた。その内容としては、ゲノム構造

情報、ゲノムデータベースArabidopsisGenome 

Displayer、EST情報、ゲノムDNA高密度遺伝子フィ

jレター、 cDNA高密度遺伝子フィルター、三井TAC

クローンの両末端配列情報、相補実験用新TACクロー

ンのスクリーニングシステム、シロイヌナズナタグ

ラインのスクリーニング系などをあげることができ

る。これらのリソースは、我々のみならず多くの植

物研究者にとって利用価値の高いものであり、最大

限に利用されることを期待している。



S10-04 
植物細胞の分化決定に関わる遺伝子機能の解析
岡田清孝(京大院・理・植物)

借物の細胞分化の遺伝的制御機構を知るためには、
シロイヌナズナなどのモデル植物を用いた分子遺伝
学解析の手法一一形態や機能が異常になった突然変
異体を単離し、変異遺伝子を単離して、構造と発現、
および機能を解析するーーが一般的である。これま
でに数十を超える遺伝子について解析が進められて
いる。この研究アプローチにはいくつかの関門があ
る。第一の関門は(人と異なる)興味深い突然変異
体を得ることである。シロイヌナズナでは、単一の
遺伝子変異による形態変異突然変異体はほぼ取り尽
くされた観があるので、既知の突然変異体から出発
してエンハンサーまたはサプレッサ一変異体を得た
り、 GFPなどをマーカーとしたトランスジェニック
植物を用意して発現パターンが異常になった変異体
を分離するなどの工夫が必要になってきた。突然変
異体から変異遺伝子を得るまでの研究手法はほぼ同
じで、ゲノムプロジェクトの進行のお蔭もあって数
年前に比べると格段に容易になった。しかし、第2
の関門は遺伝子を単離した後の機能解析の段階で、
遺伝子ごとに異なった解析手法を用いる必要がある。
我々の研究グループも様々に頭を絞っているが困難
も多い。今回の発表では、いくつかの実例を紹介し
て、これからの植物遺伝子研究の方向について考え
てみたい。

S10-05 
ゲノム科学的手;去を用いたシロイヌナズナの遺伝子機能解析

篠崎一雄

理化学研究所，1)ライフサイエンス筑波研究センタ一、植物
分子生物学研究室、 2)ゲノム科学総合研究センタ一、植物
ゲノム機能情報研究グループ

モデル実験植物のシロイヌナズナのゲノムの塩基配列はかず
さDNA研究所を含む国際的な共同研究により 2000年中頃
には終了する予定であり、さらにイネに関しては日本の農林
水産省を中心に国際的協力により 2005年以前にゲノムの
極基配列が決定される予定である。植物ゲノム精造解析の進
展により縞物遺伝子の機能に関して網羅的に解析できる時代
がすぐそこまで来ている。
さらにシロイヌナズナを中心に遺伝子機能解析につながる

種々の突然変異体も多数分離されている。また遺伝子破嬢型
の変異体の収集も精力的に進められており、逆遺伝学的手法
により多くの遺伝子の個体レベルでの機能が明らかにされる
と考えられる。これらのゲノム機能情報をもとに多くの個体
レベルでの多様な役割が明らかにされことが期待されている。
本講演ではゲノム科学的なアプローチによる網羅的な遺伝子
機能解析の現状と今後の展望について概説する.さらに本年
1 0月より開始した理化学研究所、ゲノム科学総合研究セン
タ一、植物ゲノム機能情報研究プロジェクトの概要を紹介す
る。
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Sl1-01 
分裂酵母における液胞タンパク質輸送及び液胞形成
機構 竹川薫(香川大・農・生命機能)

酵母の液胞は植物の液胞と同様に、加水分解酵素
を液胞内に蓄積させ、細胞内のタンパク質分解の主

要な機能を果たしている。さらに生育に必須なイオ
ンなどを高濃度に蓄積させる貯蔵コンパートメント
として、また細胞に毒性を示す化合物などを隔離す
る解毒コンパートメントとして重要な役割も担って
いる。出芽酵母において液胞局在プロテアーゼであ
るCpyが誤って細胞表層へミスソートされる変異株

の取得が試みられ、 VPS遺伝子をはじめ多くの遺伝
子がCpyの液胞への輸送に関与していることが明ら

かされた。一方、分裂酵母ではこれまで液胞タンパ
ク質輸送機構に関する研究は非常に少ない。我々は
分裂酵母の液胞に局在するCpyホモログ遺伝子をク
ローニングして、その液胞への輸送機構について解
析を行ってきた。分裂酵母の液胞タンパク質輸送に
おいてもホスファチジルイノシトール3-キナーゼ、を

はじめ、多くの遺伝子が液胞輸送に関与しているこ

とがわかってきた。さらに分裂酵母においても細胞
表層から液胞への輸送(エンドサイトーシス)経路や
細胞質からの液胞への輸送(自食作用)などの経路も
存在することが強く示唆された。今回は我々が解析

を行っている分裂酵母における液胞への複数のタン

パク質輸送経路とその機能について紹介したい。

Sl1-02 
The Tonoplast as an Oscillator in Biological Timing: Vacuolar 

Functions in the Non-Linear Oynamics 01 Endogenous 
Rhythmicity 01 C干assulaceanAcid Metabolism (CAM) 

UrlichLUTTGE，lnstituぬ 01Botany， Oarmstadt University 01 
Technology， 0-64287 Oarmstadt， Germany 

The metabolic cycle 01 CAM may oscillate endogenously lor many 
circadian periods. At critical threshold levels the external control 
parameters light and temperature can reversibly drive C02・exchange
time-series 01 the CAM-plant Kalanchoe daigremontiana肯om
rhythmicity to arrhythmicity. We developed minimal models which 
reduce CAM-reactants to only three pools， viz. internal C02・

concentration， malate levels in cytoplasm and vacuole， respectively， 
which are connected by input and output flows and via two leedback 
loops， viz. the malate inhibition 01 phosphoenolpyruvate carboxylase 
and the state 01 order (1Iuidity/rigidity) 01 the tonoplast membrane 
Computer implementation based on coupled non-linear differential 
equat旧nscan precisely simulate experimental observations 

Empirical and theoretical evidence suggests a paramount role 01 
vacuolar lunctions in regulation 01 the rhythm. Experimental evidence 
is that i) return 01 rhythmicity Irom arrhythmic behaviour is correlated 
with malate inllux/efflux intolfrom the vacuole: ii) homeoviscous 
adaptation 01 tonoplast order determ ines the actual critical 
temperature levels lor changes between rh帥 micity加 rh帥 micity:iii) 
the tonoplast-integral c-subunit 01 the V-ATPase shows rhythmicity 01 
transcript levels. Theoret咽 1evidence is that iv) the minimal model 
uses a beat oscillator which is vacuolar malate inllux/efflux at the 
tonoplast， while phosphoenolpyruvate carboxylase phosphorylationl 
dephosphorylation is an epiphenomenon; v) thermodynamic memb-
rane modelling shows that tonoplast can lunction as a beta oscillator 
within realistic thermodynamic limits compared to the behaviour 01 the 
tonoplast under osmotic changes given by vacuolar malate accumu-
lation and remobilization in vivo. Synchronisationlresynchronisation 01 
cells in a leal determine rhythmicity/arrhythmicity so that biorhythmi-
city becomes a spatioltemporal phenomenon 



Sl1-03 
種子貯蔵タンパク貨の液胞への輸送のための2つの経路

盤E盟主，西村幹夫，西村いくこ1

(基生研・細胞生物京大院・理・姐物)

種子貯蔵タンパク貨は組面小胞体で合成されタンパク質
蓄積型液胞へ輸送される.Jl近，私遣はカボチヤ種子タン
パク貨の;夜胞への輸送に2つの経路が存在することを見出

した.第一lま輸送レセプターPV72依存的な経路である1). 

28アルブミンの輸送は， PV72がNLP8モチーフを験送シグ
ナルとして健機して行われていると考えられる..などの
栄養器官でも同様の経路の存在が確箆されており，この経
路は酵母の液胞タンパク貨の愉送経路に類似のものである.
第二の経路は， PAC (precursor accumulating)小胞と名付
けた新規のオルガネラ依存的なのもで，粗面小飽体からゴ

ルジ体をバイパスして液胞へ至る経路である2). この経路
は種子細胞に特徴的であり，アグリゲーション輸送と呼ば
れる輸送形態の一種と考えられる.既知の輸送レセプター
には依存しないと恩われるが，その分子機構については不
明である.植物における液胞タンパク貨の輸送機摘につい
て議論したい.
1) Shimada， T. et al. (1997) Plant Cell Physiol. 38， 1414-1420. 
2) Hara-Nishimura， 1. et al. (1998) Plant Cell 10， 825-836. 

Sl1-04 
液胞におけるタンパク質分解ー酵母からの展開

竪旦盤亘(基礎生物学研究所、総合研究大学院大学)

液胞はその多面的な役割のーっとして、タンパク

質分解を担っている。オートファジー(自食作用)

は、液胞における細胞質構成成分の分解過程であり、

細胞質構成成分はオートファゴソームと呼ばれる膜

構造体が形成される過程でその内部に取り込まれ、

それが液胞へ輸送され分解される。我々は、出芽酵

母をモデルとしてオートファジーの分子機構を解析

している。

オートファジーにおける輸送過程を定量化する目

的で、オートファジーの進行をアルカリ性ホスファ

ターゼ酵素活性に反映させるアッセイ系を確立したg

この系を用い Torキナーゼがオートファジーの誘導

を担うことを明らかにした。また、このホスファタ

ーゼ酵素活性を誘導できないオートファジー欠損株

を単離し、 APG9遺伝子をクローニングした。その

遺伝子産物の解析結果について報告する。

さらに植物ライフサイクルにおけるオートファジ

ーの生理的意義を解明することを目的とし、酵母オ

ートファジーに必須な遺伝子のシロイヌナズナにお

けるホモログに注目した研究を開始している。
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Sll-05 
タバコ培養細胞の自食作用
森安裕二 (静岡県立大・食品栄養科学部・食品)

私たちは，タバコ溶鶴田胞を用いて，ショ糖飢餓処
理に伴う自食作用の解析をしてきた。 完全培地で泊
養している細胞を，ショ穂を欠いたt音地に移すと，細
胞内タンパク質の分解が元進する。 このタンパク質
分解は，システインプロテアーゼ‘阻害剤によって阻害
される。 このとき，核の周りの細胞質には，多数の
膜小胞が蓄積する。 これらの膜小胞は，直径が1-6 
マイクロメーターであり，小胞内には，電子密度の高
い頼キ立が1ー数個，存在する(これらのうちのいくつか
は，ミトコンドリアの分解産物であると恩われる)。
これらの膜小胞は，酸性コンパートメントのマーカー
であるキナクリンを取り込むことから，酸性のオルガ
ネラである。 また，酵素組織化学染色の結果から，
これらの膜小胞には，リソソームのマーカー酵素であ
る酸性ホスファターゼが局在することがわかった。 さ
らに，パーコールを用いた平衡密度勾配遠心法により
単離した膜小胞には，プロテアーゼが局在することが
わかった。 以上の結果は，これらの膜小胞は，植物
のリソソームであることを示唆している。 すなわち，
植物には，液胞とは別に，リソソームという分解コン
パートメン卜を持つ可能性が高い。

Sl1-06 
単細胞緑藻カサノリの液胞膜輸送系と細胞機能
池田己喜子(岡山県大・保福部・栄養)

カサノリは巨大な単細胞の海水中で、生育する緑藻

類に属する 。我々はすでに 高等植物液胞膜と同

様に t この生物体の液胞膜には二つのプロトンボ

ンフ¥ V-ATPase及びH+輸送性ピロフォスファター

ゼ (V-PPase)が存在することを生化学的及び cDNA-

クローニングにより証明した。V-PPaseについては，

酵母での発現系を確立し， 発現蛋白質を精製し，

その性質が nativePPaseと類似することを明らかに

した。v・ATPase，proteolipid サプユニット の6種の

isofonnをコードする cDNAクローンの TANfAG

を CANCAG に変換した後， 酵母発現ベク ターに

組み込んだ。現在。 酵母 νma3 欠損株での発現

機能の complementation を検討している。 更に，

ABC transporterの sulfatepermease， cysA gen巴(全
長)， maltose permease，malKgene (断片)及び、poly-

amine transporterの ATP-bindingsubunitの遺伝子断
片を得ており夜胞機能との関連を追求している。

ノーザン解析の結果か らも， これらはいずれも

bacterial periplasmic permease (3 -4 subunitsから構

成)タイプの ABCtransporter に属すると推定され
る。



Sl1-07 
Na+ /H+ antiporter遺伝子とアサガオ花弁の青色化

盤星蓋車、田中(深田)幸子1、山口利男2、飯田

滋1，2(1基生研・遺伝子第 1、2総研大・生命科学)

野性型の青色花アサガオの奮は赤紫色で開花に伴

って青色に変化する。この変化は開花に伴って液胞

内 pHが上昇するためと考えられている。紫色地に

青色のセクターの花を咲かせるPurple(Pr)遺伝子

の易変性変異体 pr-m (purple-mutable) と青色

花をつける復帰変具体 Pr-r (Purple-revertant) 

の色素の成分構成は変わってはいないので、 Pr遺

伝子の機能は開花に伴う液胞 pHの上昇に関与する

ものと思われる。我々は易変性変異体pr-m とその

復帰変異体 Pr-rを用いて Pr遺伝子の同定を行っ

た。その結果、アサガオの斤遺伝子はアラピドプ

シスの液胞のNa+/H+アンチポーターと高い相向

性をもち、酵母液胞のNa+/H+ アンチポータ一変

異体の機能を相補することが明らかになった。アサ

ガオの斤遺伝子の構造と機能に関して得られた知

見をもとに、アサガオの花色の青色化と花弁細胞の

液胞 pHについて考察する。

Sl1-08 
シ口イヌナズナにおける液胞膜タンパク質のカタログ化

.ゲノム研究と液胞機能研究の橋渡しを目指してー

自武勝裕，気多澄江，前島正義，山木昭平(名古屋大・院・

生命農学)

シロイヌナズナの全ゲノム塩基配列の決定が2000年

中には完了する。ポストゲノム研究のーっとして、ゲノ

ムDNAと発現タンパク質を対応させるプロテオーム解析

が進められているが、その中でそれぞれのタンパク質を

局在するオルガネラごとに分類してカタログ化すること

も細胞機能を明らかにする上で重要と考えられる。

液胞は、植物の様々な生理現象に関与するダイナミッ

クなオルガネラとして最近注目を集めているが、大部分

の液胞の膜タンパク貨の機能は特定されていない。この

ため、液胞膜タンパク貨のカタログ化は、;筏胞機能を理

解する上で基盤となる重要な課題だと言える。

本研究では、シロイヌナズナから液胞膜を単厳し、そ

のタンパク貨を二次元電気泳動で展開して、それぞれの

スポットのペプチド情報とゲノム情報を対応させること

により、 j復胞膜タンパク質をカタログ化することを目標

としている。今回の発表では、液胞膜の単敵とタンパク

貨の二次元電気泳動といったこれまでのカタログ化の進

行状況と、今後の方向性について発表する。
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laBOl 
~ストレス適応タバコ渚養細胞から単離した原形質膜と液胞膜の脂

肪酸及びステロールの分析

日野智之、田中宏、幸、大熊英治、村田芳行、多団幹郎(岡山大・農)

一般に高等縞物は、塩ストレスにさらされると原形質膜構成脂肪

酸組成が変化し、不飽和脂肪酸/飽和脂肪酸が小さくなることが知ら

れているが、耐塩性発現機構については明らかにされていない。本

実験では、塩ストレス適応と膜脂質の関係についての知見を得るた

めに、 100mM及び200mMの寝溜度下で継代指養されているタバ

コ矯養細胞(適応細胞)と非適応細胞について、原形質膜及び液胞膜の

脂肪酸及びステロールの組成を分析した。

非適応細胞、 100mM及び200mM適応細胞、並びに 100mM及

び200mMのNaCl:存在下で3週間培養した細胞の原形質膜の脂肪

酸組成に有意な差はなく、不飽和脂肪駿/飽和脂肪酸の比はほぼ等し

かった(1.8-2.3)。またステロール分析の結果、いずれの細胞におい

てもシトステロールが主成分であるが、良好な生育が認められた細

胞で約7劉であったのに対し、他の細胞では約5制と低かった。尚、

他の値物において塩ストレスにさらされたときに平面型/非平面型

の比が減少することが言われているが、本実験においても問機の結

果が得られた。

上記細胞から単厳した液胞膜の脂肪酸組成は、原形質膜と異なり

飽和脂肪酸の占める割合が高かったが、著しい変化は認められず、

不飽和脂肪酸/飽和脂肪酸の比はほぼ一定であった(0.3-0.9)。また

ステロール分析の結果、シトステロールは塩ストレスにさらされた

ときに原形質膜とは異なり逆に増加傾向にあったが、平面型/非平面

型の比における有意な差はみられなかった。

laB02 
ヤエナリ原形質膜の非対称構造に関する研究

車E畳二、笠毛邦弘(岡山大・資生研)

生体膜はその構成成分である膜脂質と膜タンパクが非対

称的に配置されることにより膜機能が発現し、それにより生

命活動が円滑に営まれているものと考えらる。

前回我々はヤエナリ脹執より水性二層分配で単離した

Rightside-out原形質膜小胞を構成するリン脂質の膜を介す

る分配をブタ勝液ホスフォリバーぜんで解析したところ、
ホスホリバーゼ A，ではアクセスできないリン脂質が約 40%
存在することを報告した(日本権物学会第 63回大会、秋田)。

その後、このリン脂質は殆どが膜内層に局在するリン脂質
であることが、膜非透過性シフト試薬 PrC13を用いた 3lp_
NMR 実験により明らかにされた。

ホスホリバーゼ A.のアクセシピリティは膜蛋白質の表在

ペプチドの立体構造により大きく制限されていると考えら
れたため、ヤエナリ原形質膜の表裏で表在ペプチドの量的な

非対称性が存在することを明らかにすることにした。そのた

め、原形質膜の全表在ペプチドの非対称性をトリプシン処理

により解析してみた。その結果、 Rightside-out原形質膜小

胞ではトリプシンにより膜タンパクが殆ど分解されなかっ

た。一方、 0.025%のTritonXIOOを加えたところ、 30・40%
の膜タンパクが分解された。これらの結果により、原形質膜

の表側には表在ペプチドが内側に比べて憧めて少ないこと

が示唆された。
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laB03 
CaC03

、及びCaHPO.の蒸留水と 100mM KCI水 溶

液中での、溶解度とpH
清沢桂太郎(大阪大院・基礎工 ・生物工学)

シヤジク藻節間細胞細胞壁上のカルシウムバンド

の主成分は、 CaCO，と思われるが、 CaHPO.も共存

する(清沢、 1999年度植物学会年会)。演者はこれ

らの難溶性Ca
2
+佑合物の蒸留水中、及び100mM 

KCI中での溶解度を、 Ca
2
+電極で測定しその結果を

発表した。その内容は、 CaCO，に関して言えば、測

定値はかなりばらつくというものであった。この結

果は定性的には、海洋化学者の測定結果と一致する

が、問題がなかったわけではない。第一点は、 5昼 夜

連続揖持すると、スターラーが僅かであるが、恒温

室の温度25.Cより高くなった。温度は絶対温度で効

いてくるので、無視出来ると考えたが、その僅かに

高くなった温度は、大気中のCO
2
との平衡状態にも

影響を与えていた可能性がある。第二点は、 CaCO，

を溶解度以上に与えると、懸濁液となり、懸濁状の

CaC0
3が電荷を帯びていた場合、それが電極電位に

影響を与えないと言う保証はなかった。今回は、撹

持は2昼夜とし、その後2昼夜撹持を止め、 25.Cに放

置した後、沈殿したCaC0
3
が出来るだけ混じらない

ようにして、得られた上澄みの[Ca
2+]濃度とpHを測

定した。 CaHPO.tこ関しても同様の測定をした。

laB04 
車軸藻の原形質連絡変化の電気的測定
緒方惟昭(産業医大、産業保健、第一生体情報)

車軸藻の二連節問細胞(節間細胞A/節細胞N/節問
細胞 B) の長軸方向に沿って二重水膜電極 (Ogata;1998. 
1999)を走査することにより、液胞部分(vacuole)及
び細胞間原形質連絡 (plaSllodeslla)の時間的変化を電
気的に測定した.解析には生体膜に関する電気的等価回
路[並列電気抵抗(R11: plasllodes圃a) ，電気容量 (C圃

二層の細胞膜、 plasmodesaata以外の成分)、直列電気
抵抗 (Rs:細胞質、液胞、液胞膜成分) ]を適用した.
20.Cに於ける安定状態で、 RII，CII，Rsはそれぞれ30::!::5 x 
10-3Qrrl、J.5::!::O.25xIO-'F.-2、9::!::O.l XI0-3QJJf 

であった.生理的範囲での温度上昇で、 Rmは一過的に減
少し、 Cmは一過的に増加した.このときの温度係数 Q，o
は2.5-3.0であった.これらの変化が一過的であるこ
とから、 plasmode呂田aのgating活性が生理的レベルで制
御を受けていることが分かる.一方、 Rsの温度依存性は
100mll KCl溶液を用いたanalogueとほぼ等価であった.
細胞Aの膨圧を変え、細胞聞に水の移動を伴う圧力負荷
をかけると、大きな減衰振動(周期数10分、持続時間は
数時間)の後、 hは増加傾向を示し CIIは減少傾向を示
した.今、の高分子(日-3 kd)を含めた物質の透過
に対する制御器官として注目されるplasmodesllaの有効
直径及び有効長をそれぞれ 6XI0-811，2xl0-611 ，実質
すべてを細胞質が占めると仮定すると、 plasmodesllaの
数は、 A/N接合部当たり 10・になった.これは、電子
顕微鏡により与えられた結果 (Spanswick& Co-sterton 
196 'l)を支持するものである.



laB05 
気孔孔辺細胞におけるフシコクシンによる原形質膜 w-
ATPaseの活性化

丞王盆到、島崎研一郎(九州大・院理・生物科学)

カビ毒素フシコクシン (FC)は孔辺細胞原形質膜 Wポンプ

を不可逆的に活性化し、気孔開孔を引き起こすことが知られて

いる.しかしながら、 FCによる Wポンプ活性化機構は不明の

点が多い.そこで我4 はWポンプの実体とされる原形質膜

H七 ATPaseに注目し、その活性およびリン磁化レベルに対す

るFCの影響をソラマメ孔辺細胞プロトプラストを用いて綱ぺ

た.その結果、 H七 ATPaseのATP加水分解活性は FC添加に

より上界し、活性の時間変化lまFCに依存したW放出と一致し

ていた.また、 FCにより H七ATPaseのC末織のセリンおよび

スレオニン残基がリン酸化され、リン磁化された C末端には

14-3-3蛋白質が結合していることが明らかとなった.さら

に、 FCはリン酸化C末端と 14-3・3蛋白質の複合体を安定化

し、この復合体はアルカリホスファターゼによるC未舗の脱リ

ン酸化を阻害することも明らかとなった.以上の結果より、 FC

により活性化されるWポンプの実体は原形質膜H七 ATPaseで

あり、 FCはりン強化W-ATPaseと14・3・3蛋白質の縫合体

を細胞内に普積することにより、不可逆的な活性化を引き起こ

しているものと恩われる.既に明らかとなっている青色光によ

る原形質膜W-ATPaseの活性化との違いについても考寂する.

laB06 
ソラマメ孔辺細胞において青色光により H七

ATPaseに結合する 14-3-3蛋白質の分子種の決定

年且皐、木下俊則、島崎研一郎(九州大・院理・生

物科学)

青色光による H七ATPaseの活性化には、 C末端の

1)ン酸化が必要であり、そのリン酸化された C末端

には 14-3-3蛋白質が結合する。しかし、青色光によ

りH七ATPaseヘ結合する 14幽 3・3蛋白質の分子種は

明らかではない。本研究では、この 14-3・3蛋白質の

分子種の決定を行った。ソラマメ孔辺細胞中の 14・

3-3蛋白質の cDNAクローニングを行い、 vf14・3・3a，
uβ4・3・3b，vβ4ふ3cそして vf14・3・3dが存在するこ

とを明らかにした。ノーザン解析により、孔辺細胞

では vf14・3-3aが大量に発現していることが分かつ

た。また、大腸菌で発現させた vf14-3-3aは、 H七

ATPaseと結合している 14-3-3蛋白質と同じ分子量

を示した。さらに、 CNBr処理によりこれらの蛋白

質を断片化すると、 H七ATPaseと結合している

14・3-3蛋白質は vf14-3・3aと同ーのパターンを示し

た。これらの結果から、 vf14-3・3aが H七ATPase

と結合していると結論した。
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laB07 
ショ糖による原形開莫プロトンポンプ活性の信仰

蓋堕皇延，葛西完治，鶴田幸雄，津田信一(弘前大・農

学生命・生物機能)

我々は以前にライ麦の葉から単離した原形質膜小胞

を用いて高濃度のショ糖がプロトンポンプ油生を低下さ

せること、又その低下はポンプのC知能自己抑制領域を

除去する句psin処理によって軽滅されることを報告し

た。今回は自己抑制領域に間接的に結合しその効力を緩

和するおsi.coccin(FC)を用いて、同様なショ糖による

プロトンポンプ湖生低下の軽減が起こるかを調べた。

原形質膜小胞のプロトンポンプ活性は以前に報告し

たようにほとんどATP槌 e湖生に影響を及ぼさない 1M

glyω'1'01存在下とATP観樹生を大きく低下させる 1M

sucrωe存在下で測定された。 FC未却盟の葉から単離

された原形質膜小胞の釦ぽ伺e存在下におけるポンプ活

性は gl~田.ro1 存在下における活性のおよそ 30 %であっ

た。一方、この割合は、 FC虹盗塁された葉からの原形質

ß~むJ、胞を用いた場合にはおよそ 75 %になった。この結

果は、高濃度のショ糖によって引き起こされる原形開莫

プロトンポンプ湖生の低下にC末端自己抑市願域が大き

く関わることをさらに強く示唆する。

laB08 
酵母細胞におけるイネ原形質膜 H+・ATPaseイソ

静索(OSAl，OSA2)の発現

盤返二盤去、丑丸敬史l、笠毛邦弘(岡山大・資生

研、 l静岡大・理学部)

酵母自身の原形質膜 H+-ATPase(PMAl)の発現をシ

ャットオフした酵母細胞において植物由来の原形質膜

H+-ATPaseを発現させることは本酵素の構造と機能の

解析に有力な方法である。本酵素は遺伝子の塩基配列

の相向性解析から多くの種においてゲノムに複数のイ

ソ酵素がコードされていることが知られているが、こ

れらのイソ酵素が生体において本来の活性を持つこと

が実証されている例は多くない。これまでの我々の研

究によるとイネの本酵素 mRNAは OSA2転写産物が

主で OSAl転写産物は非常に低レベルであることが分

かっている。そこで、この 2つのイソ酵素がH+-ATPase

活性を持っかどうか、酵母細胞に組み込んで調べた。

その結果、 OSAl翻訳産物は、 OSA2と異なり、活性

がないか非常に低い可能性があることが分かつた。



laB09 
エンドウ液胞膜H+.ATPaseのEサプユニットアイソ

フォームとアイソタイプ酵素の存在

a..tL主主、荒川圭太、前島正義人吉田静夫
(北大・低温研、 1名大院・生命農)

これまで、熱帯・亜熱帯性植物の低温傷害が液
胞膜H+-ATPase(V-ATPぉe)の低温失活と関わって
いる事を示してきた。しかし、低温失活機構のみなら
ず本酵素の構造や性質についても不明な点が多いため、
本研究では本酵素の生化学的解析を行った。 V-
ATPaseは親水性のV1と膜部位のVoより成り立つ。更
に、 A-Hサプユニットで構成さるV1は、触媒部{立を有
するA3B3複合体とそこで得られたエネルギーをVoに伝
える軸部位 (C~Hサプユニット)に分けられる。マメ
科植物のヤエナリ(低温感受性)とエンドウ(低温耐
性)の本酵素のサプユニットを比較すると、 30~
40kDa領域の構成が著しく異なる事が明らかとなった。
このサプユニット構成の違いが本酵素の低温感受性に
影響を及ぼす可能性が考えられた。部分アミノ酸配列
の分析により、エンドウV-ATPaseの40kDaと37kDa
サプユニットはそれぞれEサプユニットのアイソ
フォームであることが示された。エンドウ上舵軸より
Eサプユニットのアイソフォームのみが異なる 2つの
アイソタイプ酵素を得た。それぞれのアイソタイプは
異なるATP加水分解活性を持つため、 Eサプユニット
はV-ATPaseのATP加水分解機能に関連していると推
定された。[J.Biol. Chem. 印刷中]

laBlO 
液飽厳に先現するシロイヌナズナH'-PP・.e遺伝子の花紛

特異的鎗現制御とその意‘
主aa豊.江波和.'，竹安邦夫佐肩車雅彦， (京大院・人
間・環境学京大・総合人間京大院・生命科学)

高等繍物の液胞膿にlま2種類のH・ポンプ(H・-ATPaseとH
'-PPase)が存在している。これらはH・を波胞内に能動的に
鎗送し、液胞の内外lこH'の浪度勾配を形成する。このうちH・
-PPase遺伝子は多様な環境要因などによって発現が制御
されると考えられているが、今回レポーター遺伝子を導入し
た数種類の遺伝子組み換え纏物の解析等によりW-PPase
遺伝子に関して以下のような知見を得た。
①約1.4kbのプロモーター領繊lま植物体のほlま会組織で発

現を甥導するが、約O.4kbまで短くすると花粉でしか発現
を鶴導しない。現在、この花粉特異的発現に関与するDN

A領域を約30泡基内にまで同定している。
@さらにこのO.4kbのプロモーター領減を利用してアンチセン
ス法により花粉特異的lこH・-PPase遺伝子の発現を抑制
すると、雄性不稔となる個体が複数得られた。このことは
少なくとも花粉の成熟過程においてH'-PPaseが重要な役
割を担っていることを示唆するものであるが、現在どの段
階で花粉の発遣が停止しているか翻査中である。

また、最近シロイヌナズナのゲノムプロジェクトにより全く新
しいタイプのPPaseが見つかっているが、これについてもそ
の発現状況を現在銅査中である。
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laBll 
イネ液胞膜町.ピロホスファターゼにおけるアイソ

フォーム特異的発現

挫星笠童、小林秀行(農水省・食総研)

我々はこれまでに、イネcDNAおよびゲノミ ッ
クライブラリーより、 4種類の液胞膜町ーピロホス
ファターゼ (V-PPase)遺伝子を単離している。
これらのアイソフォーム聞の機能の差異について

検討するため、各アイソフォームの3'ー非翻訳領域
をプロープに用いて、ノーザンハイブリダイゼー
ションにより、各OV丹宣伝子の発現解析を行った。
イネ幼苗では、 OVPl、OVP2、OVP5 が葉条、根
の両者において発現していたのに対し、 OVP3 は
根においてのみ発現が検出された。また、塩スト
レスに対する各V-PPaseアイソフォームの応答を
検討するため、 50mMおよび100mMNaClを添加し
た培地で 1年間以上継代培養を行ったイネ細胞に
おける発現を調べたところ、 NaCl添加培地で、培養

し続けた細胞においてOVP3の発現誘導が見られ
た。 OVP3 の 5・.上流域には ABA responsive 

cis-element (ABRE)と相同的な配列があり、 OVP3

のABA処理による発現量の増加がノーザン解析に
より確かめられた。これらの結果は、 OVPl、

OVP2.， OVP5は植物内で構成的に発現しているの
に対し、 OVP3は組織特異的に、もしくはストレ
スに応答して機能している可能性を示唆している。

laB12 
新規な液胞型ピロホスファターゼ~ シロイ

ヌナズナからのクローニングと機能解析

且直道二、前島正義(名大院・生命農)

液胞型 Hヘピロホスファターゼ (H+.PPas巴)は

液胞の酸性化に関わるプロトンポンプとして知ら

れている。ところが最近H+.PPaseに類似した

AVPL1遺伝子がゲノムプロジェク卜により見出さ

れた。 AVPL1pの機能を解明するためcDNAクロー

ニングと組み換えタンパク質の機能解析を行った。

ゲノム情報をもとにPCRを行い目的のcDNAを

得た。 AVPL1pは802アミノ酸からなりシロイヌナ

ズナAVP3pを含む既知の植物H+.PPaseとは34・35%

の同一性を示した。 AVPL1cDNAを酵母で発現さ

せたところ H+.PPas巴と同様に F.非感受性のピロ

リン酸加水分解活J性が見られた。しかし、 K+ や

Triton X-lQO でわずかしか活性化されないことに

加えピロリン酸に依存した H+輸送活性が検出で

きない点が大き く異なっていた。以上のことから

AVPL1pは液胞型 PPaseであるが H+-PPaseとは違

う生理的機能を持つと考え られる。



lpBOl 
アサガオ花弁の青色化に関わる丹 (PurpJめ遺伝子は
Na+ /H+アンチポーター遺伝子をコードしていた
田中(深田)幸手l、稲垣善茂1、山口利男2、斎藤

規男3、飯田滋lユ (1基生研・遺伝子第 l、2総研

大・生命科学、 3明治学院大・一般教養)

野性型の青色花アサガオの奮は赤紫色で開花に

f半って青色に変化する。この変化は開花に伴って

液胞内 pH が上昇するためと考えられている。紫

色地に青色のセクターの花を咲かせる丹 (PurpJe)遺

伝子の易変性変異体 pr-m(抑rpJe-mutabJe)と青色花
をつける復帰変異体 Pr-r(PurpJe-revertant)の色素の

成分構成は変わってはいないので、丹遺伝子の機

能は開花に伴う液胞 pH の上昇に関与するものと

思われる。我々は、易変性変異体 pr-mのアサガオ

から単離されたトランスポゾン Tpnlの類縁因子の

挿入によるものと予測し、簡便トランスポゾンデ

ィスプレイ法を用いて Pr遺伝子の cDNAを同定・

単離した。この丹遺伝子はアラピドプシスとイネ

の液胞型 Na+/ H+ アンチポーターと高い相向性

をもち、さらに酵母液胞の Na+/ H+アンチポータ

一変異体の機能を相補することも明らかにした。

lpB02 
アサガオゲノムには Pr遺伝子以外にもそのホモロ

グが存在していた

山.bIA!旦l、田中(深田)幸子、稲垣善茂2、飯田

滋1.2e総研大・生命科学、 2基生研・遺伝子第1)

我々は紫色地に青色のセクターの花を咲かせる斤

(Purple)遺伝 子の易変性変異体 pr-m( 

purple-mutable)と青色花をつけるその復帰変異体

Pr-r (Purple-revertant)との解析から、アサガオ

の青色化を支配する斤遺伝子の本体が、 Na+/H+ 

antiporterであることを明らかにした。このPr遺

伝子をプローブに用いたサザン解析の結果、ゲノム

中に斤遺伝子が 2コピー存在することが示唆され

た。そこで、我々は Pr遺伝子ホモログを単離し、

塩基配列を決定した。その結果Pr遺伝子は 15個の

エクソンが存在していたのに対し、ホモログでは

エクソン6-8領域の欠失を含め遺伝子配列中の数カ

所に欠失や挿入が見いだされた。今後はこれをもと

にPr遺伝子特異的なプロープを作成してノザン解

析を行い、 Pr遺伝子及びそのホモログの発現様式

を明らかにし、その役割への理解を深めていきたい。
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lpB03 
植物 Shaker型膜電位依存性 rチャネル(KATI)の

トポロジー形成機構の解析

主麗盟王:、阪口雅郎 2、中村辰之介 3、魚住信之 lバ

c名大院・生命農、 z九大院・医系・機能高分子、

3千葉大・薬、 4名大・生物分子応答研究センター)

植物のShaker型膜電位依存性K+チャネル(KATl)

は、 6回膜貫通構造を形成するが、各膜貫通部位

(S 1-S6)が膜内に組込まれる機構は明らかにされて

いない。本研究では、 KATlの小胞体への組込み

機構を解析することで、膜貫通部位に存在し

voltage sensorを形成すると推定されている親水性

残基の役割が、他の膜貫通部位の組込みに重要で

あるか、それとも、イオン透過の際のチャネル活

性(機能)において重要な残基であるかを知るこ

とを目的とした。

各膜貫通部位の膜への組込み特性の解析によ

り、親水性の高い S4.だけでなく比較的疎水性の

高い S3も単独では膜内に組み込まれないことが

分かった。また、単独では膜に挿入されない膜貫

通部位は、他の膜貫通部位との相互作用によって

通常のトポロジーをとることが示唆された。

lpB04 
イネ Clチャンネル遺伝子の細胞内周在性

虫誼塾王、福田篤徳¥酒井慎吾、国中喜之 1(筑波大 生

物科学、農水省生物研')

植物においてアニオンチャンネルは気孔の開閉に代表

されるようなシグナル伝達系のー虫歯を担っているなど、

細胞の様々な生理作用に深く関わり、アニオンを輪送す

る輸送体は重甚な働きを担っている.イネでは crが塩ス

トレス下で蓄積される主要なアニオンであり、その取り

込みに CIチャンネルが働くと考えられる.そこでイネに

おける CIチャンネルの構造と機能を解析した。

我々は既知の CIチャンネルと高い相間性を示す2種類

のCIチャンネル遺伝子 (OsCLC-l，ー2)を単厳し、解析を

行っている.白CLC遺伝子に共通する領峨および、

OsCLC-2に特異的な部位に対応するペプチド抗体を作

成し(OsCLCAbよイネ芽lまえの根と葉における金政面分、

細胞質膜画分、液胞膿蘭分における CIチャンネルの周在

について解析を行った.OsCLC-2 Specific Abを用いて

免疫プロットを行ったところ、根のj復胞臓において

85kDaの位置に強いシグナルが検出された。この結果は

推定アミノ酸配列の分子量およびこの遺伝子の組織特異

的発現パターンとも一致する.この結果から、 OsCLC-2

は根の波胞臓に局在すると考えられる。



lpB05 
葉肉細胞プロトプラストへの光依存性ピルビン酸取

込み

小曽根睦，大西純一(埼玉大・理・分子生物)

オオムギ(C，植物)およびソルガム(C‘植物)の葉肉

細胞プロトプラストにシリコンオイル層溜過遠心法

を適用して，有機酪取り込みを測定した。

pH7でアスコルビン酸，グルタミン酸及びピルビ

ン酸では光による取り込み促進がみられたが，リン

ゴ酸の取り込みは光によって阻害された.ピルビン

酸の取り込み速度は，ソルガムよりオオムギが 30

倍速く.pHを 7から 5ヘ下げると増加した。また、

SH-修飾眠薬(NEM).リジン修飾蹴薬(NBD-CI)及びピ

ルビン酸アナログ(UK5099)により阻害され，ピルビ

ン酸温度 0.01・2mMで飽和キネティックスを示した

(Km = 0.30 mM. V同友=0.87μmol/mgChloh)。

これらの結果から，葉肉細胞の細胞膜にピルビン

酸輸送体の存在が示唆される.さらに，この輸送活

性の基質特異性を検討し .Mesembryanthemum 

crystallinumの C，型と CAM型の細胞，および C.植

物の葉肉細胞と維管束鞘細胞でのピルビン酸取り込

みを比較する。

lpB06 
らん藻 SynechocystisPCC6803において鉄輸送

を担う 3つの ORF

加藍本!!!、'Arthur R. Grossman、小川晃男
(名大・生物分子応答研究セ、 lカーネギー研)

我々は前回、らん藻 SynechocystIsPCC6803 
において、ムs111878株が鉄フリー培地上で生育で

きず、細胞内への鉄輸送活性が低下していること

を報告した.今回は ムs111878 株に加えて A 
s1r0327 (hftB) ;妹、 tlslr1392(feoB);傑について鉄

フリー培地上での生育と鉄輸送活性を調べた。

ムs1r0327 株は生育、鉄の取り込み共にA

s111878 株と全く同様であった。一方、ムs1r1392

係は鉄フリー培地上で野生株と同程度の生育を示
し、 F巴3+ イオンの取り込み能も正常であった。

Fe2+イオンの取り込み能については、ムs1r0327、
ムsll1878 両株で野生株並みであったが、 A

s1r1392 株では取り込み活性が顕著に低下してい

た。以上の結果から、らん濠 SynechocystIs 

PCC6803はFe'+イオンと Fe'+イオンの両方を輸

送することができ、それぞれについて異なる遺伝

子群を働かせて効率的に環境に適応する能力を持

つものと考えられる。本発表では各 ORF の

mRNA レベルでの発現パターンも併せて報告す
る。

79 

lpB07 
ヤエナリCa2+/W 対向輸送体の細胞内分布と発現特性

里亘童金、前島正義(名大・生命農・生化)

Ca2+/ Hφ対向輸送体は値物では液胞膜と細胞膜に存在

すると考えられ、膜を介した pH勾配を利用してCa2+を

細胞質から液胞内や細胞外に能動輸送する。この対向輸

送体の生理機能を明らかにするために、細胞内分布の詳

細と器官レベルでの発現部位を検討した。

対向輸送体を酵母で発現させ、これを精製して特異性

の高い抗体を調裂した。ヤエナリ廃車自の粗ミクロソーム

函分をショ糖密度勾配遠心で分離し、抗体を用いて免疫

プロットを行った。対向輸送体の分布は液胞膜に加えて

少し密度の高い部分にも検出された。 j夜胞膜に加えてゴ

ルジ膜など他の膜系にも存在すると推定される。

一方、ヤエナリ実生各器官から剛A 及び液胞膜を銅

製し発現レベルを比較した。対向輸送体タンパク質は上

底軸や子葉の液胞膜に多く、根や本葉では少なかった。

タンパク質と m時~A レベルの発現パターンは一致し、

発現量は主に転写レベルで調節されていると考えられる c

lpB08 
GFPとの融合タンパク質系を用いたCa2+周+対向輸送
体の細胞内局在部位の検討
位主主皇孟i、土屋知寛、中西華代、前島正義

( 1名大農，名大院生命農)

細胞膜と液胞膜にはCa2+周+対向輸送活性があると

報告されている。 Ca2+周+対向輸送体は膜内外のH+
勾配を利用してCa2+を能動輸送する分子である。ヤ
エナリ液胞膜で1ま十分に高いCa2+周+対向輸送活性が

確認されており、対応するcDNAも得ている二本研

究ではこの遺伝子の翻訳産物が液胞膜のみに局在す
るのか、あるいは他の膜系にも存在するのかを検討

することを目的とした。ここでは細胞の状態のまま
で局在を明確にする方法を採用した。 sGFPを
Ca2+JH+対向輸送体(VCAX)のN末あるいはC末に付け

た融合タンパク質をタバコBY・2細胞で35Sプロモー
ターを用いて過剰発現させた。組み換えBY・2中の
sGFPの蛍光を共焦点レーザー顕微鏡で観察したと
ころ、 N末にsGFPを結合させた場合にのみ液胞膜に
局在している像を得た。 C末に結合したものは蛍光
は観察されなかった。したがって、 cDNA翻訳産物

は主として液胞膜に局在すると結論した。なお、ゴ
ルジ体と思われる構造にも蛍光シグナルが観察され
る例があったので、あわせて議論する 0

*Eur.J.Biochem.(1999) 262:417・425



lpB09 
マングロープNa+lH+antiporter cDNAのクローニン

グと発現解析

且虫重之、福回篤徳、 1中村敦子、 z山田晃世、 2J・藤丈夫、

z小関良宏、 a三村徹郎(農水省・生物研、 1筑波大・生物

科学、 2.工大院・工・生命工、 3ー循大・生物)

高塩濃度環境におかれた植物細胞は、細胞質の Na+

を細胞外に排出あるいは液胞に輸送することにより

イオンストレスを回避している。漕胞へは、 H+濃度勾

配を利用した対向輸送系 (Na+/H+antiporter)によ

り輸送されると考えられている。耐塩性に関わるこの

遺伝子(NHX)が、最近イネなどから単離された。塩生

植物マングロープBruguierasexangulaの懸濁培養細

胞では、 50mMNaCl処理では液胞内の Na+濃度が

高いレベルで保たれるが、 150mMでは一過的に上昇

するが、徐々に誠少し無処理のレベルに戻る。このイ

オン輸送の機構を明らかにするためBsNHXcDNAの

クローニングを行った。オjレがネう型/細胞膜型 Na+周+

antiporterにおいて保存された領緩からプロープを合

成し PCRを行い、約 700bpの断片を得た。その配列

は、他の Nf王XcDNAと高い相向性を示した。この断

片をプロープにして全鎖長 cDNAをスクリーニング

した。

lpB10 
耐塩性植物オオムギとオカヒジキに存在する Na+/Hφア

ンチポーター遺伝子の解析

福田篤徳、佐伯かおる、中村敦子¥田中喜之

(農水省・生物研筑波大・生物科学)

Na+/Wアンチポーターは、生体腺を介したpH勾配

をエネルギー源として利用して細胞質に存在する Na+

をj夜胞内に繍送するため、植物の耐塩性に霊要な働き

をしていると考えられている。近年、出芽酵母で得ら

れたNaソWアンチポーター遺伝子 (NHX7) とホモロ

ジーのあるクローンが、イネなどの植物からいくつか

クローニングされているが、まだその数は少ない。

本研究では、耐塩性の高いオオムギ、及び塩生植物

オカヒジキから Na+/H'アンチポーター遺伝子をクロー

ニングし、全海基配列を決定した。それぞれの全長は、

2，564、2，509塩基対、コードしているタンパク貨は

538、559アミノ酸であった。本発表では、これらの

遺伝子と耐塩性の低いイネのアンチポーター遺伝子と

の比較や塩ストレス下での発現変化の違いを報告する.
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lpBll 
ダイコン細胞膜、液胞膜水チャネルの細胞特異的蓄積
盆宜L..O.卒、前島正義(名大院・生命農)

植物の細胞膜と液胞膜には各々固有の水チャネルが
存在する。これまでにダイコン(Raphanussaliνω)では細
胞膜水チャネル(PAQl，PAQ2)と液胞膜水チャネル
(VM23)に対する特異抗体を得ている。今回、細胞膜
と液胞膜水チャネルに対する抗体を利用し、器官・組
織・細胞特異的蓄積を検討した。

ダイコンの成熟前さや・種子についてタンパク質蓄
積量を器官別に解析したところ、いずれの分子種もさ
やで多く蓄積してたが、種子ではPAQlをのぞき蓄積が
見られなかった。次にtissu print法によりダイコン塊根
と葉柄について解析を行ったところ、塊根において細
胞膜型と液胞膜型は異なる蓄積パターンを示した。細
胞膜型は特に形成層輸において蓄積していた。葉柄に
おいては両水チャネルともに維管束組織で多く蓄積し
ていた。さらに詳細な情報を得るために、免疫組織化
学的手法を用いて、ダイコン塊根・葉柄、ダイコン実
生根・庇軸について解析を行った。細胞膜、液胞膜水
チャネルともに葉柄の維管束組織、実生の根、Iff紬の
内鞘、内皮で多く蓄積していた。ダイコン塊根ではtissu
print法による解析結果と同様に細胞膜型と液胞膜型では
その蓄積パターンが異なり、細胞膜型は形成層輸にお
いて特に多く蓄積していた。これらの結果から細胞膜、
液胞膜両水チャネルの機能について考察したい。

lpB12 
sGFP融合タンパク質のBY-2細胞での発現による細

胞膜、液胞膜水チャネルの局在化機構の解析

主屋姐宜、須賀しのぶ、前島正義(名大院・生命農)

植物細胞には細胞膜と液胞膜に固有の水チャネル

が存在する。本研究ではダイコンから単離した細胞

膜(PAQl)と液胞膜(y-VM23)の水チャネルを材料

として細胞内局在化機構の解析を目指した。 sGFP

を各々の水チャネルのN末、あるいはC末に付けた

融合タンパク質をタバコBY-2細胞で35Sプロモータ

ーを用いて過剰発現させた。その結果を共焦点レー

ザー顕微鏡で観察したところ、 PAQlは細胞膜H+-

ATPaseと同一膜上に検出され、 y-VM23はFM4-

64で染まる膜 (液胞膜)上に検出された。粗膜画分

をショ糖密度勾配達心で分画した結果と合わせて報

告する。さらに、 PAQlと了-VM23の末端配列を欠

失したク ローンおよび各々の前半部と後半部を組み

合わせたキメラクローンを作成した。これらのクロ

ーンとsGFPとの融合遺伝子もBY-2細胞へ導入し、

観察を行った。これらの結果をもとに細胞膜、液胞

膜タンパク質の局在化に必要な情報について述べる。



lpB13 
高等植物におけるαートコフエロール膜間輸送
皇旦盛田芳賀聡，小倉あゆみ(長岡高専・物質工学)

葉緑体は、包1莫(外膜)，チラコイド膜(内膜)および水溶
性のストロマ(膜問)から4賛成されている。チラコイド膜にはα-
コフエロール(αーToc)が多量に存在しているが、その合成は
包膜で行われており、チラコイド膜にはその生合成に関与す
る酵素は存在していない。α-Tocは脂溶性であり単独では包
膿からチラコイド膜に移動することができないことから、葉緑
体にはα・Tocの包膜・チラコイド膜問輸送系の存在が考えら
れる。これらのことから、 α・Toc含有リポソームから単離チラ
コイド膜へのα・Toc移動速度を測定することにより、葉緑体
内のα・Toc膜間給送について調べた。ただし、リポソームを
用いた invitro 膜問輸送では、 2種のα司Toc移動現象①特異
的移動(α司Tocのみ移動)および②非特異的移動(s莫同士の
物理的援触により起こる膜肉物質の移動)が同時に起こるこ
とから、これらを明確に区別して測定しなければならない。葉
緑体内で|まα・Tocの膜問移動は膜同士の物理的接触により
引き起こされるものではないことから、葉緑体内のαーToc膜
問輸送を調べるには特異的移動のみの測定が必要となる。
このことから、リポソームを蛍光色素(cholesteryl1・pyrene
butyrate)でラベルすることにより特異的なα・Toc移動の測定
を行った。リポソーム・チラコイド膿聞のα・Toc移動を翻ベた
結果、 αーToc膜間移動量は反応時間と共に精加していた。リ
ポ、ノームからチラコイド膜へのα-Toc移動量は、ストロマタン
パク貨の添加量と比例しており、また、タンパクの熱変性、プ
ロテアーゼ処理により移動活性が消失したから、腹開輸送
はストロマタンパク質(α-tocopheroltransfer protein(s);πP) 
により行われていることが示唆された。

lpB14 
タンパク質の細胞間移行についてーCPCタンパ
ク質とイネチオレドキシンhを用いた実験
主宜王J、越野泰裕2、林浩昭l、岡田清孝2、藤原
徹1.3 e東大院・農・応生化、2京大院・理・植、

3pRESTO.JST) 

細胞問移行能を持つといわれる植物内在性の

タンパク質がいくつか知られている。そのうち

のーっとしてイネチオレドキシンh (TRXh) は

タバ コ葉肉細胞へのインジェクションにより細

胞間移行を示すことが報告されている (Ishiwatari

et al.，1998)。

CPC (CAPRICE)遺伝子はシロイヌナズナの根
の表皮細胞、非根毛形成細胞で発現する。しか

し、 CPC-GFP融合タンパク質を発現する形質転

換体ではGFPの蛍光が根の表皮細胞全体で観察

された。このことからCPCタンパク質が細胞聞
を移行していることが示唆された。

大腸菌で発現したCPC-GFP及びTRXh-GFP融

合タンパク質をタバコ葉肉細胞にマイクロイン

ジェ クシ ョ ンした。 GFPは 20~30% の頻度で細
胞聞を移行したのに対し、 TRXh-GFPは約50%、
CPC-GFPは約75%の頻度で細胞聞を移行した。

以上のことからCPCタンパク質にはTRXhと同様

に細胞間移行能があることが示唆された。
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lpB15 
イネ維管束系を介した糖転流機構の解析

盤盆王盟、庚瀬竜郎l、大杉立2、山口淳二(名大・

生物分子応答研究セ、 l北陸農試、2農水省生物研)

維管束系を介した同化産物(糖)の適切な輸送と
再分配は植物の正常な生長に不可欠であるが、維
管束系自体の機能も含め転流の詳細な動態や制御
様式には依然不明な点が多く残されている。

演者等はイネの維管束系に注目して解析を進め、
これまでに(1)イネスクローストランスポータ
ー・ OsSUTlが飾部伴細胞に特異的に発現し転写
レベルで光と糖自体の制御を受けること(2 )維
管束系の形成パターンが属するクラスにより異な
り、横走維管束形成が葉鞘通気腔の形成過程に密
接に関与していること、等を明らかにしてきた。

今回はスクロース合成酵素、スクロースリン酸
合成酵素等の糖代謝系遺伝子についてinsitu解析
を行い、両者の維管束内における発現分布を明ら
かにした。 また、最近SUT遺伝子が植物個体内
に多コピー維持され複合的な制御を受けている可
能性が示唆されていることから、 OsSUTlについ
てもより詳細な組織特異性の検定を行ったので併
せて報告する。これらの結果を併せた上でイネに
おける維管束を介した糖転流の動態をより詳細に
把握することを試みる。

lpB16 
PETIS;去を用いたオオムギ， トマトにおけるS2Mnの吸

収・移行・転流解析

虫亙盈i二1，清宮正一郎1 Bughio Naimatullah1，渡辺智2，
石岡典子長明彦2，内田博3，辻 t享理歴任松橋信平2，関根
俊明2，橋本昭司2，森敏1

(1東大院 ・農学生命科学， 2日本原子力研究所，3浜松ホトニクス)

natCr(p， xn)S2Mnにより生成したポジトロン放出核種52Mnを

用いて，オオムギ， トマトにおけるMnの吸収 ・移行をPETIS

(positron emitting tracer imaging system)法で可視的にか
つ経時的に観察した.根から吸収されたS2Mnは値物体全体へ

と移行した.コントロールオオムギでは愚新薬，最大展開業，
根と葉の付け根部分であるdiscriminationcenter (d.c.)が強
く標識された S2Mnが根から吸収され， d.c.へ移行するのに

40分を要した.また，ここから葉での上部への移行速度は約
0.2cm/分であった.*の先端から吸収させたS2Mnは約lcm/

分で下方移行し，まず， d.c.へ蓄積され，ここから根，最新薬，

最大展開業へと移行した.マンガン欠乏オオムギの場合には，
d.cが非常に強く標識され，吸収されたS2Mnのほとんどは綬

と最新薬に蓄積し，古い葉への移行は少なかった.マンガン
過剰オオムギではS2Mnの吸収 ・移行はほとんど観察されなか

った. トマトにおいても地上部全体への移行がみられ，特に
成長中の若い葉に多くのS2Mnが移行した.鉄が十分にある条

件でも鉄欠乏クロロシスを示すトマトのニコチアナミン欠領
変異株クロロネパにおいてもS2Mnの移行を経時的に観察し，
野生型との移行の差について検討した.



lpB17 
PETIS (Positron Emitting Tracer Imag-

ing System)法を用いた 13NH4+のイネにお

ける吸収・移行・転流解析

清宮正一郎¥中西啓仁¥内田博辻淳憲原因典弘

塚田秀夫松橋信平橋本昭司t関根俊明ペ森敏 1(1 

東大院・農学生命科学， 2浜松ホトニクス， 3日本原子力研究所)

イネにポジトロン放出核種目 N(半減期:9.96)標識 13NH1

+を経栂又は経葉投与し PETrs法を用いて，非破壊でリアル

タイム計測を行った.経根投与で最も強く標識される部位

は、 DC(discrimination center)であった.地上部では最

新薬と次に新しい葉(活動中心業)が強く棟識された.日音

条件ではDCへの移行量が40%に減少した.わずか2時間

のN欠乏処理でDCへの移行が 143%に促進された.NO:I-

の 36時間前処理により 250%に促進された. MSO 

(methionin巴 sulphoximine)による 30分処理により 7%に

減少した 活動中心葉の先端からの 13NH4+の投与では，標

識化合物の転流がほとんど見られなかった.これらの結果

の意味について考察する.

lpB18 
トビイロウンカロ針を用いたイネ植物体の餓管への物質注

入法 (MUSl法)の開発

藤巻秀、麓原徹、林浩昭(東大院・農・応生化)

近年、マイクロインジェクション法により高等植物の飾管

に蛍光物質を注入した例がいくつか報告されている.しか

し、富市管は非常に細く(イネの場合で直径およそ 10ミク

ロン以下)、また表皮以下何層もの厚く堅い細胞壁を持つ細

胞の下を通っているために、これらの上部組織を取り除く

か節郎組織を切り出した後に、顕微鏡下でガラス針を婦入

しなければならなかった。今回我々は、組織を切り出した

りすることなく、イネの吸汁害虫であるトビイロウンカの

口針を用いてイネの飾管に物質を導入する方法 (MUSI法)

を開発したので報告する。また、本法により、分子量の異

なる 2種類の蛍光物質の混合溶液を一本の飾管に導入した

ところ、分子量の違いに応じた分布の違いが観察されたの

で、併せて報告する.
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2aBOl 
ケツルアズキ発芽種子における αーアミラーゼの細

胞内紛送およびデンプン頼粒分解過程の解明

豊岡公徳，岡本随史，南川隆雄(東京都立大院・理・

生物)

αmアミラーゼはケツルアズキ種子発芽期に子葉細胞
中で発現し，細胞内に蓄積している貯蔵デンプンの分解
に関与する。双子葉積物と単子葉植物の種子構造の違い
から，双子葉植物の子葉細胞における αーアミラーゼの
細胞内鎗送経路およびデンプン頼粒の分解機構は単子糞
植物種子のそれと大きく異なることが推定される。ケツ
ルアズキ種子の怪輸を吸水後に切除し，子葉のみをイン
キュベートすると (Detachedcotyledon: DC)，子葉中の
αーアミラーゼの発現量が増加するにもかかわらず，貯蔵
デンプン量はほとんど減少しないことが報告されている。
この DCおよび膝軸を切除せずに通常に生育させた子業
(Attahed cotyledon: AC)について，それぞれの子葉細胞
中における αーアミラーゼの細胞内繍送経路を免疫組織
化学的手法により調べ，さらにそれら子葉細胞内の織造
変化を比較した。その結果， AC'DCともにαーアミラー
ゼはゴルジ体を経由してタンパク質貯蔵型液胞 (PSV)
へ輸送されることが観察された。そして， ACにおいて
は PSVから変換した分解型液胞 (LV)にデンプン頼粒
が取り込まれることが観察されたが， DCにおいては
PSVの LVへの変換およびデンプン頼粒の取り込みは
観察されなかった。以上のことから，ケツルアズキ発芽
種子のデンプン頼粒の分解過程には， αーアミラーゼが
PSVへ繍送され，その PSVがしV へ変換しデンプン
頼粒を取り込むことが必須であると推定される。

2aB02 
タンパク質貯蔵に関与するイネ旺乳細胞組面小胞体の

分化と細胞内局在

武中4士祐・阜E童盟・牧野英志・森田重人*・増村威宏*

・田中国介*(京府大・生資化・遺伝子*兼京府農資セ

ンター)

イネ種子の旺乳細胞には機能の異なる2種類の小胞体

(ER)、すなわちタンパク質貯蔵型小胞体(PB-ER)およ

び通常型小胞休 (C-ER)が存在する。今回我々は走査

電顕を用いてこれらの ERの形態および細胞内分布に

ついて観察を行った。イネ旺乳細胞における ERの分布

は透過電顕観察から、 C-ERが細胞中に広範に分布して

おり、 C-ER各所の末端が肥大して PB-ERを生じると推

定されていた。しかし今回の走査電顕観察により、 PB-

ERとC-ERは細胞内の異なる領域に存在していること、

C-ERは層状構造をとるが PB-ERIま網目状に分化して

おり、プロテイン・ボディを網目構造内に含むことが明ら

かとなった。この構造から、 PB-ERの形成には微小管を

含む細胞骨格等との相互作用が推定され、 PB-ERが高

度に分化した構造である事が示唆される。また PB-ER

とC-ERは比重が異なるため、遠心分画が可能である。

細胞破砕後に回収した遠心函分について生化学的、組

織化学的、形態学的に検討を加えた。その結果につい

ても併せて報告するの



2aB03 
シロイヌナズナ緑葉ペルオキシソームに局在する27-kDaタン

パク貨の細胞内紛送

加益盟，目黒文晃、川上鍵太郎，真野昌二¥西村幹夫， (新

潟大・理・生物， 'A生研・細胞生物)

[目的] ペルオキシソームタンパク質の多くは愉送シグナルと

してC末精lこPTS1 (peroxisomal targeting signal 1)を，もし

くはN末現官lこPTS2を有している.シロイヌナズナの緑業ペル

オキシソームに局在する27-kDaタンパク貨は.高分子量前駆

体として合成され，そのN末繍延長配列内にはPTS2の保存配

列が見い出されるが， C末舗にもPTSlと相同なアミノ酸配列

をもっユニークなタンパク賀である.発表者らはこの27-kDa

タンパク貨の細胞内総送機備を明らかにすることを目的とし

て，以下のような解析を鉱みた.

[方法と結果] 27-kDaタンパク貨のN末繍恨1)43アミノ酸およ

びC末織iR1)10アミノ酸とGFP(green fluorescent protein)と

の僧合タンパク貨を発現するTi-プラスミドベクターをそれ

ぞれ術祭した.これらをパーティクルデリパリーシステムに

よってシロイヌナズナのロゼット漢に導入し，一過約に発

現.蓄積するGFP融合タンパク貨の細胞内局在を共焦点レー

ザースキャン顕微鏡により検討した.その結果、 N末端-GFP

融合タンパク貨はペルオキシソームに局在すること、 GFP-C

末崎融合タンパク貨は細胞質にとどまることが観寂された.

現在これらの結果を形質転換シロイヌナズナにおいても検寵

中である.

2aB04 
カボチャカタラーゼのペルオキシソーム移行シグナルの解析

寺内白梅蕪、西由起子、江坂宗春、真野昌二人西村幹夫 i

(広島大・生物生産、 1基生研・細胞生物)

カタラーゼはペルオキシソームタンパク質の一つであ
る.多くのペルオキシソームタンパク質は C末端にある

SKLモチーフが移行シグナル(PTSl)として機能し、ペル

オキシソームへ輸送される。カタラーゼについては、 C
末端より数アミノ酸上流に SKLモチーフ様の配列が認め

られるが、移行シグナルとして機能しているかどうかは

不明である。

本研究では、カボチャカタラーゼ(Cat1)の翰送シグナ

ルについて検討した。 CatlcDNAまたはその一部を欠失

した遺伝子と GFPとの融合遺伝子をタバコ指養細胞

(BY-2)に導入し、融合タンパク質の細胞内局在を観察す

ることにより、輸送シグナルの同定を試みた。その結果、

C 末端 9アミノ酸(SKLモチーフ様配列を含む)はペルオ

キシソームへの移行に必須でないことが示された。さら

に、 C 末端側一9位からー32伎の聞に移行シグナルとして

機能する配列が存在する可能性が示された。現在、 C末

端 17、21、25アミノ殴欠失タンパク質や、 C末端側 50、

150アミノ酸を付加した融合タンパク質がペルオキシソ

ームへ移行するかどうか検討中である。
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2aB05 
植物特異的な小胞輸送制御機構の解析

よ旦童圭，山口雅手1]1，内宮博文中野明彦(理研-生

体膜東大・分生研)

小胞輸送は，全ての真核生物に存在する細胞内物質

輸送システムであり，その分子機構は，酵母から高等

動植物にいたるまで非常によく保存されている.それ

らの中でも， Rab/Ypt GTPaseは，小胞と標的膜の融合

制御のための分子スイッチとして，構造，機能ともに

高度に保存された分子であると考えられてきた.我々

は，このRab/YptGTPaseにおいて，植物特異的な新規

Subfamilyが存在することを見出し，その解析を行って

いる.シロイヌナズナ由来のAra6は，ヒトRめ5Cと最も

高い相向性を示すが，すべてのRabに保存されているC

末端の脂質修飾ドメインを持たず， N末端にミリストイ

ル化，及びパルミトイル化のコンセンサス配列を持つ.

このことから， Arooは，その機能，制御機構ともに他

のRabとは異なっていると推測され，高等植物が小胞輸

送制御のために独自に進化させた分子種であると考え

られる.本大会では，細胞分画，及びGFPとの融合タ

ンパク質を用いた解析等により， Arooがエンドサイトー

シス経路において機能すること，その局在が結合する

スクレオチドにより変化すること等を明らかにしたの

で報告する.

2aB06 
植物細胞における小胞輸送の制御

一植物 Sarlの優位限害型変異を用いたアプローチ

笠自整l:，佐藤健，上回貴志，安部弘，中野明彦(理研生体

膜)

私たちは，植物細胞における小胞輸送の意義を明らかにするため

に，植物の SarlGTPaseをツールとして用いた研究を進めてきた.

Sarlは，酵母において，小胞体からの輸送小胞の形成を制御する必

須因子であることが証明されている.植物 Sarlの優性阻害型変異を

条件的に発現させ，植物細胞における小胞輸送を人為的に制御する

系の構築をめざしてきた これまで.酵母細胞における植物Sarlの

機能解析を行い， Sarl機能は酵母と織物で高度に保存されているこ

と，また植物 Sarlの優性阻害型変異を酵母で発現させた場合に，小

胞体からゴルジ体へのタンパク質給送に損傷を引き起こすことなど

を明らかにしてきた

今回，植物培養細胞において値物 Sarlの優性阻害型変異を一時的

に発現させ，ゴルジ体の膜タンパク質を小胞体に局在化させること

に成功した.これは，ゴルジ体膜タンパク質のリサイクリングが小

胞体ーゴルジ体輸送の阻害によって損傷を受けたことを示唆してい

る.



2aB07 
C末箱 KDEL配列をもっ液胞プロテイナーゼ (SH-EP)の細

胞内総送機構:タバコ BY2細胞を用いた解析
盟杢血忠，畳間公徳，南川隆雄(東京書官立大院・理・生物科学)

;夜開包プロテイナーゼ SH-EPはケツルアズキ発芽子禁中で発現
し、貯蔵タンパク貨の分解を担っている.このプロテイナーゼ

は液胞に局在するにもかかわらず、間ーポリペプチド上に小胞
体残留シグナルとレて知られる C末崎 KDEL配列をもっ.
この KDEL配列は SH-EPを前駆体として小胞体に一時的に蓄

積する織能をもっと推定されており (Okamotoet al.， 1999)、
さらには子議細胞の免疫組織化学的解析により、プロ裂 SH-
EPが小胞体の一部に集積したのち、直径 2∞-5∞nmの小飽

(KDEL -tailed cysteine proteinase accumulating-yesicle， KV) 
により大量のプロ型 SH-EPがゴルジ体を介さず液胞に直後遺
ばれることが明らかにされた (Toyookaet乱， submitted)。今

回は KDEし配列の KV形成への関与を翻べるために、 KDEL配

列をもたない SH-EP(KDEL-)と SH-EP(KDEL+)をそれぞ

れタバコ BY2細胞において発現させ、それらの細胞内紛送経

路をパルスチェイス、細胞内分画および免疫プロットj去を用い
て解析した。 SH-EP(KDEL+) fま子葉細胞と問機にプロ箆

SH-EPが小胞体に一時的に蓄積したのち液胞へと験送された

が、 SH-EP(KDEL-)では小胞体での一時的蓄積はみられず、

SH-EPは借地中に分泌され、さらに一部は液胞へも鎗送され

ていた.これらの結果から、 KDEL配列f.JfKVの形成に重要

な役割をもつことが推定された.現在、免疫組織化学的手法を

用いて、 BY2細胞内における SH-EP(KDEL+， KDEL-)の細
胞内輸送経路の群細な観察を続みている。
O泊motoet aJ.， (1999) J. BioJ. Chem. 274・11390-11398.

2aB08 
糖鎖合成阻害剤ツニカマイシンに耐性を示すシロイヌナズナ

企皇室、伊原(字治野)徳子、 MaartenJ. Chrispeelsl、佐

野浩(奈良先端大・遺伝子、 lカリフォルニア大サンディエ

ゴ校)

ツニカマイシンはN結合型糖鎖合成の初期反応を触媒する

UDP-GlcNAc:dolichol phosphate GlcNAc-1-P 
transferase (GPT)を特異的に阻害することで細胞毒性を示

す。ツニカマイシンによる小胞体でのタンパク質糖鎖付加の

阻害でタンパク質のフォールディングに支障が生ずるとBiP

を初めとする小胞体シャペロンが誘導される.この現象は

unfold巴dprot巴inreponse (UPR)と呼ばれる.我々はシロ

イヌナズナからGPTのcDNAを単離し、シロイヌナズナにお

いて過剰発現させた。 トランスジェニック植物は野生型の

10倍以上のGPT活性を有し、野生型シロイヌナズナが生育

できない濃度 (0.3μg/ml)のツニカマイシンに抵抗性を示

した。ツニカマイシン存在下でもトランスジェニック植物は

糖タンパク質を合成し、野生型でBiPが誘導される濃度のツ

ニカマイシン処理ではBiPの誘導は見られなかった。 GPT遺
伝子を選択マーカーとして用いることでトランスジェニツク

シロイヌナズナをツニカマイシン含有培地で選抜することが

可能であった。
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2aB09 
波胞紛送レセプター PV72と輸送シグナルの相互作用に関す

る研究

渡辺悦子1久嶋田知生1久黛柳美和¥林潤1、西村いくこえ

西村幹夫1，2 C基生研・細胞生物、 z総合研究大学院大学・生命

科学、ヨ京大院・理・生物)

目的)これまでに我々 は、 ERから液胞へと貯蔵タンパク貨の前駆体
を運ぶ PAC 小胞 (Precursor-accumulatingvesicles)に液胞輸
送レセプター PV72を見いだした (1) • PV72とj夜胞繍送シグナル
との総合及び解車種メカニズムを解明するため、 PV72のルーメンドメ
インを大量発現するための系を術祭し、得られた組換えタンパク質
( rPV72)と貯蔵タンパク質 25アルブミンの結合、解磁機式を解

析した.
結果)PV72のルーメンドメインをコードする cDNAを組み込んだ
パキュロウイルス用発現ベクター pBPV72を術築し、昆虫細胞に感
染するウイルスを作製した.ウイルスを細胞に感染させ経時変化を調
べたところ.感染後 36時間自に可溶性画分に rPV72が飯も多く発
現していた.この組抽出液中の rPV72は 25アルブミンの;復胞愉送
シグナルに対する絡会能力を示した.そこで、この条件下で培養した
細胞から rPV72を精製し‘ BIAcore(タンパク質相互作用解析装置)
を用いて rPV72の生化学的解析を行った.rPV72は 25アルブミ
ン由来の液胞愉送シグナルとして機能するペプチドに結合し、その変
異ペプチドには結合しなかった.従って、 rPV72 I草野生型PV72と
問機の性貨を持っと考えられた.一方、PV72のルーメンドメインに
はカルシウム結合 EGF機モチーフがあるが、 EDTAでカルシウムを
除くと、 rPV72 はペプチドに結合しなくなった.この結果からカル
シウムが、 PV72の験送シグナルへの結合及び解敵を制御している可
能性が示俊された.
1 )5himada T. et al. Plant Cell Physiol. 38: 1414・1420(1997) 

2aBlO 
GUS-レボータ}法による AtVAM8pの

器官特異的努現パタ}ンの解析

盤並担盟、光岡展開島、佐藤雄彦(京大・総合人問、京大院・

人間環境)

高等植物の液胞は二次代謝産物の貯蔵・不要物の分解・浸

透圧の調節・細胞内充填機能などの機能をもっている。しか

し、液胞が形成される分子メカニズムは明らかではなし、。

我々は出芽酵母における液胞形成遺伝子と考えられる凶M
3の変異株を相補できる遺伝子として At凶M3をシロイヌ

ナズナより単離した。今回、我々は At凶M3が7つのエキ

ソンと 6つのイントロンから構成されていることを明らか

にした。また、 At凶M3と相同性が一番高い AtPLPも同様

に7つのエキソンと 6つのイントロンからなっていること

も明らかにした。続いて、①'At悶M3のプロモーター領域

1 9 0 0 bp+GUS-レポーター遺伝子② At悶 M3のプロモ

ーター領域 1200bp+GUS・レポーター遺伝子③At凶M3
のプロモーター領域600bp+GUS-レポーター遺伝子のコ

ンストラクトをそれぞれ作成しそれらを導入した遺伝子組

み換え植物を作出した。 GUS-レポーター解析の結果、根で

は先端の伸長領域を除いた成熟した細胞で強い発現がみら

れた。また、葉の鋸歯や花糸での発現が強いことも分かつた。

①・②・③それそ。れの植物でのレポーター遺伝子の発現パタ

ーンは同じであった。よって、 600bpのプロモーター領

域内に At凶M3の発現に必要なエレメントがあると考えら

れる。



2aBll 
ジャガイモ塊茎20・kDaタンパク質前駆体のN末端側プロペプチドと

C末端部分には異なった液胞翰送シグナルが存をする

企出塵盟¥松岡健¥大藤雅章2. 中村研三 1，2

(1名古屋大院・生命農・生イt，2~基生研・発生生物)

ジャガイモ塊茎には見かけの分子量20・kDa付近を示すKunilz型ト

リプシンインヒビ7--77'ミリーが存在する。その中の1つPT20前

駆体は、サツマイモの液胞歩ンパク質スポラミン(SPO)の液胞愉送シグ

ナル(VSS)である N*鋪側プロペプチド(NTPP)中のNPIRLfe列と類似

した NPINL配列を NTPP中に、また C末端領IHこNPLDV配列をもっ。

PT20前駆体の NTPPを含む N末端側33アミノ厳と PT20前駆体の

NPLDV配列を含むC末端illJ13 7'ミノ酸をそれぞれ、液胞験送シグナ

ルを欠失させた6proスポラミンのN末端側もしくはC末端illJに繁げ

たnPT20・SPO友びSPO・PT20c遺伝子を作成して、歩パコ培養細胞

BY・2で発現させた。その結果、いずれの前駆体の場合にも SPOは液

胞画分に検出された。細胞のworlmannin処理と前駆体のC末端への

Gly残基の付加はオオムギ・レクチンのc末端プロペプチド(CTPP)依

存性液胞蛤送を阻害するのに対し、 NPIRL型VSSliwoバmannlnや前

駆体C末端へのGly付加によって影響されない。SPO-PT20cの液胞

翰送linPT20-SPOの場合とは異なり、 wortmanninとC末端へのGly

付加によって液胞綿送が阻害され、またPT20のc末端のSFKQVQ配

列がCTPP型VSSとして機能することが分かった。以上結果より、

PT20前駆体には NTPP中の NPIRL型VSSとC末端のCTPP型VSS

の異なった種類のVSSが存在することが明らかとなった。

2aB12 
高等植物におけるオートファジーに関する解析

五血歪盤iY、野田健司内自野由美子 3，4、佐藤修正人加藤友

彦久林浩昭 6、柴田大輔 M、田畑哲之 5、大隅良典 1，2

('基生研総研大三井業際植物，4NewJ ersey大，5均、ずさ DNA
研東大院・農・応生イ~

オートファジー(自食作用)とは、栄養鰻餓に伴い、

細胞が細胞質成分を液胞等へ輸送、分解するという真

核生物に普遍的に存在する現象である。酵母を用いた

解析から、その分子機構が明らかになりつつある。

我々はこれまでにオートファジーに関わると予想さ

れるシロイヌナズナのcDNAを7つ単離した。そして、

高等植物におけるオートファジーの生理的機能を探る

ために各遺伝子の T-DNA挿入破壊株をスクリーニン

グした。結果、現在までに3つの破壊候補株を得た。

これらの植物を糖濃度の異なる培地で生育させた結果

や、各遺伝子の解析の進行状況について報告する。

また、各植物個体でのオートファジ一能を定量的に

評価できる系の確立を目的として、培轡田胞レベルで

の研究も行っている。現在、野生型培掛田胞を糖欠乏

にさらした際の形態的、生理的変化とオートファジー

との関わりについて検討中である。
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2aB13 
タバコ培養細胞がショ糖飢餓に応答して起こす

2種類の自食作用

直塁王広，三好泰博森安裕二， (静岡県立大学・

生活健康科学研究科，食品栄養科学部，) 

タバコ場養細胞 (BY-2)を，ショ糖飢餓処理する

と，細胞内のタンパク質分解が冗進する。このタン

パク質分解を，プロテアーゼ阻害剤によって阻害す

ると，自食作用を担っていると考えられるオートリ

ソソーム (AL)が核周辺に蓄積する。本研究では，

細胞をショ糖飢餓処理後，時間をずらして阻害剤を

投与し，その後のAL蓄積を観察することにより，

AL形成の時聞を正確に求めようと試みた。その結

果， Aしは，ショ糟飢餓処理後，約10から 19時間の

聞に，一過的に現れることがわかった。さらに，

Aしが消滅した後もタンパク質分解は継続し，同時

に，細胞質の未分解物と思われる頼粒が，液胞内で

増加することがわかった。よって，ショ糖飢餓に伴

うタンパク質分解には， Aしを介した自食作用と，

Aしを介さず液胞が直接関与する自食作用という，

2種類の自食作用が寄与する可能性が示唆された。

2pBOl 
Tillandsia ionantha (air plant)の葉部における

特異な水吸収能

本題率直ιl、青木車祐美 l、貴家康尋 2、坂田洋一 2、

武長宏 l、田中重雄 2 (1東京農大・農イじ、 2同・バ

イオ)

着生植物である Tillandsiaionanthaの葉部は，

通常の植物とは異なり大量の水を吸収することが

できる.本植物の特異な水吸収能は，塩イじ第 2水

銀により抑制されたが， β.メルカプトエタノー

ル処理により回復した.この結果は，水チャンネ

ルとして知られているアクアポリンが ，T， 

ionantha葉の水吸収能に関与していることを示

唆している.そこで，我々は RT-PCR法を用いて，

本植物から細胞膜アクアポリンと相同性のある 3

種の新規 cDNAクローン (TiPIPla，TiPIPlb， 

TiPIP2a)を単離した.すべてのクローンの mRNA

発現レベルは，植物体を水に漫積することによっ

て急速な増加を示した.興味深いことに，TiPIPla 

の mRNA発現レベルは水蒸気にさらすことによ

っても増加した.



2pB02 
浸透圧ストレスによる孔辺細胞内でのリンゴ酸蓄積促進とその

生理学的役割
浅井尚子，中嶋{書美玉置雅紀後藤潔鎌田博，近藤短期3

(筑波大・生物国立環境研聖徳大東大・院・理・生物)

気孔は大気との接点にあるため、特に大気の乾燥時には孔
辺細胞は乾燥に曝される。したがって、孔辺細胞は乾燥に対
して何らかの防御反応を持ってb、ると考えられるが、そのしくみ
については研究されていない。そこで本研究では孔辺細胞の
乾燥に対する抵抗性のしくみについて測べた。ソラマメ(Vlcia

faba L.)の業の裏側表皮を0.4M-vンニトーノレ水溶液に浸潤
することにより、孔辺細胞に浸透圧ストレスを与え乾燥の代わり
とした。孔辺細胞では、光依存的にリンゴ酸蓄積が起こるが、
浸透圧ストレスはさらにその蓄積を促進した(1)。ホスホエノ}ノレ

ヒ・ノレピン酸カルボキシラーゼ(PEPC)の特異的阻害剤 DCDP

処理によってリンゴ酸蓄積は限害された(2)。また、 14C02からリン
ゴ酸への 14Cの取込みは浸透圧ストレス下で上昇した。これら
の結果から、 PEPCを介した合成経路でのリンゴ酸の蓄積が浸
透圧ストレスにより上昇することが示された。ウエスタンプロット
解析を行ったところ、孔辺細胞の PEPCのタンパク量が浸透圧
ストレスで上昇することが明らかになった。また、孔辺細胞に
DCDP処理を行うと気孔開度が低下したことから、リンゴ酸蓄積
が孔辺細胞内の浸透圧上昇に寄与していることが示唆される。
(1) Asai et 81. (1999)Planl Cell p，砂'sI01.40・843・849.
(2) Asai et 81. (2000) Planl Cell p，砂'slol.(in press). 

2pB03 
カタラーゼおよびベタイン合成遺伝子を導入し

た淡水性ラン藻の塩ストレス応答

却ま盈去、日比野隆1、石川浩l、高倍鉄子2、高倍

昭洋(名城大・総合研、 1名城大・理工・化学、 2名

古屋大院・生命農・生物資源)

植物が高塩濃度下でも生育するためには、ベタ

インのような適合溶質の蓄積、 Na+の細胞外への

汲み出し、または液泡への蓄積が重要である。同

時に、塩ストレスによるC02取込み速度の低下

は、電子伝達鎖の過剰な還元を招き、活性酸素の

生成をもたらすことが考えられる。塩ストレスが

もたらす酸化ストレスの寄与について検討するた

めに、淡水性ラン藻 Synechococcus sp. PCC 

7942にカタラーゼおよびベタイン合成遺伝子を導

入した。光強度が30μE m-2 s-l で培養したと

きは、カタラーゼ (katE) およびベタイン合成

(bet) 遺伝子を導入した形質転換体は、高塩漬度

下において、コントロール株よりも早い生育速度

を示した。光強度が100μE m四 2 S-l のときは、

katE遺伝子を導入した形質転換体は、高塩濃度下

において、コントロール株よりも早い生育速度を

示したが、 bet遺伝子を導入した形質転換体は効果

がなかった。これらの結果について報告する。
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2pB04 
耐塩性ラン藻 AphanothecehalophytIcaの分子シヤ

ベロンDnaKのフォールデイング活性に対する塩お

よび温度の効果

且よじ畳屋、加来伸夫人高倍鉄子2、吉川博文3、高

倍昭洋1(名城大・理工、 1名城大・総合研究所、

2名古屋大院・生命農・生物資源、 4東京農大・応用

生物・バイオ)

耐塩性ラン藻 AphanothecehalophytIcaは幅広い

塩濃度(0.25-2.0M NaCl)で生育可能なラン藻であ

る。このラン藻の dnaK遺伝子は、他の生物種の

DnaK蛋白質と比較すると、 C末端領域のアミノ酸

が約100個長い。そこで、 A.halophyticaの dnaK遺

伝子を大腸菌で大量発現させ精製した。精製した

DnaK蛋白質は、淡水性ラン藻のDnaKとは異な

り、高波度のNaCl存在下においても、高いATP分
解活性や、蛋白質フオールデイング活性を示し

た。 A. halophyticaのC末端領域を欠損させた変異

体のATP分解活性は、高塩濃度下でも高い活性を

示したが、蛋白質フォールデイング活性は著しく

低下した。次に、 A.halophyticaの dnaK遺伝子を

大腸菌および淡水性ラン藻 Synechococcussp. 
PCC 7942で発現させ、これら生物の高温およ高塩

耐性を、生育速度、電子伝達活性等の測定により

調べた。これらの結果について報告する。

2pB05 
耐塩性ラン藻DnaK遺伝子導入タバコの高温スト
レス耐性

企旦血益、日比野隆1、田中義人1、鈴木茂敏、高

倍鉄子2、高倍昭洋3(名城大.JI. .農学、 1名城

大・理工・化学、 2名古屋大院・生命農・生物資

源、 3名城大・総合研)

分子シャベロンは、細胞内の様々な蛋白質の生合
成反応(折れたたみ・会合・輸送・凝集)に関与
している蛋白質であるが、同時に、生物が様々な
環境ストレス(高温・低温・強光・乾燥)などに
さらされたとき、細胞内の蛋白質が変性・失活す
るのを保護する作用があると考えられている。そ
こでDnaK蛋白質を過剰発現させたタバコを用い
て高温ストレス耐性が付与されるかどうか検討し
た。 AphanothecehalophyticaのdnaK遺伝子を
CaMV35Sプロモーターの制御下で発現するように
した形質転換タバコを用いた。この形質転換タバ
コの、高温ストレス下における、発芽率、生育速
度、 C02固定速度、光合成電子伝達速度、蛋白質

合量の変動について検討した。これらの結果につ
いて報告する。



2pB06 
アラピドプシスにおけるプロリン量とP5CS、ProDH

遺伝子発現量の昼夜変動

林史夫、和田敬四郎(金沢大・理・生物)

これまで塩ストレス下の植物において、プロリンの明

期での蓄積、暗期での減少が観察されることを報告して
きた。今回、アラピドプシスを用いて、このプロリン量

の増減にP5CS、ProDH遺伝子発現量、酵素タンパク質
量の変動が関係するか検討した。アラピドプシスでは非

ストレス下でもある程度のプロリン量の蓄積が観察さ
れ、塩ストレスによりさらなる蓄積が観察された。スト

レスの有無に関わらずプロリン量、各遺伝子発現量、酵

素タンパク質量の昼夜変動は観察され、プロリン蓄積量

はこれら遺伝子の発現量に関係があることが示唆され
た。また、連続明期下、連続暗期下で生育させた非スト

レス植物体ではこれらの変動は観察されなかった。さら
に、連続明期下ではP5CSタンパク質の大幅な蓄積、

ProDHタンパク質の減少が観察されたにもかかわら

ず、プロリン量の蓄積は観察されなかった。このことは

プロリンの蓄積はP5CS、ProDHの遺伝子発現量、タン
パク質量に依存しないことを示し、活性発現のための異

なる因子の存在を示唆した。

2pB07 
ダイズのプロリン合成系に関する研究

盤運丞%.'水野幸一，藤村達人(筑波大・農工系)

プロリンは、植物における適合溶質のーっとしてよく知られてい

る物質である。様々な植物で塩ストレスや乾燥ストレスに反応して

プロリンが湘加することが示されており、ストレス耐性に対して重

要な役割を果たしていると考えられている。ダイズにおいても、乾

燥および塩ストレスを受けるとプロリン含量が増加することが知

られている。ところが、我々が耐題性の異なる 7品種のダイズを用

いて、プロリン含量と耐底性との関係を調べたところ、全く相関が

認められなかった。このことから、ダイズのフ'ロリン合成系がスト

レス応答性でない可能性が考えられる。そこで、ダイスーのプロリン

合成系のストレスに対する応答を調べる必要があると考え、まずプ

ロリン合成系の酵素遺伝子のクローニングを試みた。植物における

プロリンの生合成経路には、t.'・pyrrolineふ carbox¥'latesぅnthetase
(P5CS) によって触媒されるグノレタミン酸経路と、ふornithine

aminotransferase (d-OAT) によって触媒されるオノレニチン経路が存

在し、どちらの経路でも最終的にが-p)lTolineふcarbox、latereductase 
(P5CR)の働きでプロリンが合成される。まずダイズの全 RNAを

抽出し、 RT-PCRによっておCS、ふOATおよびP5CRの部分断片を

単離した。P5CRはすでにダイズで単離され、全長が決定されてい

る。 P5CSについてはそスピーン由来のものと比較してアミノ酸レ

ベノレで 85%、ふOATは62.6%の相向性をもっ断片が得られたa 上記

で得られた断片をプロープとしてノーザン解析を行い、耐塩性品種

Leeの温ストレス下における遺伝子発現を調べたが、プロリン合成

系の酵素遺伝子はいずれも誘導されていなかった9 したがって、

Leeのプロリン合成系はストレス応答性でない可能性が高い。今後

は、 Leeに比べてプロリンを多量に蓄積する品種についても解析を

行い、ダイズのプロリン合成のメカニズムひいては耐温性の戦略に

ついて明らかにしたいと考えている。
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2pB08 
葉緑体型グルタミン合成酵素遺伝子導入イネの高
温・高塩耐性
血虫垂ム、星田尚司1、林康行2、田中章2、日比野
隆、高倍鉄子3、高倍昭洋4(名城大・理工、 1山口
大・工・応化工、 2植物工学研究所、 3名古屋大院・
生命農・生物資源、 4名城大・総合研究所)

植物は塩や乾燥などのストレスに曝されると蒸
散を抑制するために気孔を閉じる。このことは、
同時にCOzの取り込みをも妨げ、過剰なエネルギー
により活性酸素種が生成し、植物に損傷を与え
る。ところで、光呼吸経路で生成するCOzやホスホ
グリセリン酸がカルピン・ベンソンサイクルの基
質であることから、光呼吸が活性酸素生成を抑制
することが考えられる。このことを、実際に検討
するために、光呼吸活性を増強した形質転換植物
を作成した。すなわち、葉緑体型グルタミン合成
(GS 2) 遺伝子をイネに導入した。形質転換体に

はGS2の発現量が増加しているもの (G39-2)やほ
とんど失ったもの (G241・12) が得られた。 G39-2

の光呼吸活性はコントロールの約1.5倍であった。
これら植物体に塩ストレスを与えたときの生育速
度、電子伝達活性を調ベた。また、形質転換体の
高温ストレス下における生育速度、電子伝達活性
について検討を行った。これらの結果について報
告する。

2pB09 
CLONING OF SALT-STRESS RESPONSIVE 
GENES FROM BARLEY BY DIFFERENTIAL 
DISPLAY 
Akihiro UEDA， Toshihide NAKAMURA， Weiming SHI 
Yasunori MURAMOTO， Yukio NARITA， Mihoko 
T AKAHASHI， Angelina M. ALVAREZ-NAKASE， 

Tetsuko T AKABE 
Grad. Sch. Bioagri. Sci.， Nagoya Univ.， 
Nagoya 464-8601 

In order to fully understand plant salt tolerant 
mechanism， a large scale ぉreeningof salt stress 
responslve gen四 wascarried out by using differential 
display. Totally 480 RAPD primer species were us氾dω
sc陀 enout the candidates from both roots and leaves 01 
barley (Hordeum vulgare cv. Haruna・nijo)under short-
ほrm(NaCl笈lOmM 30 minutes) or long term salt st印 ss
(t、JaCl300 mM  2 days). Up to date， around 300 clones 
have been isolated and s司uencedfrom shorトtem1salt 
stressed plants and 500 clones from long-term plants. So 
far. the isolated candidates can be divided into : salt stress 
related genes such as osmoprote氾tantsynthesis related or 
signal transduction like P5CS， proline transporほr，
serine/threonine specific protein kinas氾;the genes whοse 
relation to salt stress is still unclear such as ATP-RNA 
helicas沼， nuclease， transketolas氾.A large p岨rtof the 
isolated candidates are function unknown genes such as 
putative protein or no-hitting ones. Isolation 01' fulllength 
genes and their further analysis is in progress 



2pBlO 
オオムギの温ストレス鶴導型プロリントランスポーター

遺伝子の単厳

よg 弘，鍍倫明中村微笑九高倍鉄子1

(名古屋大・生物分子応答研究センター名古屋大院・

生命島

我々はオオムギを用いて、塩ストレス下で跨導される

遺伝子をディファレンシャルディスプレイ法によって探

索した.その結果、アラピドプシスとトマトで報告され

ているプロリントランスポーター遺伝子 (AtProT，

LeProT)と相同性の高い PCR産物(約1.3kbp)を得た.

これをプローブとしてC:DNAライブラリーから単厳したク

ローンは全長 2，1曲bpであり、 4珂アミノ強からなる 1

つの aFを有していた.このアミノ酸配列はそれぞれ

AtProT2と倒11:， LeProT3と5拐の相向性を有しており、

プロリントランスポーターをコードしている遺伝子であ

ると考えられた.プロリンは適合溶質として働くことが

知られており、本研究で得られたプロリントランスポー

ターは塩ストレス下でのプロリン粉送に関わっているこ

とカ維察された.

3aBOl 
イネ米熟種子で発現する OSKプロテインキナーゼ

の精製と標的タンパク質の探索

墨屋並1.2、島田浩章夫高野載 1(1農水・生物研・

分子遺伝、 2東京理科大・基礎工・生物工)

OSKは SNF1と高い相同性を示すプロテインキ

ナーゼファミリー (SnRK1)に属する。イネには 3
種類の OSK遺伝子が存在し、塩基配列の相向性及

び発現部位の特異性から、 2つのグ‘ループに分類さ

れる。このうち一方のグ、ループは、イネ未熟種子の

脹乳において特異的に発現していることが分かつ

たため、任乳におけるデンプンの蓄積に関わってい

ることが示唆されていた。そこで私たちは、 OSK
の標的となるタンパク質を同定することで、未熟種

子における OSKの役割を明らかにしようと考えた。

私たちはイネ未熟種子の粗抽出液から、 SAMS
ペプチド (SnRK1に特異的な基質)のリン酸化活

性を指標にし、 3種類の陰イオン交換クロマトグラ

フィーによって約 100倍にまでOSKタンパク質を

精製することができた。一方、イネ未熟種子の

mRNAを用いて、スクリーニング用の発現ライブ

ラリーを作製した。そして精製された OSKタンパ

ク質を用いて、固相リン酸化スクリーニング法によ

り発現ライブラリーを検索した。
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3aB02 
トウモロコシショ糖リン酸合成醇棄の活性調節部位

(Ser162)への変異導入とイネでの過剰発現

査置盟主，小里子清美，字t.e正志石丸健，青木直大，

大杉立 (農業生物資源研究所・生理機能部生物工学部)

ショ糖リン酸合成静素(SPS;EC 2.4.14)はショ糖合成

のキー工ンザイムであり、特定のセリン残基の可逆的な

リン酸化を含め複雑な活性調節を受けている。 SPSは暗

条件下でリン酸化・不活性化され、基質やアロステリッ

クエフェクターへの親和性を変化させる。またいくつか

の形質転換植物において、過剰発現させた SPSタンパク

質が明条件下でも不活性化されることが観察されている。

トウモロコシ SPSの活性調節部位 Ser162をAlaに

置換し、改変トウモロコシ SPS遺伝子および対照用の非

改変トウモロコシ SPS遺伝子をイネで過剰発現させた。

非改変トウモロコシ SPSを発現する形質転換イネは、日月

条件下で SPS最大活性の増加に伴ぃ SPSの不活性化を

示した。一方、改変トウモロコシ SPSを発現する形質転

換イネにおいてはこのような SPSの不活性化はみられず.

さらに暗条件下での SPSの不活性化も起こらなかった。

これらの結果より 、トウモロコシ SPSのSer162がSPS

の暗条件下での不活性化、および過剰発現により引き起

こされる不活性化の両方に関わることが示峻された。

3aB03 
枝作り酵素(BEIIb)遺伝子を導入したイネ amylosEドextender
変異体の形質転換体の作製および解析

国史亘鑑、字垣正志、川崎信二、佐藤光¥中村保典
(農水省・生物研、 1九州大・農)

アミロペクチンは、分子内にクラスターと呼ばれる独特
な側鎖精進を形成し、デンプンの物性を左右する。我々 は、
イネデンプンの物性を改変するために、形質転換系を利用し、
イネのデンプン変異体にデンプン合成関連酵素遺伝子を導入
し、アミロペクチンの構造を変化させる実験系を確立するこ
とを献みた。

アミロペクチンのクラスターの形成には、枝作り酵素(BE)
が重要な役割を果たすことから、その発現を制御すればアミ
ロペクチン精進を変化させることが期待できる。本研究では、
イネ腔手Lの BEIIbアイソフォームの変異体 amylose-

extender (ae)にBEIIb遺伝子を導入した。まず、イネ(キタ
アケ)ゲノム DNAライブラリーから、 BEIIb遺伝子会領域
をコードする DNA断片を単離し、これを、 Agrobacteri・um
を介して、 ae(EM・10)に導入した。その結果得られた複数
の形質転換体の T1種子について、 B5乳の BE活性を
Native-PAGEI活性染色により調べたところ、 BEIIb活性が
回復した種子を確認した。さらに、 T1種子のアミロペクチ
ンの鎖長分布を解析したところ、 EM-10の鎖長分布とは異
なり、 EM-10の親椋(金南風)の鎖長分布に近い分布を示し
た。本研究で用いた実験系で、変異体のアミロペクチン構造
を変化させ得ることが示された。そこで、 BEIIb遺伝子の
発現を制御することによって、新しいタイプのアミロペクチ
ンを生合成する可能性について検討する。



3aB04 
イソアミラーゼ遺伝子の発現制御による組み換えイネのア
ミロペクチン構造改変
議足直孟久保亜希子..小沢憲二郎高岩文雄原因久
也¥中村保典2 (秋田県大・生物資源千葉大・園芸生
物研)

我々はこれまで.イネSl1gary-l突然変異体の解析から，
枝切り酵素<DBE)の一つであるイソアミラーゼ(ISA)が，
もう一つのDBEであるプルラナーゼ(PUυとともにアミロ
ペクチンの生合成過程で不可欠であると報告してきた
(Nakamura et al.. 1996.1997. Kubo et al.. 1999).本

研究では.lSA遺伝子をアンチセンスに形質転換したイネ
を作成し，アミロペクチンの鎖長分布が変化しているもの
を選抜することにより，形貨が安定しだれ種子を得ること
に成功した.選銭した形質転換イネの特徴を以下に示す.
1)キャピラリー電気泳動で調べたアミロペクチンの鎖長分
布は，コントロールに比べて重合度<DP)5-12およびD回4
-37の鎖長のものが猶加し.DP13-23およびDP38以上の
鎖長のものが減少していた.2) Nat!ve-PAGE/DBE活性
染色法で測定したlSA活性は，コントロールの20-30%に
低下していた.また，ウエスタンプロッティング分析の結
果.lSAタンパク質の量が激減していた.一方.sugary-l 

突然変異体でみられたようなPUL活性の低下はみられなか
った.3) RV A(Rapld vlsco analyzer)でデンプンの粘度
測定を行ったところ，コントロールに比べて糊化開始温度
が5-10度低かった.本結果から，イソアミラーゼ遺伝子
の発現制御によって，イネのアミロペクチン構造を改変
し，新規デンブンを作成する可能性が示された.

3aB05 
アセチルーCoAカルボキシラーゼとフラボノイド

合成

小西智一、 l中嶋信美、我彦広悦(秋田県立大・

生物資源・生工研、 l国立環境研・地域)

細胞質ゾル型アセチル CoAカルボキシラーゼ

(ACCase) はフラボノイド合成の調節酵素である

と考えられる。この酵素遺伝子の発現調節を調べる

ため、シロイヌナズナに紫外線を照射してフラボノ

イド合成を誘導し、その問の ACCaseの酵素量と

mRNAの変動とを、フラボノイドの変動と比較し

た。この経路の調節に関する考察とともに紹介する。
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3aB06 
植物はアブシジン酸を非メバロン酸経路で、糸状薗はメ

バロン酸経路で生合成する

呈韮i虫盟、護国隆治、 1 大東筆

(京大院農・応生科、 1富山県立大短大部)

アプシジン酸 (ABA)は、植物ではカロチノイドを経

て生合成されると考えられている。このことは ABAが

2-C・me白yl・D-erythritolを前駆体として非メバロン酸経路

で生合成されることを示唆している。一方、糸状菌は ABA

をメバロン酸を前駆体とするセスキテルぺノイド経路に

よって直接生合成するとされている。両者の ABA生合

成前駆体の速いを明らかにすることを目的として、 [1・

13C]・D・gIu∞泌を用いて ABAの13C標識化実験を行った。

ABA生産糸状菌 (Bot，η崎 C的erea と Cercosporapωι 
densiflorae )およびユリノキ若枝にそれぞれ[1_13CJ-D-
glu∞seを投与し、単離した化合物の¥3C 標識位置を

13CNMRスペクトルによって調べた。その結果、 B.cinerω 
とC.pini-densifloraeのABAは、 2.4，6.1'.3'.5"7'. 8'. 9'位

の¥3C シグナルがそれぞれ約 15倍と約 27倍増強されて

いた。これに対してユリノキの ABAでは、 1，5.6.4'.7'.9'

位の口Cシグナルが約 22倍に増強されていた。ユリノキ

のs-caroteneもABAと同じ位置のシグナルが場強されて

いた。これらの結果より、糸状菌ではメバロン酸経路で

直接 ABAを生合成するのに対して、ユリノキの ABAは

非メバロン酸経路によってカロチノイドを経て生合成さ

れることが確実となった。

3aB07 
2， 4-Dによるタバコ細胞のスコポレチン取り込み

に対するジャスモン酸メチルの影響

E旦虚血1、吉沢孝太郎 2、林図信明丸岡崎光雄 1，2

(1信州大・遺伝子、 2信州大・鎗維・応生)

【目的】タバコ泊費E細胞 BrightYellow T -， 3はクマリンの一

種であるスコポレチン生産能を持ち、ホルモンフリーで生育す

る.これまでに、 ζの細胞に 2，4・D投与すると、スコポレチ

ン取り込みが惹起され液胞内にスコポリンとして蓄積される

ことを明らかにした.この 2，4・Dの作用について明らかにす

るため、各種植物ホルモンとの相互作用について検討した.

【結果及び考寝】オーキシンを含むいくつかの植物ホルモンを

作用させたところ、高滋度を必要としたものの、オーキシン煩

の他、サリチル酸にも 2，4-0同織の作用がS認められた.また、

それぞれの植物ホルモンを 2，4・Dと同時に作用させたところ、

ジャスモン磁メチルと、高浪IIでカイネチンが阻害的に作用し

た.ジャスモン酸メチルには、スコポレチンの生合成を促進し

細胞外への放出を促進する作用があることがこれまでに明ら

かになっている.そこで、 PAしの特異的阻害剤である 2・

aminooxy・3・phenylpropionic acid (AOPP)を役与してスコ

ポレチンの生合成を阻害したところ、この湖合でもジャスモン

酸メチルは 2，4・Dの取り込み促進効果に対して阻害的に作用

した.このことは、ジャスモン磁メチルが生合成の促進とは別

の機備でこの取り込み現象に作用することを示唆している.



3aB08 
ジャスモン酸、エチレン、及びNIC遺伝子によるニコチンア

ルカロイド生合成遺伝子の協調的な発現制御

庄司 翼 l、皐遁且丘i、中村研三人山田康之¥橋本隆 1

(奈良先端大バイオ¥名大院農')

ニコチンはタバコの根で生合成されるアルカロイド

である。ニコチン生合成の低下したタバコnic変異体に

おいて複数のニコチン生合成酵素遺伝子

(PMT.ODC.QPT)と機能未知の還元酵素遺伝子

(A622)の発現が低下していた。これらの遺伝子は傷害

ホルモンであるジャスモン酸により協調的に誘導され

た。また、ジャスモン酸応答はエチレンが共存すると

限害された。このエチレンによる阻害は他のジャスモ

ン酸応答性遺伝子では観察されなかった。従って、 nic

変異体はニコチン生合成などに特異的なジャスモン酸

応答反応に異常があると推察された。

NIC遺伝子が関与する遺伝子発現制御機構を解明す

る目的で、 3種のPMT遺伝子およびA622遺伝子の5'-
上流領域をGUSに連結したレポーター遺伝子

(pPMT::GUSおよびpA622::GUS)の発現を解析し

た。 Nicotianasylvestrisにおいて全てのレポーター遺

伝子の発現組織特異性およびジャスモン酸応答性は類

似したものであった。また、 nic変異体におけるレポー

ター遺伝子の発現についても報告する。

3aB09 
チャのカフェインシンターゼのクローニングと発現解析

1lll.a量芸盤圭、水野幸一¥藤村達人ヘ芦原坦お茶の水
大・院・人間文化、 1筑波大・農工系、 Zお茶の水大・理・生物)

チャ葉のカフェイン(1， 3， 7-トリメチル

キサンチン)の生合成の最終段階に作用する N-
メチルトランスフエラーゼはカフェイン生合成
の鍵酵素である.我々は N-1位および N-3位

にメチル基を導入する N-メチルトランスフエ

ラーゼを特定し、この酵素(カフェインシンタ
ーゼ (CS))の 遺伝子をコードする cDNA を

RT-PCRと 5・-RACEにより単降した.得られ

た1，410bpの cDNA断片 (TCSl)がコードする

タンパク質の推定分子量は、 39，9kDaであり、

CS の SDS-PAGE から推定される分子量

(41kDa)とほぼ一致した. 大腸菌を用いた

TCS1 の発現系を機築し、組換え型酵素の基質

特異性を調べたところ、チャ業の CSの基質特

異性と同じ傾向を示した.さらにチャ業 cDNA
ライブラリーについて TCSlをプロープとして
スク リ ー ニ ン グ を行ったところ、鍛終的に 2
種類の CSの cDNA(TCS1と TCS2)が得られた .

TCS1 と TCS2がコードするタンパク質は分子

量がほぼ同じであり、アミノ酸配列の相向性は
89，1 %であった.業の発達・成熟過程での TCS
遺伝子の発現量は若い葉ほど高く、業の成長に

ともない急激に減少していた.

" 

3aBI0 
コーヒー由来カフェインシンターゼのクローニング

率竪童加藤美砂子芦原坦藤村達人(筑波大 ' .

工系お茶の水大・院・人間文化お茶の水大・理・生物)

我々は、チャよりカフェイン(1.3，7-トリメチルキサンチン)

の生合成の最終段階でN-1位およびN-3位にメチル基を導入

するN-メチルトランスフエラーゼ(カフェインシンターゼ)

を精製し、それをコードしているcDNAを単厳した.今回は、

チャのカフェインシンターゼ(CS)であるTCS1およひrrCS2の

アミノ酸配列をもとにして、コーヒーにおいて相当する遺伝

子の単敵を試みたので報告する.

TCS1およびrCS2のアミノ酸配列で保存されている領媛を

もとに合成したオリゴヌクレオチドを用いて、コーヒーの若

葉より調製した全悶Aを鋳型としてRT-陀 Rを行った.得ら

れたcDNA断片についてさらにい〈つかのオリゴヌクレオチ

ドを合成し、 5'-RACE法および3'-RACE法にて最終的に2種

類のcDNA(CCS1およびCCS2)を単厳したo CCS1とCCS2が

コードするタンパク質の推定分子量はそれぞれ41.8および

42，7kDa'であり、チャ葉CS(41kDa)の分子量と近似していた.

またCCS1およびCCS2の聞のアミノ酸配列の栂向性は85%程

度であり、 TCS1とTCS2の問の相向性(約90%)と類似してい

た.しかし、 CCSとTCSの間では40%程度であった。 TCSと

同様に、基質であるふアデノシルメチオニンの結合部位を形

成していると考えられる配列が保存されていた.現在大腸菌

での発現系を確立しタンパク質レベルでの解析を進めている.

3aBll 
タマネギ鎖茎の褐変にともなうケルセチンおよびその配糖体の

代謝

直返査盟去(九州歯大)、広岡幸子(九州女子大)

タマネギ蛾茎を形成している銭葉は加齢あるいは貯蔵にとも

なって褐変していく.また、タマネギ鱗茎にはケルセチン配絡

体力f多量に含まれている.そこで、この褐変はケルセチンある

いはその配槍体の酸化によるものであると予想した.

タマネギ鱗茎の外側jの織票は三つの郁分、すなわち、新鮮領

~(領繊A)、乾燥途中の領滋(領i議B)それに乾燥した褐色領滋

(領域C)Iこ分けられる.ケルセチン配糖体は領j~A.BIこ多量に

含まれていたが、ケルセチンは領主義CIこ多く、他の領域にはほ

とんど含まれていなかった.この結果l草、ケルセチンは領j~B

とCの境界援で合成されていることを示している.タマネギ鰐

薫のぺルオキシダーゼ(POX)は電気泳動的にはー績であった.

このPOX活性は領犠A，Bでは高〈、ケルセチンをその配糠体よ

り数十倍の速度で磁化できた.ケルセチンの強化産物は領織C

に存在していた.これらのことは領織BとCの境界織でケルセチ

ンがPOXによって磁化されていることを示している.領繊Bの

抽出液と単厳したPOXは過酸化水素を添加しなくてもケルセチ

ンを酸化でき、その酸化SOD、カタラーゼそれにKCNで抑制さ

れた.これらの結果はPOXによるケルセチンの酸化の過程で

スーパーオキシドラジカル、過酸化水素が生成していることを

示している.



3aB12 
芳香族を基 質と する プレ ニ ル ト ラ ン ス フ エ

ラーゼのクローニング と そ の 発 現 解 析

圏久美由紀、佐藤文彦、主血二皐

(京大院・生命・統合生命)

高等植物の二次代謝産物には、プレニルフラボノイドや

プレニルクマリンなど、シキミ酸経路に由来する芳香族化

合物がさらにプレニル化される複合経路で生合成されるも

のが多い.しかし、芳香族化合物を基質としてプレニル化

する、プレニルトランスフエラーゼに関する分子レベルで

の報告は極めて少ない.演者らは二次代謝系プレニル化酵

素の分子生物学的解明を目的として、4-hyooxy岡田lC

acid( 4HB):prenyltransferase(PT)のクローニングを試みた.

モデルとして用いたムラサキ培養細胞のシコニン生合成

経路には、 4r沼を基質とするプレニル化酵素

S捌 lyltransferase(GT)があり、その発現は光や窒素源等、

様々な調節因子の影響を受ける.この酵素をクローニング

するため、ミトコンドリアのユピキノン生合成に関わる

PTのアミノ酸配列を元に nestedPCRを行い、 2種類の

cDNAを得た.これらは、酵母のPTと35%(部分的に 50

%)のアミノ酸同一性を有しており、ムラサキ細胞内では

GTの活性問織、いずれも暗黒下でのみ発現していること

をノーザン解析により明らかとした.

3aB13 
燕麦酋条のアミノアルデヒド脱水素酸素

ジェーンティレベッカリビングストン、樽弁裕、吉図泉、

主温法皇(大阪市大・院・理・生物)

緬物中のポリアミンはアミノアルデヒドを経てアミノ厳

に代謝される。この分解経路において、アミノプロピオン

アルデヒドとアミノブチルアルデヒドはアミノアルデヒド

脱水素酵素によりそれぞれ日ーアラニンと GABAに酸化

される。一方、浸透圧保嘗物質として知られるベタインは

コリンからベタインアルデヒドを経て合成される。この生

合成経路において、ベタインアルデヒドはベタイン脱水素

醇棄により磁化される。

近年、遺伝子組換えにより発現させたベタイン脱水索隊

棄がアミノアルデヒド脱水素醇索活性を示すことが報告さ

れた(1 )。今回、演者らは燕麦酋条よりアミノアルデヒ

ド脱水素醇棄を精製し、その基質特異性を調べた。精製過

程においてヒドロキシアパタイトカラムクロマトからのア

ミノアルデヒド脱水索隊禁酒分にはベタイン脱水素酵素活

性を示したが、金終の 5・-AMPセフ 7ロースカラムク

ロマトにより精製した醗素標晶にはベタイン脱水素酵素活

性はほとんど検出されなかった。

1. Claudine et al. Plant Physiol. 113:1457 (1997) 
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3pBOl 
ダリアの花弁における UDP.G:アントシアニン5・0グル
コシルトランスフエラーゼの部分精製と特性
盤瓦週，坂本卓也¥山口雅篤勺II{書修1台吉玉国二郎 1 (熊

本大・院・自然科学J熊本大・理・生物科学f南九大・園
芸・食工南九大・園芸・掴芸)

ダリア (Ds劫 ;a variabilis)の赤色などの花弁には、
マロン酸でアシル化された 3，5・ジグルコシドタイプのア
ントシアニンが主色素として含まれている。

今回、我kはアントシアニンの5位を配糖体化する酵
素(5GT)について郁分精製を行いその特性について鯛ベ
た。本酵素は約 90倦に精製され、ゲノレ減過カラムクロマ
トグラフィーにより分子量は約 53・kDaと推定された。
最適pHは Cyanidin3・o.glu∞8ide(Cy3G);を纂質に用
いた時、 8.0であった。 Ca、Mgイオンによって活性が促
進され、 Cu，Hg，Znイオンによって強い阻害が見られた。
また、 NEM，PCMBによっても強い阻害が見られた。糖
供与体としては UDP・G のみを基質とし、 ADP.G、
UDp.ga1acωseは基質とならなかった。糖受容体として
はダリアが本来有していない Delphinidin型のアントシ
アニンに対しでも 28% (Cy3Gを 100として)の活性を
有していた。また、 3イ立のグルコースがマロニノレ化され
たCyanidin3・O-ma1onylglucosideに対しても 140%の
活性を示した。

3pB02 
アジサイの花色変異機構の解明

主旦ム蓋、外山友紀l、清水良泰2、藤森英治3、近藤忠雄4

(椙山大・生活・食品栄養、 l名大院・人間情報、 2群馬・園

芸試、 3名大・廃棄処理、 4名大・化調IJ機セ)

極めて微妙な条件で色が変わり、土壊のアルミニ

ウムイオンの関与が示唆されているものの、その本

質が不明である、アジサイ (Hydorangeamacrophylla) 

事片の花色変異機構の解明を行なった。赤、紫、青

色の苓片のプロトプラスト化により着色細胞を得て、

顕微分光法による測色、ミクロHPLCによる有機成

分分析、 ICPMSによるAl3+の定量、微小電極による

液胞pH測定を行なった。色素アントシアニンはい

ずれもデルフイニジン 3-グルコシドであったが、

赤色細胞ではクロロゲン酸が多く、青色細胞ではイ

ソクロロゲン酸などの 5・アシル化キナ酸が多いこ

と、さらには、青色でAl3+が顕著に多いことが明ら

かとなった。液胞pHは、赤色は3.2、青色は4.1と青

色で有意に高かった。この条件でinvitroで色素の

再構築を行ったところ、各々の琴片の色を再現でき

た。以上から、アジサイの花色変異が、成分の変化

と液胞pH変化の両方によることが明らかにできた。



3pB03 
赤タマネギにおける光によるアントシアニン

合成系酵素の発現

中村貴義 1去去墨ZE. 1柳下良美藤代岳雄.
1北宜裕

(神奈川大学 ・理学部神奈川農総研)

赤タマネギの鱗茎部のアントシアニン系色

素の発現機構について研究を行ってきたが、

前報で葉に光が当たることでアントシアニン

が発現すること、アントシアニン合成のキー

ヱンザイムであるchalconesynthase(CHS)の

遺伝子の発現はこれに対応していることを示

しTこ。
そこで、本研究ではアントシアニンの蓄積

と、 CHSとは別のアントシアニン合成酵素の発

現調節を検討する目的で、 dihydroflavonol

4 reductase(DFR)、chalconeisomerase(CHI) 

および anthocyanidinsynthase(ANS)遺伝子の

部分cDNA断片をRT-PCRを用いてクローニング

し、この断片をプローブに用いて Northern

Hybr i da i zat ionを行った。その結果、これら

の遺伝子はCHSのときと問機、葉に光が当たる

ことで鱗茎部で同調して誘導されることが明

らかになった。

3pB04 
ハツカダイコンのミロシナーゼのcDNAクローニング

基ー孟塑，藤井陽子.佐々田ゆり，久保井徹(静岡大・農・

人環)

ミロシナーゼ・グルコシノレートシステムは、主

にアブラナ科植物にみられる生体防御機構である。

ダイコンの生体防御、昆虫の誘因、食味(辛味)に

本システムは重要な影響を与えるとされる。われわ

れは、ハツカダイコン (Raphanussativus) のミロ

シナーゼ・グルコシノレートシステムの仕組みを分

子レベルで解明するための第一歩として、ミロシナー

ゼcDNAのクローニングを試みた。

ハツカダイコンの6日目のめばえからmRNAを抽

出し、アラピドプシス、ナタネ、ホワイトマスター

ドのミロシナーゼクローンの保存配列から作成した

3種のプライマーを用いてRT-PCRを行った。得られ

たミロシナーゼ断片をプロープにcDNAライブラリー

をスクリーニングしたところ、よく似た2種類のミ

ロシナーゼクローン(アミノ酸相向性92.9%) を得

た。両クローンとも、ナタネとホワイトマスタ}ド

のミロシナーゼB型と類似しており、ナタネのA、C
型、アラピドプシス型とは類似性が低かった。現在、

植物の各部位におけるミロシナーゼ活性/グルコシ

ノレート含量のバランスとミロシナーゼmRNAの発

現について調査中である。
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3pB05 
ミヤコグサにおける縮合型タンニンの蓄積

査丞盆去，綾部真一(日本大・生物資源・応用生物)

締合型タンニン(プロアントシアニジン)は，アントシア

ニン生合成の中間体であるフラパン-3，4'ジオールとその誘導

体フラパン3・オールが重合して生成し，果実やワインの成分

として抗酸化作用・抗変異原作用が知られている.これを適

度に含む牧草のセイヨウミヤコグサは家畜の鼓腸症を防止す

る飼料として重視されている.本研究では，その変種でマメ

科のモデル植物であるミヤコグサ (Lotus japonicus)を用い

て縮合型タンニンの蓄積と化学的性質について調べた.

寒天培地で幼植物を育てたところ，窒素分を含まないB&D

培地を用いた場合ではシュート，根ともに総合型タンニンが

蓄積した.培地に10mM硝酸カリウムを添加すると縮合型タ

ンニンの蓄積は顕著に抑制された.it素飢餓とともにリン酸

飢餓にさらすと蓄積はさらに促進されたが，リン酸飢餓単独

では強い効果はみられなかった.

茎の縮合型タンニンを塩酸ープタノールで処理して得られ

たアントシアニジンを分析した結果， B環が3'，4'ージヒドロキ

シ型のフラパンー3・オール(カテキン等)の他に3¥4'，5ヘトリヒ

ドロキシ型(ガロカテキン等)が重合していることが明らか

となった.後者の型のアントシアニンは見出されていないこ

とから，繍合型タンニンの生合成ではB環の水酸化はアント

シアニン生合成の場合とは別々に行われていることが示唆さ

れた.

3pB06 
シソ(PerilJafrut，町田市}のlimonenesynthase遺伝子の情報伝途物
質による発現

松本 隆、落合徹子、鎌倉美紀、血遡一一塁、唐沢停英
(信大良、応用生命科学)

シソ (PerilJafrutescens)のIimonenesynthase (LC)は、 geranyl
pyrophosphateからIimoneneを合成する酵素であり、生成物の
Iimoneneおよびその代謝生成物のperillaldehydeは、シソ精油の
主成分である。精油合成系に位置するこのLC遺伝子の発現
が、傷害応答の情報伝途系の影響下にあるか否かを調べる目
的で実験を行なった。

まずシソ成業からカルスを誘導した後，液体調音地で継代
し.定常期まで振とう培養を行なうことで，懸濁培養細胞を
得た. この懸濁格者監細胞にメチルジャスモン酸.サリチル
酸.キトサンなどの情報伝途関連化合物を種々の濃度で添加
し.経時的に培差細胞から totalRNAを摘出し， RT-PCRを行っ
た. LC遺伝子のmRNAの発現量およびphenylalanine
ammonialyase(PAL)遺伝子のmRNAの発現量の解析をデンシト
グラフを用いて行った.
その結果，メチルジャスモン酸.サリチル酸およびキトサン
いづれの存在下に於ても. LC遺伝子のmRNAの発現量が，
PAL遺伝子の場合と同織に誘導的に場加した.可能性とし
て、シソのLC遺伝子の発現は傷害応答の情報伝達系と直接的
あるいは間接的に関わっていることが示唆された。




